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Javaを開発し、これまでJavaの標準化を進
めていたSun Microsystems（以下Sun）が、
国際標準化団体のECMAからJavaを引き上げ
てしまったというニュースが入ってきた。Sunは
Javaに関して新しい方向に動きだしたようだ。
Java対応の開発ツールJBuilderを開発して

いるInpriseは、Sunと共同でLinuxに対応した
「Java 2 Platform Standard Edition」を開
発していると発表した。そしてSunは同社の
Webサイトで、そのプレビュー版「Java 2
SDK 1.2.2RC1」を公開し、正式版は2000
年上期を予定しているという。
Javaは動作するプラットフォームを選ばないこ
とが特徴になっている。しかし、同じプログラム
を処理能力の低いマシンで実行すれば当然レスポ
ンスが遅くなるわけで、Webブラウザでアクセス
するアプリケーションでは、サーバ側で処理する
のが主流になっている。
そして、そのサーバプログラムとしてJavaが

一番使われている分野にE-Commerce市場があ
る。1999年7月に幕張メッセで行われたLinux
Exhibition '99基調講演で、IBMのLinux戦略
担当Vice PresidentのRichard J. Sulivan氏
は、e-businessのフレームワークの中にLinux
プラットフォームが加わっていくことを発表して
いた。そのe-businessのポータビリティを実現
しているのは、Javaである。
WebサーバではかなりのシェアをLinuxマシン
が占めている。その応用分野でもあるE -
Commerce市場は急激に成長しているため、多
くのシステムにLinuxが使われていくのが自然で
ある。Javaを利用したE-Commerceは、Linux
サーバ市場の発展に大きく貢献するだろう。

2000年はJava＋Linuxで
E-Commerce？
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ネオジャパンのイントラネットWeb対応グルー
プウェアである「iOffice2000」がバージョンアッ
プされて、2.30となった。価格は5ユーザーで3万
9800円と据え置き。前バージョンを購入している
場合は、同一のライセンスキーで新バージョンを
使用できる。またiOffice2000の機能を拡張するi
モード対応版も2.0にバージョンアップされてい
る。iOffice2000本体を購入したユーザーは無償で
利用できる。
サーバマシンには、Linux、FreeBSD、WindowsNT

など多くのOSが利用可能だ。クライアントは、
Netscape Navigator、Internet ExplorerなどのWebブラ
ウザを用いる。
バージョン2.30は、新たに「プロジェクト管理」、

「お弁当予約」機能を追加し、全部で15の機能を
提供する。ユーザーは、必要な機能のみを選択し
て運用が可能だ。またアドインであるiモード対応
版も「タイムカード」、「設備予約」、「仕事リスト」、
「ワークフロー」、「回覧板」の5つの機能を追加し、
全部で9つの機能を提供している。

Software

Web対応グループウェア
「iOffice2000」

発売日 1999年12月3日

URL http://www.neo.co.jp/ioffice/

発売 株式会社ネオジャパン
TEL 045-912-5971
価格 3万9800円（5ユーザー）～

Microsoft Wordなどのドキュメントから、テキ
スト部分を抽出する機能を持ったテキストエディ
タ「デ変研TEXT」が、データ変換研究所より発
売された。Linux、FreeBSD、NetBSDに対応する。
価格は4600円。同社では、1年間で2000本の販売
を見込んでいる。
デ変研TEXTは、従来のJIS／EUC／SJISに加

え、2種のユニコード（UCS-2／UTF-8）を自動
判別し、読み込み／保存が可能だ。
また、Windowsアプリケーションで作製したド

キュメントから、テキスト部分を抽出し、読み込
むことができる。対応するアプリケーションは、
Word（95～2000）、Exce l（95～2000）、
PowerPoint（97、2000）、一太郎 9、OASYS 6。

Software

Wordドキュメントからテキスト抽出ができるテキストエディタ
「デ変研TEXT」

発売日 1999年12月20日

URL http://village.infoweb.ne.jp/~dehenken/

発売 有限会社データ変換研究所
TEL
価格 4600円

富士通九州システムエンジニアリングから、イ
ンテルx86 PCのLinux上で動作するC／C++コンパ
イラ「C++ Package」が発売された。1999年7月
より発売中の「Fortran＆C Package」からFortran
コンパイラを除いて、低価格化したもの。価格は
一般ユーザー向けが3万円で、教育／研究機関向け
は2万円。今後1年間で、約1万本の発売を予定し
ている。

C++ Packageは、富士通が開発した、C／C++
コンパイラとGUI開発支援ツール「Relaxin」をセ
ットにしたもの。出力されるメッセージやマニュア
ル（man形式、HTML形式）はすべて日本語にな
っている。Relaxinの機能により、プロジェクト単
位のビルド／デバッグが行える。またデバッガは対
話形式を採用している。

Software

Linux用開発環境C／C++コンパイラ
「C++ Package」

発売日 1999年11月30日

URL http://www.fqs.co.jp/

発売 株式会社富士通九州システムエンジニアリング
TEL 092-852-3126
価格 3万円

News Express

NTT移動通信網は、モバイルメールサーバ機能
を搭載したオールインワンサーバ、「MM QUBE
（エムエムキューブ）」を発売した。本体価格は、
29万8000円。 米コバルトネットワーク社の
「Cobalt Qube2」をベースにしており、サイズは
184mm（W）× 197mm（H）× 184mm（D）と
コンパクト。
Cobalt Qube2のWebサーバ、FTPサーバ、DNS

などのインターネットサービス機能に加え、携帯

電話やPHSを用いた、電子メールの発信や受信を
可能にする「VALUE-MAIL」機能を搭載している。
携帯電話の番号によって接続前に認証とメールチ
ェックを行うため、従来のプロバイダ経由のPPP
接続と比較して通信時間を短縮でき、コストダウ
ンできる。またIDやパスワードの漏洩があっても、
発信者の電話番号で認証するので、不正アクセス
が防止できる。

Hardware

モバイルメールサーバ機能を持つサーバ
「MM QUBE」

発売日 1999年12月1日

URL http://www.nttdocomo.co.jp/

発売 NTT移動通信網株式会社
TEL 0120-774-360
価格 29万8000円
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ノーザンライツは、データベース「Infrover/UniSQL」
をプリインストールしたLinuxサーバ「NL Server
with UniSQL」を発売した。価格は、CPUが
Pentium II 400 MHz、メモリが128Mバイト（最大
1Gバイト）、HDDがUltra2 Wide SCSIの9.1Gバイ
トという構成のエントリーモデルで17万4000円と
なっている。モデルによってVine Linux 1.1または
Red Hat Linux 6.0を採用している。
Infrover/UniSQLは、次世代のオブジェクト指向

技術を統合したリレーショナルデータベースで、画
像や音声など、マルチメディアデータや複合文書
管理に適している。SQL言語の完全なサポートに
加え、オブジェクト指向データベースの機能を拡
張したSQL/X言語仕様を提供する。将来的には、
Java、CORBAに対応する予定。
Infrover/UniSQLの開発者向けの技術サポートサ

ービスは、有償でNTTデータが行う。料金は年間
30万円。

Hardware

データベースサーバ
「NL Server with UniSQL」シリーズ

発売日 1999年12月13日

URL http://www.nlights.co.jp/

発売 ノーザンライツ株式会社
TEL 044-850-2391
価格 17万4000円～

エーピーシージャパンは、小型エントリーサーバ
向けのUPS「Smart-UPS 500」を1月12日から発
売する。価格は6万9800円。Smart-UPS 500は、
Smart-UPSシリーズの中で容量が最少のモデルで、
小規模なエントリークラスのサーバに適している。
ラインインタラクティブ方式という構造を採用

しており、平常時にも±20%程度の電圧変動を自
動的に補正する。また停電時の切り換えも短時間
で行える。バッテリはホットスワップ可能で、交

換時にシステムを停止する必要がない。
電源管理ソフトウェアは、標準でWindowsNT用

の「PowerChute plus」が添付されている。UPSの
遠隔監視、停電時の自動シャットダウン、スケジ
ュールによるサーバの停止／起動などが可能だ。
Linux対応の「PowerChute plus for Linux」は、
1999年11月末から同社のWebサイトでダウンロー
ドできるようになっており、WindowsNT版と同様
の機能が利用できる。

Hardware

小型エントリーサーバ用UPS
「Smart-UPS 500」

発売日 2000年1月12日

URL http://www.apc.co.jp/

発売 株式会社エーピーシージャパン
TEL 03-5434-2021
価格 6万9800円

バックスは、Linux／FreeBSDに対応した日本語
入力システム「VJE-Delta Ver.3.0 for Linux／BSD」
を発売する。価格は5800円。
現在販売中のVer.2.5をバージョンアップしたも

ので、新たにWindows版と同等のツールバーを採
用し、操作性を向上している。変換エンジンには、
格フレーム辞書を用いたAI変換を採用している。
構文解析機能により離れた文節の関連性を判断し、
より正確な変換を実現する。

VJE-Deltaとアプリケーション間のプロトコルは、標
準的なXIMを用いており、X Window System（X11R6）
上のさまざまなアプリケーションで使用できる。
1999年11月より、ベータ版が同社のFTPサイト

（ftp://ftp.vacs.co.jp/pub/unix/vje30/Linux）から入手
可能になっている。Linux版は、tarボール、RPM、
debパッケージで提供されている。LASER5 Linux
6.0、TurboLinux日本語版4.2、Debian GNU/Linux
2.1などで動作することが確認されている。

Software

日本語入力システム
「VJE-Delta Ver.3.0 for Linux／BSD」

発売日 2000年1月29日

URL http://www.vacs.co.jp/

発売 株式会社バックス
TEL
価格 5800円

ビレッジセンターは、Linux対応の電子メール機
能付きエディタ「XZ for Linux（仮称）」を2000年
3月に発売する。価格は9800円の予定。
XZ for Linuxは、同社が開発したWindows版の電

子メール機能付きエディタ「WZ EDITOR 4.0 with
WZ MAIL」をLinuxに対応させたもの。テキストエ
ディタ「XZ EDITOR」、電子メールソフト「XZ

MAIL」、メモツール「XZ MEMO」、ファイル管理
ツール「XZ FILER」、検索ツール「XZ GREP」か
らなる。WZ EDITORが持つマクロ機能は含まれな
いが、今後サポートされる予定。
XZ for Linuxのα版（0.52）が同社のWebサイト

（http://www.villagecenter.co.jp/soft/xz/）よりダウ
ンロード可能。2000年2月まで試用できる。

Software

テキストエディタ中心の統合ソフト
「XZ for Linux」

発売日 2000年3月

URL http://www.villagecenter.co.jp/

発売 株式会社ビレッジセンター
TEL
価格 9800円
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レーザーファイブ、でんさテクノ東京
アクシスソフトウェアが、ASP事業で提携

1999年12月15日

レーザーファイブは、ASP（アプリケ

ーション・サービス・プロバイダ）事業

の分野で、でんさテクノ東京およびアク

シスソフトウェアとの提携を発表した。

でんさテクノ東京は、ネットワークシス

テムの構築やサポートなどのサービスを

提供している、日立電子サービスの子会

社。アクシスソフトウェアはWebアプリ

ケーションなどを開発しているソフトウ

ェアメーカー。

この提携により、3社は中小企業や

SOHO事業者を主なターゲットとしたサ

ービス「L-Servo（エル・セルボ）」を提

供する。L-ServoのOSにはLASER5

Linux 6.0を、グループウェアにはアクシ

スソフトウェアのiモード対応のWebグル

ープウェア「SuperVIP」を採用。システ

ムの構築や運用およびサポートは、でん

さテクノ東京が行う。

レーザーファイブ

（http://www.laser5.co.jp/）

でんさテクノ東京

（http://www.dtts.co.jp/）

アクシスソフトウェア

（http://www.axissoft.co.jp/）

米TurboLinuxが、「Linux-SNA接続
技術」をオープンソース化へ

1999年12月15日

ターボリナックス ジャパンは、米

TurboLinuxが「Linux-SNA接続技術」を

オープンソース化することを発表した。

これは、IBMのメインフレームのシステム

ネットワーク「SNA」とLinuxシステムと

をTCP/IPで接続するもの。同技術は、

Linuxのカーネル2.3.21で開発されており、

「 Microsoft SNA Server」 や 「 IBM

eNetwork Communications Server」と

Linuxマシンの接続が可能となる。

TurboLinux （http://www.turbolinux.com/）

「NetFront for Linux/GTK」
評価版の無償配布開始

1999年12月15日

アクセスが、情報家電向けブラウザ

「NetFront」のLinux版である「NetFront

for Linux/GTK」評価版の無償配布を開始

した。

同社によると、今後市場の要求を見て

2000年中に製品版をリリースする計画

で、価格や開発キットのリリースは現時

点では未定。

「NetFront」は、セガ・エンタープラ

イゼスのDreamcastやカシオ計算機の

CASIOPEIAなどの情報家電に採用されて

おり、Cookie、Javascriptなどに対応し

ている。動作環境は、インテルx86を採用

したLinux（カーネル2.0以上）で、ほか

に XFree86 3.3、 glibc 2.0または 2.1、

GTK+ 1.2、 zlib 1.1が必要。 LASER5

Linux 6.0、Vine Linux 1.1での動作が確認

されている。

アクセス

（http://www.access.co.jp/）

Blackdown、Linux Java 1.2.2
RC3をリリース

1999年12月9日

以前からLinux環境へのJava移植を手

掛けてきたBlackdown Teamから「Java

Platform 2 SDK Version 1.2.2-RC3

（Release Candidate 3）」が発表された。

Blackdownは、Linux環境にJavaを移植

するために結成されたボランティアの組

織。Java2 SDK 1.2.2-RC3の動作に必要

とされる条件は、カーネルが2.2.0以上、

glibcが2.1.2以上となっている。

Java Linux

（http://www.blackdown.org/）

Linux版Quake III
Golden Master完成

1999年12月9日

米Lokiは、Linux版Quake III Arenaの

Golden Masterが米id Softwareの認可を

受けたことを発表した。 L o k i は、

「Civilization」や「Myth II」などの人気ゲ

ームタイトルをLinuxプラットフォームに

移植しているソフトウェア会社で、12月2

日には、id SoftwareとQuake III Arenaの

販売契約を発表している。

Loki Entertainment Software

（http://www.lokigames.com/）

id Software

（http://www.idsoftware.com/）

米3dfxがGlideと
ハードウェア情報を公開

1999年12月8日

Voodooシリーズのビデオカードで知ら

れる米3dfxは、3Dグラフィックス用API

であるGlide APIと、同社のビデオカード

のハードウェア情報をオープンソースと

して公開すると発表した。

これにより、3Dグラフィックスを使用

したソフトウェア、特にゲームのLinux版

の開発が進むと期待される。

Glide Source Kitsは同社のWebサイト

よりダウンロード可能。

Linux.3dfx.com

（http://linux.3dfx.com/open_source.htm）

XFree86 4.0のリリース時期発表

1999年12月8日

XFree86 Projectは、XFree86の次のプ

リ4.0（ベータ版に相当）である3.9.17が

本年中にリリースされることと、4.0はそ

の約2カ月後にあたる2000年第1四半期中

頃になると発表した。

XFree86 4.0は、TrueTypeフォントや

3Dグラフィックのサポート、グラフィッ

クカードに依存しないローダブルモジュ

ールによる実装などの新機能を持ち、長

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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く待ち望まれている新バージョン。

また、現在の3.3系列のバグフィクス版

であるXFree86 3.3.6については、3.9.17

のリリースと同じ頃になるという。

XFree86 Project

（http://www.xfree86.org/）

米Inpriseと米Sunが
Java 2 Platform Standard Edition
Linux版を共同開発

1999年12月8日

米Inpriseは12月7日に、Linux対応の

Java言語開発ツール「Java 2 Platform

Standard Edition（ J2SE）」 を 米 Sun

Microsystemsと共同で開発していること

を発表した。これにより、Linux上でJava

ベースのアプリケーションの開発および

運用が可能になる。

同製品のベータ版である「Java 2 SDK

v 1.2.2 Release Candidate 1 for Linux」

が同社のWebサイトに12月8日から公開

されており、無償でダウンロードできる。

対象はJDC（Java Developer Connection）

の会員だが、名前やメールアドレスなどの

登録だけで誰でも会員になれる。会費は

無料。

なお、正式版のダウンロードも無償で、

2000年上半期に公開の予定。同製品には

米InpriseのJava開発ツールが同梱される

見込み。日本法人のインプライズによれ

ば、同梱製品は「Borland JBuilder 3

Standard Edition」のサブセット（基本機

能版）だという。

インプライズ

（http://www.inprise.co.jp/）

グループウェアソフト「TeamWARE
Office for Linux V5.3」を発売

1999年12月7日

富士通南九州システムエンジニアリン

グ（MQS）は、Linux対応のグループウ

ェアソフト「 TeamWARE Office for

Linux V5.3」を12月1日に発売した。出荷

開始は2000年1月末。同製品は、MQSと

富士通が共同開発したもの。また、北米

では富士通の子会社である米Fu j i t su

Software、ヨーロッパでは同子会社のフ

ィンランドTeamWARE Groupが2000年

第1四半期に販売を開始する。

TeamWARE Officeの 対 応 OSは 、

Windows NT、Solaris、およびUXP／DS

（富士通の商用UNIX）だったが、企業に

おいて導入が進んでいるLinuxにも対応し

た。対応ディストリビューションは、

「TurboLinux Server 日本語版 6.0」および

「Caldera OpenLinux 2.3」。対応ディスト

リビューションは順次拡大される予定。

富士通南九州システムエンジニアリング

（http://www.mqs.co.jp/product/twolnx/）

Lotus Domino R5 for Linuxの
完成版ダウンロード開始

1999年12月3日

米Lotus DevelopmentのWebアプリケ

ーションサーバ「Lotus Domino R5 for

Linux」の、最終フィックスバージョンで

あるGold版が、Lotus DominoのWebペー

ジからダウンロード可能になった。ファ

イルサイズは約90Mバイト。90日間、無

料で試用できる。対応するディストリビ

ューションは、Red Hat Linux 6.0と、

Caldera OpenLinux。

Lotus Domino R5 for Linuxは、XML機

能を強化したLotus Domino R5.0.2に準拠

したもの。日本での出荷は2000年第1四

半期が予定されている。

Lotus Development

（http://www.lotus.com/）

Notes.net （http://notes.net/）

開発ツール「TIPPLER for Linux」
をキャンペーン価格で販売

1999年12月1日

日本ユニシスは、GUIアプリケーション

開発ツール「TIPPLER for Linux」のキャ

ンペーン価格販売を開始した。通常価格

（開発環境基本構成）30万円を、約4割引

の19万円で販売する。期間は2000年3月

末まで。

TIPPLERは、オブジェクト指向のスク

リプト言語「Uniscript」を核とした開発

ツール。CやC++よりも、1/10以下の工

数でGUIアプリケーションを開発すること

ができるという。対応するディストリビ

ューションは、LASER5 Linux 6.0と、

TurboLinux日本語版4.0となっている。

日本ユニシス

（http://www.unisys.co.jp/）

ぷらっとホームが、Webメール型
メールサーバを発売

1999年12月1日

ぷらっとホームは、Webメール環境を容

易に構築できるソフトウェア「WallEdge 

MailServer スターターパック」を発売した。

WallEdge MailServerを利用すれば、

Webブラウザからのメール確認が可能に

なる。Apache-SSL対応の認証証明、ベ

リサイン・セキュア・サーバ ID（別途購

入必要）や、MIME、HTML、MHTML、

cc:Mailの添付ファイルに対応している。

バージョンがVer.1.5に上がり、従来の

FreeBSDに加えてLinux（Red Hat Linux

5.2／6.0英語版）にも対応した。また仮

想フォルダ機能の装備や、Perl 5.005での

動作が可能となっている。

ぷらっとホーム

（http://www.plathome.co.jp/）

サーバ管理ツール
HDE Linux Controller 1.0が発売

1999年11月30日

ホライズン・デジタル・エンタープラ

イズは、2000年1月31日より、Linuxサー

バをWebブラウザで管理できるツール

「HDE Linux Controller 1.0」を発売する。

価格は未定。

HDE Linux Controller 1.0は、同社が無

料配布している「HDE-WUI」の商用パッ

ケージ版で、店頭販売されるもの。HDE-

WUIの機能に加え、ipchainsやルーティ

ングの設定が可能になっている。

Red Hat Linux、TurboLinux、LASER5

Linuxなどに対応している。また12月15

日から発売される「TurboLinux Server 日

本語版 6.0 SOHO Edition」や、2000年

発売予定の「LASER5 Linux 6.0 Rel.2に



Linux magazine February  200030

News Express

は、HDE Linux Controller 1.0がバンドル

される。

ホライズン・デジタル・エンタープライズ

（http://www.hde.co.jp/）

SGIがIRIS Performer 2.3の無償
ダウンロードを開始

1999年11月30日

米 SGIは、「 IRIS Performer 2.3 for

Linux」の無償ダウンロードを開始した。

IRIS Performer 2.3 for Linuxは、高性能

な3Dレンダリングツールキット。

IRIS Performer 2.3 for Linuxは、すでに

存在するIRIS Pertformerと完全に互換性

のあるAPIを搭載し、ランタイムライブラ

リ、ファイルローダ、開発用ヘッダファ

イル、サンプルソースコード、マニュアル

など開発において必要なものすべてを揃

えている。また、WebページにはFAQや

バグ情報、パッチ情報が掲載され、さら

にメーリングリストも用意されている。

SGI（http://www.sgi.com/）

SGIがItaniumプロセッサベースの
クラスタリングデモを公開

1999年11月26日

米SGIは、米Oregon州Portlandで開催

されたSupercomputing '99 Conference

で、Intel Itaniumプロセッサベースのクラ

スタリングのデモを公開した。SGIによる

と、このデモに使われたソフトはすべて、

オープンソースのもので構成されている

という。

デモの内容は、Project Trillianによりポ

ーティングされた64ビットのLinuxカーネ

ルを、Itaniumプロセッサマシン上で動作

させ、汎用シミュレーションツールキッ

トのCactusをクラスタリングにより実行、

結果をIA-32ノード上で動作する数値解析

ソフトAmiraにより表示するというもの。

SGI （http://www.sgi.com/）

米IBMがViaVoiceのLinux版を
βリリース

1999年11月25日

米IBMは、音声認識ソフトViaVoice

SDK for Linux V2.0（Beta）とRun Time

Kit for Linux V2.0（Beta）をリリースし

た。SDKには文法解析ツール、サンプル

プログラム、ドキュメントが、Run Time

Kitには音声認識エンジンと、セットアッ

プユーティリティが含まれる。

対応するディストリビューションはRed

Hat Linux 6.0。 そ の ほ か に SuSE、

Caldera OpenLinux、Debian/GNU Linux

で動作報告があったという。

SDKとRun Time Kitは、IBMのWebサ

イトからダウンロードすることができる。

また、FAQのページ、メーリングリスト

も用意されている。

IBM ViaVoice SDK for Linux

（http://www.ibm.com/software/speech/de

v/sdk_linux.html）

WordPerfect Office2000 for 
Linuxのベータテスト受け付けを開始

1999年11月25日

カナダのCorelは、同社のオフィス製品

「Corel WordPerfect Office2000 for Linux」

のベータテスト受け付けを開始した。同

社は、先日Corel LINUX OSをリリースし

ている。

ベータテスターは、同社のWebページ

で登録後、抽選で決定される。ベータ1の

配布は12月末から1月始め頃の予定。

Corel WordPerfect 2000 for Linuxは、

米国で開催されたCOMDEX Fall/ '99にて

デモンストレーションされ、Byte.com の

「Best of Show Award COMDEX/Fall '99」

賞も受賞した。

北米英語版は2000年春に発売予定。

Corel （http://www.corel.com/）

UPS管理ソフトの無償ダウンロードを
開始

1999年11月18日

エーピーシー・ジャパンは、「PowerChute

plus for Linux」の無償ダウンロードを11

月29日より開始する。PowerChute plus

for Linuxは、ネットワークに対応した

「シャットダウン機能」、「スケジュール運

転機能」、「ログファイル機能」を搭載し

た、Linux用のUPS管理ソフト。

「スケジュール運転機能」では、シス

テムが使われていない時間に、自動的に

電源を切り、使用する時間になると自動

的に起動するように設定することが可能

になっている。また「ログファイル機能」

では、定期的に入出力の電源管理や電源

周波数などを記録し、トラブルの傾向や

問題点を分析することも可能だ。さらに、

ネットワーク上に点在するUPSを管理端

末から監視することにより、管理性を向

上させたとしている。

対応するUPSは同社のSmart-UPSシリ

ー ズ と Matrix UPS。 対 応 OSは 、

「 TurboLinux 日 本 語 版 3.0／ 4.0」、

「TurboLinux Server 1.0」「Red Hat Linux

5.2日本語版」。なお、PowerChute plus

for Linuxを利用するためには、専用ケー

ブルの「Interface Kit for Linux」が必要。

Interface Kit for Linuxの定価は6000円。

エーピーシー・ジャパン

（http://www.apc.co.jp/）

Secure Virtual Network for
Linuxを発表

1999年11月18日

ネットワークセキュリティ関連製品を

手掛けるチェック・ポイント・ソフトウ

ェア・テクノロジーズは、同社のセキュ

ア・バーチャル・ネットワーク（SVN）

を、Linuxプラットフォームへ拡張すると

発表した。対応するディストリビューシ

ョンはRed Hat Linux。

SVNは 、 VPN（ Virtual Private

Network）のセキュリティをに強固にした

もの。今回Linuxに対応するのは、「VPN-

1／FireWall-1 Version4.1」、「Account

Management module」 、 「 VPN-1

SecureServer」、「FloodGate-1」の4製品。

チェックポイント・ソフトウェア・テクノロジーズ

（http://www.checkpoint.co.jp/）
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Distribution
レーザーファイブは、「LASER5 Linux 6.0 Server Edition for

Alpha」を1999年12月下旬から出荷すると発表した。同社から

発売中の「日本語redhat Linux 6.0 Server Edition」（インテル

x86用）をAlphaプロセッサに移植し、さらに独自の機能拡張

を加えたもの。

専用の日本語インストーラを採用しており、最小限の入力を

行うだけで、高度なセキュリティ機能を持つ安定したサーバ環

境の構築が可能だ。サーバ用途のソフトウェアとして、データ

ベースのPostgreSQL（日本語化済み）、日本語全文検索システ

ムのMitakeSearchが付属する。

対象機種は、コンパックの「Linux-ready」シリーズのAlphaプ

ロセッサ搭載機種と、ビジュアルテクノロジーのVT-Alphaシリーズ。

価格は、サポート権なしが1万円、180日間のサポート権付

きが4万9800円。サポート内容は、インストールからサーバ設

定までを電話、FAX、Webサイトでサポートするというもの。

なおサポート権付きの対象は、コンパックのAlphaプロセッサ

搭載の「Linux-ready」モデルのみとなっている。

レーザーファイブ（http://www.laser5.co.jp/）

Distribution
LASER5 LinuxのAlphaプロセッサ版発売

技術評論社は、「Vine Linux 2.0 CR Official製品版」（以下

Vine 2.0）を2000年3月上旬より発売すると発表した。Vine 2.0

は、Red Hat Linux 6.1をベースにProject Vineが開発中のディス

トリビューション。現在発売中の「Vine Linux 1.1 CR Official製

品版」、「Vine Linux 1.1 CR with Wnn6」の登録ユーザーに対す

るバージョンアップ版の販売も同時に行われる（直販のみ）。

Vine 2.0は、定評の日本語インストーラ、独自開発のツール

などはそのままに、各コンポーネントのアップグレード、デス

クトップ環境のKDE／GNOMEの採用、付属アプリケーション

の充実をはかったもの。カーネルは2.2.13、Cライブラリは

glibc 2.1.2を採用する予定。

Vine 2.0からは、日本語入力システム「Wnn6 Ver.3」を標

準装備とした。また商用フォントのDynaFontも1書体増やし

て、5書体付属とし、多彩な日本語表示／印刷が可能になる。

体験版ソフトウェアなどのパッケージが増えたため、CD-

ROMの枚数は4枚になった。価格は未定となっている。

技術評論社（http://www.gihyo.co.jp/）

Vine Linux（http://www.vinelinux.org/）

Vine Linux 2.0、3月上旬に発売

カナダのStormix Technologiesは、1999年12月15日に北米

でStorm Linux 2000の発売を開始した。パッケージはStandard

Editionの1種類で、49.95USドル。商用ソフトウェアを除いた

ダウンロード版は、同社のFTPサイトから取得できる。

Storm Linux 2000は、Debian GNU/Linuxをベースにしたデ

ィストリビューションで、カーネルは2.2.13。XFree86 3.3.5、

KDE 1.1.2、GNOME（October Release）を採用しており、

最新のデスクトップ環境を利用可能。Storm Administration

System（SAS）という独自の管理システムを用いている。イ

ンストーラはGUIスタイルのものを用いており、初心者にも分

かりやすくなっている。

Standard Editionには、Applixware Office 4.4.2（デモ版）、

StarOffice 5.1a、Partition MagicSE、BRUバックアップツール

（デモ版）、VMWare 1.1（デモ版）、Kriloなどの商用ソフトウ

ェアが付属している。

また同社では、日本語Webページも開設しており、Storm

LinuxやSASの説明文を日本語で読む

ことができる。Storm Linuxの日本語

版は、2000年中の発表を目標に準備

中。

Stormix Technologies

（http://www.stormix.com/）

Storm Linux 2000、北米で発売開始

ドイツのSuSE社は、1999年12月1日にSuSE Linux 6.3の出

荷を開始した。価格は、49.95USドル。CD-ROM 6枚組と

DVD-ROM 1枚のパッケージがあり、内容は同じだ。1500以上

のソフトウェアパッケージを収録している。

インストールは、YaST2というGUIを用いたインストーラで

行う。YaST2はハードウェアの自動認識機能を持ち、初心者

でも20分程度でX Window Systemまで含めてインストールが

終了するという。

カーネル 2.2.13、 XFree86 3.3.5、 GNOME（ October

Release）、KDE 1.1.2と最新のコンポーネントを揃えている。

商 用 製 品 の デ モ 版 と し て 、

Vmware 1.1.1、 Hummingbird

Exceed（Windows用Xサーバ）、

Railroad Tycoon II（ゲーム）など

を収録している。

SuSE, Inc.（http://www.suse.com/）

SuSE Linux 6.3発売開始
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本機を開発したZyXEL Communi-

cationsというメーカーは、汎用CPU

を使って高性能なモデムやISDN TA

を開発してきたことで知られる。現

在はルータも手がけており、本機は

Mbps単位の高速なケーブル／xDSL

モデムをEthernetで接続して使える

ルータとして開発された。日本では

ブレーンが販売する。

;; -----------------------------

複数のPCでケーブル／xDSLモデムを共有する

;; -----------------------------

本機はIPパケットをルーティングす

る機器で、写真1にあるWAN（イン

ターネット）側とLAN側のEthernet

インターフェイスの間で、IPパケッ

トの橋渡しやフィルタリングを行う。

インターネット側にはケーブル／

xDSLモデムを、またLAN側にはPC

などモデムを共有したいネットワー

ク機器を接続する＊1。ルーティングプ

ロトコルとしてはRIP-1／2をサポー

トし、RIP-2はマルチキャストにも対

応する。

最近の市販ルータとしては一般的

な、IPマスカレード相当のIPアドレ

ス／ポート変換機能も本機はサポート

している。SUA（Single User Account）

/NATと呼ばれるこの機能により、イ

ンターネット側のIPアドレス1つで、

LAN側の複数のPCから同時にインタ

ーネットにアクセスできる。また同時

に、LAN側のサーバをインターネット

に公開することも可能だ。本機がポー

ト番号をもとに複数のサーバへパケッ

トを割り振れるので、たとえばメール

サーバやWebサーバなどを別々のマシ

ンで運用できる。ポート／アドレス変

換機能のせいで動作しないネットワー

クゲームなども、同様の設定で利用で

きる。

本機の特徴としては、LAN側イン

CATV／xDSLインターネット接続に使うIPルータ

プレステージ310
マルチプラットフォーム対応のインターネットワープロ

一太郎Ark for Java

32

34

最近広まり始めたCATV／xDSLインターネット接続では、専用モデムを介して1台のPCを接
続するのが基本だが、LAN環境の普及した今日ではいささか役不足だ。本機を用いれば、こ
うした環境でも複数台のPCから同時にインターネットにアクセスできるようになる。

プレステージ310

CATV／xDSLインターネット接続に使うIPルータ

製品名 プレステージ310
価格 6万8000円
問い合わせ先 株式会社ブレーン

TEL 042-582-0228
http://www.brain-tokyo.co.jp/

複数のPCでケーブル／
xDSLモデムを共有する

＊1 CATVやxDSLによるインターネット接続プロバイダ

では、複数のPCを接続することを許可していなかったり、

別の契約が必要だったりする場合がある。
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ターフェイスが100BASE-TXである

ことが挙げられるだろうか。インター

ネット側は10BASE-Tだが、モデムの

スピードを考えると順当といえる。

LAN側を100BASE-TX対応機器で統

一できるというメリットもあるが、現

在では10/100両対応ハブを安価に入

手できるのであまり重要ではない。む

しろ、インターネット側Ethernetの

MACアドレスを、LAN側に接続した

任意の機器のMACアドレスと同一に

できる機能のほうが便利に感じた。ケ

ーブル／xDSLモデムを使ったインタ

ーネット接続では、プロバイダに届け

出たMACアドレスを持つ機器しか通

信できないことがあり、MACアドレ

スを変更するとプロバイダにその旨を

伝える必要がある。しかし、本機なら

その手間を省ける。また、接続機器の

ホスト名で認証される場合でも、本機

のホスト名を変更して対処できる。

;; -----------------------------

詳細な設定はテキストベースで行う

;; -----------------------------

本機の各種設定をLinuxマシンから

変更するには、写真1の制御用シリア

ルポートにPCを接続してターミナル

エミュレータから操作するか、ある

いはtelnetを利用する（Windowsマシ

ンからならGUIの設定ツールが使え

る）。対話形式とはいえ、設定は画面

1のようにテキストベースであり、最

近主流のWebブラウザによる設定方

式に比べると敷居は高い。特にオン

ラインヘルプが参照できないのが難

点といえよう。ただし設定項目自体

は豊富で柔軟性はある。

ルータの設定のなかでも、特に複雑

なパケットフィルタリングについて

は、対話形式でよくまとめられている

ほうだ。フィルタのセット数は12個

まで、また1セットのルール数は6個

まである。さらにインターネット側／

LAN側の入出力ポートそれぞれに、4

セットまでフィルタを設定できるの

で、よほど凝ったフィルタでない限り

数は十分だろう。ただ実際に設定して

みた限りでは、より具体的なフィルタ

設定例のドキュメントがほしいと感じ

た。Ethernetパケットでのフィルタ

リングも可能で、特定のMACアドレ

スだけブロックすることもできる。

プロバイダごとに仕様の差が大き

い現在のCATV／xDSLインターネッ

ト接続では、ルータが仕様の差を吸

収せざるを得ない面がある。本機で

はファームウェアのアップデートが

ZyXELによって繰り返されており、

こうした仕様のバラツキの問題に対

処している。また最新ファームウェ

アではPPP over Ethernetなどの新機

能が追加されており、今後のさらな

る高機能化にも期待が持てそうだ。

詳細な設定は
テキストベースで行う

写真2 本機の内蔵コントロール基板

中央やや下にある大きめのチップが、ルーティ
ング処理をつかさどるCPUだ。チップ表面の印
刷からARMプロセッサを組み込んだASICと思わ
れる。基板の集積度はそれほど高くなく、もう
少し基板のサイズを縮小して小型化できそうだ。

Ethernet

IPアドレス割り当て

ポート／アドレス変換
同時セッション数
ファイアウォール
ログ機能
LEDインジケータ
外形寸法（mm）・重量
電源
付属品

インターネット側： 10BASE-T
LAN側： 10BASE-T／100BASE-TX（自動切換え・全二重対応）
インターネット側：固定またはDHCPクライアントとして自動設定
LAN側： DHCPサーバとしてIPアドレス配布可能
SUA/NAT機能（1対多の変換をサポート）
256セッション
IPおよびEthernetパケットのフィルタリング
LinuxなどUNIX系OSのsyslogdで収集可能
電源／システム状態／LAN側（10／100）／インターネット側
267（W）×178（D）×37（H）、717g
外付け（ACアダプタ）
Ethernetツイストペアケーブル（ストレートとクロス各1本）、
シリアルケーブル／変換アダプタ、日本語マニュアル2冊など

表1 プレステージ310の主な仕様

電源コネクタ インターネット側のEthernet。
10BASE-Tのみ対応

制御用のシリアルポート

100BASE-TXに
も対応したLAN
側のEthernet写真1 本機の背面パネル

画面1 システム管理端末（SMT）の画面

対話形式で本機のほぼ全機能を設定できる。シリアル接続の場合、
XMODEMで設定ファイルのバックアップ／リストアが可能。telnet接
続ならtftpで実現できる。ファームウェアのアップデートも可能

Copyright (c) 1994 - 1999 ZyXEL Communications Corp.

Prestige 310 Main Menu

Getting Started Advanced Management
1. General Setup 21. Filter Set Configuration
2. WAN Setup
3. LAN Setup 23. System Password
4. Internet Access Setup 24. System Maintenance

Advanced Applications
12. Static Routing Setup
15. SUA Server Setup
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ジャストシステムから12月3日に、

インターネットワープロ「一太郎Ark」

が発売された。1999年4月より「一太

郎Ark for Java Technology Preview」

という機能限定版を、無償ダウンロー

ドの形で配布していたが、それを製品

化したものである。なお、日本語入力

システムは付属していない。

プラットフォームに依存しない

100% Pure Javaアプリケーションと

なっているため、Windows、Solaris、

Linux、Macintoshで同じプログラム

が動作可能である。動作環境として

「 Java 2 Runtime Environment

Version 1.2.2以降」が必要である。今

回発売された製品では、Windows

98／ 95／ NT Workstation用 と 、

SPARC版Solar is用のJRE（Java

Runtime Environment）が付属し、

動作確認がなされている。それ以外

の動作環境（すなわちLinuxも）につ

いてはサポートを受けられないので

注意していただきたい。

まずは、Windows 98にインストー

ルして使い勝手を確認してみた。普

通のWindowsアプリケーションと同

じように専用インストーラが付属し

ているので、エクスプローラでCD-

ROMのinstall.exeを起動すればよい。

インストールが終了すると、デスク

トップ上に一太郎Arkのアイコンがで

きるので、マウスでダブルクリック

して起動するだけだ。

画面1の上の部分を見てわかるよう

にメニューやツールバーは、シンプ

ルながらワープロとして標準的なレ

イアウトになっている。付属のマニ

ュアルはインストール手順だけしか

書かれていないが、マニュアルレス

ですぐに使い始められるだろう。

;;

;; Linuxで一太郎Arkを動かす

;;

次に、一太郎ArkをLASER5 Linux

6.0で動作させてみた。現時点でLinux

用Java 2の環境は正式リリースされて

いない。従来からLinuxにJavaを移植

しているBlackdown Term（Java

Linux、http://www.blackdown.org/）

から、12月にJava2SDK 1.2.2-RC3が

リ リ ー ス さ れ た と こ ろ で あ る 。

LASER5 Linux 6.0に標準で搭載され

ているJavaは、jdk 1.1でありJava 2

ではないため、そのJava2SDK 1.2.2-

RC3をインストールした。RPMパッ

ケージで配布されているわけではな

いため、インストールや環境設定に

手間がかかるが、ここでは詳細は割

愛する。一太郎Arkのインストールは、

マルチプラットフォーム対応のインターネットワープロ

XMLを基本のデータフォーマットとして採用していることや、Javaで書かれていることな
ど異色のワープロソフトだが、WindowsやSolarisだけでなく、Java環境が整えばLinux用
の本格的な日本語ワープロソフトとしても期待できそうだ。

一太郎Ark for Java

製品名 一太郎Ark
価格 9800円
問い合わせ先 株式会社ジャストシステム

TEL 03-5412-3939
http://www.justsystem.co.jp/

Linuxで一太郎Arkを動かす

画面1

一太郎Arkで、いろいろ
書式を変えて入力してみ
たところ。メニューやツ
ールバーを見ただけで
は、ほかのワープロソフ
トと大きな違いはない。

画面2

HTMLファイルはURLを指定することで読み込むこと
が可能でフレームにも対応している。



ark10.zipファイルをunzipコマンドで

展開するだけである。

Xのターミナル画面から“java -jar

ark10.jar”と入力して起動する。フ

ォントを変えてみたり、文字の大き

さをポイント単位で指定したり、表

を入れたりして使ってみた。少し不

便に感じたのは、文字の大きさの指

定で、ツールバーからは「標準、最

大、大、やや大、中、やや小、小、

最小」しか選べない。HTMLの表現

規則に準じたもので、ブラウザの標

準の文字に対する相対的な大きさを

指定するわけだが、このあたりがワ

ープロというよりHTMLエディタを

感じさせる。しかし、メニューから

［書式］―［文字サイズ］―［サイズ

指定］と選ぶことで、ポイント単位

で指定することができる。

なお、URLを指定してWebサイト

やFTPサイトから直接ファイルを読

み込むことも可能になっている（画

面2）。この機能はHTMLエディタと

して使う場合に便利だろう。

ファイルの保存は、HTML と

XHTMLというフォーマットを採用

し、使用できる文字セットとして、

シフトJIS、日本語EUC、ISO2022-JP、

Unicodeといったコードに対応してい

るので、インターネット上でのデー

タ交換が容易になっている。

一太郎Arkはマルチリンガル対応に

なっていて、文章中に複数の言語／

フォントを混在することが可能だ。

フォントはOSに組み込まれたものか

ら選択する（画面3）。Linuxでの日本

語フォントの表示はギザギザが目立

つが、メニューからテキストアンチ

エイリアスをONにするとなめらかに

なって読みやすい。

ファイルの読み込みは、一太郎

（Ver.5～10）、MS-WORD（Ver.6／

95／97／98／2000）、RTFに対応して

いるが、罫線データの読み込みは一

太郎（Ver.7～10）に限られている。

ほかのファイルフォーマットからは

テキスト部分と文字装飾属性の一部

が抽出されるだけなので、残念なが

ら同じような体裁にはならない。

印刷機能だが、プレビューも可能

で、用紙や印字方向、余白も細かく

設定もできる（画面4）。LIPS系のレ

ーザープリンタを使ってプリントア

ウトしたところ、文章だけだとすぐ

に出力されるが、画像含んだHTML

ドキュメントは非常に遅かった。プ

リンタに送られるデータの量が数十

Mバイトにもなってしまったのだが、

これはLinuxの印刷の仕組みが原因だ

ろう。

;;

;;プラグインで機能を拡張でき

;;ユーザーにAPIを公開予定

一太郎Arkでは、プラグインによっ

て機能を追加できるようになってい

て（画面5）、同社のWebサイトにあ

るプラグインのサンプルを利用して

自分で拡張することができる。

今回、Linuxでの操作中に一太郎

Arkがハングアップすることがあっ

た。Windows上では安定して動作し

たので、LinuxのJava環境が不完全な

ためと思われる。いまのところLinux

できちんと使える日本語ワープロが

ないという状況なので、一刻も早く

正式に対応することを期待したい。
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プラグインで機能を拡張でき
ユーザーにAPIを公開予定

画面3

フォントの設定。Linux上でもこのようにOSに登録さ
れたフォントを目で確認しながら選んでいく。

画面4

印刷プレビュー画面の表示が行え、ページスタイル設定では用紙の選択や、
余白を細かく設定できる。

画面5

プラグインで機能を拡張できる。標準搭載のプラグインは各種フォーマットに対応
したファイル読み込み機能が中心だ。



Linux magazine February 200036

Corel LINUX OS
Linuxといえばサーバと思われがちだが、デスクトップ環境を主なターゲ

ットにしたものも増えてきた。独自の機能を多く盛り込んだデスクトップ向

けディストリビューションを紹介する。

Slackware Linux 7.0
昔からのLinuxユーザーなら、一度は使ったことがあるはずの

Slackwareが、メジャーバージョンアップをはたして帰ってきた。最新の

デスクトップ環境を備えた、老舗のディストリビューションを紹介する。

Linux MLD 4
WindowsがインストールされているマシンにLinuxを追加するのは、け

っこう大ごとだ。そんなときに役に立つ、Windows環境との親和性を持っ

たディストリビューションを紹介する。

Kondara MNU/Linux 1.0
メーカー主体のディストリビューションが増えてきたなか、コミュニティ

の力強さを感じさせるニューカマーが登場した。「伊達と酔狂」を自称する

先鋭的なディストリビューションを紹介する。

Distribution
新着ディストリビューション



「Corel LINUX OS」（以下、Corel

L I NUX）は、Wo r d P e r f e c t や

CorelDRAWなどのWindowsアプリケ

ーションで知られるCorelによって、

Debian GNU/Linuxをベースに開発さ

れたLinuxディストリビューションで

ある。初心者にもわかりやすいグラフ

ィカルインストーラとWindowsとの高

い親和性を武器に、主にデスクトップ

市場への進出を目指している。

Corel LINUXは、カーネルバージョ

ンは2.2.12、XFreee86はバージョン

3.3.5、標準デスクトップ環境にはKDE

1.1.2を搭載している。ただし、後述す

るとおり、このKDEにはCorel独自の

拡張がなされている。Corel LINUX

は、Debian GNU/Linuxをベースに開

発されており、パッケージ管理方式に

強力なパッケージ管理機構を持つ、

deb方式を採用している。

CorelのWebサイトから1999年11月

15日より、無料ダウンロード版が公開

されている。また、同11月30日よりス

タンダード版（59.95USドル）とデラ

ックス版（89.95USドル）が発売され

た。ただし、デラックス版については

北米のみの販売となっている。国内販

売は、メディアヴィジョン（http://

www.mvi.co.jp/）が行う。

Corel LINUXで、まず目を引くのが

グラフィカルインストーラ「Corel

Install Express」である。ブート後に

いきなり起動するグラフィック画面も

さることながら、ユーザーの入力フェ

ーズを、ユーザー名、インストールタ

イプ、パーティション設定という、3ス

テップだけに絞り込んでいる。あまり

に設定項目が少ないため、かえって心

配になってしまうユーザーもいるかも

しれないが、試用した限りではハード

ウェアの認識やDHCPを利用したネッ

トワーク設定など問題はほとんどなか

った（ただし、キーボードが101キーボ

ードに誤設定されてしまったが）。ま

た、ブートローダはMBRに書き込まれ

るが、既存の環境もしっかり起動リス

トに登録されており、使用上の問題は

なかった（しかも、起動リストには、

「 MS Windows」 や 「 TurboLinux」

といった具合に既存環境の名前まで正

確に認識されていた）。

Corel LINUXは、標準のデスクトッ

プ環境としてKDE（バージョンは1.1.2）

を採用している（画面1）。ただ、

Control Centerにsamba関連の設定項

目を追加するなど、細かいところがい

ろいろカスタマイズされている。また、

次のようなCorel独自のツールがいくつ

か搭載されている。

■Corel File Manager

KDEの標準ファイルマネージャであ

るkfmは、ローカルファイルとリモー

トファイルへシームレスにリソースア

クセスできるという特徴を持っている。

しかし、Corel LINUXでは、このkfm

ではなく「Corel File Manager」とい

う独自のファイルマネージャを標準で

使用している（画面2）。このCorel
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Corel LINUX OS

2種類の製品

Corel Linux OS

スタンダード版：59.95USドル
デラックス版：89.95USドル
Corel Corporation
http://linux.corel.com/

画面1 Corel Linuxのデスク
トップ環境

Corel Linuxのデスクトップ環
境は、メインメニューなどがよ
りWindowsに近い感じだ。ま
た、アプリケーションもKDEの
標準環境より少なくあっさりと
しているが、かえって使いやす
いような印象を受ける。アイコ
ンも上品だ。

3ステップしかない
簡単インストーラ

独自拡張されたKDE



File Managerも、シームレスなリソー

スアクセスが可能なうえ、Windowsネ

ットワークのブラウズも可能となって

おり、よりWindowsのExplorerに近

い操作性を持っている。

■Corel Update

Corel Updateは、Corel LINUXの

パッケージ管理を行うGUIツールであ

る（画面3）。deb方式のパッケージ管

理コマンドであるdpkgやapt-getなど

の機能を利用して、CD-ROMや指定し

たFTPサイトやWebサイトからdebフ

ァイルをダウンロード／インストール

することで、Corel LINUXを常に最新

の状態に保つことができる。基本的な

スタンスは、Windowsの「Windows

Update」とよく似た機能といえるだろ

う。

Corel LINUXのもうひとつの特徴

が、Windowsとの親和性である。たと

えば、Corel File Managerの項でも述

べたとおり、smbクライアントの機能

を利用して、ネットワーク上にある

Windowsマシンの検索、表示、アクセ

スがGUIベースで行えるようになって

いる（画面4）。これにより、Windows

ネットワークとシームレスな環境を構

築できる。これもWindowsが圧倒的な

シェアを誇るデスクトップ市場へ進出

していくためには、必須の要件といえ

るだろう。

Corel LINUXは海外で作成されたデ

ィストリビューションであるため、日

本語環境についてはまったく考慮され

ていない。しかし、dselectのFTPアク

セ ス 機 能 を 利 用 し て 、 D e b i a n

GNU/LinuxのFTPサイトから日本語

表 示 や入 力 に必 要 なパッケージ

（Canna、kinput2、XEmacsなど）を

ダウンロード／インストールしたとこ

ろ、まったく問題なく日本語環境を構

築することができた（画面5）。これも、

強力なパッケージ管理機構を持つdeb

方式だからこそ成せるワザといえるか

もしれない。

全体的に見るとCorel LINUXはよ

くまとまっており、完成度は高い。デ

スクトップ市場への進出をふまえた

Windows類似の機能も、ある程度の成

果を出しているように思う。さらに、

C o r e l には、 W o r d P e r f e c t や

CorelDRAWといった優れたアプリケ

ーションがある。そういったアプリケ

ーション群との連携など、Co r e l

LINUXの今後の動向に期待したい。
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画面5 日本語対応となったCorel LINUX

debパッケージのインストールにより、日本語の表示／入力が「とりあ
えず」できるようになった。

画面2 Corel File Manager

Windowネットワークの表示など、kfmに比
べ、よりExplorerに近い操作性を持つ。

画面3 Corel Update

画面4 Windowマシンの検索とブラウズ

KDEのメインメニューから［Find］を選択すると、マ
シンやファイルなどを検索できる。Windowsマシンを
検索すると、右の画面のようにリソースが一覧表示さ
れ、アクセスが可能となる。

Windowsとの親和性

日本語は？

将来が楽しみな
ディストリビューション
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Corel LINUX OSのインストール

CD-ROMブートが可能なマシンでは、Corel LINUX OSの

CD-ROMをドライブに入れて起動します。CD-ROMブート

できない場合は、起動用フロッピーを以下の手順で作ります。

（1）Windows 9x／NTが起動しているPCのドライブに、

Corel LINUX OSのCD-ROMを入れます。（2）自動的に起

動するCorel Linux Autorunウィザードで起動用のフロッピ

ーを作成します。（3）自動的にAutorunウィザードが起動し

ない場合は、CD-ROMのルートディレクトリにある

Autorun.exeを、エクスプローラから起動します。

インストーラの起動

CD-ROM、または上記の手順で作製したフロッピーから起動すると、Corel

LINUX OSの起動画面が表示されます。ここで、ハードウェアの自動認識を行っ

ているので、多少時間がかかります。

その後、ライセンス関係のメッセージが表示されますので、［Accept］ボタンを

クリックします。

Corel LINUX OSのブートローダは、MBRに書き込まれます。すでにほかの

Linuxディストリビューションがインストールしてあって、LILOがMBRに書き込

まれている場合や、MBRに市販のブートセレクタを入れている場合には、この点

に注意してください。

ユーザー名の入力

最初はユーザー名の入力をします。ふだんCorel LINUX OSを使う際のユーザ

ー名（User id）を指定し、［Next>］ボタンを押します。

この時点では、パスワード設定を行いませんが、インストールが成功して最初に

ログインする際に、設定を求められます。

なお、インストーラ画面下部に並んでいる3つのアイコンは、左から順に

［User id］、［Package］、［Partition］を表しています。設定が終了した項目は、

色が白に変わります。また、このアイコンをクリックすると、設定が終了した項目

に戻れますので、あとからの修正が可能です。

インストール内容の設定（1）

どのようなパッケージをインストールするか設定します。とりあえずCorel

LINUX OSを試してみたいなら、デフォルトの［Install standard desktop］

のままでいいでしょう。そのまま［Next>］ボタンを押します。

インストール内容を自分で選びたい場合は、［Show advanced install

options］を選択して［Next>］ボタンを押します。
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インストール内容の設定（2）

1つ前の画面で［Show advanced install options］を選んだときは、この画

面が表示されます。デフォルトの［Desktop］に加えて、ソフトウェア開発用の

ツールなどを含んだ［Desktop Plus］や［Server］、個別のアプリケーションを

自分で選択できる［Custom］を選択できます。

パーティションの設定（1）

Corel LINUX OSで使用するパーティションを設定します。Corel LINUX OS

専用のマシンとして使うなら、［Take over disk］を選択し、確認のダイアログ

で［Yes］ボタンをクリックします。ただし、これを選択すると、ハードディスク

の内容はすべて消去されます。Windowsなど、ほかのOSとのデュアルブートを行

うなら、絶対に選択してはいけません。

ハードディスクに未使用の領域があり、そこにCorel LINUX OSをインストー

ルするなら、［Use free disk space］を選択します。

現在のパーティション設定を変更してCorel LINUX OS用のパーティションを

作成するなら、［Edit partition table］を選びます。

パーティションの設定（2）

1つ前の画面で［Edit partition table］を選ぶと、この画面が表示されます。

ここでパーティションのサイズ変更や削除、追加を行います。サイズ変更や削除し

たパーティションの内容は失われます。本当に消してもいいか、よく確認してから

作業を行ってください。

インストール開始!

画面下のアイコンが、3つとも白くなっていれば、インストール準備は完了です。

［ Install］ボタンを押せば開始します。［Scan for bad blocks while

formatting］にチェックを入れておくと、ハードディスクのフォーマット時に不

良ブロックの検査をしてくれます。多少時間はかかりますが、チェックしておいた

ほうがいいでしょう。

進行状況は棒グラフで表示されますので、あとは100%になってインストールが

完了するまで待つだけです。



Slackware Linuxの最新版「Slack

ware Linux 7.0」が、1999年10月29

日にリリースされた。FTPで入手でき

るほか、Walnut Creek（http://www.

cdrom.com/）からCD-ROM4枚組の公

式パッケージを39.95USドルで購入す

ることもできる。

Slackwareは、1992年に最初のバー

ジョンが発表された老舗のディストリ

ビューションだ。Slackwareと組み合

わせて使うJE（Japanese Extensions）

パッケージが日本の有志によって開発

されたこともあり、数年前は日本でデ

ファクトスタンダードとなっていた。

複雑なパッケージ管理システムを持た

ず、tarとgzipでアーカイブしたバイナ

リパッケージを採用するSlackwareは、

シンプルな構成が特徴で、現在でも、

ベテランユーザーを中心として根強い

ファンが多い。また、Slackwareをも

とに、日本語化したディストリビュー

ションPlamo Linuxも作られている

（http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Pla

mo/）。

しかし、前作のSlackware Linux

4.0では、カーネル2.2を採用したもの

の、カーネルと並んでシステムを支え

るCライブラリには、従来のlibc5を採

用し、当時主流になりつつあった

glibc2はランタイムサポートのみにと

どまっていた。

このように、他の主力ディストリビ

ューションに後れをとっていた感のあ

るSlackwareだったが、今回リリース

された7.0では、最新のカーネル2.2.13、

glibc2.1.2で足回りを固め、X Window

System環境も、XFree86 3.3.5、KDE

1.1.2、GNOME 1.0.53と最新バージョ

ンを揃えた（画面1）。

統合デスクトップ環境を提供する

KDEとGNOMEは、ごく標準的な構成

となっており、特別な追加機能は盛り

込まれていないようだが、オリジナル

ならではの安心感と美しさを持つ。

インストーラは、従来のバージョン

と同様のテキストベースGUIのものだ

が、インストール途中でフォントを選

ぶ 画 面 が あ る の に は 驚 い た 。

Slackware 7.0では、カーネル2.2で採

用されたフレームバッファコンソール

をデフォルトで利用しており、コンソ

ール画面にも関わらずフォントを変え

たり、高解像度の広い画面を利用でき

るのだ（画面2）。まるで、DOS/Vで

流行したHiTextやV-Textのようだ。

仮想コンソールとあわせれば、わざわ

ざXを起動しなくとも、テキストベー

スのアプリケーションをさくさくと使

える。Linux本来の“軽さ”を再認識

できるだろう。

現在は、英語版しかリリースされて

いないが、日本語化パッケージの発表

を期待するのは私だけではあるまい。

腕に覚えのある方は、日本語化された

アプリケーションを組み込んでみては

いかがだろうか。
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Slackware Linux 7.0

画面1

XFree86は最新の3.3.5なので、多
くのビデオカードに対応する。デ
スクトップ環 境 は、 K D E と
GNOMEが利用できる。

画面2

フレームバッファコンソールによる、広い画面のemacsは
快適だ。さらに、コンソールにも関わらず、フォントを変
更することもできる（右上は画面の一部を拡大したもの）。

Slackware Linux 7.0

39.95USドル
http://www.slackware.com/
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「Linux MLD4」（以下、MLD4）

は、メディアラボから1999年12月10日

より発売されたLinuxディストリビュ

ーションである。本製品は、Windows

との親和性に優れた簡単インストーラ

が特徴である。価格は8800円で、旧バ

ージョンのMLD、および同社のもうひ

とつのLinuxディストリビューション

製品「Live Linux」の登録ユーザーな

ら、優待価格の3900円で購入できる。

MLD4の最大の特徴は、インストー

ルが非常に簡単なことである。インス

トーラCD-ROMをWindowsマシンに

挿入すると、Auto Runでインストー

ル画面が起動する（画面1）。ここで、

次の2つのインストールタイプのうち、

いずれかを選択する。

・標準版

本格的にLinuxを利用する人向けで、

KDE、Wnn6、XEmacsといったアプ

リケーションがインストールされる。

空きディスク容量として650Mバイト以

上が必要。

・コンパクト版

空きディスク容量があまりない人や、

とりあえず試してみたいという人向け

で、fvwm2、Canna、Netscapeなど

がインストールされる。空きディスク

容量として、250Mバイト以上が必要。

ここで、インストールタイプとディ

スク容量を選択すると、あとはインス

トール終了まで何もする必要はない。

さらに、MLD4はインストールだけ

でなくアンインストールも簡単である。

Windowsのコントロールパネルの［ア

プリケーションの追加と削除］アプレ

ットから、［Linux Media Lab Distri

bution 4.0］を選択し、［追加と削除］

ボタンをクリックするだけである（画

面2）。

MLD4のインストールがこれほど簡

単なのには、次のような理由がある。

■パーティションの切り直し不要

MLD4は、Windows 95/98がインス

トールされているFAT領域にそのまま

インストールすることができる（画面3

にあるようにWindowsからは1つの大

きなファイルに見える）。パーティショ

ン操作は難しい作業なので、このメリ

ットは大きいだろう。

■レジストリからの設定情報取得

MLD4のインストーラは、インスト

ール時にWindowsが保持しているデバ

イス情報やネットワーク設定などを

Windowsのレジストリファイルから取

得するようになっている。そのため、

インストールの際、まったく設定項目

の入力が必要ないのだ。

MLD4は、LOADLINという、DOS

上で動作するブートローダを利用して

カーネルをロードしてから、FAT上に

作ったMLD4用の領域（前述の1つの

大きなファイル）を「ループバックデ

バイス」という仕組みによってマウン

トし、起動する。

Linux MLD4

簡単インストール

画面2

Windowsの［アプリケー
ションの追加と削除］ア
プレット

画面1 MLD4インストーラ

インストールは簡単で、イン
ストールタイプとMLD4用の
領域のサイズを指定するだけ
だ。

起動方法

Linux MLD4

8800円
メディアラボ株式会社
03-5294-7255
http://www.mlb.co.jp/

簡単インストールのワケ



ここまで読むと難しいように思える

が、 実際はMS - D O S モードから

linux.batというファイルを実行するだ

けである。ショートカットを作れば、

ダブルクリックだけで簡単だ。

MLD4は、カーネルに2 . 2 . 1 2、

XFree86は3.3.5-XTTを搭載しており、

KDE、XEmacs、Netscapeといった

約400のパッケージがバンドルされてい

る。また、Red Hat Linuxをベースに

しており、パッケージ管理にはRPM方

式を採用している。そのため、rpmコ

マンドを利用すれば、アプリケーショ

ンを追加することも可能である。

■KDEを採用したデスクトップ

MLD4は標準デスクトップ環境とし

て日本語化されたKDE 1.1.2を採用し

ている（ただし、インストール時に

［コンパクト版］を選択したときは、

fvwm2）。さらに、付属の「フリーソフ

トパッケージ」CD-ROMからGNOME、

Window Maker、Enlightenmentとい

った、おなじみのウィンドウマネージ

ャをインストールすることも可能であ

る。

■日本語環境もバッチリ

MLD4では日本語表示／入力の基本

項目についてはあらかじめ設定されて

いるため、インストールしてすぐに日

本語入力が可能となっている。また、

商 用 かな漢 字 変 換 ソフトウェア

「Wnn6 Ver.3」や商用TrueTypeフォ

ントである「DynaFont」が5書体バン

ドルされている。

MLD4はインストールと起動は少々

特殊だが、起動後はまったく「普通の」

Linuxとして利用できる。速度面に関

してもほとんど気にはならないレベル

である。さらに、/bootfsというディレ

クトリからWindowsのファイルへもア

クセスできる。

MLD4を動作させるには、CPUは

Pentium以上、メモリは16Mバイト以

上（推奨64Mバイト以上）のWindows

95/98が動作するPC/AT互換機となっ

ている。また、インストールには空き

ハードディスク容量は250Mバイト以上

必要となる（ただし、圧縮ドライブは

不可）。そのほか、USBやFM/TV機能

のサポートなど、対応デバイスは他の

ディストリビューションと遜色はない。

MLD4には190ページ程度のマニュア

ルが1冊添付されている。インストール

にあまりページを割く必要がないため

か、KDEの使い方、MLD4固有の部分

の解説はもとより、簡単なコマンドリ

ファレンスやX Window Systemやシ

ステム管理の簡単な説明があり、ペー

ジ数のわりには詳しい内容となってい

る。

残念ながら、開発元のメディアラボ

では個別サポートは行われておらず、

メーリングリストが唯一の情報源とな

っている。入会方法などは、メディア

ラボのWebサイトを参照してほしい。

インストールや起動方法だけ見ると、

MLD4は異色のディストリビューショ

ンといえるかもしれない。しかし、こ

のインストーラは、そんなことを気に

させないほどの素晴らしい出来である。

ビクビクしながら、パーティション設

定やブート設定をしている初心者なら、

間違いなく「買い」のディストリビュ

ーションといえるだろう。
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画面4 MLD4の標準デスクトップ環境、KDE 1.1.2画面3 Windowsから見えるMLD4の領域

Linuxとしての特徴

Windowsが動くマシンなら
ほぼ問題なし

初心者は「買い」

マニュアルもまずまず



デジタルファクトリジャパンから

1999年 12月 1日に、Kondara MNU/

Linux 1.0（以下Kondara）が発売さ

れた。開発は、Kondara Projectが行

った。米国Red Hat社の開発版バージ

ョンである「Rawhide」をベースに、

日本語対応などの拡張を加えたディス

トリビューションである。

パッケージは1種類で、インテルx86

PC用、Alphaマシン用のバイナリCD-

ROM各1枚とソースCD-ROMの計3枚

が含まれている。赤が基調の派手なパ

ッケージを開けると、いきなり熱いメ

ッセージが目に入るだろう。

価格は6800円で、商用のDynaFont

（Dynalab）が5書体と90日間3件まで

のサポートが含まれている。サポート

の 内 容 は 、 イ ン ス ト ー ル か ら X

Window System起動までを、FAXま

たは電子メールでサポートという標準

的なものだ（インテル版のみ）。

米Red Hat社のディストリビューシ

ョンは、6.1が「Cartman」、6.0が

「Hedwig」というように、バージョン

ごとにニックネームがつけられている

が、開発版は常にRawhideを名乗るこ

とになっている。Rawhideは、万人向

けとはいえないが、最新の技術を追い

求める先鋭的ユーザーには魅力的だ。

Kondara MNU/Linux 1.0は 、 Red

Hat Linux 6.1に相当するRawhideを

ベースにしている。そのためRed Hat

Linuxと 互 換 性 が あ り 、 Red Hat

Linuxに対応した商用アプリケーショ

ンが動作する。

余談だが、Red Hat社にならって

RPM系の各ディストリビューションも

ニックネームをつけている。Kondara

MNU/Linux 1.0は「Norika」だ。

Kondaraでは、Red Hat Linux 6.1

と同様に、「Anaconda」というグラフ

ィカルなインストーラが採用されてい

る。起動時にビデオカードの種類を自

動で識別し、適切なビデオカード用の

Xサーバを起動する。画面の左側に常

に説明が表示されているので（画面1）、

各画面で何をするのか確認しながらイ

ンストールが行える。手持ちのビデオ

カードがAnacondaに対応していなか

ったとしても、テキストベースのイン

ストーラからインストール可能だ。

残念ながらAnacondaには不具合が

いくつか見つかっている。編集部内で

試した範囲では、ネットワークカード

の認識に失敗することが何回かあった。

Kondaraには、ハードウェアの自動検

出／設定プログラム「kudzu」も採用

されている。システムを起動する際に

たくさんのメッセージが表示されるが、

その中に「Checking for new hard

ware」という行が見つかるはずだ。こ

れがkudzuの出力だ。ビデオカードや

ハードディスクなどを取り換えると、

上記のメッセージの後、ハードウェア

環境の変更を検出したというメッセー

ジと新しい設定内容が表示される。そ

の後古い設定を消すか、残したうえで

使用しないことにするか選べばよい。

もちろん「再起動しますか？」などと

いうメッセージが出ることもなくマシ

ンが起動する。初めて体験するとけっ

こう感動だ。PCを自作した結果、余っ

てしまったハードウェアを持っている

なら、ぜひ一度試してみることをお勧

めする。
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Kondara MNU/Linux 1.0

Kondara MNU/Linux 1.0

6800円
デジタルファクトリジャパン株式会社
http://www.digitalfactory.co.jp/

画面1

GUIインストーラAnaconda。
左側のヘルプを参照しながら
インストールが行える。

Rawhide＋α＝Norika

Anacondaとkudzuを採用



主要コンポーネントには、カーネル

が2.2.13、Cライブラリがglibc 2.1.2と

最新バージョンが採用されている。ア

プリケーションは、極端に不安定なも

の以外は最新のものを採用するという

Kondara Projectのポリシーに基づい

て選択されている。たとえばNetscape

Communicatorは4.7、Gimpは1.1.11が

収録されている。

またXFree86は、3.3.5にX-TTのパ

ッチを当てたものが用いられている。

ウィンドウマネージャやデスクトップ

環境は、KDE、WindowMakerなど多

数含まれているが、推奨されているの

は、Enligtenment（画面2）だ。

日本語環境への対応が十分でないと

の判断で、GNOMEは収録されていな

い。だが1999年10月末にKondara

Project内で「Gnome野郎Aちーむ」

が結成されており、GNOME対応が開

始された。1カ月後の11月には、早く

もその成果がKondara MNU/Linuxの

スナップショットに取り込まれている。

Kondaraは、Kondara Projectとい

うコミュニティベースで開発されてお

り、12月1日のパッケージ発売以降も

開発は続けられている。バグの修正や

新たに見つかったセキュリティホール

への対応、パッケージのアップデート

の情報は、Kondara ProjectのWebサ

イト（http://www.kondara.org/）を

通じてアナウンスされている。特にセ

キュリティホールへの対応は非常に迅

速で、国内ではトップクラスだ。セキ

ュリティ問題への感度が高いというこ

とは、Kondaraが個人利用だけでなく、

業務用途にも適していることを示して

いる。

またWebサイトには、掲示板が用意

されており、プロジェクトのメンバー

に直接バグレポートを出したり、質問

したりできる。よほど身勝手な質問で

なければ、答えがもらえるだろう。さ

らに「バグ宙太」という名前のバグト

ラッキングシステム（BTS）（画面3）

も提供されている。BTSは、多くのユ

ーザーから報告されるバグレポートを

効率よく扱うシステムで、ここを参照

すれば、すでに報告されているバグの

一覧、対処方法の確認などができる。

バグレポートの前にはバグ宙太を眺め

ておこう。

Kondaraには、商用のアプリケーシ

ョンは付属していない。そのため、

LinuxでOffice系のソフトを使ってみた

いとか、賢いかな漢字変換システムを

利用したいと考えているユーザーには

適していないだろう。どちらかという

と開発者指向のユーザー、しかも積極

的に新しいソフトにチャレンジしてい

くユーザーにはうってつけのディスト

リビューションだ。

「コンダラ」とは、TVアニメ「巨

人の星」のオープニングで主人公が引

っ張っているローラーのことだ。「思い

込んだら」という歌詞を「重いコンダ

ラ」と聞き違えたために、そういうこ

とになってしまった。また「MNU」は、

「 Mount is Not Umount」 の略 で、

「ムニュウ」と読む。「ペンギンに触っ

たときの感じ」なのだそうだ。

Kondara ProjectのWebサイトは、

このようなウィットにあふれている。

一見ふざけているようにも見えるが、

このような言葉遊びは、オープンソー

スのコミュニティと切り離せないもの

だ（GNUはGNU is Not Unixの略な

のだ！）。Kondara MNU/Linuxには、

そのようなコミュニティの雰囲気がよ

く表れている。見た目やノリは軽めで

も、中身は正統派ストロングスタイル、

目指すは、もちろん「ディストリビュ

ーションの星」だ。
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最新のコンポーネントを収録

画面2

Kondara Project推奨ウ
ィンドウマネージャ、
Enlightenmentのデス
クトップ。No.1ペンギ
ンは所帯持ちだった!?

画面3

バグトラッキングシス
テム「バグ宙太」。バ
グ報告の前に、こちら
を確認しよう。

常に継続する開発
目指すは
「ディストリビューションの星」
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フリーソフト大全
怒濤の100本！

ツール、グラフィックス、サウンド、ゲーム……ぜんぶまとめて

photo : Takashi Shinohara(Dee)

「Linux 主な用途はインストール」（詠み人知らず）
という川柳があるように、新しいディストリビューションが出ると、つい

インストールしてしまうという人も多いという。だが、ただディストリビ

ューションをインストールしただけではつまらない。インストール後に好

みの環境を作り上げていくことこそ、正しいLinuxの楽しみ方だ。今回紹

介するフリーソフトを活用して、自分だけのオリジナル環境を目指そう。

お楽しみはインストールのあとからなのだ。

「Linux 主な用途はインストール」（詠み人知らず）
という川柳があるように、新しいディストリビューションが出ると、つい

インストールしてしまうという人も多いという。だが、ただディストリビ

ューションをインストールしただけではつまらない。インストール後に好

みの環境を作り上げていくことこそ、正しいLinuxの楽しみ方だ。今回紹

介するフリーソフトを活用して、自分だけのオリジナル環境を目指そう。

お楽しみはインストールのあとからなのだ。

文：出井一、中井幸博、塙雅典、山岸典将
Text : Hajime Dei, Yukihiro Nakai, Masanori Hanawa, Norimasa Yamagishi

フリーソフト大全
怒濤の100本！
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フリーソフトをインストールするには 48
ユーティリティ 52
USI 52
KFM、Kedit 53
KDevelop、MagicPoint、wv 54
nittei、ne、gEdit、aee 55
Endeavour、FileRunner、gentoo、TkDesk 56
Code Crusader、Glade、glclock、Emi Clock for X11 57
KDE SysV Init Editor、LoST、GKrellM、gPS 58
LinNeighborhood、GLilo、vcron、Hexedit 59
GnoRPM、TkZip、Kpackage、HDBENCH clone 60
ntop、nmap、Ethereal、Gaby 61
mfm、gtkfind、gtkdiff、Genius 62
Eterm、GAG、explore2fs、Alien 63
ネットワーク 64
kmail 64
Wanderlust、IglooFTP PRO 65
GnomeICU、X-Chat 66
micq、Liece、GtkIpMsg、gFTP 67
yafc、wget、WWWcp、August 68
galway、LinBot、slrn、mutt 69
fetchmail、The N-Tool、KBiff、PPxP 70
エンターテイメント 71
Flight Gear 71
Xracer、Xplns、Ssystem 72
xmulti、Penguineyes、XLockMore、Xplanet 73
Roll'm Up、BZFlag、QuakeII、XBill 74
PySol、Batalla Naval、netmaj、GnomeHack 75
Freeciv、Pingus 76
マルチメディア 76
xmms 76
TiMidity++、GtkSee 77
gPhoto、Gimp 78
Grip／GCD、Synaesthesia、Kscd、gtcd 79
Krabber、FreeAmp、mpg123、午後のこ～だ 80
aKtion!、MpegTV Player、Smurf Sound Font Editor、Visual Sound Analyzer 81
Gmurf、Gnome Toaster、gcombust、ImageMagick 82
xv、Electric Eyes、Sketch、Tgif 83
Blender、Giram、VRwave、Morpheus 84
dia、Xfrackey、Terraform、xmrm 85

今回紹介するソフトウェアの中には、Xで動作するものやコンソールで動作

するもの、別途ライブラリやスクリプト言語が必要なものがある。ソフトウェ

アごとの動作条件は、以下のアイコンで示しているので、パッケージに同梱の

ドキュメントをよく読んで、動作環境や利用条件を確認してほしい。

フリーソフトウェアは、作者の善意から提供されていることを理解しよう。

X Window System上で動作する

コンソール上で動作する

GTK+ツールキットが必要

GNOMEライブラリが必要

Qtライブラリが必要

Tcl/Tk実行環境が必要

Perl実行環境が必要

Python実行環境が必要

OpenGLライブラリMesaが必要

日本語が利用可能、もしくは日本語化パッチが存在する日本語可 日本語可 
MesaMesa

PythonPython
PerlPerl

Tcl/TkTcl/Tk
QtQt

GNOMEGNOME
GTK+GTK+
コンソール コンソール 

XX



Linux上で動作するソフトの配布形

態は、ソースファイルやドキュメント

ををtarで1つのファイルにまとめ、

gzipなどで圧縮する昔ながらのソース

配布（「tarボール」などと呼ばれる）

と、Red Hat系ディストリビューショ

ンなどでおなじみのパッケージ配布に

大別できる。

そこで、まずは代表的なパッケージ

システムのRPM（Red Hatパッケージ

マネージャ）を利用したバイナリパッ

ケージのインストール方法について解

説する。続いて、ソースパッケージを

利用したリビルドの方法、tarボールの

ソースからコンパイルしてインストー

ルする方法、パッチファイルを利用し

たソースの修正方法などについて順番

に説明する。

■RPMを利用したバイナリパッケージの

インストール

RPMのバイナリパッケージは、拡張

子が「i386.rpm」や「noarch.rpm」な

どのファイルだ。これらのファイルに

は、ソースからビルドされた実行ファ

イルなどが含まれているので、そのま

まインストールするだけで、すぐにソ

フトを実行可能だ。インストール時に

はライブラリなどの依存関係をチェッ

クしてくれるし、後でパッケージをア

ンインストールすることも容易なので、

プログラミングの知識がない人でも安

心して利用できる。

●rpmコマンドを利用する方法

RPMのパッケージのインストール、

アンインストール、中身の確認などを

行うには、コマンドライン版のrpmコ

マンドか、GU I 版のGn o R PM や

Kpackageなどを用いる。まずは、

rpmコマンドの使い方について簡単に

説明しよう。

（1）インストール済みでないか調査

インストール作業を始める前に、す

でにそのソフトがインストールされて

いないか確かめてみよう。たとえば、

パッケージ「hoge」がインストールさ

れているかどうかは、

$ rpm -q hoge

で調べられる。インストール済みの場

合は「hoge-1.2.3-4」のように、バージ

ョンとリリース番号付きのパッケージ

名が出力される。一方、インストール

されていない場合は「パッケージhoge

はインストールされていません」など

と表示される。

インストール済みの全パッケージの

リストを表示するには、パッケージ名

を省略して、-qaオプションを指定すれ

ばいい。パッケージ名の一部しか分か

らないときは、rpmコマンドの出力を、

以下のようにパイプでgrepに接続し

て、文字列検索するといいだろう。

$ rpm -qa | grep hoge

（2）バイナリパッケージを取得

インストールするバイナリパッケー

ジを、WebサイトやFTPサイトから取

得しよう。ファイル名は「hoge-1.2.3-

4.i386.rpm」のように、「パッケージ

名－バージョン番号－リリース番号.ア

ーキテクチャ.rpm」という書式で統一

されている。

インストール前のパッケージの情報

は、-qpオプションに情報の種類を指定

するオプションを付けたrpmコマンド

で調べられる。たとえば、

$ rpm -qpi hoge-1.2.3-4.i386.rpm

と-iオプションを付けると、そのパッケ

ージの概要が表示される（画面1）。こ

のほか-lオプションを付けると、パッケ

ージに含まれる全ファイルのフルパス

が表示されるし、-Rオプション（大文

字）では依存するパッケージ名などが

表示される。どのようなファイルがイ

ンストールされるか、必要なライブラ

リは何かといった点を前もって調べら

れるわけだ。
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画面1 パッケージの概要を表示する



（3）インストールとアンインストール

パッケージのインストール、アンイ

ンストールは、さまざまなディレクト

リのファイルを作成／削除する都合上、

スーパーユーザー（root）で行わなく

てはならないパッケージが多い（一般

ユーザーのままインストールできるよ

う工夫されたものもある）。

インストールの際は、インストール

用の-iオプションではなく、更新用の-U

オプションを使うのがお勧めだ。古い

パッケージがインストールされている

かどうかを調べて、新規インストール

か更新かを判断してくれる。インストー

ル経過を「#」のグラフで表示する-vh

オプションと組み合わせて、

$ rpm -Uvh hoge-1.2.3-4.i386.rpm

とする。さらに、コマンドラインに複

数のパッケージファイル名を並べて、

それらをまとめてインストールするこ

とも可能だ。

依存関係のチェックに失敗すると、

この時点で「○○○が必要です」など

のメッセージが表示されてインストー

ルに失敗する。この問題を解決するに

は、必要とされるパッケージを先にイ

ンストールすればいい。依存関係を無

視する--nodepsオプションや、ほかの

パッケージからインストールされたフ

ァイルを無条件で置き換える--forceオ

プションは、安易に使ってはならない。

一方、パッケージをアンインストー

ルする場合は、-eオプションとパッケ

ージ名を指定して、

$ rpm -e hoge

とすればいい。パッケージファイル名

ではなく、パッケージ名を指定する点

に注意されたい。

●GUIによるバイナリパッケージのインス

トール

GUIを使ってRPMのパッケージを扱

うソフトとしては、GNOME上で動作

する「GnoRPM」、KDE上で動作する

「Kpackage」、X上で動作する「glint」

などがある。ここでは、GnoRPMと

Kpackageを使ったインストール方法

について簡単に説明しよう。

GnoRPMのウィンドウ（画面2）に

は、インストール済みのパッケージが

グループ別のフォルダに分類されてい

る。各パッケージは右側の領域にアイ

コンで一覧表示され、右クリックメニ

ューから[情報（クエリー）]を選択す

ると、パッケージに関する説明や含ま

れているファイルを確認できる。

パッケージをインストールするには、

[アップグレード]ボタンを押してダイア

ログを開き、[追加]ボタンでインスト

ール／更新するパッケージを選択する。

[情報]ボタンで各パッケージの説明や

含まれるファイルを確認でき、一度に

複数のパッケージを追加できる（画面

3）。[インストール]ボタンを押すと、

パッケージのインストールが行われる。

一方、Kpackageのウィンドウ（画

面4）にもインストール済みのパッケー

ジがグループ別にツリー表示される。

こちらは、ツリー中にパッケージ名そ

のものが表示されており、これらをク

リックすると、右側の領域にそのパッ

ケージに関する説明や含まれているフ

ァイルが表示される。

パッケージをインストールするには、

ツールバー左端の[パッケージを開く]ボ

タンを押す。インストール／更新する

パッケージを選択すると、ウィンドウ

の表示がインストール用に切り替わる

（画面5）。ここでは、パッケージの説

明や含まれるファイルを確認でき、[イ

ンストール]ボタンを押すと、そのパッ

ケージのインストールが行われる。

このように、GUIを利用したソフト

Linux magazineFebruary 49

怒濤の  
本
 

100フリーソフト大全

画面2 GNOME環境では
GnoRPMを使おう

画面3 GnoRPMによるインストール

画面4 
KDEではKpackageがお
勧め

画面5 Kpackageによるインストール



では、インストール済みのパッケージ

に関する情報を簡単に得られるのが特

徴だ。インストール時の手順そのもの

は、rpmコマンドと比べてそれほど違

いがあるわけではない。

■ソースパッケージを利用する

RPMはGPLで配布されているため、

Red Hatだけでなく、SuSE／Open／

Mandrakeなどの海外ディストリビュ

ーション、Vine／Turbo／LASER5／

Kondaraといった国産ディストリビュ

ーションなどで広く採用されている。

ここで注意すべき点は、「特定のデ

ィストリビューション用に作られたバ

イナリパッケージが、他のディストリ

ビューションでも動作するとは限らな

い」ということだ。基本的に、あなた

が使っているディストリビューション

用のパッケージでない場合は、正しく

動作する保証はない。

たとえば、Red Hatの6.0以降ではシ

ステムライブラリにglibc 2.1が採用さ

れている。このため、6.0用に作成され

たバイナリパッケージを従来のglibc2.0

を採用したシステム（Red Hat 5.2系

など）にインストールしようとしても、

ライブラリの依存関係のチェックでは

ねられてしまう（画面6）。

また、TurboLinuxとVine Linuxで

は日本語マニュアルを格納するディレ

クトリ名が微妙に異なる（jaとja_JP.

ujis）ため、TurboLinux用のパッケー

ジをVine Linuxにインストールすると

（あるいはその逆でも）、日本語マニュ

アルが正しくインストールされない。

●ソースパッケージからバイナリパッ

ケージをリビルドする

この問題を解決するには、あなたが

使っているディストリビューション用

のバイナリパッケージを自分で作成し

てしまえばいい。とはいえ、なにもな

い状態からパッケージを作るのは結構

大変なので、他のディストリビューシ

ョン用に作られたソースパッケージを

流用するといいだろう。

ソースパッケージは、拡張子が

「src.rpm」のファイルで、ソースのtar

ボールや修正用のパッチファイル、バ

イナリパッケージを作成する手順がか

かれたspecファイル（仕様書）などが

含まれている。

ソースパッケージからバイナリパッ

ケージを生成（リビルド）するには、--

rebuildオプションを使って、

$ rpm --rebuild hoge-1.2.3.4.src.rpm

とする。specファイルの記述に基づい

て、ソースtarボールが展開され、パッ

チファイルにより修正され、コンパイ

ルとリンクが行われ、バイナリパッケ

ージが作成される（画面7）。あとは、

/usr/src/redhat/RPMS/i386などに置

かれたバイナリパッケージをインスト

ールすればいい。場合によっては、1つ

のソースパッケージから複数のバイナ

リパッケージが作成されることもある。

読者の中には、リビルドするだけで

ライブラリの問題などが解決するのを

不思議に思われる方がいるかもしれな

い。これは、現在配布されているソフ

トの多くに設定を自動化するスクリプ

ト（configure）が使われており、リビ

ルドの際に実行されたconfigureが、あ

なたのマシンのライブラリなどを調べ

て、正しい設定を行ってくれるためだ。

もっとも、パッケージによっては、

configureに特定のオプションを指定し

なければならなかったり、Makefileな

どを直接書き換えなければ動作しない

こともある。こうした場合はちょっと

やっかいだ。ソースパッケージをイン

ストールして（specファイルなどが展

開される）、specファイルの変更やパ

ッチファイルの追加などを行い、ソー

スパッケージを作り直す必要がある。

詳細は、JFのWebページ（http://

www.linux.or.jp/JF/）から入手でき

る「RPM_HOWTO」や「RPM_BUILD_

HOWTO」などを参照されたい。

こうした作業にはある程度プログラ

ミングの知識が必要になるので初心者

には難しいかもしれない。リビルドだ

けで動かなかった場合は、とりあえず
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画面7 ソースパッケ
ージをリビルドして
バイナリパッケージ
を作成する

画面6 バイナリパ
ッケージが導入で
きないことも…



ソースのtarボールから作成する方法

（次ページ以降で説明）を利用したほ

うがいいだろう。

■ソースのtarボールから作成する

ソース配布の利点は、自分のシステ

ムに合わせて設定を変えたり、パッチ

を当てて不具合の修正や変更を行える

自由度の高さだ。今回紹介するソフト

の中には、ソースのみで配布されてい

るものも少なくない。

（1）ソースコードを取得し展開する

インストールしたいソフトのtarボー

ルをWebやFTPから取得する。ファイ

ル名は「hoge-1.2.3.tar.gz」のように、

「ソフト名－バージョン番号.tar.gz」と

いう書式が多い。

tarボールの内容を調べるには、tar

コマンドをtzfオプション付きで実行す

る。たとえば、

$ tar tzf hoge-1.2.3.tar.gz

とすると、tarボールに含まれるファイ

ルのリストが表示される。

ほとんどの場合、tarボール中のファ

イルはディレクトリ付きでアーカイブ

されている。このため、xvzfオプショ

ンをつけて、

$ tar xvzf hoge-1.2.3.tar.gz

とすると、カレントディレクトリにサ

ブディレクトリ（「hoge-1.2.3」など）

が作成され、そこにファイル一式が展

開される。スーパーユーザー（root）

になって作業を行う場合は/usr/srcに、

一般ユーザーで作業する場合はホーム

ディレクトリ以下の適当なディレクト

リに展開するといいだろう。

（2）作成方法の調査とMakefileの作成

ソースの中には、READMEや

INSTALLといったファイルが含まれ

ている。これらを閲覧してビルドとイ

ンストールの方法を調べよう。説明を

精読する必要はなく、「bui ld」や

「install」などの単語を探せばいい。

最近のソフトでは、automake／

a u t o c o n f を利用したスクリプト

「configure」によって設定の大半が自

動化されているものが多い。この場合、

# ./configure

とするだけで、コンパイルやリンクに

必要な情報が自動的に取得され、

Makefileが作成される。もし、必要な

ライブラリが見つからなかったり、バ

ージョンが古くて対応していないと、

警告メッセージを表示して終了する。

こうした場合は、まずライブラリのイ

ンストールを行ってしまおう。

このほか、「Imakefile」が含まれて

いる場合は「xmkm f」とすれば

M a k e f i l e が作成される。 また、

Makefileやヘッダファイルなどに書か

れた設定を、手動で変更しなくてはな

らないソフトも存在する。

（3）ビルドからインストールまで

Makefileの設定が適切ならば、

# make

とするだけでいい。エラーが出ること

なく終了すれば、コンパイルとリンク

は成功だ。なお、カレントディレクト

リに作成された実行ファイルをインス

トール前に動作確認する場合は、

# ./hoge

のように、ファイル名の前に「./」を

付けることに注意されたい。

たいていの場合、インストールの際

もmakeを使って、

# make install

とすればいい（rootになって行うこと）。

バイナリパッケージのインストール先

と重ならないように、たいていは

/usr/local以下にインストールされる。

一方、アンインストールは、「make

uninstall」で行えるソフトもあるが、

ほとんどの場合は手動で削除する必要

がある。

●パッチファイルによる修正

日本語への対応やバグの修正、バー

ジョンアップなどのために配布される

パッチファイルには、オリジナルと修

正後の相違点だけが書かれている。

修正（「パッチを当てる」という）は、

patchコマンドを使って行う。パッチ

を当てたいtarボールを展開し、展開先

のディレクトリに移動した後でpatch

コマンドを使う。パッチファイルは、無

圧縮のまま配布されている場合（拡張子

patch）と、gzipで圧縮されている場合

（拡張子patch.gz）がある。それぞれ、

$ patch -p1 < hoge.patch

$ zcat hoge.patch.gz | patch -p1

とすればいい。

なお、パッチファイルが対象とする

バージョンより新しいファイルにパッ

チを当てると、patchが修正個所を見

つけられないことがある。この場合は、

修正できなかった内容が書かれたファ

イル（拡張子rej）が作成されるので、

エディタなどを使って手作業で修正を

行う。
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高機能な日本語オフィスソフト

USI（JPW／JSIAG／JEGON）

http://www2.tky.3web.ne.jp/~metal/vMacj.html

バージョン：1.0.6 種別：GPL

XX 日本語可 日本語可 

ワードプロセッサJPW、表計算ソフトJSIAG、アニメーション作成

ソフトJEGONで構成される日本語オフィスソフト。元来は、ソースが

公 開 さ れ て い る 英 語 版 オ フ ィ ス ソ フ ト 「 S I A G 」

（http://www.edu.stockholm.se/siag/）から分岐したものだが、各部の日

本語化やキーバインドを含めたインターフェイスの大幅な変更などにと

もない、別のソフトといえる仕上がりになっている。

●日本語ワープロJPW

JPWは日本語の編集が可能なワープロソフト（画面1）。メニューを

はじめ、チップヘルプ、ダイアログにいたるまですべて日本語化されて

いる。日本語入力の切り替えはShift＋Spaceキーで行い、任意の位置

で文章を折り返すことも可能だ。文字修飾やレイアウトについては、ボ

ールドや上付き／下付き、センタリングなどHTML程度のレベル。フォ

ントの種類・サイズ・色の組み合わせを「スタイル」として登録してま

とめて切り替えられる。

文書の管理はExcel風で、それぞれの文書（バッファ）に複数の「シ

ート」が含まれる。シートやバッファの切り替えはウィンドウ下のタブ

をクリックすればいい。ウィンドウの分割表示も可能だ。ファイルの読

み込みと保存については、独自形式のほか、テキスト形式やリッチテキ

ストフォーマット（RTF）、HTML形式などをサポート。読み書きとも

日本語EUCとシフトJISに対応しており、読み込み時にDOS／Mac形

式の改行コードを自動的にUNIX形式に変換する。印刷については、

Postscript形式の出力にのみ対応している。

●表計算ソフトJSIAG

JSIAGは日本語が使用できる表計算ソフト（画面2）。JPWと同様、

メニューやダイアログなどはすべて日本語化されている。セルを囲む黒

い枠線がカーソル、背景が灰色のセルが選択領域を表している。バッ

ファやシートの扱いはJPWと同様で、ウィンドウ分割による複数シー

トの同時表示も可能だ。セルに入力するデータは、ラベル、数値、演

算式の3種類。数値以外のデータは自動判別できないため、セルにデー

タを入力する前に、ラベルの場合はスペースキー、演算式の場合は

「＝」キーを押す必要がある（セルの編集はスペースキーで統一）。セル

の位置指定は、ExcelなどでおなじみA4形式と、行と列の数字をカンマ

区切りで表記する形式の両方が使える。このほか、便利な演算式や関

数も多数用意されている。

独自のファイル形式以外に、カンマ区切りのCSV形式やテキスト形

式、HTML形式、ロータス123形式などにも対応している。印刷に関し

てはJPWと同様、Postscript形式で出力される。表をそのままプレビュ

ー／印刷するだけでなく、選択範囲のセルの数値をGnuplotでグラフ化

してgvで表示することも可能だ（画面3）。

●アニメーション作成ソフトJEGON

JEGONは、画像や文字、図形などを使ったアニメーションを簡単に

作成できるソフト（画面4）。エディタとアニメータの2つのウィンドウ

で構成されている。複数のステップにおけるオブジェクトの位置とサイ

ズを指定すると、その間の動きを自動的に補間したアニメーションが作

成される。アニメーションは独自形式で保存するだけでなく、アニメー

ションGIF形式の画像やCのソースファイルとして出力することも可能

だ。なお、アニメーションGIF画像の作成には、USIのパッケージに付

属するgifmergeというツールを使う。

画面1 日本語ワープロ
JPW。メニューはすべ
て日本語表示。

画面2 日本語表計算ソフトJSIAG。
セルに日本語を入力可能だ。）

画面3 選択範囲の数値を
Gnuplotでグラフ化しgvで印刷
する。

画面4 アニメーション作成ソフ
トJEGONの2つのウィンドウ。
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なんでもこなす驚異のファイルマネージャ

KFM

http://www.kde.gr.jp/~komaba/kfmtools.html

バージョン：1.167.2.21 種別：GPL

XX QtQt 日本語可 日本語可 

kfmはkpanelと並んでKDEのルック＆フィールを決定している、まさ

にKDEの中核アプリケーションだ。その最大の特徴は、ローカルホスト

のディスク上にあるローカルファイルと、ネットワーク上にあるリモー

トファイルを区別することなく取り扱えるネットワーク透過性だ。

kfmは基本的にはファイルマネージャだが、Webブラウザ、FTPクラ

イアント、アーカイブブラウザとしても機能する。HTMLファイルを

kfmウィンドウ内で表示でき、リンクをクリックするかロケーションバ

ーにURLを入力すれば、そのままWebサーフィン開始だ。FTPクライ

アントにもなるので、FTPサイトへもシームレスに接続できる。この時、

FTPサイトのファイルをデスクトップやローカルフォルダにドラッグ＆

ドロップするだけでコピーができるのはもちろん、anonymousでない通

常のFTPで接続してあれば、リモートホスト上のファイルコピーも可能

だ。tar＋gzipなどのアーカイブファイルも通常のフォルダと同様に取り

扱えるので、特定のファイルだけをtarボールから取り出したい時など

に、いちいちアーカイブを解凍する必要もない。ほかにも画像ファイル

のサムネイルが表示できるので、画像ファイルの取り扱いにも便利だ。

kfmをさらに便利に使うためのユーティリティ集KFM Toolsが、日本

KDEユーザ会の井上氏により公開されている。これによりkfmの利用範

囲がさらに広がる。まだ使ったことがない方はぜひ試してみて欲しい。

簡単に使えるテキストエディタ

Kedit

http://www.kde.org/

バージョン：1.2.2 種別：GPL

XX QtQt 日本語可 日本語可 

KDEの標準エディタ。kfmで.txtや.html等のテキスト形式のファイル

のアイコンをクリックするか、パネル上の「簡易テキストエディタ」ア

イコンをクリックすることで起動する。小さいためすぐに立ち上がるの

で、ちょっとしたメモをとりたい場合や、設定ファイルをちょっと修正

したい場合に重宝する。

手軽に使えるからといって、低機能と馬鹿にしてはいけない。確かに

Emacsほどの高い機能は実装されておらず、プログラミングには向かな

いが、自動行折り返し、自動バックアップ、バッファ内容のメール送

信、指定したURLの読み込みと保存、kspellによる英文スペルチェック

機能など、キラリと光る小粋な機能を備えている。

ほかのKDEアプリケーションと同じく、keditもkfmと組み合わせて利

用する場合に本領を発揮する。keditはKDEドラッグ＆ドロップに対応

しているので、デスクトップやkfmウィンドウ内のファイルをkedit上に

ドラッグ＆ドロップして開くこともできる。kfmウィンドウがFTPクラ

イアントとして働いているときも、FTPサーバ上のファイルをローカル

ファイルと同じように編集することが可能だ。このネットワーク透過性

こそが、KDEアプリケーションの醍醐味といえるだろう。

スペルチェック機能は、ispellのKDE用フロントエンドであるkspellを

外部アプリケーションとして呼び出すことで実現している。このため必

要十分なスペルチェック機能が簡単な操作で利用できる。

画面1 通常はファイルマネージャ

画面2 WWWブラウザにもFTPク
ライアントにもなる。

画面1 日本語の入
力ももちろん可能。

画面2 スペルチェ
ッカを呼び出せる。

ユーティリティ
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統合開発環境

KDevelop

http://www.kdevelop.org/

バージョン：1.0beta4.1 種別：GPL

XX QtQt 日本語可 日本語可 

KDevelopはUNIX用ソフトウェア開発のための統合開発環境だ。エ

ディタ、コンパイラ、リンカ、automake、autoconfなどを統合してい

るのはもちろんのこと、以下の豊富な機能が組み込まれている。

・KAppWizardによる自動ひな型生成

・Classgeneratorによる容易なクラス作成と既存コードへの組み込み

・プロジェクト内のソース／ヘッダ／ドキュメントの一元管理

・SGMLフォーマットのユーザハンドブック作成支援とKDE形式の

HTMLヘルプファイル出力の自動生成

・プロジェクトに含まれるクラスAPIのHTMLドキュメント自動生成

・アプリケーションの国際化支援

・組み込みダイアログボックスエディタによるダイアログボックスの

WYSINWYG（What You See Is NEARLY What You Get）生成

・CVSによるプロジェクト管理のための使いやすいフロントエンド

・KDbgとの統合によるデバッグ

・KIconEditによるプロジェクト用アイコンピックスマップの作成

・各種開発用ツールのToolsメニューへの組み込み

KDE用アプリケーションの開発にはもちろん、C++を用いたGUIプロ

グラムの開発全般で利用できる。KDevelopは開発を容易かつ楽しくし

てくれるデベロッパー向け統合ソフトといえるだろう。

日本語が使えるプレゼンテーションツール

MagicPoint

http://www.Mew.org/mgp/

バージョン：1.0.6a 種別：フリーソフト

日本語可 日本語可 

Linuxではメジャーなプレゼンテーションツール。ユーザーは .mgpと

いう拡張子のテキストを編集してプレゼンテーションを作る。出来上が

ったプレゼンテーションはPostScriptに変換して印刷することもできる。

MagicPointは、文字表示にVFlibを使っているため、日本語フォントで

大きな文字を書いてもギザギザが出ることなく表示できる。Windows

のPowerPointのようにビジュアルに編集できないが、テキスト処理を

応用してプレゼンテーションを作れるという、UNIXらしいコンビネー

ションで使いこなすことができる。最近、MagicPointでプレゼンテーシ

ョンを作るときに役立つテンプレートを集めたサイトがオープンした。

（http://puchol.com/cpg/software/mgp/）

日本語対応のMS Wordドキュメントのビューア

wv

http://www.wvWare.com/

バージョン：0.5.42 種別：GPL

日本語可 日本語可 

Microsoft Wordのドキュメントを解析するためのライブラリ。Word

のドキュメントでは日本語がUnicodeで出力されるため、wvでもある程

度までは日本語を扱うことができる。Linux用の商用ワードプロセッサ

であるAbiWordは、このwvを利用してWordファイルを読み込む機能を

備える。

Windowsのオフィスツールで作ったファイルをLinuxでも扱えれば、

多くのユーザーがWindowsを使う必要がなくなり、Linuxの普及が進む

と期待されている。マルチバイト語圏の日本では、日本語化や国際化

の壁があり、なかなかそこまではいかないが、シングルバイト語圏の欧

米諸国では、すでにそうした状況になりつつある。

画面1 開発中の画面。

画面2 アプリケーションの雛型は自動的に生成。

画面3 国際化アプリケーションも簡単に
作成可能。
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スケジュール管理が可能な日本語カレンダー

nittei

http://member.nifty.ne.jp/seto-yoneji/nittei.html

バージョン：1.80 種別：GPL

XX 日本語可 日本語可 

スケジュール管理を行えるカレンダーソフト。国産アプリなのでパッ

チなどを当てなくても最初から日本語が使える点がうれしい。2000年

から施行された祝日月曜化法による成人の日、体育の日の移動に対応

しているほか、ユーザーによる休日や記念日の追加も可能。スケジュー

ルは分単位で設定でき、予定時刻（あるいは指定した何分前か）にな

るとウィンドウが開いてユーザーに通知してくれる。また、指定時刻に

プログラムを自動実行したり、毎日、毎週、毎月の繰り返しスケジュ

ールを設定することも可能だ。予定時刻を記述しなかった場合、通知

などのスケジュール管理からは外れるものの、入力した内容はそのまま

保存されるので、簡単な日記代わりにも使える。

Vzによく似たインターフェイスを持つエディタ

NxEdit（ne）

http://www3.justnet.ne.jp/~ele/
バージョン：3.00pre17 種別：GPL

コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

コンソールやktermなどの端末画面で軽快に動作する日本語対応のテ

キストエディタ。MS-DOS用の高速テキストエディタとして一世を風靡

したVzエディタによく似たインターフェイスが特徴だ。たとえば、カッ

ト（コピー）＆ペースト用のスタッカブルなブロックバッファ、編集し

ていたファイル名や行番号を保存するプロファイル機能、ファイルオー

プンの際に利用できるファイラなど。モードレスなWordstar系のエディ

タをDOSやWindowsで愛用している人には、viやEmacsよりもはるか

に使いやすいだろう。なお、初期設定のキーバインドはVzエディタ風

だが、テキスト形式の設定ファイルを変更することで柔軟にカスタマイ

ズできる。

日本語の編集も可能なGNOMEのエディタ

gEdit

http://gedit.pn.org/
http://seki.math.sci.hokudai.ac.jp:20080/gtk/misc/obsolete/

バージョン：0.6.1／0.5.3（日本語版） 種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

GUI操作の使いやすいテキストエディタ。Emacsほど高性能ではない

ものの、ツールバーのボタンやタブによるファイルの切り替えなど直感

的な操作が取り入れられており、簡単にテキストファイルの内容を編集

できる。キー操作に習熟していなくても使えるので、UNIX系OSの初心

者が設定ファイルを編集したり、ちょっとしたテキストを作成したいと

きに重宝するだろう。日本語EUCのテキストを正しく編集するには、

フォントセット対応などの変更を行う日本語化パッチを当てる必要があ

る。マクロ言語は搭載されていないが、プラグインによる機能拡張が可

能で、編集中のテキストの単語数などを調べる「Word Count」などの

プラグインが付属する。

Escキーでメニューが表示される小型エディタ

aee、xae、ee

http://www.users.uswest.net/~hmahon/

バージョン：2.2.3 種別：Artistic

XX コンソール コンソール 

コンソールとXの両方で使える小型（150Kバイト程度）のテキスト

エディタ。コンソール版のインターフェイスをaee、X用のインターフ

ェイスをxaeと呼ぶ。日本語には対応していないが、小型軽量な利点を

生かして設定ファイルの書き換えなどで使えるだろう。使い方はどちら

も同じで、Ctrl－英字キーで編集を行うモードレスタイプ。キーバイン

ドは独特だが、主要なキー操作が画面上部に表示されているので、初

めて使う場合でも戸惑うことはない。また、Escキーで開くポップアッ

プメニューでは、各種設定の変更や使い方の表示、ファイルの読み込

みや保存、編集終了といった操作を行える。このほか、さらに小型

（80Kバイト程度）のeeも配布されている。

ユーティリティ
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画像閲覧に便利なファイルマネージャ

Endeavour

http://fox.mit.edu/xsw/edv.htm

バージョン：1.07 種別：GPL

XX

黒い背景がクールなファイルマネージャ。作者グループ（WolfPack）

によるゲーム「XShipWars」（http://fox.mit.edu/xsw/）のウィンドウ部

品（ウィジェット）が使われているため、サイバーな香りが漂う。こう

した外見に似合わず、ファイルの削除などを一律に禁止する「マスター

ライトプロテクト」機能や、削除ファイルを復活できる「ゴミ箱」を装

備するなど親切な設計だ。また、JPEG／GIF／TIFF／BMP形式など

に対応したイメージビューアや、サムネイル表示を行うイメージブラウ

ザを内蔵しており、画像の閲覧にも向いている。なお、Endeavour自体

は日本語には対応していないが、外部ソフトを使えばファイルの内容表

示や編集は問題ない。

FTPクライアントにもなるファイルマネージャ

FileRunner

http://www.cd.chalmers.se/~hch/filerunner.html

バージョン：2.5 種別：GPL

XX Tcl/TkTcl/Tk 日本語可 日本語可 

2つのディレクトリのファイル一覧が表示され、コピーや移動の結果

をその場で確認できるファイルマネージャ。日本語対応のTcl/Tkであれ

ば日本語ファイルの閲覧や編集も可能だ。操作は簡単で、ファイルを

クリックやドラッグで選択した後、中央部に並んだボタンを押せばいい。

たとえば、[View]ボタンを押すと、テキストやアーカイブの内容は内蔵

ビューアで表示され、画像ファイルの内容はxvで表示されるなど、ファ

イルの拡張子に応じた閲覧が行われる。また、FTPクライアントソフト

としての機能も備えており、ディレクトリの代わりに接続先URLを入力

することで、ローカルなディスクと同じ感覚でFTPサーバ上のファイル

処理を行える。

2ペイン構成の使いやすいファイルマネージャ

gentoo

http://www.obsession.se/gentoo/

バージョン：0.11.11 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

2つのディレクトリのファイル一覧が同時に表示され、コピーや移動

の結果をその場で確認できる2ペイン構成のファイルマネージャ。使い

方は簡単で、どちらかのファイルリストのファイルをクリックなどで選

択後、ウィンドウ下部のボタン（[Copy]や[Delete]など）を押せばいい。

左右のファイルリストの表示をはじめ、コマンドボタンの内容やキーバ

インド、拡張子などに応じたダブルクリック時の動作など、gentooに

関するあらゆる設定を設定ダイアログから変更できるのが特徴だ。な

お、ソース（gentoo.c）中の「gtk_init();」の前に「gtk_set_locale();」

を1行追加してビルドすると、ファイル一覧や内蔵ビューアで日本語を

正常に扱えるようになる。

Tcl/Tkを用いたファイルマネージャ

TkDesk

http://people.mainz.netsurf.de/~bolik/tkdesk/

バージョン：1.2 種別：GPL

Tcl/TkTcl/Tk 日本語可 日本語可 

TkDeskで日本語デスクトップ（tkdesk.bmp）

Tcl/Tkを使ったファイルマネージャを中心としたデスクトップ環境で

ある。ファイルマネージャは高速で、テキストファイルをクリックする

と、軽快な動作でエディタが起動して表示される。ファイルマネージャ

は多機能な上にメーラ（TkMailer）と連動しており、統一感がある。

KDEやGNOMEのように、デスクトップ全体でアプリケーションの統

一性をはかるということを考えなければ、デスクトップ環境とは

TkDeskのようなあり方も正しかったといえるだろう。テキストの編集、

印刷においてもちゃんと日本語を使うことができる。Tcl/Tkによるデス

クトップ環境では、ほかにもTkStepが日本語化されている。
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Core Warrior風の多言語開発環境

Code Crusader

http://www.newplanetsoftware.com/jcc/

バージョン：2.1.4 種別：フリーソフト

XX

MetroWorksの商用開発環境Code Warriorに触発されて作られたとい

うツール。VisualBasicなどのようにGUIアプリケーションを作るための

機能はないが、ビジュアルな開発環境を提供する。エディタはよく作ら

れており、Cのソースコードや、HTMLのソースの構造を理解して、タ

グなどを強調表示してくれる。特に日本語対応を必要としないユーザ

ーなら、大変便利に使うことができるだろう。

GUIライブラリにはJXというものを使用している。JXは非商用に限

って無償のアプリケーションフレームワークである。日本語のサイトも

あり、QtやGtk+などのメジャーなGUIライブラリに比べて、JXがいか

に優れているかが記載されている。

GTK+用のインターフェイスビルダ

Glade

http://glade.pn.org/

バージョン：0.5.5 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

GTK+アプリケーションをビジュアルに作ることのできる開発ツール。

GTK+向けの開発ツールはほかにもあるが、Gladeは頻繁に改良が続け

られ、最も人気があるもののひとつとなっている。アプリケーション全

体、または一部を、Gladeで作ったアプリケーションは結構ある。

基本的には、プロジェクトを開き、ウィンドウを作り、ウィジェット

を貼りつけて表示する文字列や細かなプロパティを編集していって、最

後にソースコード書き出すというスタイルになる。Gladeで作ったアプ

リケーションは、出力したソースコードからバイナリを作って単体で動

作させるわけだが、libgladeを使うと、Gladeのプロジェクトをコンパ

イルなしでランタイムのようにして実行できる。

OpenGLを利用したリアルな3D時計

glclock

http://www.daionet.gr.jp/~masa/glclock/index.html

バージョン：5.0 種別：フリー

XX MesaMesa

OpenGL（あるいは互換ライブラリのMesa）を利用して、リアルな

3D時計を表示するソフト。起動時オプションの指定や同梱のシェルス

クリプトにより、ソフトウェアによるシミュレーションでも快適に表示

されるシンプルなデザインから、ハードウェアの3Dアクセラレータが必

須のゴージャスなものまで、バリエーションに富んだ外観を楽しめる。

また、さまざまな設定で時計を表示し、フレームレートを計測するベン

チマーク用スクリプトも用意されている。さらに、ボタンを押したまま

マウスを動かすことで、時計を移動、回転させたり、フタを開け閉めで

きる。画面全体を時計が回転しつつ移動するというスクリーンセーバ的

な使い方も可能だ。

円形のウィンドウを使った美少女コスプレ時計

Emi Clock for X11

http://www.plaza.hitachi-sk.co.jp/~masa-k/EmiClock/ 
http://www02.u-page.so-net.ne.jp/momo/yuna-k/index-jp.html

バージョン：2.0.2 種別：フリーソフト

XX 日本語可 日本語可 

円形のウィンドウにかわいい女の子の絵が表示されるアナログ時計。

ウィンドウマネージャ側で、タイトルバーやリサイズバーを表示しない

ように設定して使うといいだろう。X版のEmi Clock for X11は古場氏が

作成したもので、グラフィックや音声データはオリジナルのMac版や

Windows版と同じ物が使われている。チャイムやアラームはもちろん、

1時間ごとに女の子が着替えたり、3種類の文字盤を選べるなど楽しい

機能が満載だ。ウィンドウをクリックすると、オプションや着替えの設

定を行うためのメニューがポップアップする。なお、サブメニューが表

示されない場合は、メニューの左右の端ぎりぎりまでカーソルを移動さ

せるといいようだ。

ユーティリティ
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GUIベースのSysV Initエディタ

KDE SysV Init Editor（ksysv）

http://eclipt.uni-klu.ac.at/projects/ksysv/

バージョン：0.4.99 種別：GPL

XX QtQt

ksysvは、SysV InitのGUIフロントエンドだ。SysV Initはシステムの

状態をランレベル（0～6）に分け、ランレベルごとに稼働／停止する

サービスを管理するツールだ。たとえばRed Hat系では/etc/rc.d/rc?.d/

（？はランレベル）にSまたはKで始まるファイル名のスクリプトを置き、

サービスを制御する。Sで始まるのはそのランレベルに入ったときに稼

働するサービス、Kで始まるのは停止するサービスだ。

左端の「利用可能サービス」内から各ランレベルの開始／停止エリ

アにドラッグ＆ドロップするだけで、サービスの設定ができる。不要な

サービスはゴミ箱に入れればいい。rootでしか利用できないので、suコ

マンドでroot権限を得てから起動しよう。

ディレクトリのサイズを一覧で表示

LoST

http://www.geocities.com/SiliconValley/8036/lost_page.html

バージョン：0.97 種別：GPL

XX

指定したディレクトリ以下の、全サブディレクトリのサイズを表示す

るソフト。コンソール用コマンドの「du」をGUI化し、拡張したものと

いえる。使い方は簡単で、メニューやツールバーの「choose dir」から

調べたいディレクトリを選ぶだけだ。各ディレクトリは、サイズに応じ

て「Kb」「Mb」の単位付きで表示される。チェックする必要のないサ

ブディレクトリは「Exclude dirs」で指定しておけば、計算されない。

ファイルやディレクトリのアイコンを右クリックすると、Delete／

Copy／Pasteなどのメニューが表示される。現バージョンではDeleteは

可能だが、CopyやPasteによるファイルの移動は実装されていないよう

だ。

CPUやディスクの負荷をグラフ表示

GKrellM

http://web.wt.net/~billw/gkrellm/gkrellm.html

バージョン：0.7.4 種別：GPL

XX

CPUやディスクの負荷、プロセス数、PPPやイーサネットのパケッ

ト流量、メモリやスワップの使用量などを縦型の小さなウィンドウにグ

ラフやメータで表示するモニタリングソフト。Linuxカーネル2.2以降で

マルチプロセッサ（SMP）を使っている場合は、CPUの数だけCPUグ

ラフを表示する。グラフは1秒ごとに更新され、縦方向のスケールは測

定値に応じて自動的に調整される。また、各グラフともシアンとオレン

ジの2色で異なるデータを表示しており、たとえばCPUグラフではユー

ザータイムとシステムタイム、ディスクグラフではリード量とライト量

といった具合だ。表示内容の選択、計測単位量やグラフの大きさは設

定により変更できる。

GTK+によるグラフィカルなプロセス情報表示

gPS

http://www.gps.seul.org/

バージョン：0.4.1 種別：GPL

XX GTK+GTK+

従来はpsやtopコマンドを使って表示していたプロセス情報を、

GTK+を利用して表形式やグラフで表示するソフト。topコマンド風の

表形式で、プロセスID、プロセス名、オーナー名、状態、CPU占有率、

メモリ使用量、実メモリ使用量、nice値、優先度、開始時間といった

情報が表示される。項目名をクリックするだけで、その内容をキーとし

てプロセス一覧をソートできるほか、フィルタ機能を使って条件に合う

プロセスだけに絞り込むことも可能だ。CPUとメモリの使用状況をグ

ラフで表示する機能も用意されている。なお、KDE向けの同様のソフ

トとしては、Qtツールキットを利用した「qps」（http://www.student.

nada.kth.se/̃f91-men/qps/）がある。
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Sambaクライアントの表示とマウントを行う

LinNeighborhood

http://www.bnro.de/~schmidjo/
バージョン：0.4.2 種別：GPL

XX GTK+GTK+

Sambaを利用して、LinuxマシンやWindowsマシンなどの共有ディレ

クトリをマウント／アンマウントするソフト（smb c l i e n t／

nmblookup／smbmount／smbumountが必要）。ウィンドウには、

Sambaからアクセス可能なマシン名と、それぞれの共有リソースがツ

リー形式で表示されており、共有リソースをダブルクリックするとマウ

ント用のダイアログが開く。初期設定では、実行ユーザーのホームディ

レクトリ以下の「mnt/マシン名/リソース名」にマウントされる（変更

可）。続いて、指定したファイルマネージャが起動され、マウントした

ディレクトリの内容を表示する。ウィンドウ下には、マウントしている

リソース名とマウントポイントが一覧表示される。

LILOの設定ファイルをGUIで編集

GLilo

http://www.student.hig.se/~nd96pwt/glilo/

バージョン：0.4 種別：GPL

XX GTK+GTK+

Linuxで広く使われているブートローダ「LILO」の設定ファイル

（/etc/lilo.conf）の内容をGUIを使って編集するソフト。LILOの設定フ

ァイルで指定するオプションやその意味についての詳細は意外に知られ

ていない。GLiloを使うと、設定ファイルの内容を読み込んで、セクシ

ョン別にオプションを分類表示してくれる。さらに、オプションの内容

変更、削除、追加の際には、画面下にそのオプションに関するヘルプ

が表示され、現在指定しているオプションの意味や、追加するオプショ

ンの指定方法などが簡単にわかるようになっている。なお、変更した設

定を実際に反映させるには/sbin/liloを実行する必要があることをお忘れ

なく。

時刻を指定した繰り返し処理をGUIで設定

vcron

http://www.linux-kheops.com/pub/vcron/vcronGB.html

バージョン：1.4 種別：フリーソフト

XX Tcl/TkTcl/Tk

指定時刻に繰り返し処理を行うcronシステムをGUIを使って設定する

ソフト。指定時刻や一定時間後に1回だけ処理を行うatコマンドの設定

も可能だ。UNIX系OSでは、crondやatdといったデーモンを利用して、

指定時刻や一定時間後のコマンドの自動実行が容易に行える。特に、

Linuxのディストリビューションに広く採用されているVixie cronは、

BSD風の/etc/crontabによる設定と、SysV風のcrontabコマンドによる

ユーザーごとに独立した設定を同時に利用でき、crondの再起動も必要

ないという優れものだ。しかし、設定ファイルの書式は「0,30 9-17 * *

Mon-Fri ...」などと呪文のようなものなので、慣れるまではこうした設

定をvcronで行うといい。

Emacs風のキーバインドで使えるバイナリエディタ

Hexedit

http://www.chez.com/prigaux/hexedit.html

バージョン：1.1.0 種別：GPL

コンソール コンソール 

ファイルの内容を16進数とASCII文字列で表示し、バイナリファイル

を直接書き換えることのできるバイナリエディタ。カーソルキーやファ

ンクションキーでカーソル移動やファイルの読み込み、保存を行えるほ

か、Emacs風のキーバインドでカーソル移動や検索、アンドゥ、カッ

ト（コピー）＆ペーストなどの操作が可能だ。Tabキーで、カーソルが

16進数表示部とASCII表示部に交互に切り替わる。一方、「ふつ～vi」

という人には、vi風のバイナリエディタ「bvi」（http://bvi.linuxbox.com/）

がお勧めだ。画面表示はHexeditに似ているが、キーバインドはviに準

拠しており、hjklキーでのカーソル移動はもちろん、「:」で始まるex系

のコマンドも用意されている。

ユーティリティ



Linux magazine February 200060

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

GNOME採用のグラフィカルなRPMマネージャ

GnoRPM

http://www.daa.com.au/~james/gnome/

バージョン：0.9 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

Red Hat系Linuxで使われているパッケージシステム「RPM」のパッ

ケージをGUIで操作するソフト。複雑なオプションをコマンドラインで

指定することなくパッケージを扱える。ウィンドウには、インストール

済みのパッケージのアイコンがジャンル別にフォルダで分類され、アン

インストールや情報の取得、調査などが可能。新たにパッケージをイン

ストールしたり、新しいバージョンに更新する場合は、ツールバーの

[インストール]または[アップデート]ボタンを押してダイアログを開き、

[追加]ボタンで目的のパッケージを選択すればいい。一度に複数のパッ

ケージをインストールしたり、インストール前に各パッケージの情報を

確認することも可能だ。

RPMやZIP／LHAも扱えるアーカイブマネージャ

TkZip

http://www.pcnet.com/~proteus/TkZip/TkZip.html

バージョン：1.0.15 種別：フリーソフト

XX Tcl/TkTcl/Tk 日本語可 日本語可 

Tcl/Tkで書かれたアーカイブマネージャ。tar＋gzされたtarボールだ

けでなく、RPM形式のパッケージや、Windowsで使われるZIP／

LHA／RAR形式のアーカイブも扱える。実際には、各アーカイブ形式

に対応したコマンド（tar／gzip／zip／unzip／lhaなど）をTkZipが自

動的に検索して内部で実行している。いずれの形式の場合も、アーカ

イブ内のファイル一覧がウィンドウに表示され、ファイルの展開やビュ

ーアによる閲覧といった処理を統一されたGUI操作で行える。もちろん、

アーカイブへのファイルの追加や新規アーカイブの作成も可能だ。また、

閲覧に使われるビューアはユーザーが自由に設定でき、画面表示色や

動作も細かくカスタマイズ可能だ。

汎用パッケージマネージャ

Kpackage

http://www.general.uwa.edu.au/u/toivo/kpackage/

バージョン：1.3 種別：GPL

XX QtQt 日本語可 日本語可 

RPM／Debian／Slackware／BSDの各パッケージを統合的に管理す

るためのGUIインターフェイスだ。実際の処理を行うrpm／dpkgなどの

コマンドが別途必要となる。起動するとウィンドウの左側ではインスト

ール済みのパッケージがRPMの場合、階層表示され、まるでファイル

マネージャのような操作感覚でパッケージを扱うことができる。

KDEドラッグ＆ドロップにも対応しており、Kpackageのウィンドウ

上にデスクトップやkfmウィンドウからパッケージをドラッグ＆ドロッ

プするだけで、パッケージ情報の閲覧／インストール／アップグレー

ド／テストなどが行える。なおパッケージのインストールには、root権

限が必要になる。

CPU／ビデオ／ディスクのベンチマークを計測

HDBENCH clone

http://www.enjoy.ne.jp/~gm/program/hdbench/index-ja.html

バージョン：0.14.0 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

有名なWindows用国産ベンチマークソフト「HDBENCH」にそっく

りのインターフェイスを持つ、UNIX系OS用の国産ベンチマークソフト。

大きく分けて3種類（CPU、ビデオ、ディスク）のベンチマークを計測

できる。これらは、それぞれ独立して計測することもできるし、まとめ

て順番に計測することも可能だ。CPUに関しては、1秒間あたりの浮動

小数点演算および整数演算の計算回数、メモリ転送速度を計測する。

ビデオでは、1秒間あたりの矩形、円、テキストの描画回数、3秒間の

スクロールでの描画回数、5秒間のイメージの描画回数を計測する。デ

ィスクについては、1秒間の書き込み、読み込み速度を計測する。計測

結果のコピーや印刷も可能だ。
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ネットワークトラフィックをWebブラウザで監視

ntop

http://www-serra.unipi.it/%7Entop/

バージョン：1.2a9 種別：GPL

コンソール コンソール 

ネットワークトラフィックを監視して、端末画面やWebページに表

示するソフト。ntop（network top）という名は、端末画面を利用する

インタラクティブモードがtopコマンドに似ていることに由来する。一

方、Webページに監視結果を表示するWebモードも用意されており、

起動時に-wオプションとポート番号（3000など）を指定することで

HTTPサーバとして動作する。ブラウザでホスト名とポート番号のURL

（ローカルホストなら「http://localhost:3000/」）を指定するとトップペ

ージが表示され、左側の階層メニューをクリックすると、送受信データ

のデータ量をドメイン別に表示するページや、IPトラフィックの統計を

表示するページなどに切り替わる。

不要なサービスが実行されていないか調べる

nmap

http://www.insecure.org/nmap/

バージョン：2.12（安定版）/2.3beta8 種別：GPL

コンソール コンソール 

各種のポートスキャンを行うツール。ホスト名やアドレスを指定した

マシン（あるいはゾーン）を対象に、広範囲のポート番号への接続を試

み、開放されているポート番号とサービス名を表示する。管理者が気

づかないまま不要なサービスが有効になっていると、他のプロセスの実

行速度に悪影響を与えるし、セキュリティホールの原因ともなる。そこ

で、自分の管理しているマシンが開放しているポートをnmapでチェッ

クし、不要なサービスが有効になっていれば、対応するサーバを起動し

ないよう/etc/inetd.confを修正するなどの対策をとる。なお、管理外の

マシンに対してポートスキャンを行うとクラックと見なされることがあ

るので注意されたい。

パケットを監視するネットワークアナライザ

Etherreal

http://ethereal.zing.org/

バージョン：0.7.9 種別：GPL

XX GTK+GTK+

イーサネットやPPP接続用のデバイスを監視し、そこを流れるTCP

などのパケット情報を取得するネットワークアナライザ。ウィンドウ上

部には、取得したパケットの取得日時／送信元／送信先／プロトコ

ル／簡単な説明が一覧表示される。強力な表示フィルタを使って、表

示するパケットを絞り込むことも可能だ。一覧中のパケットをクリック

すると、そのパケットに関する詳細な情報がウィンドウ下側に表示され

る。TCPデータストリームの内容（テキスト）を別ウィンドウに表示す

ることも可能だ。得られたデータをファイルに保存して後で読み込んだ

り、tcpdumpなど他のツールの出力を取り込んで解析する機能も用意さ

れている。

気軽に使えるパーソナルデータベース

Gaby

http://gaby.netpedia.net/

バージョン：1.9.14 種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

住所録やCD目録などを管理できるパーソナルデータベースソフト。

サーバ・クライアント方式のデータベースソフトを使うほど大規模では

ない個人的なデータの管理に適している。データの入力や閲覧は、各

種の「ビュー」で行う。日本語も問題なく入力、編集可能だ。基本的

なビューとして、データの入力・編集に適した「フォーム」と、多数の

レコードを同時に閲覧できる「リスト」の2つがあり、このほか「拡張

リスト」や「キャンバス」などのバリエーションがある。データベース

の構造を定義している記述ファイルを書き換えることで、項目の表示

順の変更や新たな項目の追加を柔軟に行えるほか、プラグインによる機

能拡張にも対応している。

ユーティリティ



Linux magazine February 200062

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

DOS形式のフロッピーを簡単に扱える

mfm

http://www.core-coutainville.org/mfm/

バージョン：1.2 種別：GPL

XX GTK+GTK+

DOSやWindowsで作成されたフロッピーを、mtools（mdir／

mcopy／mdelなど）を呼び出すことによりGUIで扱うファイル管理ソ

フト。フロッピーをマウントすることなくファイルリストを表示し、コ

ピーや削除を行える。ウィンドウにはファイルリストの表示エリアが2

つ用意されている。DOSのフロッピーをFDDに挿入した後で、どちら

かのエリアの右上のリストボックスを「Hardisk」から「a:」に切り替

えると、ファイルリストがフロッピーの内容に切り替わる。VFATに対

応しているため、Windows 9xの長いファイル名も表示可能だ。コピー

や削除の際は、対象となるファイルをクリックで選択してから、中央の

[←]／[→]ボタンを押すか、[File]メニューから選択する。

強力なファイル検索をGUIで行なう

gtkfind

http://www.oz.net/~mattg/download.html

バージョン：1.1 種別：GPL

XX GTK+GTK+

ファイル名、日時、属性、サイズなど、さまざまな条件によるファイ

ル検索を行なうソフト。初心者でもGUIを使って複雑な検索条件を設定

できる。ウィンドウには、上部に検索ディレクトリ、中央部にさまざま

な検索条件を設定する「カード」、下部には検索後の処理の選択や検索

開始用ボタンなどが並んでいる。それぞれの「カード」では、findで指

定可能な条件のほか、「指定した文字列を含むファイルを検索する」と

いうgrep風の条件も設定できる。検索結果に対しては、ファイル名な

どの情報をウィンドウに一覧表示するだけでなく、外部コマンドを実行

したり、標準出力に出力して他のコマンドとパイプで接続するなど、さ

まざまな使い方が可能だ。

2つのファイルの違いをカラー表示

gtkdiff

http://www.ainet.or.jp/~inoue/software/gtkdiff/index.html

バージョン：1.0.1 種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

2つのファイルの内容を並べて表示し、内容の異なる行をオレンジと

シアンの背景色で表示するソフト。ウィンドウ右側には、ファイル全体

での相違点の位置と対応関係がオレンジ／シアンのバーとそれを結ぶ線

で図示される。また、画面が狭い環境に向いた1画面表示では、2つの

ファイルの内容を1つにまとめ、相違点だけ背景色を変えて上下に並べ

て表示してくれる。プログラムのソースや設定ファイルなど、内容の一

部を追加・変更することの多いファイルに対して使うと便利だ。このほ

か、2つのディレクトリを比較して、片方にだけ含まれるファイルや、

同名で内容の異なるファイルのリストを左右に並べて表示することも可

能だ。

行列計算などが可能な高精度計算ソフト

Genius

http://www.5z.com/jirka/genius.html

バージョン：0.4.6 種別：GPL

XX GTK+GTK+ コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

有名なCADソフトと同名だが、こちらは高精度な計算ソフトだ。コ

ンソールで動作するgeniusのほか、GUIのフロントエンドgnome-

geniusも用意されている。実行にはGNUの数値計算用ライブラリ

「GMP」（http://www.swox.com/gmp/）が必要だ。整数や浮動小数点数

（精度指定可）はもちろん、無理数や複素数、行列計算にも対応してい

る。たとえば、3÷9の結果は0.333…という浮動小数ではなく3分の1

のまま保持されるし、行列aの逆行列は「a^-1」とするだけで求められ

る。このほか、内蔵のGEL（Genius Extention Language）と呼ばれる

言語には豊富な組み込み関数や条件分岐命令などが用意されており、

ユーザーが自由に関数を追加できる。
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擬似透明化できるターミナル

Eterm

http://www.eterm.org/

バージョン：0.8.10 種別：GPL

日本語可 日本語可 

rxvtを元にして、バックグラウンドに画像を貼りつけたり、透明にで

きるようにしたターミナルエミュレータだ。0.8.9からの違いは主にバグ

フィックスにとどまっている。－Oオプションをつけて起動すると、デ

スクトップのバックグラウンドが表示されるので、透明になったような

気分になれる（厳密に考えれば透明ではない）。

透明化したEtermの中でviやmuleを起動すると透明エディタになる。

また、muleを起動してさらにmewなどのメーラを使うと、透明メーラ

ができあがる。通常muleの背景は色を変えることはできるが、画像を

指定するようなことはできないので、この透明エディタや透明メーラは

不思議な感じがしてしまう。

グラフィカルなブートマネージャ

GAG

http://raster.cibermillennium.com/gageng.htm

バージョン：2.1 種別：GPL

日本語可 日本語可 

Windows／Linux／BeOSなど、9種類のOSに対応したグラフィカル

なブートマネージャ。専用のフロッピーやハードディスクのMBR（マス

ターブートレコード）にインストールすることで、OSの切り替えをア

イコンを含んだメニューから行えるようになる。2台目以降のハードデ

ィスクからのブートも可能だ。8Gバイトを超えるハードディスクには

対応していないので注意されたい。説明は14カ国語版が用意されてお

り、その中にはローマ字表記の日本語版まである。なお、GAG本体は

フロッピーディスクイメージとして配布されているので、ハードディス

クのMBRにインストールする場合にも、いったん専用フロッピーで

GAGを起動してMBRにコピーする必要がある。

WindowsからExt2ファイルシステムを参照する

Expore2fs

http://uranus.it.swin.edu.au/~jn/linux/explore2fs.htm

バージョン：1.00 pre2 種別：GPL

今回の特集で唯一のWindowsプログラムだ。Explore2 fsは、

Windows 9x／NTからLinuxの標準ファイルシステムであるExt2ファイ

ルシステムを参照するプログラムだ。LinuxとWindowsのデュアルブー

トマシンでWindowsを使っているときに、Linuxパーティション内のフ

ァイルが必要になることは多いが、そんな場合に重宝する。

インターフェイスはWindowsのエクスプローラと変わらない。必要な

ファイルを指定して、マウスの右クリックで表示されるメニューで

[Properties]を選ぶと、Ext2上での詳細な情報が表示される。また

[Export file]でWindowsパーティションへの保存、[View]で拡張子に応

じたプログラムを起動してファイルを見ることができる。

各種パッケージ間の変換を行う

Alien

http://kitenet.net/programs/alien/

バージョン：6.53 種別：GPL

コンソール コンソール PerlPerl

Linuxで用いられているパッケージを相互に変換するプログラムだ。

Red Hat系のrpm、Debian GNU/Linuxのdeb、Slackwareのtarボールの

ほか、日本ではあまりなじみのないStampede Linux用のslpパッケージ

に対応している。

スクリプト言語のPerlで記述されており、実行にはPerlの5.004より

新しいバージョンが必要になる。またrpmパッケージを扱うにはrpmコ

マンドが、debパッケージを扱うにはdpkgなどのコマンドが必要だ。変

換されたパッケージをそのままインストールし、終了後に消去すること

も可能なので、あたかもRed Hat Linuxに直接debパッケージをインス

トールする感覚で使用できる。

ユーティリティ
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GUIベースの高機能メールクライアント

kmail

http://www.kde.org/

バージョン：1.0.11 種別：GPL

XX QtQt 日本語可 日本語可 

kmailはKDEの標準メールクライアントで、すべての操作をGUIによ

り行うことができる。MacintoshやWindowsで用いられている一般的な

GUIメールクライアントと同様の画面構成となっており、非常に直観的

に操作できるので、誰にでも簡単に使えるだろう。

●kmailの特徴

kmailの主な機能としては、

・フォルダ自動振り分け機能

・kfmとの協調動作

・住所録

・複数メールアカウント対応

・PGP暗号化

などが備えられており、通常の使用にはまったく問題がないまでのレベ

ルに仕上がっている。一方で、以下のような問題点も存在している。

1.対応プロトコルがPOP3とローカルスプールのみでIMAP4には非対応

2.検索機能が一切搭載されていない

3.メールのスレッド表示ができない

4.サーバにメールを残した場合、サーバ側の設定次第では何度も同じメ

ールを受信してしまう

特に4番目は、kmail以外のメーラでもメールを読みたい場合に深刻な

問題となりうる。条件によってはkmailの使用を断念せざるをえないこ

ともあるだろう。

●kmailのカスタマイズ

kmailの利用の際にはいくつか注意しなければならないことがある。

まず最初にしなければいけないことは、メール送信設定を[MIME対応]

に切り替えることだ。初期設定では[8ビットに従う]になっているが、

このままではサブジェクトが日本語で書かれている場合に文字化けして

しまう。kmailの最初の起動時の設定ダイアログボックスで[メール作成]

タブから、[メールの送信設定]－[送信メッセージ]－[MIME対応

（Quoted Printable）]を選択して[MIME対応]に切り替えよう。そこで設

定し忘れた場合には、ウィンドウ上部のメニューバーから[ファイル]－

[設定]と選べば設定ダイアログボックスが表示されるので、後は上述の

通り設定する。ちなみに12月1日に発売されたKondara MNU／Linux

1.0に含まれているKDEパッケージでは、デフォルトでMIME対応にな

るようにパッチが当てられている。

初期設定では、メール作成ウィンドウでテキストを入力していくと

80文字（バイト）で自動的に改行するようになっているが、日本語場

合には不具合があるようで、逆にせっかく入力したメールテキストが乱

れてしまうことがある。これを避けるためには、設定ダイアログボック

スの[メール作成]－[外観]－[1行の折り返し文字数（英文）]のチェック

を外しておけばよい。

ほかにも、ノートPCを使ったモバイル環境でkmailを利用する場合に

は、[メール作成]－[メールの送信設定]－[送信の仕方]－[後で送信]をチ

ェックしておけば、オフラインでメールを作成できる。たくさんのフォ

ルダにメールを振り分けて保存している場合には[外観]－[長いフォルダ

リスト]をチェックして、一度に表示されるフォルダが多くなるように

しておこう。

画面1 kmailウィンドウ。

画面2 メール作成ウィンドウ。

画面3 フィルタ設定。

画面4 設定ダイアログボッ
クス。
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Emacs上で動作する先進的なメールクライアント

Wanderlust

http://www2.tky.3web.ne.jp/~metal/vMacj.html
http://www2.tky.3web.ne.jp/~metal/vMacj.html

バージョン：1.0.3（安定版）／2.2.10（ベータ版） 種別：GPL

XX 日本語可 日本語可 

Emacs／XEmacs／Mule上で動作する先進的なメッセージ管理ソフ

ト。POP3／IMAP4やMH形式対応のメールクライアントとして、また

NNTP対応のニュースリーダとして日本語を含むメッセージを統一的に

扱える。XEmacsではツールバーやフォルダアイコンなどがグラフィッ

クで表示され、マウスによる操作も可能だ。なお、Emacs-lispのみの実

装でMHなどの外部ソフトは不要だが、MIMEモジュール（SEMIかtm）

をあらかじめインストールしておく必要がある。

Emacs上で「M-x wl」としてWanderlustを起動すると、美しいロゴ

が表示された後で「フォルダモード」に移行する。ここでは、メールや

ニュースなどのメッセージが格納されるフォルダがツリー状に並べられ

ている。POP3／IMAPのメールスプールもフォルダとして扱われるの

で、いちいちローカルなフォルダ（+inboxなど）にメールを取り込む必

要はない。また、ユーザーがフォルダ構成を変更したり、新規フォルダ

を追加することも可能だ。

フォルダ上でスペースキーを押すと「サマリーモード」に移行する。

ここでは、フォルダ内のメッセージがスレッド順に一覧表示され（読ん

でいるスレッドのみ開く）、スペースキーを押すだけで未読メッセージ

を読み進められる。また、マルチパートMIMEによる添付ファイルにも

対応しており、XEmacsでは添付画像がインライン表示される。このほ

か、メッセージの振り分け（リファイル）の際には、同じ差出人や同一

スレッドのメッセージを以前移動したフォルダに簡単に移動できる学習

機能が備わっている。一方、メッセージの作成時にはEmacsの強力な

編集機能をそのまま利用できる。もちろん、マルチパートMIMEによる

ファイルの添付も可能だ。なお、オフライン状態で作成したメッセージ

はキュー（+queue）に保存され、オンラインになった時点で一括送信

される。

このほか、ZIP／LHAなどのアーカイブを通常のフォルダのように扱

うアーカイブフォルダや、古くなったメッセージを自動的に削除（また

はアーカイブフォルダに移動）するエクスパイア、差出人などに応じて

各メッセージに点数を付けてSPAMの排除を行うスコアリングなど、便

利な機能が豊富に用意されている。

2パネル構成の高機能なFTPクライアント

IglooFTP PRO

http://www.littleigloo.org/

バージョン：0.9.8 種別：シェアウェア（29.95ドル）

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

ローカルとリモートのファイル一覧が同時に表示されるFTPクライア

ントソフト（「イグルー」はエスキモーが作る氷のドームのこと）。ツー

ルバーや右クリックメニューによる操作、FTPサイトのブックマークに

よる管理、あらゆる設定をGUIで変更できる設定ダイアログなど、とて

も使いやすいソフトに仕上がっている。試用期間30日のシェアウェア

だが、機能制限はいっさい設けられていない（フリー版のIglooFTPも

配布されている）。ソースが提供されないと、日本語の表示や入力への

対応が気になるところだが、GTK+のlocale設定が正しく行われており、

そのままの状態でファイル一覧や内蔵のビューア、エディタで日本語を

扱える。

ウィンドウは複数のパネルで構成されており、左側のパネルにはロー

カルなディレクトリのファイル一覧、右側のパネルにはFTPサイトのブ

ックマークがフォルダで分類されてツリー表示されている。すでに、各

種のディストリビューションやGnomeプロジェクトなどのFTPサイトの

ブックマークが登録済み。もちろん、ユーザーによるFTPサイトの登録

やフォルダの追加も可能だ。

登録済みのFTPサイトについては、ブックマークをダブルクリックす

るだけで接続できる。一時的に訪れるFTPサイトの場合は、ホスト名や

アカウントなどの情報をツールバー下のエリアに直接入力すればいい。

クリップボードにコピーされたURLに接続する機能も用意されている。

FTPサイトへの接続が成功すると、ウィンドウ右側のパネルがブックマ

ークのツリー表示から接続先のFTPサイト（リモート）のファイル一覧

表示に切り替わる。

転送したいファイルを左右のパネルから選択してツールバーのボタン

を押す（あるいは右クリックメニューから選択する）とファイル転送が

行われる。また、転送したいファイルのリストを画面下の「キュー」に

溜めておき、後でまとめて一気に転送することもできる。このほか、ロ

ーカル・リモートどちらのファイルに対しても、右クリックメニューを

使ってファイルの閲覧や編集、削除、属性変更などのファイル操作が

可能だ。ちょっとしたファイルの編集には十分に使えるエディタも内蔵

されている。

画面1 XEmacsで
はツールバーやフォ
ルダのアイコンが表
示される。

画面1 接続中はローカル・リモートのファイル一覧を同時に表示。

通 信
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日本語対応のGNOME版ICQクライアント

GnomeICU

http://gnomeicu.gdev.net/
http://northeye.org/gnomeicu-ja/（日本語化）

バージョン：0.67／0.65ja5（日本語版）種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

ユーザー数が2000万人を超えるコミュニケーションソフト「ICQ」互

換のクライアントソフト。メッセージ交換やチャット、ファイル転送な

ど、ICQの機能をほぼサポートしている。ふだんはGNOMEのパネルに

常駐しており、ダブルクリックするとユーザ一覧を含むウィンドウが開

く。なお、オリジナルのGnomeICUは日本語を想定していないため、

日本語のメッセージを日本語EUCのまま送信してしまう。Windowsの

ICQクライアントと日本語でメッセージをやりとりするには、日本語化

パッチをソースに当てて、送受信時の文字コード変換などの修正を行

う必要がある。

起動すると、GNOMEのパネルに小さなボタンが表示される。

GnomeICUのウィンドウを開くには、このボタンをダブルクリックすれ

ばいい。初めて起動した場合は、UIN（ユーザー識別番号）の入力を求

められる。ICQの特徴はこのUINによるユーザー管理にあり、どこから

接続しても同じUINなら同一ユーザーだと判断され、同じマシンからで

もUINを切り替えれば別のユーザーとして扱われる。GnomeICUでは、

すでに持っているUINを設定するだけでなく、ICQの新規ユーザーとし

て新たなUINを取得することも可能だ。

続いての作業は、ICQを使っている友人などをコンタクトリストに登

録すること。GnomeICUのウィンドウには、コンタクトリストに登録し

たユーザーだけが表示され、メッセージの交換やチャットなどを行える。

相手のUINを直接入力するほか、（少し時間がかかるが）名前やメール

アドレスによる検索も可能だ。登録が完了すると、そのユーザーのUIN

がウィンドウに表示され（しばらくするとニックネームに変わる）、

ICQを使用中なら[Online]に、そうでなければ[Offline]に並んで接続状況

を知らせてくれる。

コンタクトリストに登録したユーザーとは、自由にメッセージの交換

やチャット、ファイル転送を行える。こうした操作には、マウスの右ク

リックメニューを利用する。チャットやファイル転送については、相手

が了承した場合にのみ実際の処理が行われる。なお、ICQのシステム自

体の制限により、チャットでは日本語が使えないので注意されたい。

GTK+を利用した高機能なIRCクライアント

X-Chat

http://xchat.linuxpower.org/
http://www.on.cs.keio.ac.jp/~yasu/jp_gnome.html（日本語化）

バージョン：1.2.1（安定版）／1.1.3（日本語版）／1.3.8（開発版） 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

GTK+を利用してX上で動作する最新のIRCクライアントソフト。

「IRC（Internet Relay Chat）」は、TCP／IP環境で動作するサーバクラ

イアント方式の分散型マルチユーザーチャットシステム。X-Chatなどの

IRCクライアントを利用して、インターネットやイントラネットに用意

されたIRCサーバに接続し、チャンネルに参加（あるいは自分でチャン

ネルを作成）して、同じチャンネルに参加している複数の相手と文字

による会話を楽しめる。

X-Chatでは、接続先のIRCサーバはグループ別に分類管理されてお

り、ダブルクリックするだけで接続できる。初期設定では海外のサーバ

しか登録されていないので、国内のIRCサーバ（irc.tokyo.wide.ad.jpな

ど）を新規登録して接続するといい。なお、こうしたサーバの多くは互

いに連携してひとつのシステムとして動作するため、国内のサーバに接

続しても世界中の人間と会話できる。また、本来なら、チャンネルへ

の参加や参加者の確認、ニックネームの変更などの際に「/」で始まる

コマンド（/joinなど）を入力する必要がある。しかし、X-Chatでは、

ツールバーのボタンや右クリックメニューでコマンドを入力でき、チャ

ンネルの参加者一覧は常にウィンドウ右側に表示されているので、IRC

に慣れていない人にも使いやすいだろう。

なお、IRCでは日本語の文字コードにJISを使うことになっているた

め、X-Chatを使って日本語チャットを楽しむには日本語パッチ（1.1.3

用）を当てる必要がある。Kondara MNU/Linuxなど、1.3.x系のソース

にパッチ済みのRPMパッケージを持つディストリビューションもあるよ

うだ。なお、日本語パッチは単に文字コードの変換機能を追加するだ

けではなく、メニューなどの日本語化も行ってくれる。

このほか、IRCサーバを介さずに他のIRCクライアントと直接接続し、

セキュリティ的に安全な状態でチャットやファイル転送を行える

「DCC（Directly Connect Client）」、複数のIRCコマンドを組み合わせて

新しいコマンドを作成できるユーザー定義コマンド、Perlスクリプトや

プラグインモジュールによる機能拡張など、上級者向けの機能も用意

されている。設定によっては、ウィンドウの背景表示を透明化すること

も可能だ（ZVTが必要）。

画面1 友達などが現在オン
ラインかどうか一目でわか
る。

画面1 同じチャンネルに参加している人とチャットを楽しめる。
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テキストベースで軽快に動作するICQクライアント

micq

http://phantom.iquest.net/micq/
http://www.tahoo.org/~taku/unixicq.html （日本語化）

バージョン：0.4.3／0.4.0（日本語版） 種別：フリーソフト

コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

ktermなどの端末画面で動作する軽量なICQクライアントソフト。画

面制御は行わずメッセージが流れるだけなので、非力なマシンでも軽快

に動作する。自分の状態の変更、リストに表示するユーザーの登録、

メッセージ交換などの機能はすべてコマンドラインからのコマンド入力

で行う。また、初回起動時にUIN（アカウント用の番号）を入力しなか

った場合、ICQユーザーとしての新規登録を自動的に行ってくれる。な

お、ktermをシフトJIS漢字モードに設定すれば、オリジナルのまま日本

語メッセージのやりとりが可能。日本語EUCモードでmicqを利用した

いなら、送受信時の文字コード変換とメッセージを日本語化するパッ

チを当てる必要がある。

Emacs上で動作する国産のIRCクライアント

Liece

http://www.unixuser.org/~ueno/liece/index.ja.html

バージョン：1.3.7（開発版）／1.2.8.25（安定版）種別：GPL

日本語可 日本語可 

Emacs／XEmacs／Mule上で動作する国産のIRCクライアントソフ

ト。最初から文字コード変換機能が備わっていて、パッチなどで修正

することなく日本語を扱える点がうれしい。Lieceの特徴は、画面（バ

ッファ）の分割を「スタイル」と呼ばれる機構で柔軟に設定できること

にある。付属の3スタイルを切り替えるほか、自分でスタイルをカスタ

マイズすることも可能。XEmacsでは、ツールバーのボタンやマウスの

右クリックメニューによってIRC用のコマンド入力を行えるので、

Emacs系エディタのキー操作に慣れていない人でも簡単にチャットを楽

しめる。もちろん、「C-c j」でチャンネルに参加といったキー操作を駆

使して、バリバリにチャットすることも可能だ。

サーバいらずのメッセージ交換ソフト

GtkIpmsg

http://free.prohosting.com/~nobori/

バージョン：0.2.1 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

シンプルなメッセージ送受信ソフト「IP Messenger」のGTK+版。

専用のサーバを用意する必要がなく気軽に使えるのが特徴で、イントラ

ネットでのメッセージ交換に威力を発揮する。また、Windows版、

Mac版、X11R4版、Java版など各種OSのIP Messengerと相互にメッ

セージをやりとりできる。ふだんはアイコン風のウィンドウが表示され

ており、これをクリックするとIP Messengerを使用中のユーザーの一

覧が表示される。操作は簡単で、送信先ユーザーを選択してメッセー

ジを入力し、送信ボタンを押せばいい。相手の画面には、あなたのニッ

クネームや送信日時とともにメッセージが表示される。その場で返信を

書くことも可能だ。

2パネル構成のシンプルなFTPクライアント

gFTP

http://gftp.seul.org/

バージョン：2.0.6pre4 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

ローカルとリモートのファイル一覧が左右に表示されるシンプルな2

パネル構成のFTPクライアント。日本語カタログが用意されており、日

本語環境ではメニュー表示やオプション設定ダイアログ、各種のメッセ

ージに至るまで日本語で表示される。FTPサイトに接続するには、ホス

ト名などを直接ツールバーのエリアに入力するか、あらかじめブックマ

ークに登録しておいてメニューから選択する。ブックマークはフォルダ

による分類が可能だ。接続後は、一覧からファイルを選択して中央部

の矢印ボタンを押すだけで、即座にダウンロード・アップロードが行わ

れる。このほか、右クリックメニューなどにより、閲覧・編集・削除と

いったファイル操作も可能だ。

通 信
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ファイル名補完やカラーls機能付きのFTPクライアント

yafc

http://www.stacken.kth.se/~mhe/yafc/

バージョン：0.5.0 種別：GPL

コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

コンソールベースで動作する軽快なFTPクライアントソフト。ftpコマ

ンドに似たシンプルなインターフェイスながら、ファイル名補完やエイ

リアス、カラーlsなどの便利な機能・コマンドが満載だ。たとえば、リ

モート（FTPサーバ上）のファイルに対してもタブキーによるファイル

名補完が働くし、「ls --color」とすると、リモートのファイル名がカラ

ー表示される。「ls」とするだけでカラー表示を行うには、エイリアス

機能を使って「alias ls ls --color」とすればいい。指定したディレクト

リ以下のファイルをまとめて送受信することも可能だ。このほか、接続

手続きを簡略化するブックマークやオートログイン機能が用意されてい

る。

WebやFTPサーバからファイルを取得する

wget

http://www.gnu.org/software/wget/wget.html

バージョン：1.5.3 種別：GPL

コンソール コンソール 

HTTP／FTPプロトコルを利用してファイルを自動的にダウンロード

するコンソールベースのツール。Webページのリンクを再帰的にたどっ

て関連したページや画像をまとめて取得したり、FTPサーバのディレク

トリ内の全ファイルを一気に取得できる。ファイルはURLを反映したデ

ィレクトリツリーに格納される。再帰的な取得の有無やその際にたどる

リンク数、対象とする（あるいは外す）ドメインや拡張子、ファイルの

保存先、同名ファイルを上書きするかなど、設定はすべてコマンドライ

ンオプションで指定する。また、こうしたオプションをGUIで設定する

「gwget」（http://usuarios.meridian.es/frimost1/gwget/gwget.htm）も作

られている。

Webサイトのページをまとめて取得する

WWWcp

http://www.ff.iij4u.or.jp/~rewsirow/WWWcp/WWWcp.html

バージョン：1.91 種別：フリーソフト

コンソール コンソール PerlPerl

HTTPプロトコルを利用してWebページを自動巡回するPerlスクリプ

ト。コマンドラインで指定したURLのファイルを取得した後、そこに含

まれるリンクを再帰的にたどって、そのサイトのページや画像をすべて

取得する。初期設定では、最初に指定したURLのファイル名の直前ま

でを「基準パス」とし、それを含まないリンク先は無視するため、外部

サイトへのリンクはたどらない（変更可）。一方、基準パスにマッチす

るパスはすべて取得し、URLを反映したディレクトリツリーに保存す

る。起動時オプションや環境変数により、対象外とするファイル、プ

ロキシサーバの利用、漢字コード変換、受信を中断した部分から再開

するかなどを設定できる。

Tcl/Tkで書かれたHTMLエディタ

August

http://august.seul.org/

バージョン：0.50 種別：GPL

XX Tcl/TkTcl/Tk 日本語可 日本語可 

Tcl/Tkで書かれたタグ挿入型のシンプルなHTMLエディタ。日本語化

されたTcl/Tk8.0jpを使用すれば、ソースを変更することなく日本語を入

力・編集できる。カラー構文表示などは備わっていないものの、ツール

バーのボタンでタグを効率よく入力でき、ブラウザを起動して実際の表

示を確認できる。使い方は一般的なタグ挿入型のHTMLエディタと同じ

で、ツールバーのボタンを押したり、[Tags]メニューの項目を選択する

と、対応するタグがカーソル位置に挿入される。一部のボタンは、タグ

で囲むテキストを選択した状態で押さないと機能しないので注意された

い。画像やテーブルなど属性の指定が複雑なタグについては専用ダイア

ログが用意されている。
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カラー構文表示のHTMLエディタ

galway

http://erin.netpedia.net/galway.html

バージョン：0.30 種別：GPL

XX GTK+GTK+

GNUのscheme言語「guile」で記述されたタグ挿入型のHTMLエデ

ィタ。実行にはguileとguile-gtk、GTK+が必要だ。日本語は扱えないも

のの、最新のHTML4.0に対応しており、カラー構文表示によりタグな

どが別色で表示される。左側にはカレントディレクトリや編集中のファ

イルの一覧が表示され、クリックするだけでオープンや切り替えが可能

だ。使い方は一般的なタグ挿入型のHTMLエディタと同じで、ツールバ

ーのボタンを押すと、対応するタグがカーソル位置に挿入される。また、

画像やテーブル、リンクなどについては、専用ダイアログで属性を指定

できる。このほか、JavaScriptやVRML2.0もサポートしており、スタイ

ルシート（CSS）にも対応する予定だ。

Webページのリンク切れをチェック

LinBot

http://starship.python.net/crew/marduk/linbot/

バージョン：1.0 種別：GPL

コンソール コンソール 

Webページのリンク切れなどを調べてくれるツール。使い方は簡単

で、コマンドラインでチェックするURLを指定してLinBotを起動すれば

いい。自動的にリンクをたどって複数のWebページを調べ、それぞれの

リンク先のページが存在するか、作成日時が古いものはないか、受信速

度が遅いものはないかなどを調べてくれる。リンクをたどる数や、外部

リンクのチェックの有無、外部リンクとみなす文字列パターン、チェッ

ク結果の保存先などの設定はすべてコマンドラインオプションで行う。

チェック結果はHTMLファイルで出力されるので、リンク切れ、古いペ

ージ、新しいページ、遅いページなどの状況を、Webブラウザで閲覧

できる。

Gnusに似たインターフェイスを持つ高速ニュースリーダ

slrn

http://space.mit.edu/~/davis/slrn.html
http://kondara.sdri.co.jp/~kikutani/slrn.html （日本語化）

バージョン：0.9.5.7 種別：GPL

コンソール コンソール 

テキストベースで動作する高速なニュースリーダ。画面表示は

Emacs上で動作するGnusに似ており、記事のスレッド表示にも対応し

ている。S-langと呼ばれるC風のマクロ言語を利用して、端末ソフトご

との文字色指定や、細かなキー設定のカスタマイズが可能だ。基本的

にはGnus準拠のキーバインドで、スペースキーだけで記事を読み進め

られる（マウス操作にも対応）。また、日本語化パッチを当てることに

より、日本語の記事の表示、ヘルプメッセージの日本語化、マルチパ

ートMIME対応、クリックカブルURLなど、日本語対応と各種の機能拡

張が行われる。このほか、SPAMメッセージを排除するのに便利なスコ

アファイル機能や、ニュースサーバから記事をまとめて取得するツール

柔軟にカスタマイズできるメールクライアント

mutt

http://www.mutt.org/
http://kondara.sdri.co.jp/~kikutani/mutt.html （日本語化）

バージョン：1.0/1.0pre3i（日本語版） 種別：GPL

コンソール コンソール 

テキストベースで動作する高速なメールクライアント。POP3のほか

IMAP4プロトコルにも対応し、マルチパートMIMEやPGPによる暗号化

など高機能なのが特徴だ。画面表示はslrnと似ており、サブジェクトな

どの一覧が表示されるインデックス画面と、メールの内容が表示される

ページャ画面で構成される。日本語を扱うには、日本語対応パッチを

当てたmuttと日本語化されたS-Langを組み合わせる必要がある。S-

langを利用して、スレッド表示や各部の表示色、キーバインド、マクロ

などの柔軟なカスタマイズが可能だ。なお、muttでは従来のmbox／

MH形式も扱えるが、クラッシュや排他制御、セキュリティなどの問題

が解決されるMaildir形式の利用をお勧めする。

通 信
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リモートのメールサーバからメールを一括転送

fetchmail

http://www.tuxedo.org/~esr/fetchmail/

バージョン：5.2.0 種別：GPL

コンソール コンソール 

リモートのメールサーバからPOP3／IMAP4プロトコルなどを使って

メールを取得し、ローカルのメールスプールや別のメールサーバに転送

してくれるツール。一定時間ごとにメールを取得するデーモンモードも

用意されている。プロバイダにPPP接続しているユーザーがオフライン

でメールを読む場合や、複数のメールサーバのメールを1つのメールサ

ーバに集める場合などに便利だ。設定ファイルには、メールサーバ名や

プロトコル、サーバ用アカウント・パスワード、メールの送付方法など

を指定する。ローカルのメールスプールに転送する際に、MTA

（sendmailなど）は不要だ。サーバにメールを残したり、複数のサーバ

からメールを取り込むこともできる。

Windowsライクな日本製メールクライアント

The N-Tool

http://nmail.hiug.ne.jp/

バージョン：1.1.2 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

多機能なメールクライアント「Nmail4」を中心とした日本製のメー

ル関連ソフト集。画面はWindowsなどでよく見られる3ペイン方式で、

受信したメールのフォルダへの振り分けや、アドレス帳によるアドレス

管理も可能だ。さらに、複数のメールアドレスを切り替えて使ったり、

送信メールをいったん保存してまとめて送信するなど、プロバイダに

PPP接続してインターネットを利用するユーザーに便利な機能が用意さ

れている。メールの作成に関しては、同梱の簡易エディタ「マルチメデ

ィアエディタ」のほか、Emacsなどの外部エディタを利用することも可

能。このほか、POPサーバに接続して新着メールをチェックする

popcheckerなどが含まれる。

新規メールの到着を絵と音で通知

KBiff

http://www.pobox.com/~kurt_granroth/kbiff/

バージョン：2.3.10 種別：GPL

XX QtQt

サーバ（またはローカルホスト）に新しいメールが到着すると、知ら

せてくれるソフトだ。ダイアログボックスにメッセージが表示され、パ

ネル上のドックアイコンが変化しする。ほかにアニメーション表示や、

サウンドファイル（WAVファイル）の再生も行える。ドックアイコン

をクリックすれば登録してあるメーラ（デフォルトはkmail）が起動し、

直ちにメールを読める。対応しているメールボックス形式は、ローカル

mbox、qmailのmaildir、MH、POP3、IMAP4、NNTPと、通常用いら

れている形式はすべてサポートされており、同時に複数のメールボック

スを監視することも可能。KDEのセッションマネジメントにも対応して

いるので、常にパネル上に常駐させておこう。

多機能で使いやすい国産PPP接続ツール

PPxP

http://www.dsl.gr.jp/~manabe/PPxP/

バージョン：0.99072807 種別：フリーソフト

コンソール コンソール 

多機能で使いやすいPPP接続ツール。通信が必要になった時点で

PPP接続を確立するオンデマンド機能や、IPマスカレード機能、IPパ

ケットフィルタ機能などを備えている。PPPを実装したppxpdデーモン

と、インターフェイスを受け持つコンソールが独立しているのが特徴だ。

標準コンソールのppxpコマンドのほか、Xpm版のxppxp、Tk版の

tkppxp／qdialなど各種のコンソールが用意されている。ppxpコマンド

のクイックダイヤルアップ機能を使うと、画面上で電話番号やPPP接

続用のログイン名、パスワードなどを設定するだけでPPP接続を行え

る。設定をスクリプトファイルに保存しておけば、次回からは起動時に

そのファイルを指定するだけでいい。
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世界各地を飛行できるフライトシミュレータ

Flight Gear Flight Simulator

http://www.flightgear.org/

バージョン：0.7.1 種別：GPL

XX MesaMesa

Linuxや＊BSD、Windows 9x／NT、Macintoshなどマルチプラット

ホームで動作するオープンソースのフライトシミュレータ。ちゃんとし

たフライトモデルを用いるシミュレータなので操縦は結構難しいが、そ

のぶんリアルな機体の挙動を楽しめる。また、オプションとして世界各

地のシーナリーデータが用意されている。OpenGL（または互換ライブ

ラリのMesa）を利用するため、快適な速度でプレイするには、3Dアク

セラレータカードが必須だ。

●パッケージとライブラリ

Flight Gear Flight Simulatorはソースファイル一式と、実行に必須の

ベースパッケージ、ドキュメントがそれぞれ別のtarボールで配布されて

いる。このほかに3DグラフィックスライブラリのOpenGL（または

Mesa、GLUT）、ポータブルなゲームライブラリplib（http://www.wood

soup.org/projs/plib/）が必要だ。なお、Red Hat 5.2系のディストリビ

ューションで正常にビルドするには、libstdc++を2.9.0以降に更新して

おく必要がある。

●キーボードで機体を操作

起動すると、現在時刻のアリゾナの空港からシミュレーションが開始

される（画面1）。飛行機の操作には、キーボードかジョイスティック

を利用する（キーボードのみの操作も可能）。よく使うキーはテンキー

周辺に配置されており、NumLockを外した状態で使用する。基本的に

は、↑／↓キーでエレベータ（上下の向き）、←／→キーでエルロン

（左右の傾き）、Insert／Enterキーでラダー（左右の向き）を調整する。

スロットル（加減速）の調整はPage Up／Downキーで行う。現在の状

況はHUD（ヘッドアップディスプレイ）のインジケータ、あるいはパネ

ルの計器で確認できる。このほか、視点の変更やオートパイロットなど

の機能も用意されている。

空港から離陸するには、スロットルを開いてスピードを上げつつ、ラ

ダーを操作して滑走路に並行に走るように調整、離陸可能なスピード

に達したらエレベータを少しだけ操作して機首を上に向け、あとはこれ

を維持すればいい。こう書くと簡単そうだが、最初のうちは離陸するだ

けでも結構難しい（画面2）。地面に墜落すると機体が逆さになって操

作不能になるので、[File]－[Reset]を選択してやり直そう。なお、手軽

に空の散歩を味わいたいなら、機体の高度や速度、日時などを起動時

オプションで指定して、昼間に飛行中の状態でゲームを始めるといいだ

ろう。

●豊富に用意されているシーナリーデータ

Flight GearのWebサイトには、全世界を緯度・経度でメッシュ状に

分割したシーナリーデータが用意されており（画面3）、世界各地での

フライトを楽しめる（画面4）。ベースパッケージに付属するシーナリー

データはごく狭い地域のものなので、飛んでみたい地域のデータをダウ

ンロードして追加しよう。たとえば、日本の場合はe130n30、e140n30、

e140n40あたりをダウンロードして（合計17Mバイト程度）、

/usr/local/lib/FlightGear/Scenery以下に追加する。あとは、プレイ開始

時の位置を決める空港コードや緯度・経度を起動時オプションで指定

すればいい。たとえば、成田空港から開始する場合は「--airport-

id=RJAA」とする。ビルド時に作成されるツールを用いて、新たなシー

ナリーデータを作成することも可能だ。

画面1 
Flight Gearは本格
的なフライトシミュ
レータだ。

画面2 離陸したア
リゾナの空港を上空
から眺める。

画面3 世界各地のシー
ナリーデータが用意され
ている。

画面4 日本のシー
ナリーデータを追加
して飛行中。
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雪山を舞台にした3Dレースゲーム

XRACER

http://xracer.annexia.org/

バージョン：0.94 種別：GPL

XX MesaMesa

雪山に設置されたコースを浮遊式クラフトで駆け巡る3Dレースゲー

ム。コースやクラフトのデザインはシンプルだが、低い視線がもたらす

スピード感はなかなかのもので、自動操縦や加速といったパワーアップ

アイテムも用意されている。なお、OpenGL互換ライブラリのMesa 3.0

を利用して3D表示を行うため、実用的な速度でプレイするには、3Dア

クセラレータ（Voodoo系など）が必須だ。

XRACERは、ソースとデータが別々に配布されている。実行の際は、

環境変数XRACER_HOMEにデータを展開したディレクトリを「export

XRACER_HOME=/usr/local/lib/xracer」などとして設定する必要があ

る。ライブラリ関係では、Mesa 3.0本体とGLUTが必要だ。これらのラ

イブラリは、手持ちの3Dアクセラレータを利用する状態でビルドされ

ている必要がある。詳細は「The Mesa 3D Graphics Library」

（http://www.mesa3d.org/）などを参照されたい。

起動するとメニュー画面が表示され、Sキーでプレイ開始だ。画面サ

イズ（初期設定は640×480ドット）は、起動時に-sオプションで変更

できる。たとえば、1024×768ドットの画面でプレイするには、

「xracer -s 1024x768」とすればいい。なお、プレイ直前に異常終了し

てしまう場合は、サウンドドライバ（esd）の有無を確認しよう。

操作にはキーボード・マウス・ジョイステックを利用できる。細かな

ハンドル操作を行うにはマウスかジョイステックが必須だ。マウスを使

うには、プレイ中の画面でDキーを一度押せばいい（再度押すとキーボ

ード操作に戻る）。マウスの左右の動きがハンドル操作、左ボタンがア

クセル、右ボタンがブレーキだ。

降りしきる雪の中を猛スピードで走り抜けるには、コースを熟知して

いることはもちろん、コース内にいくつか設けられている加速ゾーンや

アイテムゾーンをうまく通過し、それらを活用する技術も重要だ。アイ

テム（シールド・加速・自動操縦など）を取得すると、そのシンボル

が画面上部に表示され、スペースキーを押した時点で使われる。レース

は同じコースを3周するまで続けられ、ゴール時にあなたの順位や合計

タイム、ラップタイムなどが表示される。今後はネットワークへの対応

なども行われる予定だ。

天文シミュレータ

Xplns

http://www.astroarts.co.jp/products/Xplns/index-j.html

バージョン：3.0.1 種別：フリーソフト

XX

商用の高性能天文シミュレータ「ステラナビゲータfor Windows」の

開発元、アストロアーツの社員である安喰氏が作製した天文シミュレ

ータ。商用コードを含んでいるため、バイナリ配布のみ行われている。

実行にはMotifまたはLesstifが必須なので、これらをインストールして

いない場合はMotifを含んだスタティックリンク版Xplnsを利用しよう。

6.5等星までの恒星や約1万個の星雲や星団、すべての星座、惑星、

太陽、月、四大小惑星、彗星などの天体の運行を正確にシミュレート

する。指定した地点の任意の日時の星空を表示したり、一定時間ごと

の星空の変化を次々に表示するアニメーションも可能だ。

太陽系の惑星や衛星などを3D表示するシミュレータ

Ssystem

http://www1.las.es/%7Eamil/ssystem/english.html

バージョン：1.6 種別：GPL

XX MesaMesa

OpenGL（あるいは互換ライブラリのMesa）を利用して、太陽、惑

星、衛星、小惑星などの天体を3D表示する太陽系シミュレータ。ソフ

トウェアのみでも表示できるが、3Dアクセラレータカード（Voodooな

ど）があればさらにスムーズな表示が可能だ。天体写真を利用したきれ

いなテクスチャが貼られた天体を、Orbit（軌道上を周回）など4種類の

カメラモードで眺められる。初期設定では、一定時間で自動的に天体

が切り替わるデモモードで起動するが、キー操作で対象やカメラモード

の切り替え、スナップショットの作成などを行うこともできる。

なお、開発中のバージョン2.0では、宇宙船や宇宙ステーションが追

加され、さらにテクスチャがグレードアップするようだ。

画面1 激しい吹雪の中、猛スピードでコースを駆け抜けろ。
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キュートなデスクトップマスコット

xmulti

http://www.denpa.org/~go/xmulti/

バージョン：2.00b4 種別：GPL

XX 日本語可 日本語可 

Leafの「To Heart」の人気No.1キャラ「マルチ」が、マウスカーソ

ルを追いかけてくれる。他にもモップを持ってデスクトップを走り回っ

てくれるおそうじマルチや、アクティブなウィンドウの上に座ってくれ

るおすわりマルチなどのモードがある。起動するとカレンダーが表示さ

れ、もし時間が遅かった場合には「遅くまでたいへんですね」とねぎら

いの言葉をかけてくれるのが嬉しい。

なでなでモードでしばらくなで続けるとセリフが変わり、目つきも変

わる。隠しコマンドではないが気がつきにくいものだ。

最近では作者が多忙なせいか、バージョンアップが止まっているが、

海外のLinuxユーザーにも大変人気のあるソフトウェアである。

デスクトップにペンギンを！

Penguineyes

http://members.xoom.com/nhowie/penguineyes.html

バージョン：0.9 種別：GPL

XX GTK+GTK+

Xeyes（マウスカーソルを見つめる目玉）のGTK+版。Linuxのマス

コットキャラとしておなじみ「Tux君」がデスクトップに常駐し、マウ

スカーソルを目で追いかける。中ボタンでドラッグするとTux君の幅と

高さを自由に変更できる。また、右クリックメニューからの選択によ

り、Tux君の目玉の形をハートに変更したり、デザインそのものをGnu

のヌーやLinus氏の生首（！）に切り替えることも可能だ。

一方、デスクトップ環境としてKDEを使っている人は、ほぼ同様の

機能をQtを使って実現した「tuXeyes」（http://kopje.koffie.nu/̃ivo/tuX

eyes/）を使おう。こちらのデザイン変更はコマンドラインオプション

で指定する。

xlockをさらにバリエーション豊かに

XLockMore

http://www.tux.org/~bagleyd/xlockmore.html

バージョン：4.15 種別：BSDスタイル

XX

画面ロック機能を持つスクリーンセーバ。起動しておくと、パスワー

ドを入れないとデスクトップに戻らなくなる。いたずら好きな同僚がい

る職場に最適だ。画面パターンは数十種類あるので、ランダムで表示

させておけば、そのうち気に入ったパターンが見つかるだろう。泡が昇

っていったり迷路を自動でたどっていってくれたりというコミカルなも

のから、幾何学模様を延々と描き続けてくれるものまで揃っており、コ

マンドラインオプションで指定することができる。ほかにもオプション

はいろいろ用意され、ロックをしない「-nolock」もある。また「xlock

-inroot」ではかなりCPUパワーを消費するが、デスクトップのバックグ

ラウンドを彩る環境ソフトとなる。

ルートウィンドウにリアルな地球を表示

Xplanet

http://www.alumni.caltech.edu/~hari/xplanet/

バージョン：0.42 種別：GPL

XX MesaMesa

Xのルートウィンドウ（背景）に地球の画像を表示するソフト。この

手のソフトとしてはxearthが有名だが、Xplanetでは各種のマップ画像

を利用して、平面や球面に投影された地球（またはその他の惑星、衛

星など）を夜の影や雲も含めてリアルに表示する。使用する画像など

はコマンドラインオプションで指定する。なお、アーカイブにはマップ

画像は含まれないので、「XGLOBE & XPLANET MAPS」（http://www.

radcyberzine.com/xglobe/）などから取得しよう。一定時間ごとに

XPlanetを呼び出して再描画を行うxplanetbgコマンドが同梱されてい

るほか、Mesaライブラリを使って通常のウィンドウに表示し、マウス

操作で画像を回転させることも可能だ。

Leaf

エンターテイメント
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美しい盤面のピンボールゲーム

Roll'm Up

http://www.medialab.lostboys.nl/shortcuts/showcase.html

バージョン：1.0.6 種別："as is"

XX

カフェの店内を模した美しい盤面と派手なサウンドが特徴のピンボー

ルゲーム。オランダのLost Boys media labが技術プレビューとして公

開しているもので、Linux版のほか、Windows版、BeOS版、Mac版な

どがバイナリ配布されている。操作にはキーボードを使用する。Nキー

でゲームを開始し、Enterキーをしばらく押してプランジャーでボール

を打ち出す。左右のフリッパーはそれぞれZキーと／キー、台を揺らす

にはスペースキーを押せばいい（揺らしすぎるとティルトになる）。盤

面のピアノやビール缶などを指示された順番（ウィンドウ右側中央に表

示）で倒していくと、最後には同時に3個のボールを使うマルチボール

プレイが可能になる。

ネットワーク対応の3Dタンクバトルゲーム

BZFlag

http://groundhog.pair.com/bzflag/

バージョン：1.7c 種別：フリー

XX MesaMesa

サーバ・クライアント方式のマルチプレイヤー3Dタンクバトルゲー

ム。TCP/IP接続されたマシンに1人ずつプレイヤーがエントリーし、障

害物の置かれたフィールド内で戦闘を繰り広げる。サーバソフトでは、

プレイするゲームを「Free for all」（自分以外はすべて敵）と

「Capture the Flag」（チーム戦で他チームのフラッグを取り合う）から

選択する。また、連続発射可能弾数や各種アイテムの有無も設定可能

だ。一方、クライアント側では、画面の品質をオプション設定で調整

できるので、ソフトウェアのみの描画でも十分プレイできる。Linux版

のほか、Windows 9x／NT版やIRIX版が配布されており、異なるOSの

マシン同士で対戦することも可能だ。

1人称型アクションゲーム

QuakeII

http://www.idsoftware.com/
バージョン：3.20 種別：GPL

有名な商用の3Dバイオレンスアクションゲーム。プレイするには、

メインのプログラム（Linux用はフリー）とエリアデータが必要だ。さ

らにX上で使うには、Mesa（OpenGL互換ライブラリ）がいる。エリ

アデータは、発売されているものを使うか、デモ用の第1ステージのみ

のデータを製造元のFTPサーバからダウンロード（約39Mバイト）しよ

う。最初のステージでもかなりのテクニックを要求されるが、クリアで

きれば商品を買ってきても楽しめるだろう。こうしたアクションゲーム

の基本は、自分でパターンをコツコツと開発していくことにある。最初

は難しく感じても、地道に攻略していくとクリアできるはずだ。なお、

車酔いのする人はプレイ中に酔ってしまうかもしれない。

ネットワークを守れ!

xbill

http://sakura.sfc.wide.ad.jp/pub/linux/JG/JG-beta7/other-sources/

バージョン：2.0 種別：GPL

XX

シンプルなジョーク系のアクションゲーム。画面上には、さまざまな

OSのコンピュータが表示されている。ゲームをスタートすると、

「Wingdows」というOSを持った、どこかで見たようなキャラクタ「bill」

がたくさん現れ、すべてのコンピュータに「Wingdows」を入れようと

する。インストールされた「Wingdows」は、ネットワークを伝わって

ほかのコンピュータにも伝染するので、油断するとすべてが

「Wingdows」化されてしまう。それを防ぐために、「bill」を退治するの

がゲームの目的だ。操作は簡単で「bill」の上でマウスをクリックすれ

ばよい。仕事中にWindowsでトラブったら、xbillで気分をリフレッシュ

しよう。
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Pythonで書かれたバリエーション豊かなカードゲーム

PySol

http://wildsau.idv.uni-linz.ac.at/mfx/pysol.html

バージョン：3.00 種別：GPL

XX PythonPython Tcl/TkTcl/Tk

PythonとTcl/Tkを使って書かれたバリエーション豊かなカードゲー

ム。Windowsでおなじみの「クロンダイク」「フリーセル」「スパイダ

ー」など、計111種類にも及ぶトランプの一人遊び（ソリティア）をプ

レイ可能だ。左ボタンのクリックでタロン（置札）から新しいカードを

引き、ドラッグでタブロー（カード置き場）に移動するのが基本的な操

作だ。また、なじみのないゲームでも、ルールの表示（英文）をはじめ、

自動的にカードが動くデモ、動かせるカードが示されるヒントなどを参

考にして、プレイしながらルールを覚えられるようになっている。この

ほか、カードの裏表のデザインやサイズを変更するカードセットが別に

配布されている。

昔懐かしいネットワーク対戦ゲーム

Batalla Naval

http://www.pjn.gov.ar/~rquesada/batnav.html

バージョン：0.74.0 種別：GPL

XX コンソール コンソール GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 GTK+GTK+

サーバ／クライアント方式のネットワーク対戦型ゲーム。プレイヤー

は互いに相手の見えない軍艦の位置を当てていく。そう、昔は潜水艦

ゲームと言われていたゲームだ。最高7人まで同時にプレイでき、対戦

相手としてAIも用意されている。

プレイするには、専用のサーバを起動させておく必要がある。

GTK+1.2やGNOMEがあれば、グラフィカルな画面でプレイできるが、

ncursesライブラリを用いたコンソールでのプレイも可能だ。また、

Windows用のクライアントも存在する。サーバ、クライアントともに、

バイナリのパッケージは提供されていないので、自分でコンパイルし、

インストールする必要がある。

ネットワーク対戦麻雀

netmaj

http://www.sfc.wide.ad.jp/~kusune/netmaj/

バージョン：2.0.7 種別：フリー

日本語可 日本語可 

ネットワーク通信対戦麻雀ゲーム。国産のLinuxゲームを集めている

グループとしてJGがあるが、netmajはその中でも秀逸なゲームだ。な

いた時にもタンヤオがつく「なきタン」や、つもったときにピンフがつ

く「ピンヅモ」などのローカルルールをいくつもサポートしている。麻

雀サーバを立ち上げてネットワーク対戦もできるし、一人でコンピュー

タ相手に遊ぶことも可能だ。最近はバージョンアップされていないよう

だが、安定していて楽しめる。通信対戦を含めた麻雀の機能とGUIと

は、別のプログラムで実現されているので、Xを使わなくても日本語の

表示ができるコンソールならプレイすることができる。コンピュータは

強くないので、初心者の練習などにも適している。

グラフィック版NetHack

GnomeHack

http://www.xmission.com/~andersen/erik/gnomehack/gnomehack.html

バージョン：1.0.4 種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME

キャラクタベースのロールプレイングゲームとして人気のあるゲーム

NethackのGNOMEバージョン。GNOMEアプリケーションとなり、ア

イテム表示などがGUI化されている。ゲームオーバー時の墓碑も当然、

グラフィックで表示される。操作は矢印のついたカーソルキーで行う。

デフォルトではh、j、k、lが別のコマンドに割り当てられてしまってい

るので、昔からのNethackファンには納得がいかない点があるかもしれ

ないが、コンソールから起動すれば文字だけのNethackがプレイできる。

正式リリース後も少しずつバージョンを上げている。最新版ではどう

いうわけかLaTeXがないとコンパイルできないようになっている。

エンターテイメント
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戦略シミュレーションゲームCivilizationIIのクローン

Freeciv

http://www.freeciv.org/

バージョン：1.9.0 種別：GPL

XX GTK+GTK+

有名なマルチプレイヤー戦略シミュレーションゲームCivilizationIIの

クローン。プレイヤーは、文明を発展させながら、他民族との外交や抗

争を行い、世界制覇を目指す。最大14人が同時にプレイでき、対戦相

手としてAIも用意されている。まずcivserverを起動しておき、プレイ

ヤーはcivclientで接続する。そして、civserverにstart命令を与えれば、

ゲームが始まる。

バイナリのパッケージも用意されているが、ディストリビューション

によっては古いバージョンのものもある。LASER5 Linuxでソースから

コンパイルをしてみたが、特に問題は起きなかった。クライアントは

Linuxだけでなく、WindowsやAmiga用もある。

アクションパズルゲーム、レミングスのクローン

Pingus

http://pingus.seul.org/

バージョン：0.2.4 種別：GPL

XX

昔懐かしいゲーム、レミングスのクローン。ただし、今回の主人公は

ペンギンだ。次々に現われるペンギンに縦穴横穴を掘らせ、階段を作

らせ、自爆させ、制限時間内に一定数のペンギンを出口から脱出させ

る。かわいいペンギンだが、かわいそうだなんて思っていると、全員助

からないことにもなりかねない。みんなが助かるためには、何人かを犠

牲にするのもやむを得ない、という社会の縮図……なんていうことを考

える余裕もなくはまってしまうゲームだ。

プレイには、ClanLib、Hermesというライブラリが必要になる。ま

た、起動後に出力先（X／svgalib／フレームバッファ）を選ぶの

で、＆を付けずに起動しなければならない。

X上の定番MP3プレーヤ

xmms

http://www.xmms.org/

バージョン：0.9.5.1 種別：GPL

GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

GTK+を使用した、大変人気の高いMP3プレーヤ。最新バージョンで

は、Window Maker用のwmxmmsや、GNOMEパネルから起動できるよ

うになるGNOMEアプレットgnomexmmsも付属している。また、ブラ

ウザなしでWebサイト上にあるMP3ファイルを演奏することもでき、

プラグインも充実している。

ビジュアル面については、スキンという、画像を変更して雰囲気を一

新する機能がある（LinuxユーザーにはEnlightenmentやGNOMEの「テ

ーマ」のようなものだと言ったほうが分かりやすいかもしれない）。

xmms用に作られたスキンは、http://www.xmms.org/skins.htmlから30

種類ほどダウンロードできる。またxmmsでは、Windowsで人気の高い

MP3プレーヤWinAmpのスキンも、展開したり編集したりすることなく

そのまま使うことができる。http://www.winamp.com/には3000以上の

スキンが登録されているので使ってみるといいだろう。ダウンロードし

たスキンは、̃/.xmms/Skins/（または/usr/local/share/xmms/Skins/や

/usr/share/xmms/Skins/）に置くと自動で認識してくれる。あとは起動

して[Options]－[Skin Browser]（またはALT＋S）でスキンを選べるよ

うになっている。チェックボタンをオンにすると、ランダムにスキンを

変更することもできる。

LinuxのX環境が向上して、画面を高解像度で使うユーザーが多くな

った今では小さすぎるような操作ウィンドウであるが、そのコンパクト

さがxmmsの良いところでもある。

画面1 GNOMEアプレットからxmmsが起動できる。

画面2 スキンによって違った雰囲気を演出できる。
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高機能なソフトウェアシンセサイザ

TiMidity++

http://www.goice.co.jp/member/mo/timidity/index-jp.html

バージョン：2.8.1 種別：GPL

XX コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

MIDI音源を持たないマシンでも、MIDIデータの再生を可能にするソ

フトウェアシンセサイザ。あらかじめ用意した音源データとMIDIデータ

の情報から実際の音の波形を生成し、リアルタイムに音楽を再生して

くれる。生成した音をWAVEデータとしてファイルに保存することも可

能だ。MIDIデータの形式は、標準MIDI形式のほか、レコンポーザ形式

などにも対応している。

なお、音源データとして用いるGUS互換のパッチファイルは同梱さ

れていないので、TiMidity++のリンクページで紹介されている配布サイ

トから適当なパッチファイルを取得する必要がある。たとえば、作者の

出雲正尚さんのページには33Mバイトの高品質なパッチファイルが用意

されている。これでは大きすぎる場合は、松本庄司さんのページ

（http://www.i.h.kyoto-u.ac.jp/̃shom/timidity/）にある10Mバイトや4M

バイトのパッチファイルを利用するといい。

TiMidity++を使ってMIDIデータを再生するには、

$ timidity ファイル名

とすればいい。ファイル名は複数指定可能だ。また、これらのファイル

をtar＋gzipした状態のまま再生することもできる。

$ timidity hoge.tar.gz#hoge.mid

のように、「アーカイブファイル名#ファイル名」という書式で指定す

る。#以下を省略した場合は、アーカイブ内の全ファイルを再生する。

HTTPプロトコルなどを利用して、ネットワーク上のファイルを再生す

る機能も用意されている。

このようにコンソールベースで使うだけでなく、Tcl/TkやGTK+など

を利用した各種インターフェイスも用意されている。これらを利用する

には、-iオプションに続けてインターフェイスの種類を指定する。たと

えば-ikでTcl/Tkインターフェイス、-igでGTK+インターフェイスが使わ

れる。

ブラウザとビューアの顔を持つ画像管理ソフト

GtkSee

http://hotaru.clinuxworld.com/gtksee/

バージョン：0.5.0 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

GTK+を利用した画像ビューア。GtkSeeという名は、Windows用の

高速画像ビューア「ACDSee」にインターフェイスがよく似ていること

に由来する。ファイル管理を行うイメージブラウザと、各画像を表示す

るイメージビューアの2つの顔を持ち、簡単に両者を切り替えて使える。

また、キーボードショートカットが豊富に用意され、ほとんどの操作を

キーボードから行える。

日本語表示に対応するには、ビルドする前にg t k s e e . c の

「gtk_init(&argc, &argv);」の前に「gtk_set_locale();」という行を追加

すればいい。また、単独でBMP／XBM／GIF／ICO形式に対応してい

るほか、libjpeg／libtiff／libpngといったライブラリを利用してJPEG／

TIFF／PNG形式にも対応可能だ。これらのライブラリをあらかじめを

インストールした状態でビルドするといい。

起動すると、イメージブラウザのウィンドウが開いて、カレントディ

レクトリのファイル一覧が表示される。左上がディレクトリツリー、左

下が画像のプレビュー、右側にファイル一覧という構成だ。プレビュー

画像は、画像ファイル名をクリックで選択すると表示される。ファイル

一覧は、サムネイル（縮小画像）、小アイコン、詳細の3種類の表示方

法を、ツールバーのボタンやF8～F10キーで選択できる。詳細表示の場

合、画像ファイルは画像形式ごとに異なる背景色が使われ、画像サイ

ズ・色数・形式といった情報もあわせて表示される。一方、サムネイ

ル表示では画像ファイルだけが表示対象となり、それぞれの縮小画像

が一覧表示される。

ツールバーの[View]ボタン（あるいはEnterキー）を押すと、ウィン

ドウの表示がイメージビューアに切り替わり、プレビューしていた画像

が実際のサイズで表示される。なお、ディレクトリ内の画像を順番に眺

める場合は、いちいちブラウザウィンドウに戻る必要はなく、ツールバ

ーの[←][→]ボタン（あるいはPage Up／Downキー、スペースキー）を

押すだけいい。このほか、画像以外は何も画面に表示されない「フル

スクリーンモード」や、一定時間（初期設定は4秒）ごとに次の画像に

自動的に切り替わる「スライドショー」といった機能も用意されてい

る。

画面1 
GTK+インターフェイスによる表示（-ig
オプション）。

画面1 ブラウザウィンドウで画像のサムネイルを表示する。
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さまざまなデジカメの画像を扱える画像ソフト

gPhoto

http://www.gphoto.org/

バージョン：0.4.1 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

主にデジタルカメラの画像を扱うことを目的に作られた画像ソフト。

対応しているデジカメは、現時点でなんと90機種近くにも及ぶ。パソ

コンと専用ケーブルで接続されたデジカメに対し、ハードディスク上の

ディレクトリを扱う感覚で、サムネイル（縮小画像）や画像の取得、

削除などを行える。なお、日本語表示に対応するには、ビルドする前

に、src/main.cの「gtk_init(&argc,&argv);」の前に「gtk_set_locale();」

という行を追加する必要がある。

初めて起動したときには、デジカメの機種と使用するシリアルポート

を選択して設定を保存する必要がある。設定によっては、ディレクトリ

のサムネイル一覧から選択した画像を表示するという、一般的な画像

管理ソフトとして使うことも可能だ。続いて、パソコンとデジカメをケ

ーブルで接続し、デジカメの電源を入れた状態で[Camera]－[Camera

Summary]を選択する。カメラの状態が表示されれば正常に接続されて

いる。「Error Opening Camera」と表示される場合は、再度設定を確

認してみよう。

デジカメで撮影した画像をgPhotoで取得するには、最初にサムネイ

ル（縮小画像）の一覧を取得してインデックスとして使用し、取得し

たい画像を選択するという手順を踏む。サムネイル一覧は、ツールバー

の[Get Thumbnail Index]ボタン（またはCtrl－Iキー）で取得できる。し

ばらく待っていると、撮影画像のサムネイルがインデックス内部に表示

されるはずだ。なお、取得したい画像のインデックスがあらかじめわか

っている場合は、サムネイルなしのインデックスを使って素早く作業を

行うこともできる。

これらのサムネイルを見ながら（あるいはインデックス番号を頼り

に）、フルサイズ画像を取得したいものを選択する（複数可）。続いて、

ツールバーの[Get Selected Images]ボタンを押すと、選択したインデッ

クスのフルサイズ画像がデジカメから取得され、独立したページに表示

される。ツールバーのボタンを使って、左右・上下反転や90度回転、

サイズ変更、カラーバランス調整などの画像処理が可能だ。JPEG／

GIF／TIFF／PNG／BMPなどの画像形式でファイルに保存したり、プ

リンタで印刷することもできる。

パワフルな画像処理ソフト

Gimp

http://www.gimp.org/

バージョン：1.1.12 種別：GPL

GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

知名度の高い、高機能なペイントツールである。1.1系列ではさまざ

まな機能が追加され、Win32用のパッチもマージされた。前回の特集か

ら比べると、マスコットキャラクターのWilber君も日本語をしゃべるよ

うになり、ツールパレットも多少変わっている（起動時の画像はすごい

ことになってしまっているが）。

Gimpの主な特徴としては、プラグインがある。特定の画像処理を行

うためのフィルタを追加したいなど、機能拡張したい場合にはGimpの

ソースコードをいじらなくてもプラグインを作ることで対処することが

できる。自分でプラグインを作れなくても、世界中から提供されるプラ

グインの中から目的に合ったものを使うことができる。

プラグインのほかに、楽しいロゴを簡単に作れるScript-Fuがある。

Script-Fuはたくさんのパターンが用意され、うまくいかないこともある

ものの、日本語もScript-Fuにかけることができる。Script-Fuはツール

パレットのXtnsメニューから選択で、Script-fuをさらにネットワーク越

しに扱えるようにしたのがNet-Fuである。このNet-Fuを使ってブラウ

ザからロゴの作成や画像処理をしてくれるサービスサイトとして

http://www.genroku.com/がある。開設者は日本人留学生とのことで、

日本語によるコンテンツもあるそうだ。興味のある人は、一度訪れてみ

てはどうだろうか。

画面1 デジカメのサムネイル一覧が表示される。

画面1 なぜかスタートはおどろおどろし
い画面。

画面2 パレットのレイアウトも変更があった。

画面3 日本語をしゃべるようになったWilber君。
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CDリッパなどと連動するCDプレーヤ

Grip／GCD

http://www.nostatic.org/grip/

バージョン：2.9 種別：GPL

XX GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

CDリッパやMP3エンコーダと組み合わせて、MP3作成のフロントエ

ンドとして使えるCDプレーヤソフト。CDリッパなどのフロントエンド

部分を持たないGCDも用意されている。いずれもCDDBに対応してお

り、インターネット上のCDDBサーバから音楽CDのタイトルや曲目情

報を取得可能だ。画面表示の各部分は必要に応じて表示をオン／オフ

できる。MP3作成時には、コンソールベースのMP3エンコーダ（「午後

のこ～だ」など）とID3タグツール（mp3info）が別途必要だ。なお、

曲目などに日本語を利用するには、ソースを書き換える必要がある。

grip.cの「gtk_init(&argc,&argv);」の前に、「gtk_set_locale();」を1行

追加してビルドすればいい。

演奏中のCDの音をグラフィカルに表示

Synaesthesia

http://yoyo.cc.monash.edu.au/~pfh/synaesthesia.html

バージョン：2.0 種別：GPL

XX コンソール コンソール 

再生している音をきらめくグラフィックで視覚化してくれる一風変わ

ったCDプレーヤ。X上で動作するxsynaethesiaのほか、svgalibを利用

したsynaethesiaなどが用意されている。グラフィックは、音の位置や

周波数成分などに応じて変化する。バージョン2.0からは、従来のスタ

ーに加え、ウェーブやフレームなどエフェクトが追加され、細かなパラ

メータも調整可能になった。再生開始や停止、トラック移動、エフェ

クトやボリュームの変更などの操作はウィンドウ上のアイコンで行い、

一定時間操作しないとアイコンは自動的に隠される。このほか、他の

ソフト（mpg123など）の出力をパイプ経由で再生したり、サウンドカ

ードのライン入力をモニタすることも可能だ。

ネットワーク対応のCDプレーヤ

Kscd

http://www.kde.org/

バージョン：1.2.7 種別：GPL

XX QtQt

インターネットに接続された状況で本領を発揮するネットワーク対応

のCDプレーヤ。その最大の特徴はリモートCDDBに対応していること

だ。リモートCDDB機能により、再生中のCDのCDDBエントリ（アー

ティスト名や曲名など）をインターネット上にあるリモートCDDBサー

バから取得できる。リモートCDDBサーバにエントリが見つからない場

合には、自分でCDDBエントリを編集し、リモートCDDBサーバに登録

することも可能だ。リモートCDDBサーバへはHTTPプロキシを経由し

て接続できるので、HTTPしか通さないファイアウォールの内部からで

もリモートCDDB機能が利用できる。これらのアーティスト情報をWeb

サイトで検索することも可能だ。

GTK+ベースで、CDDBに対応したCDプレーヤ

gtcd

http://www.gnome.org/

バージョン：1.0.9 種別：GPL

GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

GNOME標準のCDプレーヤアプリケーション。マルチメディアアプ

リケーションというと、派手で凝った作りのものになりがちだ。しかし

Linuxで音楽CDを聴く場面を考えると、何か作業をしながらということ

になるので、こうしたシンプルで作業の邪魔にならないものがよい。

gtcdは、インターネット上のCDDBというCDの曲名を集めたデータ

ベースサイトに接続する機能を持っている。ローマ字表記ではあるが、

日本のアーチストや曲名も表示できる。邦楽のCDを聞いている際に、

曲名を海外のサーバから教えてもらっているのは、少し不思議な気分

だ 。 な お C D D B の デ ー タ は 、 W e b ブ ラ ウ ザ を 用 い て 、

http://www.cddb.com/から検索することもできる。

マルチメディア
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各種オーディオユーティリティのKDE用フロントエンド

Krabber

http://krabber.automatix.de

バージョン：0.4.3a（安定版）／0.4.4 種別：GPL

XX QtQt

テキストベースのオーディオユーティリティのGUIフロントエンド。

面倒なコマンドライン操作なしで、MP3ファイルを作成したりオーディ

オCDを作成できる。Krabberを使うには、cdparanoia（CDリッパ）、

sox（データ形式の変換）、mpg123（mp3ファイルのデコード）、

cdrecord（オーディオCDの作成）が別途必要で、さらにmp3のエンコ

ードを行うには、8hz、bladeenc、ISO、lame、xing、l3enc、mp3enc

のいずれかが必要だ。使用方法は非常に簡単で、画面右下にある４つ

のボタン（曲の選択、作業用ディレクトリの指定、ファイル名の指定、

実行）を順番に押していくだけで、MP3ファイルが簡単に作成できる。

リモートCDDBにも対応している。

UIを切り替えられる安定したMP3プレーヤ

FreeAmp

http://www.freeamp.org/

バージョン：1.3.1/2.0beta4 種別：GPL

XX コンソール コンソール 

シンプルなパネルが特徴のMP3プレーヤ。ユーザーインターフェイス

部分はプラグインとして本体から分離されており、起動時に組み込まれ

る。画面で紹介しているX用UIのほか、キャラクタベースの独自UIや

mpg123コンパチUIなどが用意されている。HTTPのユニキャストおよ

びRTPのマルチキャストによるストリーム再生を行ったり、受信データ

をファイルに保存することも可能だ。また、現在ベータテスト中の2.0

では、WinAmpやXmmsなどでおなじみのスキンが導入され、プレーヤ

の外観を大幅に変更できるようになったほか、プレイリストなども含め

Windows版との機能的な違いが解消された。ただし、動作自体はまだ

不安定なところがあるようだ。

コマンドラインで動作するMP3プレーヤ

mpg123

http://www.mpg123.de/

バージョン：0.59r 種別：フリー

コンソール コンソール 

コンソールベースで動作する軽くて高性能なMP3プレーヤ。MPEG1

（および2）のAudio Layer1～3に対応している。HTTP経由でのストリ

ーム再生も可能だ。使い方は簡単で、ktermなどのコマンドラインで

「mpg123 ファイル名」とするだけ。複数のファイル名を指定すると、

それらを順番に再生する（中断はCtrl－Cキー）。なお、通常の再生で

はファイル名や形式、ビットレート、サンプリング周波数などが表示さ

れる。バックグラウンドで再生する場合は、メッセージを抑制する-qオ

プ シ ョ ン を 使 お う 。 X 上 で 動 作 す る 「 G Q m p e g 」

（http://gqview.netpedia.net/mpeg-over.html）など、各種フロントエン

ドソフトが豊富に用意されているのも特徴だ。

超高速なMP3エンコーダ

午後のこ～だ

http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~shigeo/

バージョン：2.23 種別：GPL

コンソール コンソール 日本語可 日本語可 

国産の高速MP3エンコーダ。一時は開発中止になりそうだったが、

元になっているエンコーダに対するパッチ（GPL）として公開すること

でライセンス問題にも決着をつけた。最新バージョンでは、今までの

3D Now!に加え、MMX、Enhanced 3D Now!（AMD Athlon）、SSE

（Pentium III）などへの最適化、そしてSMPへの対応など、フリーのツ

ールながらかなり品質の高い開発が続けられている。Dual Pentium III

でLinuxカーネルをSSE対応にすると、音楽CDを30倍速で読み出して

その速度でエンコードすることができるそうである。

'gogo -test'の「午後べんち」では、ホームページに結果とマシンスペ

ックを申請して競うことができる。

[テストの例。一番下の'time'でベンチを競う]
% gogo -nopsy -test
GOGO-no-coda ver. 2.23 （Nov 24 1999）
Copyright （C） 1999 PEN@MarineCat and shigeo

Special thanks to Keiichi SAKAI, URURI, Noisyu and Kei
*** at bench in the early afternoon [benchmark mode] ***
MPEG 1, layer 3 j-stereo
inp sampling-freq=44.1kHz out sampling-freq=44.1kHz bitrate=128kbps
input  file `stdin'
output file `default.mp3'
{  22943/  22968} 99.9% （ 11.78x） re:[00:00:00.05] to:[00:00:50.93]
End of encoding
time=  50.930sec
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マルチメディアプレーヤxanimのフロントエンド

aKtion!

http://www.geocities.com/SiliconValley/Haven/3864/aktion.html

バージョン：0.3.6 種別：GPL

XX QtQt

Qtライブラリを使った、マルチメディアプレーヤ「xan im」

（http://xanim.va.pubnix.com/home.html）のフロントエンド。xanim

2.70.7.0以降に対応している。数多くの画像、動画フォーマットに対応

し、さまざまなオプションを指定可能なxanimが、GUIで操作できるよ

うになる。

再生するファイルをGUIのダイアログから指定でき、ボリューム調整、

カラーマッピングなどのxanimのさまざまなオプションも、GUIで設定

できる。また、再生中に「c」キーを押すことにより、動画の各フレー

ムのキャプチャもできるようになっている。Qtライブラリを使っている

ため、他のKDE用のソフトとの操作性の統一もとれている。

多機能なMPEGビデオプレーヤ

MpegTV Player

http://www.mpegtv.com/index.html

バージョン：1.0 種別：シェアウェア

XX

MPEG1形式の動画、音声またVIDEO CDを再生するプレーヤ。拡大

やフルスクリーンモードでの再生も可能になっている。また、コントラ

スト、ガンマ値や、音声のクオリティなどのさまざまなオプションも設

定可能。入力データは、ファイルだけでなく、パイプやネットワーク

URLによる指定もできる。

実行形式はglibc、libc5、LinuxPPC、Alphaといった幅広いプラット

フォーム向けに、RPM形式、deb形式、tarボールといった形で用意さ

れている。同梱のコマンドライン版のmtvpのみ、個人用、教育用の非

営利使用に限りフリー。GUIのコントローラを利用するmtvはシェアウ

ェア（10USドル）。

Sound Blaster用のSoundFontエディタ

Smurf Sound Font Editor

http://www.resonance.org/smurf/

バージョン：0.45 種別：GPL

XX GTK+GTK+

Sound Blaster用SoundFontを自作および加工するためのエディタ。

Creative LabのSound Blaster AWE32／64／Liveシリーズは、MIDIデ

ータを演奏できるが、それらの音色は、SoundFontと呼ばれるウェーブ

音源のテーブルファイルにより定義されている。このファイルを自分で

作成し読み込ませることにより、Sound Blasterを独自の音色を持った

MIDI機器にすることができるわけだ。最近はWindows用のゲームなど

でもSoundFontを利用しているものがある。

サウンド用のドライバがインストールされていれば、画面上の鍵盤を

マウスでクリックして実際に音を聞きながら、さまざまなパラメータを

調整して、独自のSoundFontを作ることができる。

GNOME用のサウンドアナライザアプレット

Visual Sound Analyzer

http://vsa.linuxcore.com/

バージョン：0.9 種別：GPL

XX GNOMEGNOME

サウンドをビジュアル化してGNOMEのパネルに表示するアプレッ

ト。実行にはGNOME、サウンドデーモンEsounD、高速フーリエ変換

ライブラリFFTW（http://www.fftw.org/）が必要だ。EsounDを利用し

て再生中のサウンドを高速フーリエ変換（FFT）し、スペクトラムアナ

ライザ風のグラフィックをリアルタイムに表示する。背景やグラフィッ

クの表示、フィルタなどがプラグイン形式になっており、好みに合わせ

て自由に組み合わせられるのが特徴だ。なお、初期設定ではディケイ

（減衰）が有効になっているのだが、この機能は正常に動作していない

ようなので、プロパティダイアログの[General]ページの[Enable

Spectrum decay]のチェックを外しておこう。

マルチメディア
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WAVとMP3に対応したウェーブエディタ

Gmurf

http://www.epita.fr/~sam-lo_p/

バージョン：0.5 種別：GPL

XX GTK+GTK+

WindowsのWAVと、MP3フォーマットに対応したウェーブエディタ。

ミキサー機能も付いており、ラインやマイクからの入力やボリューム、

バランスの調整もできる。 ウェーブエディタとしては、波形のズーム

イン、アウト、波形を見ながらの削除、コピー、ペーストはもちろん、

プラグインを利用することにより、エコーやリバース、周波数の変更等

のさまざまなエフェクトをかけることができる。作者のWebページには

プラグインの作成方法も解説されているので、自分の欲しいエフェクト

を作ることも可能だ。サウンドデバイスがEsounDのバージョン0.2.12

の場合は、うまく動作しないので、0.2.8の利用を推奨している。

CD-R作成用統合ソフト

Gnome Toaster

http://gnometoaster.rulez.org/

バージョン：0.1-11-30-1999 種別：GPL

XX GTK+GTK+

CD-R作成用のプログラム群を統合して操作するためのソフト。

mkisofs／mkhybridによるCD-ROMイメージファイルの作成、cdrecord

による焼き込み、cdda2wavによる音楽CDのwavファイル化、mpg123

によるMP3ファイルの作成などが同一のインターフェイスから行える。

最近の高性能なマシンならば、イメージファイルを作らない「オンザフ

ライ」でのCD-R焼きも可能だ。またGnome Toaster独自の機能とし

て、MIDI、wavファイル、MP3などの各種データを音楽CD用のデータ

に変換する機能を持つ。変換されたデータは、音楽CDとして焼くだけ

でなく、Gnome Toaster上から聞くこともできる。現状ではOpen

Sound System、Enlightenment sound daemonに対応している。

CD-R焼きをまとめてお世話する

gcombust

http://www.abo.fi/~jmunsin/gcombust/

バージョン：0.1.25 種別：GPL

XX GTK+GTK+

Linux環境でCD-Rを作製するには、mkisofsやmkhybridでイメージフ

ァイルを作製し、cdrecordでメディアに焼くという手順が一般的だ。

gcombustは、これらのプログラムや、音楽CDのデータをwavファイル

に変換するcdda2wav、CD-Rのファイルと元のファイルを比較するdiff

コマンドなどをまとめて扱えるGUIフロントエンドだ。localeを正しく

認識し、日本語によるメニュー表示が行える。また設定項目の上にマ

ウスカーソルを置くと簡潔な説明が表示されるため、マニュアルなしで

も十分に使いこなせる。マシンの性能が高ければ、mkisofsの出力と

cdrecordの入力をパイプでつなぎ、「オンザフライ」でCD-ROMを焼く

ことが可能だ。

画像処理用ツール集

ImageMagick

http://www.wizards.dupont.com/cristy/ImageMagick.html

バージョン：4.2.9 種別：フリー

XX

非常に多くのフォーマットを扱えるイメージツール。displayコマンド

では画像を表示し、簡単な編集もできる。convertコマンドでは画像の

フォーマットを変換することができる。よく知られた画像ライブラリに

Imlibというのがあるが、あまりメジャーでないフォーマットの解析には

このImageMagickのコマンドを使用している。多くなりすぎた画像フォ

ーマットを統一しようとして、またもうひとつ画像フォーマットが増え

るという現象は昔からよくあるので、ImageMagickのように強力な変換

ツールは欠かせない。インターフェイスは前世代的だが、メニューの機

能は充実している。現在も開発は続けられており、最近もまたいくつか

バージョンアップしている。
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定番の画像ビューア

xv

http://www.trilon.com/xv/xv.html

バージョン：3.10a 種別：シェアウェア

XX

昔からある定番グラフィックビューア。シェアウェアであるが、あら

ゆるディストリビューションには評価版が常識のようについており、

twm以外のウィンドウマネージャならデフォルトのメニューから起動で

きるようになっているのが普通である。何といっても高機能なのに動作

が軽く、コンパイルしてインストールするのにも時間がかからない。最

近はバージョンアップされていないが、その分安定しており、安心して

使える。

日本固有のMAGフォーマット対応など、機能拡張のためのパッチも

出回っているので、今後もグラフィックビューアとしてのメジャーな地

位をキープしていくだろう。

GNOMEのクールな画像ビューア

Electric Eyes

http://www.labs.redhat.com/ee.shtml

バージョン：0.3.11 種別：GPL

XX GTK+GTK+ GNOMEGNOME 日本語可 日本語可 

グラフィックライブラリImlibを使用した、GPLな多機能グラフィッ

クビューア。スクリーンショットはウィンドウの階層を判断してくれる

ので便利だ。GNOMEプロジェクトでは、最近グラフィック用のライブ

ラリをImlibからgdk-pixbufに変更し、グラフィックビューアもeog

（Eye of Gnome）というものを新しく作ってリリースした。したがって

Electric Eyesは次第にGNOME標準ではなくなっていくが、eogはまだ

扱えるフォーマットも少なく、画像の拡大・縮小くらいしかできないの

で、当分はElectricEyesのほうが機能が充実しているだろう。メッセー

ジの翻訳追加やバグフィックスなど、今後もメンテナンスは続けられて

いくようである。

ベクターグラフィック用ドローソフト

sketch

http://www.online.de/home/sketch/

バージョン：0.6.2（安定バージョン） 種別：GPL

XX Tcl/TkTcl/Tk PythonPython

Adobe IllustratorやGYVEのような、ベクターグラフィックを描くた

めのドローツール。ベクター系のツールは、Gimpなどのビットマップ

系のツールで拡大／縮小、回転などの操作を繰り返した際に生じる画

像の乱れが起きないため、高品質を求められる用途に向いている。

安定バージョンのsketchは日本語に対応していないので、年賀状の

出力などには使えないが、できあがったイメージはPostScript形式に対

応したプリンタで印刷することができる。

開発バージョンとしてリリースされている0.7.xでは、ツールキットが

TkからGTK+への移行が行われるので、そちらで日本語化が一気に加速

することが望まれる。

定番のドローツール

Tgif

http://bourbon.cs.umd.edu:8001/tgif/

バージョン：4.1pl25 種別：フリー

XX 日本語可 日本語可 

昔からX Window System上で使われている、Xfigと相壁をなすドロ

ーツール。基本のファイル形式は独自のものだが、Postscript、EPS、

Xbitmap、GIFといった形式での入出力が可能となっている。

実行に必要なファイルは1つで、RPMやdebになっているわけではな

い。必要なライブラリ（glibc2）さえあれば、特にインストール作業を

しなくても使うことができる。インターフェイス自体は昔から変わって

いないので、最近のGTK＋やQt、Tcl/Tkなどを使ったものに比べると見

劣りはするが、逆に、個々のライブラリに依存する部分が少ないため、

どのような環境でも安心して動作させることができると言えるだろう。

マルチメディア
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高機能3Dモデリング／アニメーションツール

Blender

http://www.blender.nl/
http://www.dims.or.jp/blender/stuff/bl_manjp.html

バージョン：1.71 種別：フリーソフト

XX MesaMesa

Not a Number製の高機能な3Dモデリング／アニメーションツールの

Basic版。Basic版とはいえ、市販のモデリングツールに遜色のない、個

人で使うには十分な機能がある。3Dモデリングに興味があるのならば、

まず、このフリーのツールを使っていろいろ試してみるのもよいだろう。

もちろん、VRML、DXFといった汎用的な形式での出力をサポートして

いるので、Blenderで作ったデータを、他のツールで活用することも可

能だ。

英語マニュアルだけでは不安なら、国内のBlenderユーザー有志によ

って日本語化されたオンラインマニュアル（バージョン1.5用）を参考

にさせてもらおう。

入門者向け3Dモデリングソフト

Giram

http://www.minet.net/giram/

バージョン：0.1.3 種別：GPL

XX GTK+GTK+

3DレンダリングソフトPOV-Rayを利用した、3Dモデリングソフト。

高機能とはいえないが、そのぶん一般のモデリングソフトにありがちな

難解さはなく、3Dモデリング入門者にもわかりやすいインターフェイ

スになっている。POV-Rayのフロントエンドを呼び出し、レンダリン

グを行うことができる。実行形式は用意されていないので、自分でコン

パイルする必要がある。

まだ未完成な部分が多いとドキュメントにもあり、実際にメニューを

選ぶと「機能はまだ実装されていません」というメッセージが出ること

もあった。ただし、開発は継続されており、将来が楽しみなソフトであ

る。

VRML表示ツール

VRwave

http://www.iicm.edu/vrwave

バージョン：0.9 種別：フリーソフト

XX GTK+GTK+ Tcl/TkTcl/Tk

VRML2.0を理解するVRMLブラウザ。 Netscape用プラグインもある。

付属のサンプルの中で派手で楽しいものとしてはoffice、teapotくらい

だが、それ以外のサンプルもオフィシャルサイトからダウンロード可能

だ。最近ではこうした3D関係の分野においても、Linuxは重要になって

きている。PCとLinuxを使うことで、安価で高速で、信頼性の高いクラ

スタリング環境を得ることができる。そのため、特殊効果を使った映画

を作る際に、好んで使われることがあるようだ。

VRwaveが動作する環境を作るのは、結構大変だ。今回、動作を確

認した組み合わせは、Vine-1.1、JDK-1.0.2（stat icリンク版）、

VRWave 0.9（JDK1.0.2用）バイナリである。

3Dモデルをさまざまな角度から眺められるビューア

Morpheus

http://wine.sexcity.pl/morpheus/

バージョン：0.2 種別：GPL

XX MesaMesa GTK+GTK+ GNOMEGNOME

3Dモデルを表示し、さまざまな角度から眺められるGNOME用の3D

モデルビューア。Morpheus本体とライブラリのlibmorphで構成される。

このほかツールキットのGtkGLArea（http://www.student.oulu.fi/̃jlof

/gtkglarea/）も必要だ。現時点で対応している3Dモデルは、LightWaveの

データ形式（拡張子lwob）と3D Studioのデータ形式（拡張子3ds）の

2種類だ。フリーな3Dモデルのデータは、3Dカフェ（http://www.3dcafe

.com/asp/meshes.asp）などから入手できる。こうしたデータを読み込

むと3Dモデルがウィンドウに表示される。表示されたモデルは、左ボ

タンで上下にドラッグすると拡大／縮小、中ボタンでドラッグすると回

転させられる。
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Visioのようなダイアログエディタ

dia

http://www.lysator.liu.se/~alla/dia/dia.html

バージョン：0.81 種別：GPL

GTK+GTK+ 日本語可 日本語可 

diaはダイアグラムを編集するための専用アプリケーションである。

コンピュータ業界では、ネットワークの構成やソフトウェアの構造を人

に伝えたり、ドキュメントとして残したりする際に、こうしたツールは

大変有用である。Windowsの世界では、同じような目的のツールとし

てVisioがあるが、最近Microsoftに巨額で買収された。

日本語環境下での文字化けは、時間とスキルのあるユーザーが直せ

るので問題ではないが、専門用語に詳しい翻訳者が見つからず、日本

語訳のできがもの足りないのが残念だ。diaはGNOMEプロジェクトが

推奨するオフィスツール「GNOMEワークショップ」のひとつとして位

置づけられている。

さまざまなフラクタル図形を高速に表示

XFrackey

http://www.gk.dtu.dk/~hwj/xfracky/index.html

バージョン：2.51 種別：フリー

XX

マンデルブロート集合やジュリア集合などを利用したさまざまなフラ

クタル図形を瞬時に表示するソフト。よく見かける2D平面図だけでな

く、3D俯瞰図表示も可能だ。メインウィンドウで表示範囲を数値で設

定して[render]ボタンを押すか、グラフィックスウィンドウ上で直接範

囲を指定すると、その範囲のフラクタル図形が描画される。描画方法

は[Method]メニュー、フラクタルの種類は[Type]メニューで変更可能だ。

また、デモモードにすると、5秒（変更可）ごとにいろいろなフラクタ

ル図形を順番に表示してくれる。気に入った図形のパラメータをファイ

ルに保存したり、図形をTGA形式の画像ファイルとして書き出す機能

も用意されている。

フラクタル地形を作成して3D表示

Terraform

http://212.187.12.197/RNG/terraform/

バージョン：0.4.7 種別：GPL

XX GTK+GTK+

フラクタル3D地形図を生成するソフト。実行にはGTK+のC++ラッ

パであるGTK--のライブラリが必要だ。最初にパラメータ（ランダム設

定可）を設定すると、フラクタル地形が自動生成されて3Dワイヤーフ

レーム表示される。数値地図（DEM）や各種画像ファイルを読み込ん

で地形図に変換することも可能だ。表示は3Dワイヤーフレームのほか、

2D平面図や3D等高線図などに切り替えられ、複数のカラーマップが用

意されている。侵食（Erode）などの効果による地形の変形も可能だ。

気に入った地形ができたら、平面図の形で画像ファイルなどに保存で

きる。なお、レイトレーシング機能は持っていないため、別途POV-

Rayなどを利用する必要がある。

形と模様の変化を個別に制御できるモーフィングソフト

xmrm

http://www.cg.tuwien.ac.at/~xmrm/

バージョン：2.0 種別：GPL

XX

2つの画像から指定された数の中間画像を自動的に生成してアニメー

ションを作成するモーフィングソフト。最初に2つの画像の対応する部

分をベクトルで設定する。次に、適当なフレーム数を設定して中間画

像を生成すると、アニメーションを表示できるようになる。アニメーシ

ョンの速度を変更したり、中間画像をコマ送り表示することも可能だ。

モーフィングに関しては、模様などの細部の特徴と、形などの大まかな

特徴の変化の度合いを、それぞれグラフ形式で個別に設定できるのが

特徴。このほか、模様の変化速度を部分的に変える「Detail Map

Morph」や、1つの画像だけを利用して形を変化させる「Warp Source

Image」など、多彩な機能が用意されている。

マルチメディア
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これで解決！

Linux 100の疑問
あんな疑問もこんな疑問もコレで解決。あなたの疑問にすべてお答えします

Linuxを使っていると、さまざまな疑問がわいてくる。あんなことはでき

ないのだろうか？　なんでこうなっているんだろう？　こんなときは、いっ

たいどうすればいいんだ？　

ちょっとしたことなんだろうけど、気になって夜も眠れない。そんな、誰

もが持つ疑問にお答えしよう。100を超えるQ＆Aを読めば、あなたのス

キルも大幅アップ。

photo : Takashi Shinohara(Dee)
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◆Linuxってなに？

◆

◆

一言でいえば、Linuxとは

UNIX類似OS（Operating

System）です。1991年、フィンラン

ド大学の学生だったLinus Torvaldsさ

んは、既存のUNIXのコードは使わず、

i386 CPUを搭載したIBM PC/AT互

換機で動作するこのOSを作りました。

その後、Linusさんを中心として世界

中の開発者が移植・改良を重ね、現在

も開発が続けられています。

現在配付されているLinuxには次の

ような特徴があります。

・i386以上のx86 CPUを搭載したPC、

Mac in tosh、SPARC、MIPS、

Alphaマシンなどで動作する。

・真のマルチタスク、仮想メモリ、共

有ライブラリ、SMP対応、TCP/IP

によるネットワーク機能などを実現。

・GCC、 Emacs、 X Window Sys

tem、数多くのUNIX用プログラムを

利用可能。

・LinuxカーネルはGPL（GNU Gen

eral Public License Version 2）に

従って配布されており、誰でもソー

スコードを入手できる。

◆

◆Linuxってなんて読めばいいの

◆

◆

文書などで公式に発表されて

いる答えはありません。日本

では、「リナックス」、「リヌクス」、

「ライナックス」などと発音する人が多

いようです。

なお、開発者のLinusさん自身がス

ウェーデン語で発音したオーディオク

リップが、http://www.linux.org/

info/sounds/swedish.auに、英語のも

のがhttp://www.l inux.org/info/

sounds/english.au（画面1）にありま

すので、興味ある方はどうぞ。

◆

◆Linuxって著作権フリーなの？　複

◆製して、人にあげてもいいの？

◆

Linuxカーネルの著作権は、

Linus Torvaldsさんが保持し

ています。また、カーネルの一部は、

そのコードを書いた開発者が著作権を

持ちます。したがって、PDS（Public

Domain Software、著作権を放棄した

ソフトウェア）ではありません。

カーネルの配布はGPLに基づいて行

われています。GPLとは、FSF（Free

Software Foundation）によって策定

されたライセンスです。GPLでは、複

製・変更・配布をすることが許されて

います。ただし、再配布を制限しては

いけませんし、ソースコードが入手で

きることを保証しなければなりません。

正確な内容を知るためには、原文

（http://www.gnu.org/copyleft/gpl.ht

ml）や、カーネルのソースに含まれる

COPYINGというファイルを参照して

ください。公式な文書は英語で書かれ

た原文のみということになりますが、

英 語 が苦 手 な方 には、 日 本 語 訳

（ftp://ftp.sra.co.jp/pub/gnu/local-

fix/GPL2-j/gpl.text.gz）も参考になる

でしょう。

カーネル以外のプログラムの配布条

件は、それぞれのプログラムのライセ

ンスに従います。ディストリビューシ

ョンに含まれるプログラムの多くは

GPLに従っており、これらは再配布し

ても問題ありませんが、商品版ディス

トリビューションに含まれる商用フォ

ントや商用ソフトウェアは複製できま

せんので気をつけましょう。

◆

◆Windows／MacintoshからLinuxに乗

◆り換えるべきですか。

◆

この質問に対する答えはあり

ません。なぜならば、Linux

とWindowsは設計思想がまったく違う

OSであり、それぞれに良い点と悪い点

があるからです。GUI操作のみで、あ

る程度は直感的に使えるWindowsや

Macintoshとは違い、コマンドによる

操作が多いLinuxは、決して取っつき

やすいものとはいえないでしょう。し

かし、ユーザーがスキルを身につけて

いくにつれ、その分、できることがど

んどん広がるのがLinuxのおもしろい

ところです。

乗り換えるのではなく、まずは、両

方を使ってみてはいかがでしょう。そ
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Linuxってなに？

Linuxってなんて
読めばいいの

画面1 LinusさんはLinuxをどう発音するか聞いてみ
よう

Linuxって著作権フリー
なの？　複製して、人に
あげてもいいの？

Windows／Macin
toshからLinuxに乗り
換えるべきですか

基礎知識



うすれば、それぞれの得手不得手もわ

かります。そして、やりたいことにあ

ったOSを使い分ければよいのです。ひ

とつのOSにこだわらず、適材適所で使

い分けるのが賢い方法です。

1台のマシンに両方をインストールし

て、デュアルブートで使うのもよいの

ですが、OSを切り替えるのがちょっと

面倒です。複数のマシンがあるなら、

イーサネットなどでつないで、Win

dowsマシンやMacintoshからLinuxマ

シンを利用することもできます。ネッ

トワークの設定をしなければなりませ

んが、充実したネットワーク機能は

Linuxの魅力のひとつですので、イン

ストールに慣れたらぜひ挑戦してみて

ください。

◆

◆なぜペンギンがマスコットなの？

◆

◆

1996年の初頭、linux-kernel

メーリングリストで、Linux

にはどのようなロゴやマスコットが合

うかが議論されていました。ほかのOS

ロゴのパロディがよいとか、サメやワ

シといった強くて気高いものがよいと

いう意見が数多く出されましたが、

Linusさんがペンギンが好きだと発言し

たことで、ペンギンに決まりました。

そして、ペンギンロゴコンテストが

開かれ、Larry EwingさんがGimpで

描いたTuxがロゴとして採用されたの

です（画面2）。

この数年前、Linusさんは、オース

トラリアの動物園で小さなペンギンに

かまれ、“ペンギン中毒”に感染してし

まったのです。これに感染すると、ペ

ンギンのことばかりを考え、ペンギン

ラブラブ状態に陥るのだそうです。

Linuxにマスコットが必要だというこ

とになったとき、ペンギン中毒のLinus

さんの頭のなかにまず浮かんだのがペ

ンギンだったというわけです。Tuxを

ロゴキャラクターに決めたのは、面白

みを持ったキャラクタだからとのこと

で、これはLinuxにとっても不可欠の

要素なのだそうです。

Tuxに関しては、Steve Bakerさん

のWebページ（http://www.wood

soup.org/̃sbaker/tux/doc/）に詳し

く説明されています。

◆

◆スイッチ切りたいんだけど、どう

◆すればいいの？

◆

正しい方法で終了しないと、

ディスクに未保存のデータが

消えたり、二度と起動しなくなったり

するかもしれません。電源を切る前に必

ずシャットダウンが必要ですので、次の

コマンドだけは覚えておきましょう。

# shutdown -h now

なお、オプションの-hを-rにすると、

システムを終了させるのではなく、再

起動させます。

◆

◆コマンドの使い方がわかりません

◆

◆

Linux（UNIX）で使われるコ

マンドには、ヘンテコな名前

のものが数多くあり、しかもそれぞれ

のコマンドにはたくさんのオプション

があります。まるでユーザーに使われ

ることを拒絶しているかのようですが、

実際にそのすべてを覚えている人はい

ません。では、みんなどうやって使っ

ているのでしょう？　実は、よく使う

コマンドはそんなに多くないのです。

lsやcpのようによく使うコマンドを

解説した入門書が数多く出版されてい

るので、自分にあったものを1冊持って

いると便利です。Linuxを利用してい

るうちに、これらのコマンドの使い方

はすぐに覚えてしまいます。では、あ

まり使わないコマンドやオプション、

ましてや初めて使うコマンドはどうす

ればいいのでしょうか？　答えは簡単、

調べながら使えばいいのです。Linux

（UNIX）には、manというオンライン

マニュアルシステムがあります。“man

＜コマンド名＞”と入力すれば、コマ

ンドの使い方とオプションの説明が表

示されます。決してわかりやすくはない

と思いますが、なにもないのとは全然

違います。日本語版のディストリビュ

ーションには、たいてい日本語化され

たmanが付属していますので、まずは、

$ man man

として、manコマンドそのものを調べ

てみましょう。

◆

◆名前のわからないコマンドはどう

◆する？

◆

manコマンドにはキーワード

検索機能があります。“man

-K ＜キーワード＞”でキーワードを含

むmanページを表示します。単純な検

索なので、この結果のみですべてのコ

マンドが表示されるわけではありませ

んが、これはこれで結構便利です。
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画面2 ちょっと太めのTux

なぜペンギンが
マスコットなの？

スイッチ切りたいんだけ
ど、どうすればいいの？

コマンドの使い方が
わかりません

名前のわからない
コマンドはどうする？



■

■ディストリビューション

■とはなんですか？

■

一言で答えるなら「配布パッ

ケージ」ということになるで

しょう。ご存じの方も多いと思います

が、厳密な意味でのLinuxは「カーネ

ル」と呼ばれるコア部分（システムの

基本サービスを提供する）だけのこと

を指します。しかし、それだけではユ

ーザーが利用することはできないため、

「ディストリビューター」と呼ばれる個

人、法人や団体などがそれぞれのポリ

シーに合わせて、ライブラリ、基本コ

マンド、アプリケーションなど、さま

ざまなソフトウェアと組み合わせて

「ディストリビューション」という形に

して配布、もしくは販売しています。

具体的なものとして、Slackware、

TurboLinux、Vine Linux、Red Hat

Linux、Debian GNU/Linuxなどがあ

ります。それぞれのディストリビュー

ションについての情報は、http ://

www.linux.or.jp/distributions/index.

html（日本語）やhttp://www.linux.

org/dist/index.html（英語）などに詳

しく掲載されています。

■

■どのディストリビューションが

■一番いいですか？

■

ディストリビューションは、

それぞれ特徴を持って作られ

ており、どれも一長一短あります。し

たがって、Linuxを利用する目的がな

にかによってお勧めできるディストリ

ビューションも変わってきます。たと

えば、業務用のサーバとしての利用を

考えているなら、サポート体制のしっ

かりしたRed Hat LinuxやTurboLinux

などが候補になりますし、Linuxとい

うシステムの勉強が目的なら、システ

ムの見通しがよいSlackwareやPlamo

Linuxが候補になるでしょう。また、

たくさんアプリケーションをインスト

ールして使ってみたいならパッケージ

管理機能のしっかりしたDeb i a n

GNU/Linux、しっかりした日本語対

応を求めるならVine LinuxやLASER5

Linux、さらにWindowsも手放せない

ならMLD4という具合に、それぞれの

ディストリビューションが持つ特徴を

まず知ることが必要でしょう。

■

■雑誌の付録としても配布されて

■いますが、製品との違いはなんでしょ

■うか？

どのようなものを無料で配布

するかという方針は、ディス

トリビューションによって異なります

が、大まかにいって製品版から商用ア

プリケーションやサポートなどを除い

たものが雑誌の付録となっている場合

が多いです。ただし、フリーでFTPサ

イトからダウンロードできるものであ

っても、機能が限定されているという

わけではなく、Linuxシステムが持っ

ている特徴などは製品版と変わりはあ

りません。

■

■パッケージとはなんですか？

■

■

ある1つのアプリケーション

に関連するプログラムや設定

ファイル、ドキュメントなどをひとま

とめにしたものです。ディストリビュ

ーションのことをパッケージと呼ぶこ

ともあるためまぎらわしいのですが、

ディストリビューションは、パッケー

ジの集合体ともいえるので、そのよう

に呼ばれるのでしょう。

■

■RPMとはなんですか？

■

■

RPM（Red Hat Package Mana

ger）、Red Hat Softwareに

よって開発されたパッケージ管理方式

のことです。RPMは、Red HatLinux

を始めとして、TurboLinux、Vine
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ディストリビューション
とはなんですか？

画面3 日本における
L i n u x e r の総本山
「linux.or.jp」

ディストリビューション

どのディストリビューシ
ョンが一番いいですか？

雑誌の付録としても配布さ
れていますが、製品との違
いはなんでしょうか？

パッケージとは
なんですか？

RPMとはなんですか？



Linux、 LASER5 Linux、 Open

Linux、SuSE Linuxといった数多く

のディストリビューションによって採

用されており、次に述べるような機能

を持っています。

・パッケージ間の依存関係のチェック機能

・強力なクエリー機能

・パッケージの検査機能

これらの機能は、rpmコマンドによ

って利用することができ、パッケージ

のインストール、アップグレード、削

除を容易にしてくれます。rpmコマン

ドを利用する際、最低限必要なオプシ

ョンは次のとおりです。

# rpm -i（パッケージのインストール）

# rpm -U（パッケージのアップグレード）

# rpm -e（パッケージのアンインストール）

# rpm --help（rpmコマンドの簡単なヘルプ）

これら以外にも便利なオプションは

たくさんありますので、一度マニュア

ルやヘルプを見てみることをお勧めし

ます。

また、RPMはパッケージのファイル

名を見ただけでも、さまざまな情報が

わかるようになっています（図1）。

さらに、最近ではコマンドラインか

らrpmコマンドを利用しなくても、Red

Hat Linuxのパッケージ管理コマンド

「glint」やGNOME標準のパッケージ管

理コマンド「GnoRPM」といったGUI

ツールが登場していますので、コマン

ドラインが苦手な初心者ユーザーは、

このようなツールを利用するのもよい

でしょう。

■

■パッケージ管理方式は

■RPMだけでしょうか？

■

Debian GNU/Linuxによって

開発されたパッケージ管理方

式として、deb方式があります。強力

なパッケージ管理能力が特徴です。こ

れまでは、Debian GNU/Linuxだけが

このdeb方式を利用してきましたが、

Storm LinuxやCorel LINUXなどdeb

方式を採用するディストリビューショ

ンが登場してきています。

deb方式のパッケージは、dpkgコマ

ンドによって利用することができます

が、dpkgのインターフェイスとして

dselectやaptなどを使うと便利です。

また、厳密にはパッケージ管理方式

とは呼べませんが（依存関係のチェッ

クなどを行わないため）、Slackwareや

Plamo Linuxでは、バイナリにインス

トールシェルスクリプト加えてtar.gz

形式（このファイル形式は、「tarボー

ル」と呼ばれることもあります）でま

とめたファイルを利用しています。こ

れらのファイルは、pkgtoolコマンドな

どを利用してインストール／アンイン

ストールを行います。

■

■RPMとdebでは互換性は

■あるのですか？

■

それぞれは別の管理方式です

ので互換性はありません。た

だし、Debian GNU/LinuxにはRPM

形式を始めとするさまざまなパッケー

ジ方式に変換するalienコマンドがあり

ます。また、KDEのパッケージ管理コ

マンド「kpackage」はRPMとdebの

両方をサポートしています（画面4）。

■

■rpmファイルなら、rpm系のどのディ

■ストリビューションでもインストー

■ルできますか？

これは、半分YESで、半分No

です。というのは、バイナリ

レベルでは互換性を持っていても、各

ディストリビューションによってディレ

クトリ構成が異なっていたり、ライブラ

リのバージョンが異なっていることがあ

るからです。したがって、Red Hat

Linux用に作られたrpmファイルを

TurboLinuxにインストールした場合、

うまく動作しないこともあります。ま

た、その逆もあります。問題ない場合

も多いのですが、トラブルを避けるため

にも、極力対象ディストリビューション

向けに作られたrpmファイルを利用する

ことをお勧めします。
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画面4 KDEのパッケージ管理ツール
「kpackage」

バージョン 
パッケージ名 

foo-1.0-1.i386.rpm

リリース番号 
動作対象のアーキテクチャ 

RPMパッケージであること 

図1 rpmファイル名の意味

パッケージ管理方式は
RPMだけでしょうか？

RPMとdebでは互換性
はあるのですか？

rpmファイルなら、rpm系のど
のディストリビューションでも
インストールできますか？



■

■グラフィックスカードを

■インストーラが正しく認識しません

■

Linuxではグラフィックス出

力に、フリーのXサーバソフ

トウェアのXFree86を採用しています。

Voodoo3やMillennium G400、 RIVA

TNT2などのグラフィックスカードは、

XFree86 3.3.4以降でサポートされまし

た。TurboLinux 4.0やLASER5 Linux

6.0、Vine Linux 1.1では、XFree86

3.3.3.1を使っているので、それらのグ

ラフィックスカードを認識できません。

インストールの時には、Xの設定をし

ないで、その後XFree86 3.3.5以降に

アップグレードしてから、Xを設定す

ればよいでしょう。

アップデート用のXFree86は、それ

ぞれのディストリビューションのFTP

サイトに、RPMパッケージで用意され

ています。XFree86-3.3.5-＊というファ

イルを見つけて、XFree86で始まる

RPMファイルをダウンロードしておき

ます。次に“RPM -Uvh ＜パッケージ

名＞”でアップグレードして、Xのセ

ットアッププログラムを起動します。

セットアップは、XF86Setupコマン

ドで行います（画面5）。ディストリビ

ュ ー シ ョ ン に よ っ て は 、 X c o n

figuratorコマンドやturboxcfgコマン

ドを使う場合もあります。

Red Hat Linux 6.1や Kondara

MNU/Linux、 OpenLinux 2.3で は 、

XFree86 3.3.5を採用していますので、

インストーラが自動認識します。

お使いのグラフィックスカードが

XFree86に対応しているかどうかは、

マニュアルを読むか、それぞれのディ

ストリビューションやXFree86.org

（http://www.xfree86.org/）のWebサ

イトで調べてください。

■

■

■内蔵モデムが使えません

■

最近のノートPCに採用されて

いる内蔵モデムは、DSPを使

いソフトウェアによってモデム機能を

実現しているいわゆる「Winmodem」

というものです。Winmodemはソフト

ウェアでモデム機能が実現されていま

すので、現時点ではWindows上でしか

使用できません。

しかし、Linux上でこのWinmodem

を使えるようにドライバを開発する

「linmodem」というプロジェクトが立

ち上がっています。興味のある人は、

http://www.linmodems.org/をチェッ

クしてみてください。

また、Lucent社のチップを使った

WinmodemのLinux用ドライバに関し

て、バイナリパッケージがLucent社か

らリリースされているほか、「LTModem」

（http : //www.c lose .u -ne t . com/

ltmodem.html）というプロジェクトも

活動しています。

■

■サウンドカードの設定は

■どうするのですか？

■

Linuxのカーネルには、フリ

ーのサウンドドライバが含ま

れています。しかしサウンドカードに

よっては、インストーラでは自動的に

検出されない場合があります。そのと

きには手動で設定します。

Red Hat系のLinuxでは、sndconfig

コマンドで設定します。root権限で、

まず/usr/sbin/sndconfigを実行してく

ださい。もしインストールされていな

い場合には、RPMパッケージのsnd-

xxx.i386.rpmとsndconfig-xxx.i386.

rpmをインストールしてからsndconfig

を実行します。またTurboLinuxでは、

turbosoundcfgコマンドで設定します。

lsmodコマンドで、soundモジュール

が組み込まれているか確認しておきま

しょう。

なお、設定された結果は、リスト1

のように/etc/conf.modulesファイルに

記録されます。ISAバスのサウンドカ

ードなどで、I/OアドレスやIRQ、

DMAポートなどが合っていないために

動作しない場合には、conf.modulesフ

ァイルを正しい値にエディタで変更し

ます。修正したら、
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インストーラが正しく認
識しません

画面5 XF86Setupのグラフィックスカード選択ボタン

ハードウェア

▼リスト1  /etc/conf.modulesファイルのサウンド設定部分（LASER5 Linuxの場合、内容はカードによって異なる）

alias sound sb

pre-install sound insmod sound dmabuf=1

alias midi opl3

options opl3 io=0x388

options sb io=0x220 irq=5 dma=1 dma16=5 mpu_io=0x330

内蔵モデムが使えません

サウンドカードの設定は
どうするのですか？



# /etc/rc.d/init.d/sound restart

と行って、サウンドドライバを再起動

します。

CreativeのSound Blaster（Live!を

除く）やES S系サウンドチップ、

YAMAHAのFM音源チップOPL3など

を使用しているのならば、カーネル標

準のドライバで動作します。

しかし、Sound Blaster互換製品や

YAMAHAのYMF724、YMF744など

を使用している場合には、商用のOSS

（Open Sound System）ドライバを組

み込む必要がありますので、サウンド

ドライバの入手先（表1）を参照して

ください。

■

■

■プリンタに出力したいのですが？

■

TurboLinux、Vine Linuxな

ど、ディストリビューション

によっては、インストール時にプリン

タの設定ができるものがあります。

Red Hat LinuxやLASER5 Linuxで

は、GNOMEのメニューからコントロ

ールパネルを開き、Printtoolを使用し

て、プリンタの設定を行うことができ

ます（画面6）。

パラレルポートに接続したローカル

プリンタや、LANで接続されたネット

ワークプリンタはもちろんのこと、

Windowsマシンで共有プリンタに設定

したプリンタにもSMBプロトコルでプ

リントアウトすることができます。

■

■CD-R/RWドライブにデータを

■バックアップするには？

■

LinuxでCD-R/RWにデータ

を書き込む手順は、大きく3

つの手順に分けることができます。ま

ず、適当なディレクトリにCD-R/RW

へ書き込むためのファイルを全部コピ

ーしておきます。次に、mkisofsコマン

ドで、先ほど用意したディレクトリか

ら、ハードディスク上に仮想ファイル

システムのイメージを作成します。念

のため、そのファイルシステムをマウ

ントして、内容を確認しておくとよい

でしょう。最後に、そのファイルシス

テムのイメージを、cdrecordコマンド

でCD-R/RWに書き込みます。

コマンドラインでは操作が面倒だと

いう人は、X Window System上で動

作するX-CD-Roastを使うとGUIで操作
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表1 サウンドドライバの入手先

Webサイト

OSS/Free（The Linux Sound System）

http://www.linux.org.uk/OSS/

ALSA（Advanced Linux Sound Architecture）

http://www.alsa-project.org/

商用OSS（Open Sound System）

http://www.opensound.com/

Creative Open Source page

http://opensource.creative.com/

内容

フリーのサウンドドライバで、Linuxのカーネルに標準で

含まれているため、新たに入手する必要はない

LinuxのサウンドドライバをGPLに従って開発しているグ

ループ。対応しているサウンドカードのドライバは、

OSS/Freeとほぼ同様だが、サウンドカードによっては

（特にGUSのドライバ）、OSS/Freeよりも拡張されている

場合がある。APIはOSSと互換性がある。最新バージョン

は、0.4.1h

4Front Technologies社が開発し、販売しているサウンド

ドライバ。プラットフォームはLinuxに限らず、広く主要

なUNIX環境をサポートしており、デバイスドライバは、

各OSプラットフォームで統一したAPIを提供する。販売

されているのはバイナリのコードのみ。ドライバの機能は

ハードウェアごとに異なるが、OSS/Freeよりも拡張され

ているものが多く、新しいハードウェアのサポートも行わ

れている

Sound Blaster Live!のLinuxドライバを、GPLライセンス

に基づきソースコードで公開している。現時点ではバイナ

リは配布されていないので、自分でコンパイルしてインス

トールする必要がある。1999年11月より正式版となった

が、0.3βバージョンから機能の追加はない

画面6

Red Hat系のディストリビューション
に採用されているPrinttool。プリンタ
の設定をGUIで行うことができます。
左上の画面のTes t sメニューから
「Print Postscript test page」を実行し
てテストページが正しく印刷ができれ
ば設定は完了です。

プリンタに出力したいの
ですが？

CD-R/RWドライブにデ
ータをバックアップする
には？



することができます。X-CD-Roastは内

部でmkisofsやcdrecordを呼び出して

います。

詳しい情報は、CD-Writing HOW

TO（http://www.linux.or.jp/JF/

JFdo c s /CD -Wr i t i n g -HOWTO .

html）をご覧ください。

■

■UltraDMA/66対応の

■ハードディスクは使えますか？

■

現在のディストリビューショ

ンに使われているカーネル2.2

では、UltraDMA/66はサポートされ

ていません。UltraDMA/33で使うこ

とをお勧めします。

しかし、どうしてもというのでした

ら開発版カーネル2.3ではサポートされ

ていますし、カーネル2.2でもパッチを

当てることで、UltraDMA/66も使う

ことが可能になっています。カーネル

の再構築が必要ですから、ある程度知

識と経験がないと大変な作業です。具

体的なインストールの方法は、今月号

131ページからの記事「高速ハードデ

ィスクをLinuxで使いこなす」を参考

にしてください。

■

■ハードディスクのアクセスが

■遅いような気がします。

■

IDEハードディスクのアクセ

ス設定が、PIO転送になって

いる場合があります。ハードディスク

とマザーボードがDMA転送に対応し

ているのなら、DMA転送に設定する

ことで高速にアクセスできる可能性が

あります。

dmesgコマンドで、Linux起動時の

メッセージを見てみましょう。リスト2

のような部分が見つけられたら、「BIOS

settings」の右側にある「hda:pio」の

部分に注目します。この場合、PIO転

送になっています。もし「hda:DMA」

になっていたならDMA転送になってい

ます。なおhdaはドライブ名で、複数

のドライブがついているならhdbやhdc

のところも見ます。

または、下記のように行って、「using_

dma = 0 (off)」と表示されたらDMA転

送は使われていないことがわかります。

# hdparm -t -d /dev/hda

もし、DMAがオフの場合には、

# hdparm -t -d 1 /dev/hda

とDMAをオンにテストしてみます。エ

ラーが出力されずにテスト時間が速く

なったなら、/etc/rc.d/rc.localの最下

行に、「hdparm -d 1」を加えてブート時

に設定するように変更します。

■

■64Mバイト以上のメモリが

■認識されません。

■

Linuxのカーネルが2.0.35以前

のバージョンの場合は、64M

バイト以上のメモリを自動的に認識し

ません。その場合は、ブート時にカー

ネルにオプションをつけることでメモ

リの容量を指定することができます。

たとえば、128Mバイトのメモリを指定

するにはLILOと表示された時点で、

LILO: linux mem=0x8000000

または、

LILO: linux mem=128M

というように指定します。

毎回ブート時に指定するのは面倒な

ので、通常は/etc/lilo.confにオプショ

ンを書いて、liloを設定しておくほうが

よいでしょう（リスト3）。lilo.confを

書き換えたら忘れずに、

# /sbin/lilo

と行って、ブートセクタのliloに反映さ

せます。これで次回のブート時から新

しい設定になります。なお、起動後に

認識されたメモリ容量を表示するには、

freeコマンドを使います（リスト4）。

■

■

■SCSIカードはなにが使えますか？

■

SCSIホストアダプタは、業界

標準ともいえるアダプテック

社をはじめとして多くのメーカーの製

品に対応しています。有力なディスト

リビューションのWebサイトには、そ

のディストリビューションが対応して

いるSCSIホストアダプタのリストが掲

載されています。

なお、Linuxへの対応は、ハードウ

ェアメーカーが保証やサポートを行う

ことはほとんどありません。しかし、

Webページに動作確認情報を掲載した

り、FTPサイトでLinux用ドライバを

提供しているメーカーもありますので、

製造メーカーのWebサイトを探してみ

てください。
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▼リスト2  Linux起動時のハードディスク認識部分のメッセージをdmesgで見る

PIIX3: IDE controller on PCI bus 00 dev 39

PIIX3: not 100% native mode: will probe irqs later

ide0: BM-DMA at 0xffa0-0xffa7, BIOS settings: hda:pio, hdb:pio

ide1: BM-DMA at 0xffa8-0xffaf, BIOS settings: hdc:pio, hdd:pio

hda: IBM-DTTA-350640, ATA DISK drive

hdc: FX120T, ATAPI CDROM drive

UltraDMA/66対応の
ハードディスクは使えま
すか？

なんだか、ハードディス
クのアクセスが遅いよう
な気がします

64Mバイト以上のメモリ
が認識されません

SCSIカードは
なにが使えますか？



■

■ハードディスクの

■RAID対応は？

■

COMPAQ SMART2やMylex

DAC960といったRAID専用

コントローラを使うことができます。

カーネル2.2からソフトウェアRAIDが

実用的に動作するようになりました。

ソフトウェアRAIDを実現するために

は、RAID toolsユーティリティをFTP

サイトから手に入れる必要があります。

なお、RAIDサブシステムのように、

ホスト側からは1台のハードディスクド

ライブに見せるタイプのものは、その

ままでもちろん使えます。

■

■

■USBデバイスは使えますか？

■

LinuxのUSBサポートは、バ

ージョン2.2.7からカーネルの

ソースに含まれるようになりました。

しかし、USB接続のマウスとキーボー

ドをサポートするためのコードは含ま

れていますが、カーネルのコンパイル

時のオプションがコメントアウトされ

ているのを見ればわかるように、現時

点では開発途上であり、一般ユーザー

が使えるレベルではありません。

しかし、自分でカーネルをコンパイ

ルしてUSBマウスを実際に使っている

ユーザーもいるようです。開発系カー

ネル2.3系では、USB接続のデジカメや

プリンタ、ZIPドライブなどのストレー

ジデバイスをサポートするためのコー

ドなどが追加されています。USBデバ

イスはカーネル2.4が正式にアナウンス

されるまで待ったほうがよいでしょう。

LinuxのUSBサポートに関する情報

は「Linux USB」（http://www.linux-

usb.org/）を参照してください。

■

■

■IrDAは使えますか？

■

IrDA（赤外線ポート）のサ

ポートは、2.2系カーネルから

含まれるようになっています。シリア

ルポートのエミュレーションを行うプ

ロトコルであるIrCOMMは安定して動

作しているようです。IrCOMMを使う

と、IrDA対応のISDN公衆電話や

IrDAポートが装備されている携帯電話

とやり取りができるようになります。

また、IrDAのプロトコルの一つである

IrOBEXを使うことで、PalmIIIとデー

タ交換ができるようになるとドキュメ

ントに記述があります。詳しくは

「The Linux IrDA Project」（http://

www.cs.uit.no/linux-irda/）を参照し

てください。

■

■

■MOドライブを接続したいのですが

■

SCSI接続のMOドライブを使

うことができます。ただし、

540Mバイト以下のMOと640Mバイト

以上のMOでは、物理フォーマットが

異なっているために、注意しなければ

いけないことがあります。

物理的なセクタサイズが、540Mバ

イトまでのMOでは512バイトだったの

対して、640Mバイト以上のMOでは

2048バイトに変更されています。その

ため、カーネル2.0系を使っているディ

ストリビューションでは、カーネルに

パッチを当てる必要があります。2.2系

のカーネルでは問題ありません。

なお、MOではないですがDVD-

RAMを使う場合にも、セクタサイズが

2048バイトのため同様の注意が必要で

す。

カーネル2.0.x用の2048バイト／セク

タ対応パッチについては、「640MB

MO on Linux」のWebサイト（http://

liniere.gen.u-tokyo.ac.jp/2048.html）

を参照してください。

もちろん、Windows標準である

FATフォーマットのMOを読み書きす

ることもできますので、サイズが大き

めのデータを交換する際には役に立つ

でしょう。
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▼リスト4 メモリ、スワップの使用量はfreeコマンドで調べることができる

# free

total       used       free     shared    buffers     cached

Mem:        128076      72972      55104      29896       5812      36508

-/+ buffers/cache:      30652      97424

Swap:       128484          0     128484

▼リスト3  メモリ容量128Mバイトに設定する場合の/etc/lilo.confの例

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

image=/boot/vmlinuz

label=linux

root=/dev/hda1

initrd=/boot/initrd

append="mem=0x8000000"

read-only

ハードディスクの
RAID対応は？

USBデバイスは
使えますか？

IrDAは使えますか？

MOドライブを
接続したいのですが

ここに追加する



◆LinuxのインストールCD-ROMから

◆起動できない

◆

◆

古いマシンやCD-ROMドライ

ブだと、CD-ROMからのブー

トはサポートされていません。マザー

ボードによっては、BIOSをアップデー

トすればCD-ROMブートが可能になる

かもしれません。SCSI接続のCD-ROM

ドライブの場合、SCSIアダプタもCD-

ROMブートに対応していなければなり

ません。

また、マザーボードのBIOS設定で、

CD-ROMの起動順位をハードディスク

より先にしておかないと、ハードディ

スクにあるOSが起動してしまいますの

で注意しましょう。

CD-ROMブートができなくても、悲

観することはありません。インストー

ルフロッピーを作り、これで起動すれ

ばよいのです。インストールCD-ROM

の中に、インストールフロッピーのイ

メージファイルと、このイメージをフ

ロッピーディスクに書き込むDOSプロ

グラム（rawrite.exe）が入っているは

ずです。 これらを使い、 DO S か

Windowsでインストールフロッピーを

作成しましょう。

◆

◆LILOプロンプトがLIで止まって起

◆動しない

◆

LILO（LInux LOader）が、

表示途中で止まるのにはいく

つかの原因が考えられますが、Linux

を何度かインストールするうちに、不

要になったLILOがMBR（マスターブ

ートレコード）に残り、悪さをするこ

とがあります。この場合はDOSや

Windows 95/98で“ FDISK /MBR”

を実行して古いLILOを消します。

LILOは、Linuxを起動するときに、

BIOSを使ってカーネルを読み出します

が、いにしえからの伝統を引きずった

BIOSは、ハードディスクの1024シリン

ダ以降にアクセスできないのです。こ

のため、カーネルが1024シリンダ以降

の部分に配置されていると、Linuxを

起動できません。近頃の大容量ハード

ディスクでは、この問題が起きること

があります。

ただし、シリンダが1024以上あるハ

ードディスクでも必ず起動できなくな

るわけではありません。カーネルが

1023シリンダまでに収まっていれば起

動しますが、カーネルの再構築をして、

新しいカーネルが1024シリンダ以降に

配置されるとLILOからの起動ができな

くなります。

この問題を解決するには、カーネル

を1023シリンダ以内に置くか、LILO

を使わずにブートするしかありません。

Red Hat Linuxなどでは、カーネルを

/bootディレクトリに置くので、ハード

ディスクの前のほう（1023シリンダ以

内）に10～15Mバイト程度のパーティ

ションを作り、これを/bootにマウント

すれば問題を回避できます。

このほかにも、LILOではなく、

BIOSの制限を受けないブートセレクタ

を使う、あるいはフロッピーディスク

からカーネルを読み出して起動すると

いう回避方法もあります。

このような時のために、起動フロッピ

ーは、できるだけ作るようにしましょう。

◆

◆ときどき起動にもの凄く時間がか

◆かるのはなぜ？

◆

Linuxでは、fsckというファ

イルシステムのチェックプロ

グラムが使われています。これは、

Windowsのスキャンディスクのような

ものです。このfsckは、一定の回数デ

ィスクをマウントすると起動時に自動

実行されます。たとえば、Red Hat

Linux 6.1では、ファイルシステムを20

回マウントするごとにfsckを自動実行

します。また、前回の終了時に正しく

シャットダウンされていない場合も実

行されるようになっています。チェッ

クするパーティションが小さければす

ぐに済みますが、パーティションが大

きくなるとそれなりに時間がかかるよ

うになります。

また、メール配送プログラムの

Sendma i lは、起動する際にDNS

（Domain Name System）サーバに接

続しようとします。このときにDNSサ

ーバが見つからないとSendmailがタイ

ムアウトするまで数分間待たされるこ

とになります。Sendmailを使わないな

ら、自動的に起動しないようにしまし

ょう。

◆

◆rootのパスワードを忘れてしまっ

◆たのですが、再インストールする

◆しかないですか？

このようなときは、メンテナ

ンス用の“シングルユーザー

モード”というモードで起動してパス

ワードを再設定することができます。

シングルユーザーモードで起動する

には、LILOの“boot：”プロンプト

で“linux 1”と入力します。この

“linux”は起動するOSを選ぶためのラ

ベルで、環境によっては違うかもしれ
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Linuxの
インストールCD-ROM
から起動できない

システムの起動

LILOプロンプトが
LIで止まって起動しない

ときどき起動にもの凄く
時間がかかるのはなぜ？

rootのパスワードを忘れてし
まったのですが、再インスト
ールするしかないですか？



ません。その場合は、“boot：”プロ

ンプトに対してTabキーを押すと、登

録されているラベルが一覧表示される

ので、その中からLinuxを起動するも

のを選びます。

シングルユーザーモードで起動する

とシェルのコマンド画面になりますの

で、passwdコマンドでパスワードを再

設定します。

さて、rootのパスワードがわからな

いと、シャットダウンもできないこと

が多いでしょう。この場合、まずsync

コマンドを実行して、ディスクキャッ

シュに残っているデータをディスクに

書き込みます。次にCtrl＋Alt＋Delete

キーを押して終了します。

◆

◆ランレベルってなに？

◆

◆

Linuxには、ランレベルとい

う複数の動作モードがあり、

0～6のランレベルによって、機能の範

囲を変えられるようにしています。た

とえば、Red Hat LinuxやTurboLinux

では、表2のようになっています。

通常のテキストコンソール起動時は、

ランレベル3で動作し、X Window

System起動時はランレベル5で動作し

ているというわけです。Linuxは、マ

ルチユーザーOSなので、同時に複数の

ユーザーで利用できますが、管理者が

ディスククラッシュを復旧する際など

は、ほかのユーザーやデーモンがファ

イルを読み書きすると非常にマズいこ

とになります。このようなときには、

ほかのユーザーやデーモンを排除する

ためにシングルユーザーモードで作業

をします。管理者はマシンの前に座り、

一人寂しく作業をするのです。

起動時のデフォルトランレベルは、

/etc/inittabで設定されています。この

ファイル中に、id:3:initdefaultと書かれ

ていればデフォルトのランレベルは3に

なります。これを書き換えるか、起動

時にLILOの“boot：”プロンプトで

“linux 5”のようにすれば、ランレベ

ルを指定することができます。

一方、起動してからランレベルを切

り替えるのがtelinitコマンドです。た

とえば、“telinit 6”を実行すると、す

ぐにランレベル6となり、Linuxが再起

動します。

◆

◆起動フロッピーを作りたい

◆

◆

ハードディスクからLinuxを

起動できなくなったときなど

に活躍するのが起動フロッピーです。

ディストリビューションによっては、

起動フロッピーを作るためのシェルス

クリプトが用意されているものもあり

ますが、ここでは標準的なコマンドを

使い、シンプルな起動フロッピーを作

る方法を紹介します。

作成手順は、たったの3ステップだ

けです。まず、フロッピーディスクを

フォーマットします。

# fdformat /dev/fd0H1440

次に、カーネルのイメージを書き込み

ます。

# dd if=/boot/vmlinuz of=/dev/fd0

最後に/（ルート）ファイルシステムの

パーティションを指定して終了です。

# rdev /dev/fd0 /dev/hda1

このフロッピーで起動すると、カー

ネルをフロッピーディスクから読み出

し、/dev/hda1のパーティションを/

（ルート）ファイルシステムとしてマウ

ントします。

しかし、カーネルに渡すオプション

が入力できないので、ランレベルの指

定などはできません。そこで、今度は、

オプションを指定できる、もう少し便

利な起動フロッピーを作ってみます。

このフロッピーには、LILOとカーネル

イメージを入れ、フロッピー内のカー

ネルとハードディスクのカーネルを選

べるようにします。

下準備として、フロッピーディスク

に書き込むLILOのために、設定ファイ

ル/etc/lilo.flopを作ります（リスト5）。

/etc/lilo.confをコピーして雛形にする

と簡単です。

次に、起動フロッピーを作成します。

最初にフォーマットし、ext2ファイル
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▼リスト5 /etc/lilo.flopの例

boot=/dev/fd0

#LILOはフロッピーに置く
map=/mnt/floppy/lilo-map

prompt

timeout=50

default=linux

image=/boot/vmlinuz-2.2.13

#ハードディスクのカーネル
label=linux

read-only

root=/dev/hda1

image=/mnt/floppy/vmlinuz-

2.2.13

#フロッピーディスクのカーネル
label=rescue

read-only

root=/dev/hda1

0 停止

1 シングルユーザーモード

2 マルチユーザーモード（ネットワーク機能なし）

3 フルマルチユーザーモード（テキスト）

4 未使用

5 マルチユーザーモード（X Window System）

6 再起動

表2 ランレベルによるLinuxの機能

ランレベルってなに？

起動フロッピーを
作りたい



システムを作成します。

# fdformat /dev/fd0H1440

# mke2fs /dev/fd0

作成したディスクをマウントし、ハ

ードディスクからチェインローダとカ

ーネルをコピーします。

# mount -t ext2 /dev/fd0 /mnt/floppy

# cp -p /boot/chain.b /mnt/floppy

# cp -p /boot/vmlinuz-2.2.13 /mnt/floppy

最後に、フロッピーディスクにLILO

をインストールし、アンマウントすれ

ばできあがりです。

# lilo -C /etc/lilo.flop

# umount /mnt/floppy

この起動フロッピーでブートすると、

LILOの“boot：”プロンプトが表示

されるので、ここで“linux”と入力す

ればハードディスクのカーネルが、

“rescue”と入力すればフロッピーディ

スクのカーネルが起動します。さらに、

“rescue 1”などと入力すればランレ

ベルの指定も可能です。

ただし、ブートメディアのドライバ

をモジュールにしている場合は、これ

らの方法で起動ディスクを作ることは

できません。ブートに必要なドライバ

をカーネルに組み込んでしまえば、簡

単に起動フロッピーを作成できます。

◆

◆デーモン（daemon）とはなんですか？

◆

◆

ゲームのように、ユーザーと

対話しながら表舞台で活躍す

るアプリケーションとは違い、人目に

つかないところでひっそりと仕事をす

る、「縁の下の力持ちプログラム」の総

称です。“ps ax”コマンドを実行する

とわかるように、Linuxでは数多くの

プログラムがデーモンとして動作して

います。たとえば、仮想記憶を実現す

るkswapd、ログを集めてファイルに

記録するklogdやsyslogd、各種のネッ

トワークサーバプログラムなどはデー

モンとして動作しています。

デーモンは、ユーザーと直接対話す

る制御端末を持ちません。ですから、

一般のユーザーは、デーモンが動いて

いるかどうかを気にかけないでしょう。

起動されたデーモンは、すぐに活動

するわけではなく、特定のリクエスト

を待ち、リクエストを受信するとそれ

に対する処理を行います。そして処理

が済むと、次のリクエストが来るまで

また休むのです。たとえば、Webサー

バのhttpdは、ユーザーから接続される

まで休んでいて、接続されると活動を

始めます。また、決められた時刻や一

定時間ごとにプログラムを起動する

crondも代表的なデーモンです。

Linux、UNIXの世界において、デー

モンは、悪魔や悪霊ではなく、ギリシ

ャ神話の「神と人の間に位置する超自

然的存在」に由来するものとされてい

ます。

◆

◆デーモンの起動、停止の方法を教

◆えてください。

◆

システムの起動時に、自動的

に起動するデーモンを設定し

たい場合はツールを利用するのが便利

です。TurboLinuxではturboservice

コマンド、Red Hat Linuxならntsysv

コマンドが利用できます。また、X

Window Systemで 動 作 す る Linux

confやksysvコマンドが使えれば、グ

ラフィカルなユーザーインターフェイ

スで設定できます。

では、今すぐデーモンを起動したい

ときはどうすればよいのでしょう。

Red Hat Linuxなどでは、/etc/rc.d/

init.dディレクトリ以下にデーモンの起

動スクリプトが用意されていますので、

起動したいデーモン名のファイルに、

引数としてstartをつけて実行します。

たとえば、httpd（Webサーバ）を起

動したいなら、

# /etc/rc.d/init.d/httpd start

とするとhttpdが起動されます。引数

にはstopとrestartも使え、それぞれ停

止と再起動を行います。

一 方 、 S l a c k w a r e な ど で は

/etc/rc.d/ディレクトリにrc.httpdのよ

うなファイルが用意されているので、

これを実行すれば、そのデーモンが起

動します。

また、止めたい場合はps axを実行

して、止めたいデーモンプロセスの

PID（プロセスID）を調べ、killコマン

ドを使います。例として、PIDが567の

デーモンを止めてみましょう。

# kill -TERM 567

Red Hat Linuxなどでは、/var/run

ディレクトリに、主要なデーモンの

PIDを記録したファイルがあるので、

これを利用して次のようにすることも

できます。

# kill -TERM `cat /var/run/httpd.pid`

再起動する場合は、killコマンドのオ

プションを-TERMの代わりに-HUPにし

ます。デーモンの設定ファイルを変更

したら、このようにしてデーモンを再起

動し、変更内容を動作に反映させます。
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■

◆rootで使い続けるのはよくないと

◆いわれますが、どうしてでしょ

◆うか？

大きく分けて理由は3つあり

ます。まず、rootユーザーは、

システムに関するあらゆる権限を持っ

ています。そのため、システムクラッ

シュ、ファイルの破壊などが行えてし

まいます。そして、LinuxのようなOS

は、それが簡単にできてしまいます。

たとえば、“rm -rf ＊”を実行すると、

カレントディレクトリ以下にあるファ

イルとディレクトリを問答無用ですべ

て削除してしまいます。

次に、セキュリティ確保の問題があ

ります。rootユーザーとしてログイン

しているときに離席する場合は、マシ

ンにイタズラをされないよう、なんら

かの防護策をとらないといけません。

防護策が必要なのは一般ユーザーであ

っても同じですが、前述の権限などの

理由により、イタズラされた場合にシ

ステムが受けるダメージはケタ違いに

大きくなります。

最後に、Linuxの便利なリモートツ

ールが利用できません。最近のディス

トリビューションの多くは、セキュリ

ティ上の理由からrootユーザーがtelnet

やFTPを利用してアクセスできないよ

うにしてあります。これでは、Linux

の持つメリットが半減します。

これらの問題を防ぐために、一般ユ

ーザーを作っておき、ふだんはそのユ

ーザーで作業するようにしておきます。

そして、rootユーザーの権限が必要な

作業が発生したときだけ、suコマンド

を利用して、一時的にrootユーザーと

なり、作業が終わったらexitして、す

ぐに一般ユーザーに戻ることをお勧め

します。

◆

◆では、一般ユーザーはどのように

◆して作るのですか？

◆

新しいユーザーを作る方法は

いくつかあります。LASER5

Linux 6.0やVine Linux 1.1などのユー

ザーなら、Linuxconfを使って作成で

きます。また、TurboLinux 4.xのユ

ーザーならturbousercfgコマンドで作

成することができます。また、useradd

コマンドを利用してコマンドラインか

ら作成することもできます。

◆

◆suコマンドを実行してrootになっ

◆たのに、管理者コマンドが使えない。

◆

オプションをつけずにsuコマ

ンドを実行すると、直接root

ユーザーとしてログインしたときとは

違い、そのユーザーの環境を引き継い

だままroot権限を持ちます。これによ

り、PATHの設定も元のユーザーと同

じになるので、管理者コマンドが置か

れた/sbinや/usr/sbinなどにはパスが

通っていません。

管理者コマンドを利用する場合は、

絶対パス指定でコマンドを実行するか、

suコマンドに－（ハイフン）オプショ

ンをつけてrootユーザーになります。

このオプションをつけると、直接root

ユーザーとしてログインしたときと同

じ環境に初期化されますので、/sbinや

/usr/sbinなどにもパスが通るようにな

ります。

◆

◆rootでtelnetやFTPログインがで

◆きない

◆

これは、セキュリティを確保

するための措置です。

telnetやFTPでは、ユーザー認証の

際にパスワードをそのままのテキスト

（平文）のままで回線に流します。こ

れはとても危険です。

一般ユーザーとしてtelnetログイン

し、その後suコマンドでrootになるこ

とは可能です。しかし、インターネッ

トに接続したマシンでは、telnetを使

うべきではありません。

それでは不便ですから、telnetの代

わりにSSH（Secure Shell）を使いま

しょう。SSHは、ホスト間の通信とユ

ーザー認証を公開鍵暗号によって暗号

化します。これにより、リモートログ

インや、ホスト間でのファイルコピー

を安全に行えます。ただし、商用利用

する場合は有償のライセンスを受ける

必要があります。詳しくは、SSHの

Webページ（http://www.cs.hut.fi/

ssh/）を参照してください。また、

SSHをフリーで実装するOpenSSHプロ

ジェクト（http://www.openssh.com/）

もあります（画面7）。

Linux magazineFebruary 2000 99

これで解決！

Linux 100の疑問

rootで使い続けるのはよ
くないといわれますが、
どうしてでしょうか？

一般ユーザーはどのよう
にして作るのですか？

rootでtelnetや
FTPログインができない

suコマンドを実行して
rootになったのに、管理
者コマンドが使えない

ルートユーザー

画面7 OpenSSHプロジェクトのWebページ



■

■シェルとはなんですか？

■

■

広義には「ユーザーとシステ

ムの橋渡しをするインターフ

ェイス」ということになります（図2）。

ただし、Linuxでは「コマンドライン

に渡された文字列を解釈して、その命

令をシステムに渡すもの」（コマンドラ

インインタープリタ）の意味で使われ

ることがほとんどです。元々コマンド

ラインでの利用が主流だったUNIXで

は、コマンドラインインタープリタと

してのシェルは数多く作られており、

Bourneシェル（sh）、Cシェル（csh）、

Kornシェル（ksh）、tcsh、bash、zsh

などの種類があります。

■

■それぞれのシェルは

■どんな特徴がありますか？

■

これらのシェルは、sh系と

csh系に大別することができ

ます。sh系の大元になるのがBourneシ

ェルです。Bourneシェル（sh）は、

AT&Tベル研究所のSteven Bourne

氏によって作られたもので、古くから

UNIXでは標準的にバンドルされてき

たシェルです。Bシェルと呼ばれるこ

ともあります。このBourneシェルは

UNIXでは標準的な存在ながら、非常

にプリミティブな機能しか持っていま

せん。

それとは別にcsh系の大元となるの

がCシェルです。Cシェルは、UCB

（カリフォルニア大学バークレー校）で、

viやBSDの開発で知られるBill Joyに

よって作られました。ジョブ制御やエ

イリアスなどBourneシェルにない機能

を持っています。また、C言語に似た

文法でスクリプトを記述できるという

特徴を持っています。

これらの2つシェルを中心に、拡張

版としていくつかのシェルができまし

た。sh系の後継として、Kornシェルや

bashが開発されました。Kornシェル

（ksh）はベル研究所のDavid Korn氏

によって開発されました。Kornシェル

は、BourneシェルとCシェルの優れた

機能を取り込んだシェルで、商用製品

です（以前のバージョンを基にパブリ

ックドメインとして提供されているも

のはある）。

一方のcsh系には、tcshがあります。

tcshは、Cシェルの機能に加えて、コ

マンド行編集が改善されています。

Linuxで標準的に利用されている

bashは 、 Bourne Again Shellの 略 称

で、GNUプロジェクトによる成果物で

す。Bourneシェルとの互換性だけでな

く、CシェルやKornシェルの機能も取

り込んでいます。基本機能だけでもあ

らゆるシェルの特徴を持っていますが、

カスタマイズ力も高くなっています。

■

■自分が使っている

■シェルを知りたいときは？

■

コマンドラインから、

$ echo $SHELL

と入力します。Linuxではほとんどの

場合、bashを使用しているでしょう。

■

■シェルを変更するには？

■

■

コマンドラインから、chshコ

マンドを実行することでシェ

ルを変更できます。さらに、Linuxconf

やturbousercfgなどのGUIツールから

も変更可能です。

■ホームディレクトリにある

■.bash_profile、.bashrc、

■.bash_logoutは、それぞれどのよう

■な働きをするのでしょうか？

簡単にいうと、.bash_profile

はシステムにログインする際

に読み込まれる環境定義ファイルで

す。.bash_loginや.profileなども.bash_

profileと同様の働きをして、ホームデ

ィレクトリに.bash_profileがなけれ
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シェルとはなんですか？

シェル

図2 シェルの概念
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シェルを変更するには？



ば、.bash_loginを探し、.bash_loginが

なければ、.profileをという順番で探し

ていきます。特別な理由がない限

り、.bash_profileを利用すればいいで

しょう。

.bashrcはサブシェルが起動されるた

びごとに読み込まれる環境定義ファイ

ルです。ただし、多くのディストリビ

ューションでは、ログインシェルとサ

ブシェルを区別なくコマンドを実行で

きるよう、.bashrcを.bash_profileの中

で読み込むような設定になっています。

なお、起動時には、これらのファイ

ルの前に、/etc/profileがあれば、この

ファイルが一番先に読み込まれます。

.bash_logoutは、ログアウト時に読

み込まれて実行されるファイルで、テ

ンポラリファイルの削除やログの書き

込みコマンドなどを書いておけばいい

でしょう。

■

■lsしても.bash_profile、.bashrc、

■.bash_logoutが表示されません。

■

標準ではlsコマンドは、先頭

に「.」（ドット）のついたフ

ァイル（ドットファイル）は表示しま

せん。表示させたいときは、

$ ls -a

として、-a（all）オプションつきで実

行します。

■

■.bash_profileを変更したのに、

■変わっていません。

■

.bash_profileはログイン時に

一度しか読み込まれません。

変更した設定を有効にしたいなら、

$ source ~/.bash_profile

か、

$ . ~/.bash_profile

として、再度読み込ませることで、変

更が有効になります。

■bashで変数を設定するとき

■exportを実行するものと

■しないものがありますが、

■違いがわかりません。

次のように、

変数名=値

として設定する変数は、「シェル変数」

と呼ばれる変数の定義法です。これは、

複雑なシェルスクリプトを作るときに

値の保存に使います。また、組み込み

変数と呼ばれるbashが参照する値を設

定しておいて、シェルをカスタマイズ

したり、シェルの状態を取得したりし

ます。

一方、

export 変数名=値

のように設定する変数は、「環境変数」

と呼ばれる変数の定義法です。環境変

数は、コマンドの動作環境を構築する

ためのもので、環境変数だけがサブプ

ロセスにも伝わります。逆にいえば、

このことはサブプロセスにも伝えたい

変数は環境変数として定義すべきであ

ることを意味します。具体的には、環

境変数EDITORなどがそれに当たりま

す。

■

■コマンドラインからの入力は

■よく間違えます。

■

bashの補完機能を利用するこ

とをお勧めします。コマンド

ライン上で、コマンド名やファイル名

などを途中まで入力したあと、TABキ

ーを押せばbashが検索パス上から該当

する文字列を補ってくれます。また、

lsをksと打ち間違えるようなら、

$ alias ks=ls

とすれば、それ以降はksと打ち間違え

ても、正しいコマンド（ls）が実行さ

れます。ただし、これはあまりお勧め

できる方法ではありません。

■コマンドを入力するとき

■文字列は'と"のどちらで

■囲めばいいのでしょうか？

■

単なる文字列をコマンドに渡

すだけなら、どちらでも構い

ません。しかし、変数などをコマンド

に渡すときに'（シングルクォート）と"

（ダブルクォート）では、その挙動は異

なります。たとえば、

$ editor=emacs

としておいて

$ echo "I like $editor"

とダブルクォートでくくると、

$ I like emacs

と表示されますが、

$ echo 'I like $editor'

とシングルクォートでくくると、

$ I like $editor

となり、変数は展開されません。
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◆フロッピーディスクやCD-ROMをマ

◆ウントするってなに？

◆

WindowsやDOSとは違い、

Linuxにはドライブレターと

いう概念はなく、すべてのファイルが

ひとつの木構造に収まっています。す

なわち、/（ルート）ディレクトリの下

にすべてのディレクトリ、サブディレ

クトリ、ファイルがあります。

フロッピーディスクやCD-ROMを使

うときは、この木構造の一部にこれら

をくっつけて（マウント）使います。

マウントするにはmountコマンドを使

います。例として、/mnt/cdromとい

うディレクトリ（これをマウントポイ

ントという）にCD-ROMをマウントし

てみましょう。

# mount -t iso9660 -r /dev/cdrom

/mnt/cdrom

-t iso9660というオプションは、CD-

ROMで使われるISO-9660というファ

イルシステムを使うという指定です。

-rは、読み出し専用でマウントすると

いうオプションです。マウントしたあ

とで、“ls /mnt/cdrom”と入力する

と、CD-ROMの内容が表示されます。

CD-ROMを取り出す時には、木構造

からはずす（アンマウント）作業が必

要です。これにはumountコマンドを

使います。

# umount /mnt/cdrom

このようにして、ひとつの木構造を

保ったまま、リムーバブルメディアを

利用できるのです。

リムーバブルメディア以外にも、ハ

ードディスクをマウントすることもも

ちろん可能です。実際に、Linuxが起

動するときには、ハードディスクのパ

ーティションを/（ルート）にマウント

します。環境によっては、/bootや

/homeなどを別々のパーティションに

マウントしていることもあります。

◆

◆rootユーザーしかマウントできな

◆いので不便です

◆

ほとんどのディストリビュー

ションでは、rootユーザーに

しかマウント／アンマウントを許可し

ていません。

一般のユーザーにもCD-ROMのマウ

ント／アンマウントを許可する場合は、

/etc/fstabファイルをエディタで開き、

CD-ROMデバイスの行の第4フィール

ドに“user”、または“users”を加え

ます。たとえば、第4フィールドが

“noauto,ro”になっているなら、“noauto,

ro,user”のようにします。フロッピー

ディスクなどでも同じ要領で設定でき

ます。

“user”を加えた場合は、誰でもマ

ウントできますが、そのデバイスをマ

ウントしたユーザー以外はアンマウン

トができなくなります。一方、“users”

を加えた場合は、ほかのユーザーでも

アンマウントできるようになります。

安全のため、ハードディスクのマウ

ント／アンマウントは、rootユーザー

だけが行なえるようにします。

◆

◆アンマウントできないのですが

◆

◆

umountコマンドやejectコマ

ン ド を 使 お う と す る と

“device is busy”と表示されてアンマ

ウントできないことがあります。この

ようなときは、アンマウントしようと

しているファイルシステムを利用して

いるユーザーやプログラムがあるとい

うことです。たとえば、/mnt/cdrom

にCD-ROMをマウントしているとき

に、カレントディレクトリが/mnt/

cdrom/fooなどになっているとアンマ

ウントできません。

◆

◆いちいちCD-ROMをマウントするのが

◆面倒です。

◆

automountデーモンを使って

CD-ROMなどを自動的にマウ

ントすることができます。/misc/cdに

CD-ROMデバイスを自動マウントする

設定を説明します。

エディタで/etc/auto.masterを開き、

次のように記述します。

/misc  /etc/auto.misc --timeout 60

続いて、エディタで/etc/auto.misc

を開いて次のように記述します。

cd -fstype=iso9660,ro :/dev/cdrom

2 つのファイルを用 意 したら、

automountデーモンを起動します。

Red Hat Linuxや TurboLinuxでは、

/etc/rc.d/init.d/autofs startを実行す

れば起動します。この設定例では、

CD-ROMをドライブに入れるとすぐに

/misc/cdにマウントされ、その後、60
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ディスク・ファイル



秒間使われないと自動的にアンマウン

トされます。そして、またアクセスさ

れると自動的にマウントします。

◆

◆ディスクの使用状況を知りたいの

◆ですが。

◆

dfコマンドを実行すると、各

パーティションの利用状況が

表示されます。

画面8の例では、3つのパーティショ

ンが、それぞれ/（ルート）、/boot、

/varにマウントされていることと、パ

ーティションごとの利用している容量、

全体容量と利用率がわかります。

またduコマンドは、ディレクトリご

とのファイル容量を表示します。

# du /usr/man/

9956    /usr/man/man3

9364    /usr/man/man1

1196    /usr/man/man2

472     /usr/man/man4

1404    /usr/man/man5

120     /usr/man/man6

704     /usr/man/man7

2104    /usr/man/man8

8       /usr/man/man9

2832    /usr/man/mann

28344   /usr/man

数字は、各ディレクトリのファイル

容量です。デフォルトではKバイト単

位となるので、/usr/man以下に全部

で28344Kバイトのファイルがあること

がわかります。

◆

◆128Mバイトのメモリを搭載してい

◆ます。スワップはどれくらいが適

◆当ですか？

利用するプログラムの種類、

数、負荷によって最適なスワ

ップの大きさは変わるので、コレが正

解というものはありません。一般には、

64～127Mバイトもあれば十分です。古

いカーネルでは、1パーティションで

128Mバイト以上のスワップスペースは

利用できません。いずれにしても、こ

のスワップを使い切るようであれば、パ

フォーマンスは著しく低下していますか

ら、素直にメモリを増設しましょう。

◆

◆消したファイルを復活できますか

◆

◆

いいえ、できません。rmコマ

ンドに-iオプションをつける

と、ファイルを消す前に、本当に消す

かシステムが確認してきますので、活

用しましょう。

◆

◆DOSのフロッピーディスクを読み

◆書きしたい。

◆

DOSのフロッピーディスク

は、Linuxではmsdosファイ

ルシステムとして認識されますが、カ

ーネルがmsdosファイルシステムをサ

ポートするようにコンパイルされてい

ないと利用できません。利用している

カーネルがサポートするファイルシス

テムは、/proc/filesystemsに書かれて

います。

次の例では、DOSのフロッピーディ

スクを/mnt/floppyにマウントしてい

ます。

# mount -t msdos /dev/fd0 /mnt/floppy

取り出す前には、アンマウントして

データがすべて書き込まれるのを確認

します。アンマウントしないで取り出

してしまうとデータが破損します。

# umount /mnt/floppy

ディストリビューションによっては、

DOSのフロッピーディスクを使うため

のmtoolsというツールが収録されてい

ます。これは、UNIX系のOSでDOSの

フロッピーディスクを使うためのコマ

ンドラインツール集です。マウントす

ることなく、ファイルのコピーやフォ

ーマットができます。

使っているディストリビューション

に収録されていなければ、http ://

mtools.linux.lu/から入手することがで

きます。

◆

◆Macintoshのフロッピーを読み書

◆きしたいんだけど。

◆

カーネルがhfsファイルシステ

ムをサポートしていれば、マ

ウントして使うことができます。デフ

ォルトでhfsをサポートしているPC用

ディストリビューションはほとんどあ

りませんので、モジュールを作るか、

カーネルの再構築をしてhfsを使えるよ

うにします（画面9）。

モジュールにしたときは、使う前に

モジュールをインストールします。

# insmod hfs
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# df

Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on

/dev/hda7              5644996    973560   4384680  18% /

/dev/hda1                23302      4013     18086  18% /boot

/dev/hda6               401548    152060    249488  38% /var

画面8 dfコマンドの出力結果



hfsファイルシステムを使えるように

なったら、マウントします。

# mount -t hfs /dev/fd0 /mnt/floppy

ただし、Macintoshの2DDフロッピ

ーディスク（800Kバイトフォーマット）

はPCで利用できません。これはハード

ウェアの制限なので、ソフトウェアで

はどうしようもありません。

◆

◆Windowsパーティションはどうし

◆たら読み書きできますか？

◆

カーネルがvfatファイルシス

テムをサポートしていれば、

Windows 95/98のパーティションを利

用できます。しかし、そのままでは日

本語のファイル名を扱えませんので、

パッチを当ててカーネルを再構築する

必要があります。このパッチは、小柳

雅明さんが作成したものを、川口 浩さ

ん、松嶋 明宏さんが改良したものです。

最新版は松嶋さんのWe b ページ

（http://www.jaist.ac.jp/̃amatsus/）

で公開されています。

ディストリビューションによっては、

vfatファイルシステムで日本語のファ

イル名を扱えるカーネルを採用してい

るものもあります。

◆

◆ディスクを増設して/homeディレ

◆クトリの容量を増やしたいので

◆すが？

新しいパーティションを適当な

ところにマウントして、/home

からシンボリックリンクを張ります。

まず、増設するディスクを接続して

Linuxを起動します。増設したディス

クを/dev/hdbとすると、次のように

fdiskコマンドを起動して必要な容量の

Linuxパーティションを作ります。

# fdisk /dev/hdb

ここでは、新しいパーティション

/dev/hdb1を作ったとして説明を続け

ます。このパーティションにext2ファ

イルシステムを構築します。

# mke2fs /dev/hdb1

利用する前に、fsckを実行してファ

イルシステムを検査します。

# fsck /dev/hdb1

ファイルシステムに問題がなければ、

/disk2というマウントポイントを作り、

/dev/hdb1を/disk2にマウントします。

# mkdir /disk2

# mount -t ext2 /dev/hdb1 /disk2

次に、/homeの内容を/disk2にコピ

ーします。

# cd /disk2

# tar -cf - -C / home | tar -xvpf -

この例では、カレントディレクトリを

/disk2に移し、tarコマンドを使って/に

あるhomeディレクトリ以下を/disk2に

コピーしています。コピーが終わった

ら、/homeの中にあるディレクトリと

ファイルを消し、/homeから/disk2/

homeへシンボリックリンクを張ります。

# rm -rf /home

# lm -s /disk2/home /home

最後に、/etc/fstabに次の行を追加

して、起動時に/dev/hdb1がマウント

されるようにします。

/dev/hdb1 /disk2 ext2 default 1 1

◆

◆Linuxのパーティションが削除で

◆きない

◆

Linuxのfdiskなどで作ったパ

ーティションには、DOSや

WindowsのFDISKでは消せないもの

があります。Linuxのインストールデ

ィスクで起動して、Linuxのfdiskを使

って消しましょう。

◆

◆Linuxを削除したけど、LILOが消

◆えない

◆

MBR（マスターブートレコー

ド）に居座ったLILOを消す

には、DOSかWindows 95/98のコマ

ンドラインから“FDISK /MBR”を

実行します。これで、MBRが新しいも

のに上書きされるのでLILOを消すこと

ができます。Windows NTしかないと

きは、Windows NTの起動ディスクで

ブートして［修復セットアップ］を行

います。また、OS/2では、コマンドラ

インから“FDISK /NEWMBR”を実

行します。
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xconfigによるカーネルのコンフィグレーション画面。
Linuxはいろいろなファイルシステムをサポートしている。



■

■日本語ディストリビューション

■って、どこが「日本語」なんですか？

■

日本語化が必要になる要素に

はさまざまあります。主なも

のには、次のようなものがあります。

・マルチバイト対応のライブラリ

・インストーラ

・マルチバイト対応コマンド

・アプリケーション

・ドキュメント（manも含む）

・環境定義ファイルの用意

Slackwareが主流だったころは、英

語環境が標準で、インストーラも含め

てすべて英語表示されたもので一度環

境を構築しておいて、そのうえに日本

語の入力／表示ができるアプリケーシ

ョンをつけ足すという作業を行ってい

ました（これらの日本語対応パッケー

ジは、初期にはJE、のちにPJEと呼ば

れていました）。しかし、現在日本語

ディストリビューションと呼ばれるも

ののほとんどは、これらの要素を満た

しています。Vine Linuxにいたって

は、上記に加えて、さらにコマンド出

力まで日本語化するという徹底した日

本語対応をウリにしています（画面

10）。

なお、サーバ専用という用途で使用

する場合は、これらの項目は必ずしも

必要になるわけではないので（マシン

リソースを考慮すると、むしろないほ

ういい場合もある）、英語版のディスト

リビューションを利用しているユーザ

ーも多いようです。

■

■日本語のファイル名は使えますか？

■

■

Windowsに慣れたユーザーに

は、日本語のファイル名を利

用したいという方も多いでしょう。結

論からいうと、「使えるが、使わないほ

うがいい」という回答になります。日

本語ファイルそのものは、cat、cp、

mvといった各種コマンドは対応してお

り、問題なく利用することができます。

また、bashならファイル名補完も行う

ことができます。以前は、うまく表示

できなかったlsコマンドも、最近の

GNU fileutilsのものがインストールさ

れていれば問題なく表示できます（画

面11）。しかし、GUIでファイルを扱

うことが多いWindowsと異なり、CUI

での作業が多いLinuxでは、ファイル

名入力のたびごとにかな漢字変換シス

テムオン／オフするのはかなり煩雑な

作業で、あまりお勧めはできません。

■

■コンソールで

■日本語が化けてるんですが

■

コンソールが英語モードにな

っているために日本語が表示

できない場合には、kon（漢字コンソー

ルエミュレータ）コマンドを実行します。

また、環境変数LANGが設定されて

いないために正しく表示できないこと

もあります。その場合には“export

LANG=ja_JP.ujis”（LANG=jaが正し

いディストリビューションもある）と

します。逆に英語表示にするなら

“export LANG=C”とします。

表示が正しくできるようになった

ら、.bash_profileにその設定を記述し

ておけば次回からも有効になります。
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Windowsからtelnetで接続したとき

に文字化けする場合には、漢字コード

にEUCを使うようにtelnet（Tera

Termなど）コマンドを設定します。

■

■X上のターミナルウィンドウで

■日本語が表示できない

■

ktermを使っていますか？

xtermでは日本語は表示でき

ません。ktermを起動するには、コマ

ンドラインからktermと入力するか、

日本語化されたGNOMEのメニューな

どから［ユーティリティ］―［日本端

末］を選びます。ファイルマネージャ

で/usr/X11R6/binディレクトリを表示

し、ktermのアイコンをマウスでドラ

ッグ＆ドロップすれば、デスクトップ

や下段のパネル上にショートカットを

作ることができるので、作成しておけ

ば便利に使えるでしょう。

■

■それでも漢字が

■文字化けして読めません

■

元のファイルの漢字コードが

日本語EUCでないことが考え

られます。Windowsで作られた日本語

のテキストはシフトJIS（MS漢字コー

ド）になっています。またメールの本

文にはISO2022-JP（JIS）コードが使

われています。それぞれ違うコード体

系なので、それらのファイルを単に、

catなどで表示すると文字化けしてしま

います。

■

■シフトJISのファイルを

■EUCに変換したいのですが

■

nkf（ネットワーク漢字コー

ド変換フィルタ）という漢字

コード変換コマンドがありますので、

それを使ってみましょう。たとえば、

シフトJISで書かれたsample.txtという

ファイルを日本語EUCにするには、

% nkf -e  sample.txt

と行います。nkfは標準入力から受け

取って、変換した結果を標準出力にア

ウトプットできますので、パイプ（¦）

を使ってほかのプログラムとの入出力

をつないでいくことができます。

nkfコマンドは表3に示したオプショ

ンをつけることで、各種のコード変換

を行うことができます。

■

■日本語のmanが表示されない

■

■

LASER5 Linux 6.0などでは、

日本語のmanページを表示す

るためのプログラムとしてjmanが用意

されていますので、“jman ＜コマンド

名＞”と実行します。

jmanがないディストリビューション

では、環境変数LANGの設定を確認し

ましょう。“env ¦ grep LANG”と行

って“LNAG=jp_JP.ujis”（LANG=ja

が正しいディストリビューションもあ

る）が表示されないなら、“export

LANG=ja_JP.ujis”を設定します。

なお、それでも日本語表示されない

場合は、日本語のmanページがインス

トールされていない可能性もあるので、

/usr/manディレクトリに、ja_JP.ujis

ディレクトリがあるかを確認します。

■

■日本語の入力をするには？

■

■

ほとんどの日本語ディストリ

ビューションにはフリーのか

な漢字変換システム（CannaやWnn4）、

Xのインプットメソッド（kinput2）が

バンドルされており、しかもすぐに入

力ができるように設定されています。

したがって、X Windows Systemで

cannaを使って日本語を入力するには、

Shift＋Spaceキーを同時に押すことで、

かな漢字変換モードに入ります。入力

した単語はスペースキーで変換／次候

補、Enterキーで確定します。

Shift＋Spaceキーを押しても変換モ

ードにならない場合には、“ps ax”で

表示される実行中のプロセスをチェッ

クします。jserver、cannaserver、

kinput2といったプログラムが起動され

ていないか、日本語入力のできない端

末（xtermなど）で利用しようといる

可能性がありますので、確認してみて

ください。

■

■フリーで利用できるLinuxの

■かな漢字変換システムには

■どのようなものがありますか？

フリーで利用できるものには

Wnn4、Canna、SKK、sj3、

T-Codeなどがあります。これらの中で

も特に人気の高い、Wnn4、Canna、

SKKについて、それぞれの特徴を紹介

します。

・Wnn4

Wnn（うんぬ）は、京都大学、オムロ

ン、アステックによって共同開発され

た、クライアント／サーバ方式のかな

漢字変換システムです。Wnnという名

前が、「Watashino Namaeha Nakano

desu（私の名前は中野です）」を一発

で変換できるシステムということから、

この文の文節頭のアルファベットをと

って名づけられたという話は有名です。

かな漢字変換サーバは「jserver」が担

当し、フロントエンドプロセッサ

「uum」、Xのインプットメソッド
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「kinput2」「Xwnmo」、マルチリンガ

ルエディタ「mule」などから利用しま

す。Wnn4は、1989年にリリースされ

たもので、各種ヨーロッパ言語、日本

語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国

語に対応した変換サーバ（日本語変換

サーバ部分はjserver）と各言語用の辞

書が含まれており、マルチリンガル入

力システムという特徴を持っています。

なお、Wnn4.2をGPLに即した形に再

整備したFreeWnn 1.0が、FreeWnn

プロジェクト（http://www.freewnn.

org/）によって1999年4月に公開され

ています。

・Canna

Canna（かんな）は、NECによって開

発されたクライアント／サーバ方式の

かな漢字変換システムです（http://

www.nec.co.jp/japanese/product/co

mputer/soft/canna/）。かな漢字変換

サーバは「cannaserver」が担当し、

フロントエンドプロセッサ「canuum」、

Xのインプットメソッド「kinput2」、

マルチリンガルエディタ「mule」など

から利用します。どのような環境から

でも統一的なインターフェイスによっ

て入力ができるという特徴を持ってい

ます。また、カスタマイズファイルで

ある.cannaも一元化されています。

・SKK

SKKは、現京都大学の佐藤雅彦氏によ

って開発されたかな漢字変換システム

です（http://skk.kuis.kyotou.ac.jp/

skk/）。Emacsのマクロ言語「Emacs

Lisp」だけで記述されており、Emacs

系エディタから利用することが可能で

す。SKKの名前は、「Simple Kana

Kanji conversion program」の頭文

字をとって名づけられたもので、GPL

に則ったフリーソフトウェアです。

simpleの名前のとおり、文法解析をい

っさい行わず、漢字変換部分や送り仮

名の始まりを、ユーザーが大文字で入

力することにより指定するという、一

風変わった特徴を持っています。一見、

面倒な印象を持つかもしれませんが、

ユーザー自身が変換を完全にコントロ

ールできるため、ストレスが少なく、

根強い人気があります。開発当初は、

EmacsLispだけで記述されたものでし

たが、現在は共有辞書にアクセスする

サーバ「skkserv」も作られており、

こちらも利用できるようになっていま
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オプション 説明

-j JISコードを出力する（デフォルト）

-e EUCコードを出力する

-s シフトJISコードを出力する

-m MIME を解読する。ISO-2022-JP(base64)とISO-8859-1(Q encode)のみを解読す

る。ISO-8859-1 (Latin-1) を解読するときは、-lフラグも必要である

-mB   MIME base64 stream を解読する。ヘッダなどは取り除くこと

-mQ   MIME quoted stream を解読する

-l 0x80-0xfeのコードをISO-8859-1 (Latin-1)として扱う

JISコードアウトプットとの組合せみのみ有効

-s, -e, -xとは両立しない

-f? 一行?文字になるように簡単な整形を行う。デフォルトは60文字である

-J -E -S -X -B 期待される入力コードの性質を指定する

-J     ISO-2022-JPを仮定する

-E     日本語EUC(AT&T)を仮定する

-S     シフトJISを仮定する。X0201仮名も仮定される

-X     シフトJIS中にX0201仮名があると仮定する

-B     壊れた(Broken)JISコード。ESCがなくなったと仮定する

-B1  ESC-(, ESC-$ のあとのコードを問わない

-B2  改行のあとに強制的にASCIIに戻す

表3  nkfコマンドの主要なオプション

画面13 CannaのWebサイト
画面12 FreeWnnのWebサイト



す。また、フロントエンドプロセッサ

「skkfep」やXのインプットメソッド

「skkinput」なども開発が進められて

います。

■

■LinuxにはWindows並の変換精度の

■かな漢字変換システムはないのですか？

■

かな漢字変換システムの変換

精度は、とても開発に手間が

かかるものであり、フリーで開発され

ることが多いUNIXのかな漢字システ

ムは、メーカーが開発している製品ほ

どの変換精度がなく、UNIXの弱点と

いわれていました。しかし、状況は好

転し、次に述べるような商用の変換シ

ステムがLinuxにバンドルされるよう

になっており、変換精度もWindowsに

引けをとらないレベルに達しています。

・ATOK12 SE for Linux

ATOK12 SE for Linuxは、ジャスト

システム社によって開発されているか

な漢字変換システムで、Windowsや

Macintosh環境で人気の高かったATOK

（Advanced Technology of Kana Kanji

Transfer）のLinux版です。ただし、

単体販売されずOEM提供だけとなって

いるので、利用するには、バンドルさ

れているTurboLinux 4.x、公認Red

Hat Linux 6.1、LASER5 Linux 6.0、

OpenLinux 2.3日本語版などを購入す

るしかありません。

ATOK12 SE for Linuxは、Windows

などのATOK12に比べ、省入力のため

機能がないなど、いくつかの機能が限

定されているものの、変換効率や入力

校正機能（「ら」抜き言葉の指摘など）

はそのまま利用できます。

・Wnn6 for Linux

Wnn6 for Linuxは、オムロンソフト

ウェア社によって販売されているクラ

イアント／サーバ方式の商用かな漢字

システムです（http://www.omronsoft.

co.jp/SP/pcunix/wnn/index.html）。

最新バージョンは3.0。フリーで配布さ

れていたWnn4からさらに変換効率や

カスタマイズ機能が強化されています。

具体的には、Wnn4に文節区切りを判

断させるアルゴリズムを追加して、文

節区切りの間違いによる誤変換を減ら

したことや、「FI関係辞書」という用

例を記述した辞書によって、同音異義

語の選択を最適化した「FI変換」と呼

ばれる機能、さらに、ユーザーの確定

情報を学習しておく「FI学習」という

機能が追加されたことにより、変換効

率がWnn4よりも飛躍的によくなって

います。

個人向けのパッケージは、「1ユーザ

ー、同時に5セッションまでの接続」

というライセンスで、9800円で単体販

売されています。また、TurboLinux 4.x、

公 認 Red Hat Linux 6.1、 LASER5

Linux 6.0、OpenLinux 2.3日本語版、

Vine Linux 1.1CRW、Linux MLD4と

いった数多くのディストリビューショ

ンの製品版にバンドルされています。
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画面14 ATOK12 SE for LinuxのWebサイト 画面15 Wnn6のWebサイト

画面16 kakasiの実行例

各種オプションの指定により、ひらがなへ（-
JH）、ふりがなつき（-JH -p）、複数読みの表示
（-JH -p）、ローマ字（-Ha -Ka -Ja -Ea -ka -s）
など、いろいろな変換が行える。

LinuxにはWindows並
の変換精度のかな漢字変換
システムはないのですか？



■

■日本語に関連した

■便利なツールを教えてください。

■

漢字かな混じり文をひらが

な／カタカナ／ローマ字のテ

キストに変換するKAKASI（KAnji

KAna Simple Inverter）というソフ

トウェアがあります。テキストファイ

ル中に読めない漢字がある場合や、漢

字にふりがなをつける場合などに便利

に利用できるでしょう（画面16）。

また、日本語テキストを全文検索す

るシステム「Namazu」があります。

Namazuは、Vine LinuxやPlamo Linux

のドキュメント検索システムに利用さ

れており、個人ベースのデータ管理に

利用すれば、より快適な環境を構築で

きるでしょう。

■

■

■日本語ロケールってなんですか？

■

ロケール（locale）とは言語

環境を指定するもので、プロ

グラムはあらかじめ用意されているロ

ケールデータベースを参照することに

よって、その国の言語や文化に合わせ

た動作をすることができます。漢字な

どの文字コードの違いはもちろんです

が、プログラム内部では単純な数値と

して計算したものを、表示する時にそ

の国に合わせて出力することもありま

す。たとえば、通貨は“US＄99.80”

や“￥9,980”のように表示したり、日

付は“20 December, 1999”や“平成

11年12月20日”のように表記したりす

ることがあります。

日本語に対応したLinuxでは通常、

環 境 変 数 L A N G や L C _ A L L に

“ja_JP.ujis”（日本語EUC）を指定し

ます。しかし「Linux における日本語

ロケールに関する指針（1999年12月15

日）」の中で、“ja_JP.eucJP”（日本語

EUC）を使うことが推奨されましたの

で、今後は“ja_JP.ujis”の代わりに

“ja_JP.eucJP”が使われるようになる

でしょう。

よく使われるロケールには、表4の

ようなものがあります。

■

■

■I18Nとはなんですか？

■

Internationalization（国際化）

の先頭と末尾のアルファベッ

トの間の文字数を数字で表記したもの

で、システムやアプリケーションなど

を国際化することを表します。ここで

いう国際化というのは、「複数の国や

地域の言語や習慣に対応させること」

を指します。またL10Nは、「Locali

zation」を意味し、「ある特定の国や地

域の言語や習慣に対応させること」を

指します。さらにM17Nは、「Multi

lingualization）を意味し、「国際化を

言語だけの観点からとらえた」もので

す。I18NとM17Nは、よく混同してい

る人もいるようですので、注意してく

ださい。
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Li18nuxは、Linuxを始めとするオー
プンソースのソフトウェアの国際化
に関連するプロジェクトの協業を図
る団体。ディストリビューションご
とに日本語への対応を行うのではな
く、国際化されたAPIを推奨し、デ
ィストリビューション間のソフトウ
ェアの可搬性や相互運用性の確保を
目指す。

『Linux/FreeBSD 日本語環境の構築と活用』
佐渡秀治／よしだともこ著
ソフトバンク刊／2600円／ISBN4-7973-0480-4

日本語に関連した便利な
ツールを教えてください

日本語ロケールって
なんですか？

ロケール 言語 地域 コード名 備考

ja_JP.ujis 日本語 日本 日本語EUC Linuxでよく使われる

ja_JP.eucJP 日本語 日本 日本語EUC

ja_JP.SJIS 日本語 日本 シフトJIS

ja_JP.JIS7 日本語 日本 JIS

C 英語 アメリカ ISO 8859-1 Linuxでよく使われる

en_US.ISO8859-1 英語 アメリカ ISO 8859-1

en_GB.ISO8859-1 英語 イギリス ISO 8859-1

fr_FR.ISO8859-1 フランス語 フランス ISO 8859-1

fr_CA.ISO8859-1 フランス語 カナダ ISO 8859-1

de_DE.ISO8859-1 ドイツ語 ドイツ ISO 8859-1

表4 よく使われるロケール

I18Nとはなんですか？

お勧めの書籍



■

■X Window Systemとはなんですか？

■

■

X Window System（もしく

はX）は、UNIXでデファク

トスタンダードとなっているウィンド

ウシステムのことです。元々、MIT

（マサチューセッツ工科大学）とDEC

によって始められたAthenaプロジェク

トよって開発されたもので、参考にし

た「W」という名のウィンドウシステ

ムの次という意味から「X」という名

がつけられています。最新のバージョ

ンはX11R6.4で、このバージョンより

The Open Groupが開発し、X.Orgが

管理を行っています。ちなみに、「Xと

いう名前のウィンドウシステム」なの

で、X Windowとは呼びません。

Xの特徴は数多くあり、詳細は専門

書に譲りますが、「クライアント／サー

バシステム」とすることで柔軟なシス

テム構成となっていること、ネットワ

ーク経由の接続を可能にした「ネット

ワーク透過性」などが挙げられます

（図3）。

■

■XFree86とX Window Systemは

■どう違うのですか？

■

元々XFree86は、X Window

Systemをi386系のCPU上で

動作するUNIX用に移植したものです。

したがって、XFree86は「X Window

Systemの一形態」ということができる

でしょう。ただし、以前のXFree86は

X Window Systemの追加コードとい

う形で開発されていましたが、X11R6

からはソースコードが統合され、

XFree86もX11のソースコード一式を

持つようになっており、現在は追加コ

ードという位置づけではなくなってい

ます。最新バージョンは、X11R6.3を

ベースにしたXFree86 3.3.5ですが、そ

れとは別にX11R6.4をベースにした

XFree86 4.xの開発も続けられていま

す。XFree86 4.xは、デバイス依存部

を動的に組み込む「ローダブルサーバ」

や複数のディスプレイへの描画を可能

にした「マルチヘッド対応」など、さ

まざまな試みがなされており、リリー

スが期待されています。

■

■X-TTというのも

■あるようなのですが。

■

X-TTは、TrueTypeフォン

トのレンダリングエンジンで

あるFreeTypeを利用して、True

Typeフォントを扱えるようにしたXサ

ーバのことです。このX-TTを利用す
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X Window Systemと
はなんですか？

XFree86とX Window
Systemはどう違うので
すか？

X-TTというのも
あるようなのですが

X Window System

クライアントC

A
B

ディスプレイ 

マシンA

マシンB

Xサーバ 

クライアントB

ユーザー 
キーボード 

マウス 

クライアントA

ウィンドウ 
マネージャ 

リプライ 

リクエスト 

リクエスト イベント 

ユーザーからの 
入力 リクエスト イベント 

ユーザーからの 
入力 

図3 クライアント／サーバモデルのX Window System



ると、これまでガタガタのフォントで

しか表示できなかったNe t s c a p e

Navigatorの表示をきれいにすること

ができます。最近のほとんどのディス

トリビューションがX-TTをサポートし

ていますが、万一使用しているディス

トリビューションに含まれるXFree86

がX-TTに未対応のものであっても、X

フォントサーバを利用すれば同様の効

果を得ることができます。なお、現在

開 発 中 の XFree86 4.0で は 、 こ の

TrueTypeフォントのサポートが標準

で組み込まれる予定です。X-TTに関

する詳細な情報は、http://x-tt.dsl.gr.

jp/index-ja.htmlを参照してください。

■

■ウィンドウマネージャとは？

■

■

ウィンドウマネージャは、ウ

ィンドウの移動、サイズ変更、

装飾などを受け持っている特殊なXク

ライアントのことです。特殊といわれ

るのは、1つのXサーバ上に1つしか動

作しないことや、ユーザー操作に応じ

てほかのウィンドウの管理を行う点が、

ほかのXクライアントと異なるからで

す。このウィンドウマネージャを変更

することによって、さまざまな見栄え

や操作感（Look & Feelといいます）

を変更することができます。そのため、

好みに応じてたくさんのウィンドウマ

ネージャが作られています。ウィンド

ウマネージャには、X11に標準でバン

ドルされているtwm、柔軟なカスタマ

イズが可能なfvwm2、Windows 95ラ

イクなqvwm、NEXTSTEPのLook &

Feelを追求したAfterStep、GUI設定

ツールを装備したWindow Maker、テ

ーマ機能が充実したEnlightenmentな

ど数多くの種類があります（画面18）。

■

■ウィンドウマネージャ

■を変更したいのですが。

■

Xの起動スクリプト「startx」

を実行すると、/usr/X11R6/

lib/X11/xinit/xinitrcが実行されます。

ディストリビューションによっては、

このxinitrcの中でさらにさまざまな条

件分岐がなされているものもあります

が、大まかにいってこのような流れに

なっています。ということは、xinitrc

を書き換えれば目的は達成できるので

すが、これではそのLinuxシステムを

利用しているユーザー全員のウィンド

ウマネージャが変更されてしまいます。

startxコマンドの中を見ると、$HOME/

.xinitrcが用意されている場合は、それ

が優先されるようになっていますので、

/etc/X11/xinit/xinitrcを自分のホー

ムディレクトリにコピーして、それを

参考にカスタマイズすればよいでしょ

う。ただし、ウィンドウマネージャを

最後に起動するようにしておかない

と. x i n i t r cの実行が終わると、X

Windows Systemが終了してしまうこ

とがあるので注意が必要です。

なお、TurboLinux 4.xを使ってい

るなら、turbowmcfgというウィンド

ウマネージャ変更用のツールが用意さ

れているので、これを利用するのが簡

単でしょう。このturbowmcfgは、

rootユーザーが--systemオプションつ

きで起動し、ウィンドウマネージャを

選択すると、ログインする際のディス

プレイマネージャもいっしょに変更し

てくれます。

■

■KDEやGNOMEはウィンドウマネー

■ジャじゃないの？

■

結論からいうと、KDE（画面

19）やGNOMEはウィンドウ

マネージャではありません。というよ

りも、ウィンドウマネージャを土台に、

アプリケーションや各種設定ツールま

Linux magazineFebruary 2000 111

これで解決！

Linux 100の疑問

ウィンドウマネージャ
とは？
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KDEやGNOMEは
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じゃないの？

画面18 いろいろなウィンドウマネージャ

左：twm、中：AfterStep、右：Window Maker



で提供し、統一的な環境を提供するこ

とを目的としたものです。そのため、

「統合デスクトップ環境」と呼ばれるこ

ともあります。ちなみに、KDEのウィ

ンドウマネージャはkwmであり、

GNOMEのウィンドウマネージャは

Enlightenmentや Window Makerな

ど、GNOME対応のウィンドウマネー

ジャなら特定はしません。

■

■では、MotifやQtとかGTK+ってな

■んですか？

■

説明の前に、まずXのアプリ

ケーションプログラム（Xク

ライアント）の仕組みを簡単に説明し

ましょう。Xクライアントは、図4に示

すような構成となっています。最下層

にあるのが、ウィンドウの生成や消滅、

基本図形の描画や各種情報の管理、イ

ベントの管理などを行っている「Xlib」

です。このXlibを利用すれば、Xクラ

イアントを作成することは可能ですが、

Xlibはあまりにも基本的な機能しか持

っていないため、ボタンひとつ描画す

るにもとても手間がかかってしまいま

す。そこで、Xlibの上によりユーザー

が使いやすい形で利用可能な上位ライ

ブラリが用意されています。これが、

「ツールキット」です。

「ツールキット」は、さらにツール

キットの核となる機能を提供する「イ

ントリンシクス」（Intrinsics）と、そ

れにかぶせて「見た目」を提供する部

品の集まりである「ウィジェットライ

ブラリ」（Widget Library）の2つに

分けることができます。Xでは、Xlib

までを標準機能と定義しており、ツー

ルキットは自由に選択できるようにな

っています。これは、アプリケーショ

ンの見せ方は定義しない、というXの

設計思想が反映された結果です。

Motifは、OSF（Open Software Found

ation）によって提供されているツール

キット（正確にはウィジェットライブ

ラリ）で、有料です。SolarisやHP-UX

といった商用UNIXのデスクトップ環

境として利用されているCDEは、この

Motifをベースに作られています。

GTK+（ GIMP Tool Kit+） は 、

元々高機能の画像処理ソフトウェア

「Gimp」を記述する目的で設計された

ツールキットで、Motifに似たLook &

Feelを提供しています。GTK+は、

LGPLにしたがって配布されているフ

リーなソフトウェアで、統合デスクト

ップ環境「GNOME」でも利用されて

います。

Qtは、ノルウェーのTroll Tech社に

よって開発されているツールキットで、

Windowsともソースレベルの互換性を

持つという特徴があります。以前のバ

ージョンのQtは商用で開発を行う際は

有料となっていましたが、Qt-2.0から

はQPLという新しいライセンスになり、

実質的にフリーなソフトウェアといえ

るでしょう。Qtは、統合デスクトップ

環境「KDE」やOpenLinuxのインス

トーラ「LIZARD」などで利用されて

います。

■

■リモートマシンからローカルマシンに

■Xアプリケーションを表示させたいのですが、

■どうしたらいいですか？

まずは、 ローカルマシン

（local）のXサーバに他のマ

シン（remote）からの接続を許可する

設定をします。

local$ xhost remote

さらに細かい制御を行いたい場合は

xauthコマンドがありますので、詳細

はマニュアルを参照してください。次

に、リモートマシンに描画させたいマ

シンの情報を教えます。具体的には、

次の手順で環境変数DISPLAYを設定

します。

remote$ export DISPLAY=local:0.0

0.0は、複数のXサーバと複数のスクリ

ーンを特定するための番号ですが、ほ

とんどの場合このままで問題はありま

せん。あとは、表示させたいアプリケ

ーションをリモートマシン側で起動さ

せるだけで、ローカルマシンに表示さ

れるようになります。なお、シェルス

クリプトxonが利用できれば、環境変

数の指定がいらず便利に利用できます。
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画面19 KDE

MotifやQtとかGTK+
ってなんですか？

リモートマシンからローカルマシ
ンにXアプリケーションを表示さ
せたいのですが、どうしたらいい
ですか？



■

■X Window Systemが反応しなくなりました。

■リブートするしかないでしょうか？

■

Ctrl＋Alt＋BackSpaceキーを

押せば、X Window System

は強制終了されます。

■

■テキストログインをグラフィカルロ

■グインに変更したいのですが。

■

ランレベルでこのログイン方

法が決まっています（現在の

ランレベルはrunlevelコマンドでわか

ります）。ディストリビューションによ

っても異なりますが、多くのディスト

リビューションは、テキストログイン

の場合はランレベルが3になっているは

ずです。そこで、rootユーザーになっ

てから、標準のランレベルを指定して

ある/etc/xinitrcをエディタで開いて、

id:3:initdefault:

という行の“3”を“5”に変更して、

rebootすると、次回からグラフィカル

ログインとなるはずです。また、一時

的にログイン方法を変更するだけなら、

起動時のliloプロンプトから

LILO Boot: linux 5

として、引数にランレベルの5を指定す

れば、グラフィカルログインとなりま

す。

■グラフィカルログインから抜けたいのですが

■

■

■

ログインのモードをグラフィカ

ルログイン（xdm）を起動し

ているときは、何度X Window System

を終了させても、グラフィカルログイン

の画面が出てきて、テキストログインの

画面に移ることができません。こんなと

きはCtrl＋Rキーを押すと、グラフィカ

ルログインを終了して、テキストログイ

ンの画面になります。しかし、GNOME

のディスプレイマネージャ「gdm」を

使用しているときは、Ctrl＋Rキーを押

してもgdmから抜けることができない

ことがあります。そのときは、

1.再起動させ、LILOプロンプトに

“linux 3”と入力する

2.inittabを編集し、ランレベルを“5”

から“3”へ変更する

3.仮想コンソールを利用する

などがあります。1.は一時的なログイン

モードの変更に、2.は定常的なログイン

モードの変更に、3.は一時的にコンソー

ルを利用する際に使用します。それぞ

れ目的に応じて使い分けてください。

■Xconfiguratorを実行するとブラッ

■クアウトしてしまいます。

■

■

Red Hat Linux 6.0ではXcon

figuratorで設定に失敗する

と、マシンを起動してもなにも表示さ

れず、再びXconfiguratorを実行して

も設定を行うことができません。また、

Ctrl+Rでグラフィカルログインから抜

けることもできません。この場合は、

別のマシンからtelnetで接続し、その

マシンをshutdownします。そして、

前述の方法でシステム起動方法をテキ

ストログインに変更し、コマンドライ

ン ベ ー ス で X 環 境 を 設 定 で き る

xf86configコマンドで設定します。

■Xでスクリーンショットをとりたい

■のですが。

■

■

これは使用しているディスト

リビューションやウィンドウ

マネージャなどにも左右されるので一

概にはいえませんが、xv、Gimp、

ksnapshotなどで全画面、ウィンドウ

単位などで画面をとることが可能です。

また、Xに標準添付されているxwdコ

マンドを利用すれば、コマンドライン

からも画面をとることができます。
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Xサーバ 
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プロセス間通信 

クライアントプロセス 

Xツールキット 

アプリケーションプログラム 

図4 Xクライアントのソフトウェア構成

X Window Systemが反応
しなくなりました。リブート
するしかないでしょうか？

テキストログインをグラ
フィカルログインに変更
したいのですが

グラフィカルログイン
から抜けたいのですが

Xconfiguratorを実行
するとブラックアウトし
てしまいます

Xでスクリーンショット
をとりたいのですが



■

■ネットワークカードが

■認識されない

■

まず、ドライバがちゃんと組

み込まれているのか、ifconfig

コマンドで確認しましょう。正常に動

作している場合は画面20のようになり

ます。しかし「eth0」の行から7行が

表示されずに、「lo」の行から始まって

いる場合には、ネットワーク機能は正

常に動作していません。

PCIバスの10BASE-T／100BASE-

TX対応ネットワークカードの場合、

普通はインストーラの自動検出によっ

て認識されますが、もしも自動認識さ

れなかった場合には、手動での設定が

必要になります。

ディストリビューションをインスト

ールした直後のカーネルでは、実装さ

れているハードウェアを自動的に検出

し、モジュールごとにドライバを組み

込んでいます。手動でモジュールを読

み込むには、

# modprobe ＜ドライバ名＞

という書式で、ドライバを設定します。

I/Oアドレスや10BASE-T／100BASE-

TXの切り替えの指示は、ドライバ名

のあとに“eth0=＜パラメータ＞”と

して指定します。

また、ISAバスのネットワークカー

ドでは、割り込みやDMAアドレスが

ほかのカードと衝突してしまい動作し

ていない可能性があります。その場合

にはpnpdumpコマンドで状況を調べ、

isapnpコマンドでカードの使用アドレ

スを変更するなどして、衝突を回避す

る必要があります。

■

■IPアドレス、BOOTP/DHCPの

■どちらを選べばいいの？

■

BOOTP、DHCPは、ともに

IPアドレスを動的に割り当て

る仕組みのことで、利用するには

Linuxをつなぐ、BOOTP／DHCPサー

バが必要です。

DHCPサーバがない場合は、IPアド

レスを直接指定します。専用線などで

常時インターネットに接続する場合を

除き、自由に使えるIPアドレスである

192.168.0.0～192.168.255.255（プライ

ベートアドレスという）の中から適当

な値を指定すればよいでしょう。

■

■pingを実行しても

■相手のホストから返事がありません

■

pingは、ホストが稼働してい

るかを確認するためのコマン

ドです。

まず自分のハードウェアがきちんと

動作しているのか、ifconfigコマンドで

確認します（画面20）。特に2行目に注

目しましょう。“inet addr:”がIPアド

レス、“Bcast:”がブロードキャスト、

“Mask:”がネットワークマスクを表し

ています。

次に、どこに原因があるのかを調べ

るため、近くのネットワークから順番

にpingコマンドで試験していきます。

最初はホスト名を指定せずにIPアドレ

スを直接入力します。

（1）同一セグメント内のホスト

（2） GATEWAYアドレス

（3）別セグメントのホスト

IPアドレスでpingコマンドを実行し

てみて返事があるようならば、次にホ

スト名を指定しましょう。ホスト名を

指定するとダメなようならDNSの名前

解決ができていないと考えられますの
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ネットワークカードが
認識されない

IPアドレス、BOOTP/
DHCPのどちらを選べば
いいの？

pingを実行しても相手の
ホストから返事がありま
せん

ネットワーク

# /sbin/ifconfig

eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:48:54:3A:FC:76

inet addr:192.168.1.10  Bcast:192.168.1.255  Mask:255.255.255.0

UP BROADCAST RUNNING  MTU:1500  Metric:1

RX packets:130 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:331 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:100

Interrupt:10 Base address:0xa800

lo        Link encap:Local Loopback

inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0

UP LOOPBACK RUNNING  MTU:3924  Metric:1

RX packets:860 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:860 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:0

# nslookup www.ascii.co.jp

Server:  ＜DNSサーバ名＞
Address: ＜DNSサーバIPアドレス＞

Name:    at2.ascii.co.jp

Address:  210.140.231.23

Aliases:  www.ascii.co.jp

画面20 /sbin/ifconfigの結果 画面21 nslookupでDNSサービスの動作を調べる



で、ネームサーバに問い合わせするコ

マンドで確認します。nslookup ＜ホ

スト名＞を実行して正しいIPアドレス

に設定されているか調べます（画面

21）。

■

■

■「unkonwn host」となってしまうのですが

■

ホスト名からIPアドレスへ

の変換ができていない可能性

があります。IPアドレスがわかってい

る場合には、IPアドレスを直接指定し

てみるとうまくいくことがあります。

# nslookup ＜ホスト名＞

と行ってみてください（画面21）。

最初のServerが正しく表示されない

場合には、DNSサーバに接続できてい

ません。/etc/resolv.confファイルの

「nameserver」行にDNSサーバが登録

されていますので、内容を確認してく

ださい。

「can't find ＜ホスト名＞: Non-exis

tent host/domain」と表示された場合

は、そのホスト名はDNSに登録されて

いません。/etc/hostsファイルに、ホ

スト名とIPアドレスを登録すれば解決

します。

nslookupコマンドでは、ホスト名の

代わりにIPアドレスを指定すると、

DNSの逆引きが行われ、ホスト名が表

示されます。

■

■ネットワークカードを

■2枚挿していますが、

■1枚しか認識されません。

ネットワークカードのドライ

バは、モジュールとして組み

込む場合と、カーネルに組み込む場合

の2通りがあります。モジュール組み込

みの時には、/etc/conf.modulesファイ

ルに1枚目（eth0）のカードの設定が

「alias eth0 ＜モジュール名＞」のよう

に書いてあるはずです。

テストのために、2枚目のカードを、

# modprobe eth1 ＜モジュール名>

と行って手動で組み込んでみましょ

う。正しくロードされたかは、lsmod

コマンドでモジュール名が表示された

ことで確認できます。この時のモジュ

ール名は、2枚目のネットワークカード

に対応するドライバ名を指定します。

次に、linuxconfプログラムなどで

eth1のネットワークドライバを設定し、

ifconfigコマンドで、eth0とeth1の設定

を確認します。うまく動作するような

ら、エディタで2枚目のカードの設定を

/etc/conf.modulesファイルに、

alias eth1 <モジュール名>」

のように書き加えます。

カーネルに組み込む場合は、/usr/src/

linuxディレクトリで、make xconfig

（コンソール用はmake menuconfig）

と行って、使用しているネットワーク

カードの項目を「Y」に設定し、カー

ネルを再構築します。モジュールでは

ないので、/etc/conf.modulesファイル

は変更する必要はありません。

2枚のカードが同じカードだったり、

同じなくとも同じドライバを使う場合

には、注意が必要です。使っているネ

ットワークカードのドライバ名を調べ

るには、Linux Ethernet-Howto（http:

//www.linux.or.jp/JF/JFdocs/Ether

net-HOWTO.html）を読むとよいでし

ょう。

■

■ISDNルータを使う設定は？

■

■

Linux側の設定は、LANに接

続する時と特に変わりはあり

ません。ただし不要な発呼を行わない

ように、マニュアルを参考にして

Windowsなどでの使用方法と同様に

ISDNルータを設定しましょう。
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画面22 LinuxconfでPPPの設定を行う

「unkonwn host」
となってしまうのですが

ネットワークカードを2
枚挿していますが、1枚
しか認識されません。

ISDNルータを
使う設定は？



■

■

■モデム／TAを使う設定は？

■

電話回線を通じてインターネ

ットサービスプロバイダに接

続するには、PPP（ポイント・ツー・

ポイントプロトコル）を使います。

LinuxではPPP機能を提供するプログ

ラムとして、pppdまたはPPxPがよく

使 われています。 P P P の設 定 は

Linuxconfで設定が簡単に行えるよう

になっています（画面22）。

なお、PPP接続のための設定ファイ

ルは、/etc/pppディレクトリにありま

す。

■

■

■IPマスカレードとは？

■

ISDNルータには標準的につ

いている機能で、外部のネッ

トワークから内部のネットワークを見

せないようにしてセキュリティを高め

る仕組みのことです。内部のネットワ

ークから出されるパケットのアドレス

を、外部に面するIPマスカレードを導

入したホストのIPアドレスに置き換え

て、データをやり取りします。そのた

め、内部ネットワークに複数台のマシ

ンがあっても、外部から見えるのはIP

マスカレードを導入した1台だけになり

ます。外部との通信は、ISDNやモデ

ムを使う場合と、LANや専用線を使う

場合の両方があります。

Linuxマシンをゲートウェイとして

IPマスカレードを実現することができ

ます。LAN同士で接続する場合、ネッ

トワークカードを2枚挿して、外部用

と内部用のネットワークアドレスの設

定を行います。kernel 2.0とkernel 2.2

では設定方法が違うので注意が必要で

す。なお、Kernel 2.2ではipchainsと

いうプログラムが必要になるのでイン

ストールしておきましょう。

Linux IP Masquerade mini HOW

TO（ht tp : / /www . l i nux . o r . j p /

JF/JFdocs/IP-Masquerade.html）が

参考になるでしょう。

■

■IPアドレスやホスト名を変更したいが、

■どこを変えればいい？

■

Red Hat系のディストリビ

ューションなら、linuxconf

（画面23）ユーティリティを使うのが

簡単です。TurboLinuxなら、turbo

netcfg（画面24）ユーティリティを使

いましょう。

設定ファイルをエディタで変更する

なら、ホスト名は/etc/sysconfig/

n e two r k（リスト6）ファイルの

「HOSTNAME＝」を変更します。IP

アドレスは/etc/sysconfig/network-

sc r ip t / i f c fg - e th0（リスト7）の

「IPADDR＝」を変更します。そのほ

かのネットワークパラメータも同様に

変更できます。

設定を変更したら、

# /sbin/ifdown eth0    <---停止

# /sbin/ifup eth0      <---起動
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▼リスト6  /etc/sysconfig/networkファイルの例

NETWORKING=yes

FORWARD_IPV4="yes"

HOSTNAME="linuxmag.hoge.com"

GATEWAY="192.168.1.10"

GATEWAYDEV="eth0"

▼リスト7  /etc/sysconfig/network-script/ifcfg
-eth0ファイルの例

DEVICE="eth0"

BOOTPROTO="none"

ONBOOT="yes"

IPADDR="192.168.1.10"

NETMASK="255.255.255.0"

IPXNETNUM_802_2=""

IPXPRIMARY_802_2="no"

IPXACTIVE_802_2="no"

IPXNETNUM_802_3=""

IPXPRIMARY_802_3="no"

IPXACTIVE_802_3="no"

IPXNETNUM_ETHERII=""

IPXPRIMARY_ETHERII="no"

IPXACTIVE_ETHERII="no"

IPXNETNUM_SNAP=""

IPXPRIMARY_SNAP="no"

IPXACTIVE_SNAP="no"

画面23
Linuxconfでネットワ
ークの設定を変更する

画面24 turbonetcfgでネットワークの設定を変更する

モデム／TAを
使う設定は？

IPマスカレードとは？

IPアドレスやホスト名を
変更したいが、どこを変
えればいい？



と行って、ネットワークカードを停

止／再起動してください。また、

# /etc/rc.d/init.d/network restart

と行ってネットワークを再起動するこ

ともできます。

■

■Windowsマシンと

■ファイル／プリンタを共有したい。

■

Sambaというユーティリテ

ィを使うと、Linuxマシンを

Windowsマシンのファイルサーバや、

プリンタサーバとして使うことができ

ま す 。 Red Hat系 の Linuxで は 、

Sambaの設定ファイルは、/etc/smb.

confです。初期設定ではほとんど“；”

でコメントアウトされていますので必

要な部分を修正します“［ ］”で囲ま

れた名前が共有名となっています。プ

リンタは［printers］セクションで設

定します。

なお、Sambaに接続する時にユーザ

ー認証が行われるため、あらかじめパ

スワードを設定しておく必要がありま

す。Linuxで使われる/etc/passwdで

はなく、/etc/smbpasswdファイルを

使いますので、smbpasswdコマンドで

パスワードを設定しておきましょう。

なお、smb.confを変更したあとに、

# /etc/rc.d/init.d/smb restart

と行ってSambaを再起動すると、変更

後の設定になります。

Samba 2.xから、SWATというWeb

ブラウザベースで動作する、Samba設

定ツールがあります。これを使うと

Sambaの各種設定が楽に行えます（画

面25）。

また、Sambaに含まれるsmbclient

プログラムで、LinuxからWindowsマ

シンにあるファイルにアクセスするこ

ともできます。

Sambaについての情報は、Japanized

SAMBA Web Pages（http://samba.

bento.ad.jp/）をご覧ください。

■

■Macintoshと

■ファイル／プリンタを共有したい。

■

netatalkというユーティリテ

ィプログラムを使うと、Linux

マシンがAppleTalkのファイルサーバ

として使うことができるようになりま

す。

netatalkについての情報は、netatalk

（http://www.umich.edu/̃rsug/netat

alk/）を参照してください。

■

■Webサーバを起動したい

■

■

ほとんどのLinuxディストリ

ビューションには、Webサー

バソフトApacheが含まれています。

“ps ax”でプロセスの実行状態を見

て、httpdという行が何行も表示され

るようなら、すでにApacheは起動さ

れています。

設定ファイルは/etc/httpd/conf（あ

るいは/usr/local/apache/conf/）ディ

レクトリに、そしてHTMLファイルは、

/h ome / h t t p d / h tm l（あるいは

/usr/local/apache/htdocs/）ディレ

クトリにあります。試しに、Netscape

を起動してみましょう。URLに、

localhostと入力することでローカルマ

シンにアクセスできます（画面26）。
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画面25 SWATはSambaの設定を、Webブラウザを使って変更できる 画面26 Apacheの動作確認を行う。URLにlocalhostを使うと自アドレスをあらわす。

Windowsマシンと
ファイル／プリンタを
共有したい

Macintoshと
ファイル／プリンタを
共有したい

Webサーバを起動したい



■

◆Xを使わずに複数のコンソールを

◆使いたい

◆

Linuxには仮想コンソールと

いう機能があります。コンソ

ール画面で、Alt＋ファンクションキー

を押すと、それぞれ別のコンソール画

面を使うことができます。使える画面

の数はディストリビューションによっ

て多少違いますが、普通はF1～F6ま

での6画面が使えるでしょう。

仮想コンソールは、X Window

System環境からも利用できます。X

Window Systemからは、Ctrl＋Alt＋

ファンクションキーで画面を切り替え

ます。ほとんどのディストリビューシ

ョ ン で は 、 Alt＋ F7で X Window

Systemの画面に戻ります。

◆

◆変な名前のファイルができてし

◆まって消すことができません

◆

－（ハイフン）で始まるファ

イル名のものを消そうとして、

普通にrmコマンドを実行すると、rm

コマンドは引数をファイル名だと解釈

せず、オプションと勘違いします。た

とえば、次のように-fileというファイ

ルを消そうとしてもエラーになって消

すことができません。

# rm -file

rm: invalid option -- l

そこで、ファイル名の前に./をつけ

て相対パスでファイル名を指定します。

# rm ./-file

また、ハイフンを重ねると、それ以

降にオプションはないという意味にな

りますので、“-file”をファイル名だと

解釈します。

# rm -- -file

次はファイル名にスペースが入って

いる場合です。この場合、ダブルクォ

ーテーションかシングルクォーテーシ

ョンマークでファイル名を囲めば消す

ことができます。

# rm "blank file"

最後は、？マークの入った、得体の

知れないファイルです。Windowsなど

から日本語の名前のついたファイルを

FTPでLinuxマシンに転送すると、シ

フトJISが表示できないLinux上では化

けてしまいます。たとえば、“業務報

告”というファイルは“????????”の

ように見えます。ktermなど日本語の

表示できるターミナル上で、

# ls | nkf -e

として、漢字コードをEUCに変換すれ

ば本当のファイル名を見ることができ

ます。そこで、この情報とワイルドカ

ードを組み合わせ、慎重に消すことに

なります。“業務報告”は8バイトです

ので、1バイトのキャラクタ1個にマッ

チするワイルドカード“？”を8個並

べれば消すことができます。同じディ

レクトリに8バイトの長さの名前を持つ

ファイルがあると、すべてマッチして

しまうので、rmコマンドには必ず-iオ

プションをつけて対話形式で使いまし

ょう。

# rm -i ????????

また、消したいファイルが固有の拡

張子をもっていればそれを利用するこ

ともできます。たとえば“?y?[?W??

.xls”などと化けてしまった“ページ

数.xls”を消すとき、同じディレクトリ

にxlsという拡張子を持つファイルがな

ければ、

# rm -i *.xls

として消すことが可能です。念のため、

rmには-iオプションをつけておきまし

ょう。

◆

◆カレントディレクトリにあるプロ

◆グラムが実行できません。

◆

LinuxやUNIXではDOSとは

違い、カレントディレクトリ

にパスを通さないのが普通です。これ

はセキュリティを確保するためです。

たとえば、悪意を持った人がトロイ

の木馬やクラックプログラムを/rootに

lsという名前で置いたとします。この

とき、rootユーザーのPATH変数の先

頭にカレントディレクトリが含まれて

いたらどうなるでしょう。rootユーザ

ーがログインして、ホームディレクト

リ（/root）でlsを実行すると、本当の

lsではなく、悪者が置いた悪のプログ

ラムが実行されてしまいます。

このようなことが起こらないよう、

カレントディレクトリにパスを通して

はいけません。カレントディレクトリ

にあるプログラムが安全であることが
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変な名前のファイルがで
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できません

カレントディレクトリに
あるプログラムが実行で
きません



確認できていれば、/（ルート）ディレ

クトリからの絶対パスでプログラムを

指定するか、

# ./hoge

のように、.（カレントディレクトリ）

からの相対パスを指定してプログラム

を実行します。

また、/usr/local/binなどに一般の

ユーザーが実行ファイルを置けるよう

にしているなら、roo tユーザーの

PATH変数に設定するディレクトリの

順序にも気をつけましょう。できれば、

これらのディレクトリにはパスを通さ

ないのが安全です。

◆

◆キートップとは違う記号が入力さ

◆れてしまう

◆

日本語キーボードを使ってい

るのに、英語キーボードの設

定になっているなど、設定が間違って

いるのでしょう。

キーボードの設定は、コンソール環

境とX Window Systemで別々に行う

必要があります。

コンソール環境では、loadkeysコマ

ンドに、引数としてキーマップファイ

ルを指定することでキー配置を設定し

ています。キーマップファイルとは、

キーボードごとのキー配置を記述して

あるファイルです。

LASER5 Linux 6.0や TurboLinux

4.xでは、/etc/sysconfig/keyboardと

いうファイルで、キーマップファイル

を指定します。たとえば、このファイ

ルに、“KEYTABLE="jp106"”と記述

すると、次回起動時から日本語106キ

ーボードのキー配置になります。また、

Slackware 7.0では、/etc/rc.d/rc.key

mapのなかでキーマップファイルを指

定しています。

どのようなキーマップファイルがあ

るのかは、キーマップファイルのある

/usr/lib/kbd/keymaps/i386/qwerty/

ディレクトリを見ればわかります。

X Window Systemでは、/etc/X11/

XF86Configというファイルの中で指定

します。この中の“Section keyboard”

で“XkbModel "jp106"”と、“Xkb

Layout "jp"”を記述すれば、日本語

106キーボードの設定になります。

◆

◆Caps Lockキーと左Ctrlキーの機

◆能を入れ替えたい

◆

ひとつ前の質問と同様に、コ

ンソール環境とXの環境を

別々に設定する必要があります。ここ

で は 、 TurboLinux 4.xと LASER5

Linuxを例に説明します。

コンソール環境では、jp106などのキ

ーマップファイルをもとにして、Caps

Lockキーと左Ctrlキーを入れ替えたキ

ーマップファイルを作り、これを使う

ように設定をします。

作業は次のようになります。まず、

キーマップファイルのあるディレクト

リをカレントにします。

# cd /usr/lib/kbd/keymaps/i386/qwerty

もととなる j p 1 0 6 . m a p . g z を

jp106_CC.map .gzにコピーします

（LASER5 Linuxでは、以下“map”

を“kmap”に読み替えてください）。

# cp jp106.map.gz jp106_CC.map.gz

gzipで圧縮されたjp106_CC.map.gz

を展開します

# gunzip jp106_CC.map.gz

展開されたjp106_CC.mapをエディ

タで開き、次の2カ所を書き換えます。

keycode 29 = Control → Caps_Lock

keycode 58 = Caps_Lock → Control

エディタを終了して、gzipで圧縮し

ます。

# gzip -9 jp106_CC.map

新しいキーマップファイルができま

したので、/etc/sysconfig/keyboard

で、キーマップファイルの指定を“jp

106”から“jp106_CC”に変更します。

変更したら、キーマップファイルの変

更をシステムに反映させます。

# /etc/rc.d/init.d/keytable restart

これで、コンソール環境ではCaps

Lockキーと左Ctrlキーの機能が入れ替

わりました。

X環境での設定は比較的簡単です。

エディタで、/etc/X11/XF86Configを

開き、“Section "Keyboard"”の中に、

“XkbOptions  "ctrl:swapcaps"”を追

加します。このあと、Xサーバを再起

動すれば、Caps Lockキーと左Ctrlキ

ーの機能が入れ替わります。

◆

◆システムの時刻を合わせたい。

◆

◆

時刻の設定にはdateコマンド

を使います。西暦2000年1月8

日22時33分に合わせるなら、次のよう

に指定します。

# date 0108223300
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ネットワークを通じてTIMEサーバ

を利用できるなら、rdateコマンドを使

って、T IME サーバ（ 仮にt i m e

server.hoge.netとします）と時刻設定

を同期させることができます。

# rdate -s timeserver.hoge.net

秒以下のオーダーで厳密に時刻を合

わせるには、TIMEプロトコルではな

く、NTP（Network Time Protocol）

を使います。NTPを利用するなら、

xntp3（http ://www.eec is .ude l .

edu/̃ntp/）をインストールします。

ダイヤルアップ環境なら、xntp3に含

まれるNTPクライアントntpdateで

NTPサーバにつないで時刻を同期させ

ましょう。常時接続の環境であれば、

デーモンのxntpdを走らせておけば、

ほとんど誤差なく同期をとることがで

きます。

xntp3は、NTP Ver.3に対応してお

り、最新版はNTP Ver.4に対応した

ntpになりますが、現状では互換性の

問題が発生しないようにxntp3を使っ

たほうがよいかもしれません。

xntp3やntpは、標準ではインストー

ルされないことも多いので、CD-ROM

やFTPサイトからファイルを入手して

インストールします。

また、Linux上でxntpdを動作させ

ておけば、そのマシンがNTPサーバと

なります。LANでつながったWindows

マシンで“桜時計”などのNTPクライ

アントを実行すれば、このマシンも正

確な時刻に同期させることができます。

◆

◆起動時にエラーが出ているのです

◆が、早すぎて読み取れません。

◆

起動後、dmesgコマンドを実

行してください。これでもわ

からない場合は、起動してからShift＋

PageUPを利用してください。また、

Ctrl＋Sでスクロールをストップさせる

こともできます（再開はCtrl＋Q）。

◆

◆Vine Linuxで、パスワードをシャ

◆ドウパスワードにするにはどうし

◆たらいいでしょうか？

LinuxやUNIXでは、ユーザ

ーのパスワードは暗号化され、

/etc/passwdに記録されるのが普通で

した。/etc/passwdは、パスワード情

報以外のユーザー情報も記録されてお

り、さまざまなプログラムから参照さ

れるため、ファイルのパーミッション

は644、すなわち誰でも見られるように

せざるをえないのです。

パスワード情報は不可逆な変換によ

る暗号化をしてあるため、従来は安全

とされていたのですが、コンピュータ

の速度が飛躍的に向上し、膨大な単語

辞書を用いて総当たり攻撃をするクラ

ッカーも現れ、現在では十分なセキュ

リティを保てなくなりました。

そこで考えられたのがシャドウパス

ワードです。シャドウパスワードは、

/etc/passwdから、パスワード情報を

抜き出し、rootユーザーしか見ること

のできない/etc/shadowに移してパス

ワードの安全性を高める仕組みです。

Vine Linuxには、シャドウパスワー

ドが標準ではインストールされていま

せんが、r o o tユーザーになって、

pwconvコマンドを実行すればシャド

ウ化が実現できます。

◆

◆システムが反応しません。リセット

◆していい？

◆

キーボードがロックアップし

て使えない場合は、ネットワ

ークログインを試してみましょう。そ

れでもだめなときは、リセットボタン

を押す、あるいは電源を切るしかあり

ません。この場合、しばらく待ってハ

ードディスクのアクセスランプが点灯

していないことを確認します。ディス

クキャッシュに残っているデータも、

一定の時間がたつとハードディスクに

書き込まれるので、こうすることで、

ディスクデータの破壊を最小限に押さ

えることができます。

次回の起動時に、fsckが実行され、

ファイルシステムが壊れていないかチ

ェックされます。

◆

◆ディスクとファイルシステムの

◆チェックをしたい。

◆

新しいハードディスクにファ

イルシステムを構築したとき

は、念のためチェックをしてから使い

ましょう。

チェックを行うにはfsckコマンドを

使います。/（ルート）ファイルシステ

ム以外は、マウントしていない状態で

fsckを実行します。/（ルート）ファイ

ルシステムにfsckを実行するときは、

シングルユーザーモードで行います。
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2年ほど前には、サーバ用途が主だ

ったLinuxのハードディスクは、ファ

イルアクセスが速いSCSIが普通だっ

た。CPUによるPIO転送しかできない

IDEだと、ハードディスクのアクセス

がCPUを占有するため、低速なCPUで

はほかのプロセスに対するレスポンス

まで悪くなってしまうからである。

しかし、マシンの全体的なパフォー

マンスが急速に上がり、大容量のメモ

リが使え、さらにバスマスタ方式が登

場したりと、IDEのハードディスクで

も遅く感じなくなってきたのだ。現在

購入できるIDEのハードディスクは、

10～15Gバイトで1万5000円程度。

SCSIでは、9Gバイトで3万円程度だ。

確かにアクセスの多いサーバでは、

SCSIのドライブのほうが現在でも信頼

性はずっと高い。また、10000rpmと

いうとてつもなく高回転でアクセスの

速いドライブもSCSIには存在してい

る。だが、SCSIのハードディスクは高

価で、高速なドライブになれば、マシ

ンが暴走してしまいそうなくらい発熱

が大きく、しかもうるさい。さらに、

SCSIデバイスを接続するためのアダプ

タカードも別途用意しなければならな

い。

IDEなら同じ金額で、安価なハード

ディスクと、最近安定性がかなり上が

ったATAPIのCD-RドライブやMOド

ライブなどのバックアップデバイスを

購入してもお釣りがくる。しかも、同

じ予算ならIDEのハードディスクでは、

SCSIよりも2～5倍の容量のドライブが

購入できる。

また、最近では一般的になってきた

Ultra-ATA66のIDEのドライブでは、

最大転送速度が66Mバイト／秒とな

り、Ultra2 SCSIのドライブの40Mバ

イト／秒と比べてみても高速だ。確か

にこれらの数値は理論値にしかすぎな

いが、同等程度かそれより少し遅いく

らいの速度が実現できれば、IDEのほ

うがコストパフォーマンスが高いのは

明らかだ。

社内のファイルサーバやルータマシ

ンなら、IDEのハードディスクでもま

ったく問題ない。それに、サーバの負

荷を気にするのなら、IDEやSCSIより

もメモリを増やしたほうがいいかもし

れない。

さて、SambaやNetatalk、NFSなど

を利用できるようにしたLinuxのサー

バがあれば、Windows、MacOS、

LinuxとOSに左右されずにデータの共

有ができるので、データを何でもサー

バ上に置きたくなる。

データをサーバに置いておけば、い

ろいろなソフトウェアをインストール

して不安定になりがちなクライアント

マシンがたとえダウンしたとしても、

大事なデータは大丈夫である。さらに、

一括してバックアップできるところも

便利なところだ。そうなると、Linux

のサーバにも大容量のハードディスク

が欲しい。

以前、本誌で「5万円で作るLinuxマ

シン」という記事で実際にマシンを組

み立てたが、そのときにはIDEの4Gバ

イトのハードディスクを使った。当分

は問題ない考えていた4Gバイトのハー

ドディスクも、その後またたく間に容

量不足に陥ってしまった。画像や音声

データ、日々大量に届くメールマガジ

ンの数々をサーバ上に置いていたら、

あっという間に容量が足りなくなって

しまったのだ。

そこで、大容量のIDEのハードディ

スクを増設して、容量不足を一気に解

消したい。Linuxのハードディスク増

設では、最後のマウント作業以外は、

Windowsで増設するときとやることは

それほど変わらない。今回は13Gバイ

トのIDEハードディスクを増設してみ

ることにする。

IDEのハードディスクの場合には、

マザーボード側がその容量に対応して

いるかどうかが最初のポイントになる

（画面1-1）。もし、少し古いPCやマザ

ーボードなどで、8.4Gバイト以上に未

対応のときには、BIOSのアップデート

で対応できることもあるので、PCメー

カーやマザーボードメーカーのホーム

ページを調べてみよう。

AT互換機のマザーボードのチップ

セットにはIDEディスクコントローラ

が内蔵されていて、プライマリとセカ

ンダリにそれぞれ2台ずつ、合計4台の
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富士通のFM WORLDのサポートページには、8.4Gバイ
トを超える容量に対応している機種が掲載されている

データをサーバ上に
置いて共有する

Linuxから見た
IDEのデバイス

IDEのハードディスクを増設しよう
文：上間俊雄　Text: Toshio Uema
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IDEデバイスを接続することができる。

また、プライマリに接続できる2台の

デバイスは、マスタとスレーブという

ように分かれている。セカンダリにつ

いても同様だ。ATAPI（IDE）のCD-

ROMドライブは、プライマリかセカン

ダリのスレーブ側に接続されているこ

とが多い。筆者の環境では、プライマ

リのマスタに4Gバイトのハードディス

ク、プライマリのスレーブにCD-ROM

ドライブが接続されている。今回の

13Gバイトのハードディスクは、セカ

ンダリのマスタに接続することにする。

さて、Linuxから見たIDEのデバイ

スは、「/dev/hd?」というような表し

方になっている。「?」の部分には「a」

「b」「c」「d」が入り、表1-1のように

なる。さらにハードディスクの内部を

区切ってパーティションに分ける場合、

「/dev/hda1」というように番号が割り

振られる。

IDEハードディスクの増設には、い

くつかのステップを踏んで行う。途中

まではAT互換機のすべてのOSに共通

だ。まず、ハードディスクのジャンパ

設定をして、マスタかスレーブのどち

らかのジャンパピンを止める。

ハードディスクは説明書のない状態

で販売されていることが多いので、メ

ーカーのWebサイトを参考にして設定

するとよい（表1-2）。今回は、マスタ

に設定した。ジャンパピンの設定が終

われば、IDEケーブルをマザーボード

にあるIDEのセカンダリポートとハー

ドディスクにそれぞれ接続して、あと

は電源コネクタを接続する。

■BIOSの設定

接続が終わったなら、さっそく電源

を起動しよう。このときにBIOSでハー

ドディスクを認識させるためにマザー

ボードのBIOSメニューを起動する。

BIOSメニューの起動の仕方はマザーボ

ードによって違うが、たいていは起動

時のメモリチェックが終了するまでに

キーボードの［Del］キーか［F1］キ

ーを押す。ここでは、AWARD BIOS

を例に話を進めることにしよう。

AWARDでは起動時に［Del］キー

を押すことでBIOSが起動する。まず

は、「STANDARD CMOS SETUP」

で「 HARD DISK」 の「 Secondary

Master」の「TYPE」を“Auto”に

する。次に、右端の「MODE」は

“LBA”とした。

このLBA（Logical Block Address）

はハードディスクへアクセスするとき

に、論理ブロックアドレスでその位置

を指定する。“CHS”というモードも

あって、ハードディスクの物理的なシ

リンダ、ヘッド、セクタという3つのパ

ラメータで位置を指定する。CHSでは

8.4GB以上のアドレスを指定できない。

さて、これが終わったなら、ハード

ディスクを認識するかどうか「IDE

HDD AUTO DETECTION」でチェ

ックしてみよう。Secondary Master

のハードディスクが認識されているよ

うであれば、BIOSの設定を書き換えて

L i n u x を起 動 する。 ここまでは

Windowsでも同様だ。

■パーティションの設定

増設ハードディスクの設定を行うた
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マザーボード 
セカンダリ 

プライマリ 

 マスタ 
（ハードディスク） 

 スレーブ 
（CD-ROMドライブ） 

マスタ  
（ハードディスク） 

図1-1  IDEデバイスの接続イメージ（今回は、セカンダリのマスタに増設した）

プライマリのマスタ /dev/hda

プライマリのスレーブ /dev/hdb

セカンダリのマスタ /dev/hdc

セカンダリのスレーブ /dev/hdd

表1-1  IDEのデバイス

表1-2 ハードディスクメーカーのジャンパ設定のWebページ

メーカー URL

Quantum http://www.quantum.com/support/hdd/hdd_support_ata.htm

IBM http://www.storage.ibm.com/storage/techsup/hddtech/instgde.htm

Western Digital http://www.wdc.com/service/FAQ/jumpers.html

Maxtor http://www.maxtor.com/products/products.html

Seagate http://www.seagate.com/support/disc/specs/interface_ata_st3.html

Fujitsu http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/hdd/drive/disk.html

増設の手順



めにLinuxを起動するときには、でき

るだけシングルユーザーモードで起動

させよう。このシングルユーザーモー

ドとは、文字通りスーパーユーザー1人

だけがコンソールからアクセスする方

法で、外部からtelnetでアクセスした

りできず、スーパーユーザーが指示し

ない限りファイルを書き換えたりもし

ない。そのため、バックアップや、ロ

グなどの情報を厳密に管理できるモー

ドだ。マシンへのアクセスの多いサー

バの場合には、とくにこのモードで設

定するようにしたい。起動時にシング

ルユーザーモードで起動する場合には、

liloのブート指定の「LILO boot:」の

状態で、「linux 1」とか「linux -s」と

オプションを付けて起動する。なお、

“linux”の部分は「/etc/lilo.conf」で

Linux起動時のlabelに書かれたものを

入力する。すでにLinuxが起動してい

るときには、スーパーユーザーで「/sbin

/shutdown -a now」とすることでシ

ングルユーザーモードに移行する。

Linuxではfdiskなどを使ってLinux

用のパーティションを切る。Debian

GNU/Linuxなどでは、cfdiskというパ

ーティションを設定するツールが用意

されている。fdiskはパーティションを

切りたいドライブをオプションで指定

して起動する。今回はセカンダリのマ

スタのパーティションを区切るので、

「fdisk /dev/hdc」とする。fdiskの使

い方は、インストールのときと同様だ。

今回は、13Gバイトを丸々1パーティシ

ョンとして、Linuxのパーティション

を作成した（画面1-2）。

■ファイルシステムの作成

Linux用のパーティションを作成し

たら、次はLinuxのファイルシステム

（Ext2）の作成だ。これはDOSや

WindowsでいうところのFORMATコ

マンドだ。ファイルシステムの作成に

は、mke2fsコマンドにパーティション

名を指定して使う。

# mke2fs /dev/hdc1

通常はオプションを指定せずにファ

イルシステムを作成してよいが、オプ

ションを指定すれば細かく設定できる。

なお、不良ブロックがないかどうかテ

ストをしてからファイルシステムを作

成するときには、「-c」オプションを付

ける。その場合、大容量のハードディス

クではチェックの時間がかなりかかる。

■ファイルシステムをチェック

MS-DOSやWindowsではscandiskと

いうファイルシステムをチェックする

プログラムがあるが、Linuxでもfsck

というプログラムが用意されていて、

Ext2ファイルシステム版のe2fsckとい

うプログラムが用意されている。

e2fsckはExt2のファイルシステムを

チェックして、問題があれば修復して

くれる。使い方は、e2fsckにパーティ

ション名を指定する。

# e2fsck /dev/hdc1

もし問題が起きているときには、修復

するかどうか確 認 してくるので

（yes/no）のどちらかを入力する。こ

れが面倒な場合には、オプションに「-

p」を指定することで、自動的に修復

する。

■ファイルシステムをマウントする

Linuxではいくらファイルシステム

を作成しても、マウントしなければ実

際に利用することはできない。そこで

ファイルシステムをマウントしよう。

あらかじめマウントするディレクトリ

を作成しておく。

# mkdir /home/data

ファイルシステムのマウントは、フ

ロッピーディスクやCD-ROMと同様に

mountコマンドを利用する（画面1-3）。

たいていの場合はマウントするファ

イルシステムのタイプを指定しなくて

も、プログラム側でスーパーブロック

からファイルシステムを判別するので、

# mount /dev/hdc1 /home/data

と行ってもよいだろう。

アンマウントするには、
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画面1-2  fdiskコマンドでパーティションを設定する

# fdisk /dev/hdc

Command (m for help): n 新パーティションの作成

Command action

l   logical (5 or over)

p   primary partition (1-4)

p プライマリパーティションの作成
Partition number (1-4): 1 作成するパーティション番号の指定
First Cylinder: 1 シリンダ範囲の指定（スタート）
Last Cylinder: 1582 シリンダ範囲の指定（エンド）

Command (m for help): w パーティションテーブルを書き換えて終了

〜



# umount /dev/hdc1

とする。ただし、アンマウントしたい

ファイルシステムにあるファイルが開

かれた状態であるとアンマウントでき

ない。カレントディレクトリをそこに

移動している場合も同様でアンマウン

トできないので注意しよう。

■起動時にファイルシステムをマウントする

マウントするにはコマンドを入力し

なければならない。だとすると起動時

にはマウントできないはずだが、

「/etc/fstab」というファイルに情報を

書き込んでおくことで起動時にマウン

トするようになる。fstabはスーパーユ

ーザーの状態からエディタで編集する。

# vi /etc/fstab

ここでは、行ごとに1つのマウント設

定となっている。1番目のパラメータに

ファイルシステムのパーティション、2

番目のパラメータにマウントするディ

レクトリ、3番目のパラメータにファイ

ルシステムのタイプを入力する。

4番目のパラメータには、マウントす

るときのオプションを指定する。ハー

ドディスクの場合「defaults」と設定

すればよい。たとえばCD-ROMなどは

「user」を設定すると、一般ユーザー

がマウントできるようになる。オプシ

ョンの詳細は「man mount」で確認

してほしい。

5番目のパラメータは、ダンプといっ

て、削除したファイルを復元できるよ

うにするかどうかを設定する。ここで

のパラメータは、「0」（ダンプしない）、

「1」（ダンプする）のどちらか。たとえ

ば、「/tmp」や、プロキシキャッシュ

のディレクトリはダンプする必要がな

いので、「0」にする。

最後に6番目のパラメータは、起動

時にfsckを実行するかどうかを設定す

る。ここでの設定は3種類あり、数値

で表わす。「0」はfsckをしない。「1」

は「/」（ルート）のファイルシステム

でfsckをする。「2」は、「/」（ルート）

以外のファイルシステムでfsckをする

（画面1-4）。

設定したら、あとはマシンを再起動

すると自動的にマウントされるように

なる。

増設したハードディスクがLinux上

で使えるようになったら、ハードディ

スクを圧迫していたデータを移動させ

よう。もちろん、このときもデータが

確実に移動できるようにシングルユー

ザーモードで作業をする。また、先ほ

ど設定した/etc/fstabの内容を反映さ

せないように「/dev/hdc1」をコメン

トアウトし、すでにマウントしている

なら、umountコマンドでアンマウント

しておこう。

まず、Windowsで共有ディスクとし

て利用しているsambaのディレクトリ

が一番圧迫していそうなので、/home

/samba/のディレクトリの容量をduコ

マンドで調べてみた。

# du -ms /home/samba/

オプションに「-m」と付けることで、

Mバイト単位で容量を表示してくれる。

調べてみると、かなりハードディスク

を圧迫しているので、/home/samba/

ディレクトリを新しいハードディスク
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# <file system> <mount point>   <type>  <options>               <dump>  <pass>

/dev/hda1       /               ext2    defaults,errors=remount-ro   0      1

/dev/hda2       none            swap    sw                      0       0

/dev/hda3       /usr            ext2    defaults                1       2

/dev/hda5       /var            ext2    defaults                1       2

/dev/hda6       /home           ext2    defaults                1       2

proc            /proc           proc    defaults                0       0

/dev/hdc1       /home/data      ext2    defaults                1       2

# mount -t ext2 /dev/hdc1 /home/data

マウントするディレクトリ

マウントするパーティション

ファイルシステムのタイプ

画面1-4  /etc/fstabを設定して、増設したハードディスクを起動時にマウントする

画面1-3  マウントコマンドの指定

# mv /home/samba/ /home/samba.old/ 現sambaのディレクトリ名を変更
# mkdir /home/samba/ 新sambaのディレクトリ名を作成
# mount -t ext2 /dev/hdc1 /home/samba/ マウント
# df マウントしているファイルシステムを調べる。

Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on

/dev/hda1              3973832   1184452   2583750  31% /

/dev/hdc1             12229366         1  11593996   0% /home/samba

画面1-5  現在のSambaディレクトリはリネームしておき、/dev/hdc1を/home/sambaにマウントする

ファイルのコピー方法



に移行させることにする。

さて、マウントしなければLinuxで

利用できないので、ハードディスクを

マウントさせるが、このときに移動し

た後にも/home/samba/を利用したい。

そうすることで、あとで/etc/smb.conf

を書き換えたりしなくても済むからだ。

まず、/home/samba/のディレクトリ

名を/home/samba.old/に変更した。

次に、新しいハードディスクで使用す

る/home/samba/というディレクトリ

を作成する（画面1-5）。

これで、新しくマウントするための

環境ができたので、mountコマンドで、

新しいハードディスクを/home/samba/

のディレクトリにマウントする。実際

にマウントできているかどうか調べる

ためにdfコマンドを使用した（画面1-

5）。

マウントできているようなので、cp

コマンドを利用して実際にファイルを

コピーしよう（画面1-6）。このときに

注意して欲しいのが、読み書き実行の

権限と所有者についてだ。コピーする

ときには、cpコマンドに「-a」とオプ

ションをつけて実行する。このオプシ

ョンの「-a」はファイルの内容から権

限や所有者について忠実に保ったコピ

ーとなる。シンボリックリンクは、リ

ンク先のファイルをコピーするのでは

なく、シンボリック自体をコピーする。

オプションの「-a」自体は「-dpR」と

したときと同じだ。

コピーが終わったなら、あとは/etc

/fstabの内容をviなどのエディタを使っ

て書き換え、再起動した後も新しいハ

ードディスクに/home/samba/をマウ

ントさせるようにする（画面1-7）。

これで、共有ディスクを移行するこ

とができた。少し使ってから問題がな

いようであれば古いsambaディレクト

リを削除しよう。

# rm -rf /home/samba.old/

■tarを利用した方法

今回はcpコマンドを利用した方法を

紹介した。LinuxのほぼすべてがGNU

のcpを利用しているため、問題は起き

ないのだが、本来、GNUでないcpでは

純粋にファイルのコピーしか行うこと

ができないものがあり、そのような場

合、シンボリックリンクやファイルの

パーミッションが反映されない。そこ

で、ディレクトリを含めた複数ファイ

ルをひとつアーカイブにしたり、展開

したりするtarがよく利用されてきた。

先程のcpコマンドでコピーするところ

で、画面1-8のような使い方でもファ

イルをコピーできる。コマンドで「()」

の部分は1つのプロセスで動かすように

命令している。一見するとどこか別の

テンポラリにtarでアーカイブをしてい

るようだが、ここでは、メモリ上でア

ーカイブをしつつ、「¦（パイプ）」でそ

のまま展開している。

■rsyncを利用した方法

rsyncは、サーバ間の2つのディレク

トリやファイルの同期を取るソフトで

あるが、性質上ファイルのコピーとし

ても使うことができる。本来は、ssh

などを併用して暗号化した情報のやり

取りとして利用されている。利用方法

は、tarと同様にcpコマンドの代わりに

利用すればよい（画面1-9）。
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ハードディスクを増設したら古いハード

ディスクにあるディレクトリを新しいハー

ドディスクに移動することもあるだろう。

この場合、「du」というコマンドを利用し

て、どこにどれくらいの容量が利用されて

いるのか調べることができる。

「du」のあとには、ディレクトリを指定

すると、そのディレクトリの階層以下の容

量が表示される。このときに、“-b”とオ

プションを指定すればバイト単位で、“-k”

とするとkバイト単位、“-m”でMバイト単

位での表示される。しかし、「du」で見た

場合、サブディレクトリ全部が見えてしま

う。これだと、見にくくなるので、「du -s」

とすることで、ディレクトリ全体の容量が

表示される。

また、既存のファイルシステムの利用状

況を確認するには、「df」というコマンド

を利用する。「df」コマンドでも「df -k」

とするとkバイト単位、「df -m」とすると

Mバイト単位で確認することができる。

Column

容量を確認する

# rsync -auvb --exclude '*~' /home/samba.old/ /home/samba/

元データ 出力先

画面1-9   rsyncプログラムでファイルをコピーする方法

# (cd /home/samba.old/ ; tar cf - . ) | ( cd /home/samba/ ; tar xvfp - )

画面1-8  tarプログラムでファイルをコピーする方法

/dev/hdc1       /home/samba      ext2    defaults                1       2

画面1-7  /etc/fstabを書き換えて、起動時からマウントされるようにした

# cp -a /home/samba.old/. /home/samba コピー

画面1-6  以前のsambaでディレクトリから新しいファイルをコピーする
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122～126ページでは、IDEハードデ

ィスクをLinux PCに増設する手順を

紹介した。しかし、PC互換機の古くか

らの仕様にどっぷりはまったIDEには、

ユーザーにとって「はまり」やすいワ

ナが多く存在する。ここでは、そうし

たIDEに絡む細かい問題とその解決方

法を解説していく。

なお対象はデスクトップPCであり、

ノートPCについては当てはまらない場

合があることに留意していただきたい。

またハードディスクの容量は、1Kバイ

ト＝1000バイトで換算されるのが慣例

なので、記事内でもこれに従っている。

1Kバイト＝1024バイトではないので注

意されたい。

IDEハードディスクには、歴史的な

理由からその全記録容量が使えない

「容量の壁」という障害が生じる場合

がある。容量の一部でも使えればよい

のだが、最悪の場合、起動時にハング

アップしてしまうことすらあり、厄介

な問題といえる。

■ジオメトリパラメータ

図2-1は、ソフトウェアからハードデ

ィスク内の各セクタを指し示す（アド

レッシングする）2種類の方法を示し

ている。古いIDEハードディスクは、

図2-1の左図のように、アクセス対象

のセクタを3つのパラメータで指し示す

必要があった。すなわち、記録トラッ

クを選択する「シリンダ（Cylinder）」

と、何枚かあるプラッター＊1の記録面

を選択する「ヘッド（Head）」、そして

1シリンダ中の記録箇所を選択する

「セクタ（Sector）」である。セクタの

物理的な位置を指し示すこれらはジオ

メトリパラメータと呼ばれる。また3つ

のパラメータの頭文字からCHSパラメ

ータなどともいわれる。

一方、図2-1の右図のLBA（Logical

Block Addressing）は、ディスク内

の全セクタ（ブロックとも呼ばれる）

に0から順番に論理的な番号を割り当

てておき、その論理番号でセクタを指

定するという方式だ。CHSパラメータ

によるアドレッシングに比べるとLBA

は、ソフトウェアから見ると、ディス

クの物理的な構造を意識する必要がな

く、またパラメータが1次元なので扱い

やすい。そのため、現在ではLBAでア

クセスするのが一般的になっている。

しかしPCの世界では、旧来のソフト

ウェアとの互換性を維持するのが重要

視されるため、今でもそこかしこに

CHSパラメータの呪縛が残ってしまっ

ている。たとえば画面2-1のように

BIOSセットアップでは、IDEハードデ

ィスクのCHSパラメータの最大値を設

定する必要がある。ハードディスクの

先頭セクタに書き込まれるパーティシ

ョンテーブルも、CHSパラメータでパ

シリンダ数 ヘッド数

セクタ数

Autoなら起動時に
自動設定される

変換モード

変換モード

シリンダ0,1,...

ヘッド0,1,....

セクタ1,2,...
ブロック0,1,...

1 26362 3 4 ...

201202

3 41 2100

CHSによるアドレッシングの場合 LBAの場合 

...

図2-1 CHSパラメータによるアドレッシングとLBAの違い

画面2-1 AWARD BIOSにおけるCHSパラメータの設定

左画面はCHSパラメータを自動検出したところ。BIOS内部でのパラメータ変換方式が3種類あり、CHSパラメータの
値もそれぞれ異なる。この検出結果を有効にすると右画面のように実際にパラメータが設定される。

＊1 プラッター
ハードディスクに内蔵される記録ディスクの1つ
を指してこう呼ぶ。通常のハードディスクでは、
内部に複数枚のプラッターが格納されており、そ
れらの表／裏の両面に磁気記録を行なう。

「容量の壁」を克服する

最新IDEハードディスクのメリットを引き出す



ーティションの位置やサイズが表現さ

れる。

ちなみにCHSパラメータが実際のデ

ィスク構造と一致していたのは、容量

が100Mバイト以下とまだまだ小さかっ

たころまでの話で、画面2-1左側にあ

るCHSパラメータのように、ヘッド数

が実際に16あるいは255もあるわけで

はない。過去との互換性を維持するた

めに、ディスクの全容量を表すCHSパ

ラメータが必要なので、帳尻を合わせ

て各パラメータの数値が設定されてい

るだけだ。

容量の壁がある原因は、ほとんどが

CHSパラメータ絡みである。

■8.4Gバイトの壁

PCの電源が入ってOSが起動するま

では、ディスクB IOSが提供する

Int13Hファンクションを使ってディス

クをアクセスするのが普通である。こ

れまでInt13Hファンクションでのアド

レッシングにはCHSパラメータが使用

されてきた。その際、シリンダは0～

1023、ヘッドは0～255、セクタは1～

63の範囲でしか指定できない。そのた

め最大で約1652万セクタ、つまり約

8.4Gバイトまでしかアドレッシングで

きないのだ。OSが起動すればBIOSは

使わずにすむので、この8.4Gバイトの

壁は直接関係しない。しかしOS自体は

ハードディスクの先頭から8.4Gバイト

以内に配置しないと起動できない、と

いった制限が生じてしまうのだ（133ペ

ージのコラムにあるようにLinuxも該

当する）。またDOSやWindows 3.1／

9xのfdiskのように、ディスクBIOS経

由でパーティションを設定するツール

でも、この制限に引っかかるので、

8.4Gバイトを超える領域は扱えない。

現在は拡張Int13Hファンクションが

定義されており、64ビットの論理番号

を扱えるLBAが利用できる。もちろん

それには、ディスクB IO Sに拡張

Int13Hファンクションが実装されてい

る必要があるし、ディスクBIOSを呼び

出す側も、この新しいファンクション

をサポートしなければならない。非常

に大雑把だが、BIOSの日付が1997年以

前なら拡張Int13Hファンクションが実

装されていない可能性が高いので注意

したい。

■そのほかの容量の壁

8.4Gバイト以外にも容量の壁は存在

する。もっとも古いのは528Mバイト

で、IDEハードディスク自身とInt13H

ファンクションがそれぞれ受け入れ可

能なCHSパラメータの上限が異なって

いるのが原因だった。この問題を解決

すべくIDEハードディスクに実装され

たのが前述のLBAである。

一部のBIOSでは、2.1Gバイトまたは

4.2Gバイトを超えるハードディスクを

接続すると、全容量が認識できないば

かりか、PCがハングアップするという

障害が生じた。どちらもBIOS内部で

CHSパラメータの取り扱いに問題があ

ったのが原因だった。またつい最近で

は、33.8Gバイトを超えるハードディス

クをAWARD BIOS 4.5xのPCに接続

すると、やはり起動時にハングアップ

するという問題も出ている。

■容量の壁を解消する方法

以上は、すべてディスクBIOSに由来

する障害であり、このほかにもOSやユ

ーティリティのせいで容量の壁が生じ

る場合もある。Linuxに関しては133ペ

ージのコラムを参照していただきたい。

ここではディスクBIOSによる容量の壁

を解消する方法を示そう。

根本的に解決するにはディスクBIOS

をアップデートすることである。マザ

ーボード上のIDEコントローラにハー

ドディスクを接続しているなら、バグ

の解消されたバージョンまでシステム

BIOSをアップデートする。ところが古

いマザーボードではメーカーによる

BIOSアップデートが滞っている場合も

珍しくない。そこで、拡張Int13Hファ

ンクションなどに対応した最新のIDE

カードを購入して、IDEインターフェ

イスごとディスクBIOSまで代替してし

ま う と い う 手 が あ る 。 今 な ら

UltraDMA/66に対応したPCIカードを

選ぶのが順当だろう。131～133ページ

では、PCI-IDEカードをLinuxに導入

する手順を紹介しているので参照して

いただきたい。

ソフトウェアでディスクBIOSを入れ

替えるという手もなくはない。海外の

IDEハードディスクメーカーは、PCが

起動してOSがロードされる直前に、デ

ィスクBIOSをソフトウェア的に差し替
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強制的に転送モードを設定するメニュー

Ultra DMAの有効／無効を設定するメニ
ュー

IDEコントローラチップの有効／無効を
設定するメニュー

画面2-2 AWARD BIOSにおけるIDEイン
ターフェイス関連の設定
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えるユーティリティを無償配布してい

る（ほとんどはOnTrack製DiskMana

gerがもとになっているようだ）。ほと

んど追加投資がないのがメリットだが、

パーティションの管理方法が特殊なの

で、OSによってはインストールできな

いことがある。DOSやWindows 3.1／

9xだけでPCを使うならよいが、ほかの

OSまで使うのはかなり面倒なので、

Linuxユーザーにはお勧めできない。

最近のハードディスクは容量だけで

はなく速度も高められている。しかし

IDEインターフェイスの転送レートが

遅いと、せっかくの高性能も発揮しき

れない。そこで現在最速の転送モード

UltraDMA/66を使う条件を知ってお

こう。

■転送モードとは？

PC側のIDEインターフェイスとIDE

デバイス（ハードディスクやCD-ROM

ドライブ）の間は、規格で定められた

転送モードでデータのやり取りを行っ

ている。IDEの規格はANSI（米国規

格協会）で規定されており、最新のド

ラフト（正式規定前の仕様書）は

ATA/ATAPI-5である。その中では、

PIOモードとマルチワードDMAモー

ド、そしてUltra DMAモードという3

種類の転送モードが規定されている。

PIOモードは、x86 CPUのループ命

令などでデータを転送するのに使われ

る。最上位のPIOモード4で16.6Mバイ

ト/秒まで発揮できるが、実質は4～

7Mバイト/秒前後で頭打ちになること

が多い。また他のデバイスの割り込み

要求を邪魔するといったデメリットも

あり、互換性維持のために存在すると

いってもよいだろう。

マルチワードDMAモードは一度に

複数のデータをDMA転送できるモー

ドで、CPUパワーをあまり必要としな

いメリットがある。最大転送レートは

モード2で16.6Mバイト/秒だ。この速

度をさらに高めたのがUltra DMAモ

ードで、現在はモード0～4まで規定さ

れている。モード2がUltraDMA/33

（33Mバイト/秒）、モード4がUltraDMA

/66（66Mバイト/秒）に該当する。

■UltraDMA/66を使うのに必要な条件

最新のIDEハードディスクはどれも

UltraDMA/66に対応しているので、

今ハードディスクを購入するなら

UltraDMA/66モードで利用したいと

ころだ。しかし、それにはハードディ

スク以外にBIOSとIDEコントローラ、

IDEケーブル、OS用ドライバのすべて

がUltraDMA/66をサポートしていなけ

ればならない。

Ultra DMAモードをサポートしてい

るマザーボードの場合、画面2-2のよ

うにBIOSセットアップでUltra DMA

モードを有効／無効にする、あるいは

強制的にPIOモードに設定する、とい

ったことが可能だ。通常はUltra DMA

を有効にし、モードは自動判別させる

よう設定する。するとOSが起動する直

前、画面2-3のようにIDEハードディス

クの検出状況が表示される（ここで

Pauseキーを押せばスクロールして消

えるのを防げる）。このマザーボードは

UltraDMA/66非対応なので、マザー

ボード上のIDEインターフェイスにつ

ないだ2台のハードディスクは、画面2-

3上のように「UDMA 33」、つまりUltra

DMA/33としか認識されない。一方、

ドライブの種別、容量、
転送モードが確認できる

画面2-3 IDEハードディスクの状態
確認

上がAWARD BIOS、下がPromise製
Ultra66カードのIDEデバイス検出結
果。ここでIDEデバイスの状態が正し
く表れないと、OSからも使えない可
能性が高い。

写真2-1 UltraDMA/66対応（左）と非対応（右）
のケーブル

非対応ケーブルはケーブル中の信号線（40本）とコネ
クタのピンが 1 対 1 に接続されている。一方、
UltraDMA/66対応ケーブルは、ケーブル中の信号線数を
80本に増やし、うち半分をグラウンド（基準電位、0V）
につなぐことで、残りの40本の信号線同士が干渉しあ
って信号の波形が乱れるのを防いでいる。

表2-1 UltraDMA/66を有効／無効にするユーティリティ

メーカー名 URL

IBM http://www.storage.ibm.com/techsup/hddtech/welcome.htm

Maxtor http://www.maxtor.com/library/main.html

Quantum http://www.quantum.com/support/csr/software/csr_software.htm

Seagate Technology http://www.seagate.com/support/disc/drivers/index.html

Western Digital http://www.wdc.com/translate/jp/drives.html

IDEの高速転送モードを
使いこなす



UltraDMA/66対応IDEカードである

Promise製Ultra66では、同じハードデ

ィスクが画面2-3下のように「Ultra

DMA 4」、つまりUltraDMA/66と認

識される。

IDEケーブルもUltraDMA/66専用

のものが必要だ（写真2-1）。高い転送

レートでも信号を確実に伝送するには、

こうした「特殊」なケーブルを使わな

ければならない。UltraDMA/66対応

IDEコントローラは、ケーブルが対応

品かどうか検出できるので、非対応品

を使うとUltraDMA/33以下のモード

に変更してしまう場合がある。

UltraDMA/66対応IDEコントロー

ラには、メーカー製のUltraDMA/66

対応ドライバが用意されているのが普

通だから、ほかのコンポーネントに比

べると敷居は低い。ただしLinuxは例

外で、131～133ページで解説している

ような設定が必要である。また、BIOS

でUltraDMA/66利用可能と設定する

かあるいは自動検出されないと、OSレ

ベルでもドライバの初期化で失敗して

UltraDMA/66モードにならないことが

ある。

必要条件はまだある。UltraDMA/66

対応ハードディスクのなかには、Ultra

DMA/66非対応のシステムでトラブル

が生じないよう、出荷時にUltraDMA

/33までしか利用できないようにされて

いる製品もある（今回購入したなかで

は Seagate Technology製Barracuda

ATAというハードディスクがそうだっ

た）。これを解決するには、メーカーの

Webサイト（表2-1）からUltraDMA/66

を有効／無効にするユーティリティを

ダウンロードして設定し直すことだ。

実行にはDOS環境が必要なのでLinux

ユーザーは注意しよう。

表2-2は、1999年12月時点で秋葉原

のPCパーツショップ店頭に並んでいた

主なIDEハードディスクの一覧である。

これからIDEハードディスクを購入す

る際の参考にしていただきたい。備考

に「一世代前」などと記してある製品

でも、発売されたのは今年の後半から

だったりするので、決して価値のない

旧式というわけではない。ただ、IDE

ハードディスクの世代交代が非常に速

いだけだ。世代間でそれほど性能が変

わらないハードディスクもあるので、

安価な旧モデルを購入するのもよいだ

ろう。

最新モデルの性能については、136

～138ページのベンチマークテスト結果

を参考にしていただきたい。
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記録容量

10.1G～15.2Gバイト

20.3G～25Gバイト

15G～22.5Gバイト

30G～37.5Gバイト

9.1G～22Gバイト

13.6G～34.2Gバイト

13.6G～36.5Gバイト

10.2G～40.9Gバイト

6.5G～27.2Gバイト

4.3G～17.4Gバイト

10.2G～20.5Gバイト

6.8G～27.3Gバイト

6.4G～20.4Gバイト

4.3G～26Gバイト

6.4G～18.2Gバイト

6.8G～27.3Gバイト

8.4G～17.2Gバイト

4.3G～8.4Gバイト

4.3G～17.2Gバイト

10.2G～28Gバイト

4.3G～30.7Gバイト

10.2G～27.3Gバイト

製品名

IBM

Deskstar 25GP

Deskstar 37GP

Deskstar 22GXP

Deskstar 34GXP

Maxtor

DiamondMax 36

DiamondMax 40

DiamondMax 6800

DiamondMax VL 17

DiamondMax VL 20

DiamondMax Plus 6800

Quantum

Fireball CX

Fireball lct

Fireball Plus KA

Fireball Plus KX

Seagate Technology

Medalist（UltraDMA/66）

U4

U8

Barracuda ATA

Western Digital

Caviar

Expert

型番

DJNA-35xxx0

DPTA-35xxx0

DJNA-37xxx0

DPTA-37xxx0

9xxxxUx

9xxxxUx

9xxxxUx

9xxxxUx

9xxxxUx

9xxxxUx

FBCXxx.xAT

FBLCTxx.xAT

FBKAxx.xAT

FBKXxx.xAT

ST3xxxxxA

ST3xxxxxA

ST3xxxxxA

ST3xxxxxA

WDxxxAA

WDxxxBA

回転速度

5400RPM

5400RPM

7200RPM

7200RPM

5400RPM

5400RPM

5400RPM

5400RPM

5400RPM

7200RPM

5400RPM

5400RPM

7200RPM

7200RPM

5400RPM

5400RPM

5400RPM

7200RPM

5400RPM

7200RPM

キャッシュ容量

512Kバイト

2Mバイト

512Kバイト

2Mバイト

2Mバイト

2Mバイト

2Mバイト

2Mバイト

512Kバイト

512Kバイト

512Kバイト

2Mバイト

512Kバイト

512Kバイト

512Kバイト

512Kバイト

512Kバイト

256Kバイト

512Kバイト

512Kバイト

2Mバイト

2Mバイト

IDEハードディスクを
購入する

備考

DPTAより一世代前の価格重視モデル

最新の価格重視モデル

DPTAより一世代前の性能重視モデル

最新の性能重視モデル

40より一世代前のメインストリーム・モデル

最新のメインストリーム・モデル

40より二代前のメインストリーム・モデル

VL 20より一世代前の価格重視モデル

最新の価格重視モデル

6800の性能重視モデル

lctより一世代前の5400RPMモデル

最新の価格重視モデル

Plus KXより一世代前の性能重視モデル

最新の性能重視モデル

Barracuda ATA以前の性能重視モデル

U8より一世代前の価格重視モデル

最新の価格重視モデル

最新の性能重視モデル

価格重視モデル

性能重視モデル
表2-2 市販されている主なIDEハードディスク（1999年12月秋葉原にて調査）



最新のUltraDMA/66に対応したハ

ードディスクを手に入れたなら、やは

り転送モードは最速のUltraDMA/66

で使いたいのが人情というものだろう。

Linuxの場合、カーネル2.2以降なら

UltraDMA/33までは標準的にサポー

トされており、多くのディストリビュ

ーションでは何も設定しなくても

UltraDMA/33でハードディスクを駆動

できる。たとえばCeleron／Pentium

II／IIIシステムにもっとも多く使われ

ているIntel 440BXチップセットの

IDEコントローラ（写真3-1）なら、

そのままUltraDMA/33が利用できる

はずだ。

しかし、ここで扱うProm i s e製

Ultra66カード（写真3-2）をはじめと

するUltraDMA/66に対応したドライ

バは、Linuxの開発版カーネル2.3.xか

ら収録されており、2.2では標準サポー

トされていない。ただし、パッチをあ

てることで安定版カーネル2.2.xのまま

でUltraDMA/66に対応することはで

きる。ここでは、440BX搭載マザーボ

ードのPCにUltraDMA/66対応ハード

ディスクを組み込んでLinuxをインス

トールした状態を想定し、そこから

IDEコントローラをUltra66カードに差

し替える方法を探ってみる。

UltraDMA/66対応がまだ標準リリ

ースに取り込まれていない機能である

以上、ある程度のリスクは覚悟しなけ

ればならない。少なくともパッチと共

に配布されているドキュメント類はか

ならず目を通すようにしよう。

Linuxに新しいドライバをインスト

ールする場合、多くはカーネルのリコ

ンパイルが必要なので、手順はちょっ

と面倒だ。このUltraDMA/66対応ド

ライバの場合、カーネルの設定も変更

が必要になるので注意深く作業したい。

■カーネルとパッチの入手

今回用いたドライバは、カーネル2.2

のブロックデバイスサポートを開発版

カーネル2.3と同等にするUnified IDE

パッチである。Promise Technology

も自社Webページにて、Ultra66カー

ドのLinuxドライバ（ベータ版）を配

布している。しかし、Unified IDEパ

ッチのほうが、リリース予定のカーネ

ル2.4により近いと判断して採用するこ

とにした。

カーネル2.2 .13のソースコードは

kernel.orgからダウンロードできる。

Unified IDEパ ッ チ も 同 様 に

kernel.orgから入手可能だ。kernel.org

は日本のRingServerにミラーされてい

るので、たとえば表3-1のring.gr.jpな

どからダウンロードできる。

原稿執筆時における安定版カーネル

はバージョン2.2.13が最新だったので、

今回のテストではディストリビューシ

ョン付属のカーネルではなく、バージ

ョン2 . 2 . 1 3 をインストールした。

Unified IDEパッチはカーネルのバー

ジョンごとに用意されているので、間

違えずに2.2.13対応の最新版を選ぶこ

と。

■カーネルとパッチのインストール

ダウンロードが終わったら、カーネ

ルを展開して、Unified IDEパッチを

適用する。実際には画面3-1の手順で

実行する。ここでは/tmpにLinuxカー

ネルおよびUnified IDEパッチをダウ

ンロードしたものとしている。

■カーネルの設定変更

画面3-1の最後でmake xconfigを実

行すると、カーネルの設定画面が表示

される。画面3-2は、Unified IDEパッ

チをあてた後でカーネル設定の「Block
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写真3-2 IDEコントローラカードのPromise
Ultra66（実売価格：約6000円）

UltraDMA/66対応のIDEインターフェイスを2ポート装
備するPCIカード。コントローラチップは同社製
PDC20262で、市販のマザーボードにはこれを装備し
てUltraDMA/66対応とした製品もある。

写真3-1 IDEコントローラチップのIntel PIIX4E

正確にはIDEコントローラだけではなく、USBインター
フェイスなども集積されているチップで、Intel 440BX
チップセットの一部だ。Ultra DMA/33対応のIDEインタ
ーフェイスを2ポート内蔵する。

表3-1 Linux IDEドライバのアーカイブファイルと情報

Ultra-DMA Mini-Howto http://pobox.com/̃brion/linux/Ultra-DMA.html

Unified IDEパッチ ftp://ring.gr.jp/pub/linux/kernel.org/kernel/people/hedrick/

カーネル2.2.13 ftp://ring.gr.jp/pub/linux/kernel.org/kernel/v2.2/linux-2.2.13.tar.bz2

util-linux-2.10d.tar.gz ftp://ring.gr.jp/pub/linux/kernel.org/utils/util-linux/util-linux-2.10d.tar.gz

UltraDMA/66ドライバの
インストール

高速ハードディスクをLinuxで使いこなす



Device」セクションを表示したところ

だ。Unified IDEパッチを適用する前

と比べると、ABIT ComputerのBP6

マザーボードが搭載するHighPoint

Technologies製IDEコントローラの

HPT366や、Ultra66カードが採用する

Promise製PDC20262チップなど、

UltraDMA/66に対応したドライバが

追加されていることがわかる。また

Experimental（実験的）なサポートで

はあるが、VIA82CXXX（VIA Techno

logies製チップセット）などSuper 7マ

ザーボードへの対応も始まっているこ

とがわかる。

画面3-2でわかるように、各項目ご

とに「y」「m」「n」の3つの選択肢

（「y」と「n」のみの場合もある）が用

意されている。「y」はドライバをカー

ネルイメージ自体に組み込む場合、「m」

はドライバをモジュールとしてインス

トールする場合に選択する。今回のセ

ッティングは表3-2のとおりだ。

表3-2では、必要なドライバをすべ

てカーネルに組み込んでいる。IDEド

ライバはモジュールにもできるが、こ

こではIDEハードディスク自身から

Linuxを起動する予定なので、起動時

にドライバが必要になる。そのためカ

ーネルイメージに組み込むようにして

いる。またCMD 640やRZ1000（いず

れもIDEコントローラの一種）のサポ

ートを外したのは、この構成では必要

ないことがわかっているからだ。

「PROMISE PDC20246/PDC20262

support」がUltra66カードのデバイス

ドライバなので、これは「y」に変更

する。またCD-ROMドライブなど

ATAPIデバイスの接続にはマザーボー

ド上のPIIX4Eを用いるので、「Intel

PIIXn chipsets support」も「y」と

しておく。

「 Use DMA by default when

available」は、Linuxの起動時にIDE

のDMA転送（Ultra DMAモードを含

む）を自動的に有効にするという設定

だ。「 y」 にしておけば、 後述の

hdparmコマンドで起動後にいちいち

Ultra DMA/66を有効にしなくてもす

む。またUltra66カード以外のIDEコン

トローラのなかには、Unified IDEパ

ッチで有効になるUltraDMA/66対応

ドライバがあっても、hdparmコマン

ドではUltraDMA/66を有効にできな

いものもある。前述のHPT366もこの

設 定と「 HPT366 chipset support」

の両方を有効にしないといけない。

今回のテスト環境のように、マザー

ボード上のIDEコントローラ以外に接

続されたハードディスクからLinuxを

起動する場合、必ず「Boot off-board

chipsets first support」は「y」にす

る。Ultra66カードなどのIDEコントロ

ーラからブートするには、これに加え

てPCIデバイスの検出順序を変更する

オプションをliloなどで指定する必要が

あるので注意したい（詳細は後述）。

今回用いたUnified IDEパッチは、

「Block Device」以外のセクションに

は影響しないので、そのほかのセクシ

ョンの設定はカーネル2.2.13標準と変わ

らない。ハードウェアの構成をよく調

べたうえで、ほかのセクションの設定

を修正されたい。
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# cd /usr/src

# rm linux

# bzip2 -cd /tmp/linux-2.2.13.tar.bz2 ¦ tar xvf -

# bzip2 -cd /tmp/ide.2.2.13.19991213.patch.bz2 ¦ patch -p0

# mv linux linux-2.2.13

# ln -s linux-2.2.13 linux

# cd linux

# make distclean ; make xconfig

画面3-1 パッチをあてるためのコマンド実行手順

表3-2 「Block Devices」セクションで設定すべき項目

画面3-2 「Block Devices」セクションの設定画面

# cd /usr/src/linux

# make dep ; make bzImage

# make modules ; make modules_install

# cp arch/i386/boot/bzImage /boot/vmlinuz-udma66

# cp System.map /boot/System.map-udma66

# cd /boot

# rm System.map

# ln -s System.map-udma66 System.map

画面3-3 カーネルのコンパイルとインストール手順

項目名 「y」 「m」 「n」

Enhanced IDE/MFM/RLL disk/cdrom/tape/floppy ○

Incluse IDE/ATA-2 DISK support ○

Include IDE/ATAPI CDROM support ○

Generic PCI IDE chipset support ○

Generic PCI bus-master DMA support ○

Use DMA by default when available ○

Boot off-board chipsets first support ○

Intel PIIXn chipsets support ○

PROMISE PDC20246/PDC20262 support ○

CMD 640 chipset bugfix/support ○

RZ1000 chipset bugfix/support ○



■カーネルのリコンパイル

設定が終わったら「Save and Exit」

を選択すると、カーネルコンフィグレ

ーションファイル/usr/src/linux/.con

figが作成される。あとは画面3-3の手

順でカーネルをコンパイルしてカーネ

ルイメージを作成し、/bootディレクト

リに必要なファイルをコピーする。

以上の手順で、UltraDMA/66対応

ドライバのインストールはほぼ完了だ。

あとは新しいカーネルでLinuxを起動

すればよい。

■新しいカーネルでの起動を試す

まずはハードウェアの構成を変えず

に、新しいカーネルでのLinuxの起動

を 確 か め て み る 。 そ れ に は

/etc/lilo.confをリスト3-1のように書き

替えてから/sbin/liloを実行する。再起

動してliloのプロンプト（LILO boot:）

が表示されたら、新しいカーネルイメ

ージにつけた「linux-udma66」という

ラベル名（リスト3-1参照）を入力し

てLinuxを起動する。

これで問題なく新しいカーネルが動

作したら、次はUltra66カードを装着し

て同じ手順でLinuxを起動する。正常

ならdmesgコマンドの出力にUltra66

カードが認識されたことを示すメッセ

ージが残っているはずだ。

■Ultra66カードからLinuxを起動する

ますPIIX4Eに接続していたハードデ

ィスクを、すべてUltra66カードへつな

ぎ替える（UltraDMA/66対応の80芯

ケーブルに交換するのを忘れずに）。ま

たCD-ROMドライブなどATAPIデバ

イスはPIIX4EのプライマリIDEに接続

しなおして、マスタ／スレーブのジャ

ンパ設定も正しく変える。PCを起動し

たら、システムBIOSセットアップにて

IDEハードディスクを無効にし、必要

ならATAPIデバイスだけが認識される

よう設定する。これでもう一度起動し

なおすとUltra66につないだハードディ

スクからブートするはずだ。liloのプロ

ンプトが表示されたら、

linux-udma66 pci=reverse

と入力してLinuxを起動する。カーネ

ルがパニックを生じずに無事起動した

ら、正しく設定できたということだ。

なお、CD-ROMドライブのデバイス

名が変わるので、

# rm /dev/cdrom

# ln -s /dev/hde /dev/cdrom

と実行しておけば、これまで通りCD-

ROMを扱える。CD-ROMドライブの

デバイス名はdmesgコマンドの出力で

確認できる（上記では/dev/hdeに変わ

ったと想定している）。

問題なく動作したら、lilo.confの

linux-udma66ブロックに、

append="pci=reverse"

という1行を追加し、default行のラベ

ルをlinux-udma66に書き替えよう。こ

れでブートのたびにliloのプロンプトで

ラベルなどを入力せずにすむようにな

る。
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▼リスト3-1 /etc/lilo.confの修正

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

default=linux

image=/boot/vmlinuz-2.2.5

label=linux

root=/dev/hda1

read-only

image=/boot/vmlinuz-udma66

label=linux-udma66

root=/dev/hda1

read-only

Linuxにも大容量ハードディスクで注意が

必要な容量の壁が存在する。よく知られて

いるのは起動コード限界で、Linuxのカーネ

ルイメージなどが存在する/bootディレクト

リは、ブートディスクの先頭8.4Gバイトの

範囲にないと、Linuxはブートできない。

Windowsなどとマルチブートする場合は、

Linuxのパーティションが8.4Gバイト以降に

押しやられることが多いので注意したい。対

策としては、Linuxのインストール時に/usr

や/homeなど容量のかさむディレクトリだけ

別のパーティションにし、/（ルート）のパ

ーティションを8.4Gバイト以内に小さめの

サイズで確保すればよい。

また比較的新しいディストリビューション

でも、fdiskやcfdiskで8.4Gバイト以上の容

量を認識できない場合がある。コマンドラ

インから、

# chsh -v

と実行して表示されるバージョンが2.10よ

り低い場合は、fdisk／cfdiskが含まれるutil-

linuxをアップデートする必要がある。Red

Hat Linuxの場合、アップデート用FTPサイ

トからRPMやSRPMを入手できるが、

LASER5 Linux 6.0には組み込めなかった。

kernel.orgにあるアーカイブファイル（表3-

1のutil-linux-2.10d.tar.gz）では問題なくコ

ンパイル／インストールできたので、試して

みるとよいだろう。

Column

Linuxにおける8.4Gバイトの壁

Ultra66カードから
Linuxを起動する

このブロックを追加する
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Maxtor

DiamondMax 40シリーズ
実売価格：　1万8700円前後（20.5Gバイト）
URL： http://www.maxtor.com/

現在デスクトップPCは、インターネ

ット接続端末ともとれる非常に安価な

タイプと、ハイエンドの多機能・高速

化追求タイプに二極化しつつある。こ

うした動向にあわせてIDEハードディ

スクのラインアップも、ローエンド

（普及価格帯）とハイエンドの2シリー

ズからなるのが一般的だ。

今回テストしたIDEハードディスク

は、各メーカーの普及価格帯またはハ

イエンドのシリーズのどちらかから1台

ずつ、記録容量15Gバイト～21Gバイ

トの範囲で選んでみた。各製品紹介に

あるアイコンのうち、「5400RPM」

「7200RPM」が回転速度を意味してお

り、前者が普及価格帯で後者がハイエ

ンド向けといえる。また、そのシリー

ズの最大容量をアイコン（～Gバイト）

で記している。

■ジャンパ設定について

各製品紹介の下には、ジャンパの設

定方法を記した。「マスタ（1台のみ）」

はハードディスクを1台だけケーブルに

接続する際の設定で、「マスタ（スレ

ーブあり）」は2台接続するときのマス

タ側の設定である。ただ、スレーブ側

のハードディスクの仕様によっては、

マスタ側で特別なジャンパ設定をする

必要があり、それを「マスタ（スレー

ブあり2）」で記している。「ケーブルセ

レクト」とは、接続コネクタでマスタ

かスレーブかを選べる特殊なケーブル

のための設定だ。「容量制限」は記録

容量を2G／32Gバイトに制限するジャ

ンパ設定で、マスタ／スレーブの設定

と組み合わせて使う。ヘッド数を16か

ら15に減らす「ヘッド数制限」も同様

なので注意されたい。

IBMのIDEハードディスクのライン

アップは、回転速度7200RPMで性能

重視のDeskstar xxGXPと、5400RPM

でより安価なDeskstar xxGPに大別さ

れる。どちらも現在の秋葉原では流通

量が多いほうで、人気のあるブランド

だ。今回購入したのは、5400RPMのシ

リーズで最新のDeskstar 37GPのう

ち、15.0GバイトのDPTA-351500であ

る。このシリーズでは、15.0G／22.5G

バイトのモデルは内蔵キャッシュメモ

リ容量が512Kバイトであるのに対し、

それ以上の記録容量では2Mバイトに

増量されており、記録容量とキャッシ

ュ容量が連動しているので注意したい。

IBM

Deskstar 37GPシリーズ
実売価格：1万4500円前後（15.0Gバイト）
URL : http//www.jp.ibm.com/oemj/storage/

今回テストした
最新IDEハードディスク

マスタ（1台のみ） 

スレーブ 

容量制限 

マスタ（スレーブあり） 

ケーブルセレクト 

ヘッド数制限 

マスタ（1台のみ） 

スレーブ 

容量制限 

マスタ（スレーブあり） 

ケーブルセレクト 

5400RPM ～37.5Gバイト 5400PRM ～41.0Gバイト

Maxtorの最新IDEハードディスク

は、ハイエンド向けのDiamondMax

Plus 40、ミッドレンジのDiamondMax

40、そして普及価格帯のDiamondMax

VL 20からなる。どのシリーズも1プラ

ッター当たりの記録容量が10Gバイト

を超える高密度を実現している。今回

購入したのは、DiamondMax 40シリ

ーズのうち20.5Gバイトの92049U4とい

うモデルである。DiamondMaxシリー

ズでは、ヘッドの耐衝撃性を高める

Enhanced ShockBlockやデータ保護

を強化するMaxSafeといった技術が投

入されており、これらによってドライ

ブの信頼性を高めているという。
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QuantumのIDEハードディスクは

Fireballというブランドで統一されてお

り、最新のラインナップはハイエンド

向けのFireball Plus KXと普及価格帯

のFireball lctからなる。今回購入した

のはFireball lct 17.3ATという記録容

量17.3Gバイトのモデルで、1プラッタ

あたりの容量は8.6Gバイトだ。すでに

10.2Gバイト／プラッターのFireball

lct10が発表されているため、現行のlct

シリーズはlct08と呼ばれる場合がある

ことに注意したい。Fireballシリーズ

では、Quiet Drive Technologyとい

う技術で騒音を抑えることも重視され

ている。

Quantum

Fireball lctシリーズ
実売価格：　1万7100円前後（17.3Gバイト）
URL：　http://www.quantum.co.jp/

Seagate TechnologyのIDEハード

ディスクは、普及価格帯のU4／U8と

ミッドレンジのMedalist、そしてハイ

エンドのBarracuda ATAという3シリ

ーズからなる。Barracuda（魚のかま

す）とは、同社が得意とするハイエン

ドSCSIハードディスクで長年培われて

きたブランドであり、その高性能のイ

メージをIDEでも利用したい同社の意

志が表れている。今回購入したのは

20.4GバイトのST320430Aだ。1プラッ

ターあたりの記録容量は6.8Gバイトと

やや小さめだ。本機にはG-Fo r c e

ProtectionやSeaShieldなど各種のドラ

イブ保護技術が施されている。

Seagate Technology

Barracuda ATAシリーズ
実売価格：　1万9600円前後（20.4Gバイト）
URL：　http://www.seagate.com/

Western DigitalのIDEハードディ

スクは、回転速度7200RPMでハイエン

ド向けのExpertシリーズと、回転速度

5400RPMで普及価格帯のCaviarシリ

ーズからなる。今回購入したのは

Expert BAシリーズのうち、記録容量

20.5GバイトのWD205BAだ。Expert

BAの外観やスペックはIBM Deskstar

34GXPと極めてよく似ているが、メデ

ィア転送速度など細かい部分で違いが

見られる。また、Western Digital独

自のData Lifeguardと呼ばれるハード

ウェア機能とソフトウェアユーティリ

ティを統合したデータ保護機能が提供

されている。

Western Digital

Expert BAシリーズ
実売価格：　2万2800円前後（20.5Gバイト）
URL： http://www.wdc.com/translate/jp/

マスタ（1台のみ） 

スレーブ 

マスタ（スレーブあり1）

マスタ（スレーブあり2）容量制限 

なし 

ケーブルセレクト 

マスタ（1台のみ） 

スレーブ 

マスタ（スレーブあり1）

マスタ（スレーブあり2）容量制限 

ケーブルセレクト 

マスタ（1台のみ） 

スレーブ 

マスタ（スレーブあり） 

容量制限 

なし 

ケーブルセレクト 

5400RPM ～26.0Gバイト 7200RPM ～28.0Gバイト 7200RPM ～27.3Gバイト



ここでは134～135ページで紹介した

最新IDEハードディスクが、Linux環

境でどれくらいのパフォーマンスを発

揮するのか調べてみた。

テストに用いたPCのハードウェア仕

様は表5-1のとおりだ。Linux本体をイ

ンストールしたハードディスク（シス

テムドライブ）は別途用意し、テスト

対象のハードディスクにアクセスする

のはベンチマークプログラムだけに限

定している。IDEインターフェイスに

はPromise製Ultra66カードを用い、2

つのポートに両方のハードディスクを

別々に接続した。Linuxのデバイス名

としては、/dev/hdaがシステムドライ

ブ、/dev/hdcがテスト対象のドライブ

に割り当てられる。またマザーボード

上にあるPIIX4Eには、Ultra66カード

と比較するときだけテスト対象のハー

ドディスクを接続している。

テスト対象のハードディスクには、

先頭から2000Mバイトでパーティショ

ンを設け、デフォルトのブロックサイ

ズのまま、Linux標準のExt2でフォー

マットしている。ベンチマークプログ

ラムはそこにアクセスして速度を測定

した。パーティションサイズが小さめ

なのは、比較のために用意した2Gバイ

トの古いIDEハードディスクに合わせ

たためである。

テスト用PCのソフトウェア環境につ

いては、131～133ページでUltra66カ

ードをUltraDMA/66モードで稼働さ

せたときの設定と同じで、カーネルは

最新の安定版（2.2.13）をインストール

した。また、ベンチマークプログラム

の実行に必要ないデーモンプログラム

は、 なるべく停 止 させ、 さらに

Ethernetカードのドライバも外してい

る。

Linuxでは、IDEハードディスクの

パラメータを変更したり、ステータス

を確認したりするのにhdparmコマン

ドが利用できる。ベンチマークテスト

の前に、まずhdparmについて学んで

おこう。

■hdparmをアップデートする

現在のディストリビューションに付

属のhdparmは、ほとんどがバージョ

ン3.4だ。しかしこのバージョンでは

UltraDMA/66関連のステータスが表

示できない。最新のバージョン3.6なら

この問題は解決されているので、

hdparmをアップデートしてからテスト

しよう。

Red Hat Linux系列のディストリビ

ューションなら、 S R P M として

hdparm-3.6-1.src.rpmを入手できるの

で、これからバイナリを作成するのが

よいだろう。表5-2に記したサイトから

ダウンロードしたら、以下のようにし

てhdparmをアップデートする

# rpm --rebuild hdparm-3.6-1.src.rpm

# rpm -Uvh /usr/src/Red Hat/RPMS/

i386/hdparm-3.6-1.i386.rpm

Debian GNU/Linuxでは、開発版

Debian 2.2でバージョン3.6のhdparm

が提供されているので、aptを用いたア

ップデートでコンパイル済みのバイナ

リを入手できる。Slackwareなどは

hdparmのソース自体を入手してコン

パイルするのがもっとも容易だろう。

表5-2に記したサイトからhdparm-

3.6.tar.gzをダウンロードしてコンパイ

ルすればよい。

■hdparmの使い方

hdparmのオプションは多岐にわた

るので詳細はmanを参照されたい。最

もパフォーマンスに影響するのは転送

モードの変更である。131～133ページ

で解説したように、Ultra66カードの場

合、カーネル側でDMA転送を利用す
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表5-3 テストに使ったhdparmのオプション表5-2 使用したアーカイブファイル

（なし） 設定済みのオプションを表示する

-i ハードディスクからステータスを得る

-t プラッターからの読み出し速度を測定する

-T キャッシュからの読み出し速度を測定する

-d1 DMA転送を有効にする

-d0 DMA転送を無効にする

-d0 -X12 PIOモード4に設定する

-d1 -X66 UltraDMA/33モードに設定する

-d1 -X68 UltraDMA/66モードに設定する

表5-1 ベンチマークテストに用いたPCのハードウェア仕様

マザーボード ASUSTeK Computer P2B-D

プロセッサ Intel Celeron-433MHz×1

チップセット Intel 440BX AGPset

メインメモリ SDRAM 64Mバイト（100MHz）

テスト用IDEインターフェイス Promise Ultra66（UltraDMA/66対応IDEカード）

ハードディスク（Linux本体用） IDE 10Gバイト（IBM DTTA-351010）

SCSIホストアダプタ Adaptec AHA-2940U2W（Ultra2 Wide SCSI）

グラフィックスカード Matrox Millenium G400 AGP

hdparm 3.6（SRPM） ftp://rawhide.redhat.com/pub/rawhide/SRPMS/SRPMS/hdparm-3.6-1.src.rpm

hdparm 3.6（ソースコード） ftp://metalab.unc.edu/pub/Linux/system/hardware/hdparm-3.6.tar.gz

Bonnie http://www.textuality.com/bonnie/

ベンチマークテスト環境について

hdparmコマンドによる
IDEの設定変更

最新IDEハードディスクの性能を調べる



るよう指定すれば、最適の転送モード

が自動的で選択されるはずだ。しかし、

まれにうまくいかないこともあるので

その場合はhdparmを用いる必要があ

る。hdparmでよく使うオプションを、

各モードへの切り替え方法とともに表

5-3に記す。今回のベンチマークテスト

も基本的にhdparmで転送モードを切

り替えている。

今回ベンチマークに用いたのは

Bonnieというファイルシステムのベン

チマークテストプログラムである。

BonnieはPOSIX標準のC関数を用いて

ファイルシステムにアクセスし、その

性能を転送レートとCPU占有率で示す

プログラムだ。評価に用いたのは、

Bonnieが出力する結果のうち、ディス

ク性能が大きく影響するブロック単位

のシーケンシャル読み出し／書き込み

とランダムシークだけである。

Bonnieは表5-2のサイトから入手で

きる。コンパイル自体は容易で、プロ

グラムを最適化する-O2オプションを

Makefileで指定しただけだ。実行ファ

イルが作成されたらcpコマンドで

/usr/binなどにコピーすればよい。

以下のようにBonnieを実行すると、

測定結果が標準出力に表れる。

# Bonnie -d /mnt/disktest 

-m logname -s 256

lognameにはテストしたハードディ

スク名などを指定し、測定結果のログ

を区別するのに用いる。また-sオプシ

ョンはテスト領域のサイズをMバイト

単位で指定するためのものだ。ここで

は、Linuxのディスクキャッシュによ

る影響を抑えるため、メインメモリの4

倍である256Mバイトとした。またグラ

フに掲載したのは、同条件でBonnieを

3回実行して平均した値である。

グラフ5-1は、134～135ページで紹

介した最新IDEハードディスク5機種の

ほか、比較のために用意した次の3台

のハードディスクを加えて、ベンチマ

ークテストを行った結果である。「比較

用IDE HDD（2GB）」は、3年近く前

に購入したIBM Deskstar 3（DAQA-

32160）という2GバイトのIDEハード

ディスクだ。回転速度は5400RPMでマ

ルチワードDMAモード1まで対応して

いる。特に性能重視ではないモデルだ

った。逆に「比較用SCSI HDD」は

IBM Ultrastar 18LZXというハイエン

ドSCSIハードディスクを選んでいる

（詳細は写真5-1参照）。そのほか、容

量 に よ る 性 能 差 を 調 べ る べ く 、

Deskstar 37GPシリーズの37Gバイト

モデルもテストに加えた。

■IDEではBarracuda ATAが最速

グラフ5-1からはっきり読みとれるの

は、Seagate Barracuda ATAの良好

な結果だ。同じ7200RPMのWestern

Digital Expert BAと比べても明らか

に速い。内部転送レート323Mビット/

秒という高スペックは伊達ではないよ

うだ。5400RPMのなかでは、Maxtor

DiamondMax 40の健闘が光る。シー

ケンシャル読み出しでは7200RPMの
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グラフ5-1　各ハードディスクの性能比較 
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写真5-1 比較対象のSCSIシステム

ハードディスクはIBM製Ultrastar 18LZXの9.1Gバイト
モデル、ホストアダプタはAdaptec製AHA-2940U2Wだ。
SCS Iバスの転送レートは最大80Mバイト/秒と
UltraDMA/66より高速である。

Bonnieによる
ベンチマークテスト

各ハードディスクの
性能を比較する
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Expert BAより高速である。Barra

cuda ATAに続く295Mビット/秒とい

う内部転送レートの高さが影響してい

るようだ。

シーケンシャル読み出しで奮わなか

ったExpert BAだが、ランダムシーク

は5400RPMのハードディスクに対して

明らかに高い。ここに7200RPMである

ことの価値があるといえる。

■ハイエンドSCSIとの性能差はわずか！？

次に比較用SCSIハードディスク

（Ultrastar 18LZX）と性能とコストを

比べてみよう。グラフ5-1によると

Barracuda ATAと Ultrastar 18LZX

は、シーケンシャル読み出し／書き込

みでほとんど差がなく、ランダムシー

クだけ前者が引き離されている。ラン

ダムシークが高速なのは、Ultrastar

18LZXの回転速度が10000RPMと高

く、磁気ヘッドの回転待ち時間も短い

のが影響しているはずだ。

一方、コストはBarracuda ATAが

20Gバイトで約2万円、Ultras ta r

18LZXは9.1Gバイトで約4万6000円と

段違いに高い。SCSIホストアダプタの

コストも考慮すると、このクラスの

SCSIハードディスクをデスクトップPC

に導入するのは極めて割高と言わざる

をえない。ランダムシークが多発する

高負荷のサーバ環境ならば、コスト分

の価値はあるかもしれないが。

■古いIDEハードディスクは交換すべき！？

古いIDEハードディスクの代表とし

て用意したDeskstar 3は、やはり最新

IDEハードディスクに比べてかなり性

能が落ちることがわかる。たとえば

Barracuda ATAとはシーケンシャル

読み出しで約4倍も差が開いている。

これだけ差が開くと体感でも違いが実

感できるだろう。幸いUltra66カードな

ど を 使 え ば 多 少 古 い P C で も

UltraDMA/66に対応できるので、手

頃なアップデートの選択肢として検討

する価値は十分にある。

IDEハードディスクでは最も高速だ

ったBarracuda ATAを用いて、転送

モードの違いによる性能差と、Ultra66

カードとマザーボード上のPIIX4Eとい

う2つのコントローラの性能差をそれぞ

れ探ってみた。その結果がグラフ5-2

である（hdparmで転送モードを変更

しながら測定した）。

■UltraDMA/66対応の優位は明らか！？

グラフ5-2のうち、Ultra66カードに

おけるUltraDMA/66と同33を比べる

と、シーケンシャル読み出しでは約6M

バイト/秒と顕著な差が見られる。この

性能差にはいろいろな解釈が可能で、

Barracuda ATAが UltraDMA/66モ

ードのみに最適化しているために生じ

た性能差とも推測できる。実際、グラ

フには記していないが、DiamondMax

40でもテストしたところ、その性能差

は非常に小さかった。しかし、たとえ

そうだとしてもUltraDMA/66モードの

優位性が揺らぐわけではない。

一方、PIOモード4ではどちらのIDE

コントローラでも劇的に遅くなってし

まった。これでは最新IDEハードディ

スクの性能をまったく発揮できない。

もはやPIOモードは、DMA転送で何か

トラブルが生じたときに安全な設定で

システムを起動する際に使われる程度

の価値しかない。

■PIIX4Eは高性能なIDEコントローラか！？

グラフ5-2で次に注目されるのは、

UltraDMA/33モードでのUltra66カー

ドとPIIX4Eの性能差だ。シーケンシャ

ル書き込みでは9Mバイト/秒と無視で

きない差が生じている。これはドライ

バを含むIDEコントローラの性能差に

よるものとみなせる。PIIX4Eが登場し

てすでに1年以上経つのに対して、

Ultra66カードが搭載するPDC20262は

比較的新しく、しかもIDE専用コント

ローラという点でも優位だ。たとえ

UltraDMA/33対応ハードディスクを接

続する場合でも、PIIX4Eより性能の高

い選択肢があることは憶えておきたい。

（127～138ページ：編集部）

グラフ5-2　IDEの転送モードとコントローラの性能比較 
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転送モードやインターフェイスの
性能を比較する
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LEGO MindStormsで
遊ぶ休日

LEGO MindStormsで
遊ぶ休日

1998年秋に、LEGO社からMindStorms
シリーズ初の製品「Robotics Invention
System」（RIS）が発売された。従来のブ
ロックとマイクロコンピュータ内蔵のブロ
ックを組み合わせて、ロボットを作成でき
るようにしたものだが、なかでもPC上で作
成したプログラムを送り込み、センサやモ
ーターを使って動作させられる点は画期的
である。RISは日本では正式に発売されてい
ないが、並行輸入などによってユーザーが
増え、静かなブームとなっている。製品付
属のプログラミングツールはWindows用だ
が、むろんLinuxでもプログラムは可能だ。
MindStormsの魅力に創造意欲をかきたて
られたハッカーたちの手によって、新しい
プログラミング環境が続々と生まれている
からだ。いまでは専用のファームウェアOS
も自作可能となっている。このように、ソ
フトウェア的にも興味深いMindStormsを
一歩踏み込んで見てみる。

1998年秋に、LEGO社からMindStorms
シリーズ初の製品「Robotics Invention
System」（RIS）が発売された。従来のブ
ロックとマイクロコンピュータ内蔵のブロ
ックを組み合わせて、ロボットを作成でき
るようにしたものだが、なかでもPC上で作
成したプログラムを送り込み、センサやモ
ーターを使って動作させられる点は画期的
である。RISは日本では正式に発売されてい
ないが、並行輸入などによってユーザーが
増え、静かなブームとなっている。製品付
属のプログラミングツールはWindows用だ
が、むろんLinuxでもプログラムは可能だ。
MindStormsの魅力に創造意欲をかきたて
られたハッカーたちの手によって、新しい
プログラミング環境が続々と生まれている
からだ。いまでは専用のファームウェアOS
も自作可能となっている。このように、ソ
フトウェア的にも興味深いMindStormsを
一歩踏み込んで見てみる。

文：梅田和宏・衛藤仁郎
Text：Kazuhiro Umeda, Jiro Eto

Linuxでも楽しめる

一歩踏み込んだ
ロボット製作

一歩踏み込んだ
ロボット製作

Photo:Takashi Shinohara (Dee)

RISで製作したロボット。左右に体重を移しながら2本足で歩
行する。マイクロコンピュータ内蔵の頭部のブロック(RCX)が
センサからの情報をもとに体重移動用モーターを正転／逆転さ
せて、実現している。一部、別売のブロックを使用。



#

# LEGOからMindStormsへ

#

LEGOというと四角いブロックを想像

するかもしれないが、実はいくつかのシ

リーズがある。図1のLEGO SYSTEM

シリーズは、ブロックを積み上げてモ

デルを作るので、モーターで駆動する

と強度が足りず、バラバラになる。

そこでTechnicシリーズでは、側面

に穴の空いたTechnicビームというブ

ロックとペグでブロックを固定する方

法が考え出された（図2）。この方法に

よってLEGOブロックでも頑強なフレ

ームを構成できるようになり、ギア、

シャフト、チェーン、モーター、エア

シリンダと組み合わせてさまざまなメ

カを創り出せるようになった。

Technicシリーズにセンサとマイクロ

コンピュータ内蔵のブロック（RCX）を

与えたものが、LEGO MindStromsシリ

ーズである。MindStormsシリーズは現在、

「Robotics Invention System（RIS）」

「 Robotics Discovery Set（ RDS）」「

Droid Developer Kit（DDK）」の3種類

がある。このなかでもRISは最も高機

能で自由度が高い。

#

# ロボットを製作する

#

RISを使用したロボットの製作手順

は、およそ次のようなものである。

1. 構想を練る

どんなものを作るかはアイデア次第

だが、最初はマニュアルやCD-ROM

のサンプルを作ってみるのがお勧め

だ。

2. ロボットを組み立てる

モーターやセンサ、ギヤのおおまか

な配置を考えてブロックを組む。

3. PCでプログラムを作成する

付属のRCXコードを使い、LEGOブ

ロックを組み立てるような感じでコ

マンドブロックを並べる（左写真 ）。

4. プログラムをRCXに転送する

シリアルポートにつないだIRタワー

から赤外線通信で送る（左写真 ）。

5. ロボットを動かす

RCXのRunボタンを押す。

残念ながらRCXコードが使用できる

のはWindows95／98のみだが、後述

するように、LinuxでもRISのプログラ

ミングを楽しめる。

#

# パーツを観察する

#

RISのパッケージには、RCX、ブロ

ックやギア、タイヤなどのパーツ、プ

ログラムをロボットに送り込むのに使

うIRタワーなど、727個の部品が入っ

4

3
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構想を練る
ブロックを組み立てる
プログラムを作成する
プログラムをRCXにダウンロード
RCXのRunボタンを押す

ロボットの製作手順

図1 LEGO SYSTEMシリーズのブロック 図2 Technicシリーズのブロック

ロボットを製作する

LEGOから
MindStormsへ

パーツを観察する
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●モーター

DC9Vで動作するモーター。
減速機を内蔵しているので、
車輪などに直付けしてもそ
こそこのトルクを発生して
使いやすい

●ライトセンサ（左）

発光ダイオードと受光素子を持ち、反
射光の強さを測定する
●タッチセンサ（中央）

コネクタ（右）でRCXにつなぐ。押さ
れているか開放されているかの状態を
ON（1）／OFF（0）の2値で返す
別売で角度センサと温度センサも入手
可能

●RCX
あくまでもブロックなので、上面と下面には
他のブロックを取り付け可能

センサをつなぐ入
力ポート1～3。接
続端子もブロック
で で き て い て 、
LEGO社のこだわ
りを感じる

赤外線インターフェイス

モーターをつなぐ出
力ポートA～C

ACアダプタ用のジ
ャック（RISI.5では
なくなった）

写真2 RISのパッケージ

ほかにCD-ROM（RCXコードとチュートリアルを収容）とマニュアル、ロボットのテスト走行に使えるテストパッド
が付属

写真1 センサ、RCX、モーター

表１ RCXの仕様

CPU H8/3292（日立製8ビットマイコン）
動作モードは16MHz/5V
10ビットA/Dコンバータ内蔵

ROM 16Kバイト
RAM 32Kバイト
入出力 入力ポート×3

出力ポート×3
赤外線通信ポート
液晶ディスプレイ

赤外線通信 38kHz変調/2400bps
外形寸法（mm）63（W）×95（D）×40（H）

ている（写真2）。また、付属のCD-

ROMには、RIS標準のプログラム開発

環境「RCXコード」やムービーを使用

したわかりやすいチュートリアルが収

容されている。部品のほとんどは

LEGO Technic用に作られたものなの

で、ロボットの製作過程で部品が不足

しても、LEGO SYSTEMのブロック

やLEGO Technicの部品を追加購入で

きる。

RISの頭脳ともいえるのは、RCXで

ある（写真1、表1）。PCで作成したプ

ログラムを送り込み、つないだセンサ

とモーターを制御してロボットを動作

できる。

■新しいプログラミング環境

以上、RISの概要について簡単に解

説した。RISにはいろいろな魅力があ

るが、今回は一歩踏み込んだソフトウ

ェア開発を紹介することにする。

RCXコードは、MindStormsの持つ

フィロソフィを体現した重要な要素で、

C言語バリバリのLinuxユーザーにも、

本当はぜひ体験してもらいたいと思っ

ている。しかし筆者はふだん、「RCX

コードより優れている点があるから」

もしくは「RCXコードでは速度的、機

能的に間に合わないので」C言語ふう

のNQCやlegOSを使用している。どち

らもLinuxで使用可能である。

RCXのシリアル番
号が刻印されてい
る

新しいプログラミング環境



MindStormsが気に入った世界中の

ハッカーたちは、すぐにRCXコードの

限界に気づき、このカラフルなプログ

ラミング環境ではもの足りなくなっ

た。そこで、RCXを解析して多くの新

しいツールを作成したのである。その

なかでもNQCは特にユーザーが多いと

思われる。

#

# NQC

#

NQC（ Not Quite C） は Dave

Baum氏によって開発されたRCX専用

のプログラム言語で、MPL（Mozilla

Public License）に基づいて配付され

ているフリーソフトウェアである

（http://www.enteract.com/̃dbaum/

nqc/）。“Not Quite C”は「C言語と

まったく同じではないが、それに近い

言語」といったところであろうか。

RCXコードが生成するプログラム

は、ハードウェアでは直接実行できな

いバイトコード（中間コード）であり、

RCXのファームウェアによって解釈・

実行される。バイトコードは発売後ま

もなく詳しく解析されたので、新しい

開発環境の多くはこのバイトコードを

生成するようになっている。NQCもそ

のひとつである。

NQCの特徴は次のとおりである。

●C言語ふうの言語仕様

●LEGO社純正ファームウェアで動作

●マルチタスクに対応

●Linux／Windows／Macintoshに対応

●RCXコードより高速

●RCXコードよりもRCXの機能を引き

出せる

もう少し詳しく見ていこう。

■C言語ふうの言語仕様

まずは、プログラムリストを見るの

が早いだろう。リスト1はNQCのプロ

グラム例だ。

このプログラムは、白と黒の境界を

ライトセンサで探索する。どうだろ

う？　C言語の知識があれば容易に動

作が推測できたのではないだろうか。

このように、NQCはC言語に非常によ

く似ていて、ひらめいたアルゴリズム

を手早くプログラムできるため、RCX

コードを使えないWindows以外のユー

ザーのみならず、C言語経験者に愛用

されている。

■純正のファームウェアを使用する

NQCで作成したプログラムはRCXコ

ードと同様にLEGO社の純正ファーム

ウェアで動作するので、サウンド機能

や通信機能など、ファームウェアが備

えているすべてのサービスが利用可能

であり、そのための関数が多数用意さ

れている。ユーザーはこれらの関数を

呼び出すだけで手軽にサービスを享受

できる。「お手軽」にという点は、

NQCのとても重要なポイントである。

■マルチタスクをサポート

NQCはmain()を含め最大10個までの

マルチタスク処理が可能である。ひと

つの処理をしている最中でも、並行し

て別の処理を実行できる。

たとえば、「10秒前進したら左折を4

回繰り返して元の位置に戻ってくる」

プログラムを「動作中に何か障害物に

ぶつかって（タッチセンサが押された

ら）その場で停止する」ようにするに

は、「センサを常に監視してセンサが検

知したら停止するプログラム」を別タ

スクで追加して並列に動作させれば、

簡単に実現できる。

Linux magazine February 2000142

Ch
al

le
ng

e

▼リスト1  エッジ探索虫のプログラム（NQC用）

#define TH 700                         // しきい値の設定

task main()

{

SetSensorType(SENSOR_2, SENSOR_TYPE_LIGHT); // 入力2ポートにライトセンサを接続
SetSensorMode(SENSOR_2, SENSOR_MODE_RAW);   // 入力値の取りうる範囲は0～1023

SetPower(OUT_B, 7);                         // Bポートの出力を最大にする

while(true)                  // 無限ループ
{

if (SENSOR_2 < TH)         // センサ入力値がしきい値より小さければ
{

OnFwd(OUT_B);            // モータを正転
}

else

{

OnRev(OUT_B);            // モータを逆転
}

}

}

NQCについて

NQC――チャレンジャーのプログラミング環境 Linu
xでも

OK!



■マルチプラットフォーム対応

NQCは、Linux、Windows95／

98／NT4.0、Macintoshで動作する。

このため、Windows以外のユーザーで

もRCXのプログラムを作成できるよう

になった。

■標準のRCXコードより高速

同じ動作をするプログラムをRCXコ

ードとNQCで作成して比べてみると、

明らかにNQCのほうが速い。NQCで

生成するコードはRCXコードと同じも

ので、潜在的な能力としては両者とも

同じはずなので、RCXコードはファー

ムウェアの能力を限界までは使用して

おらず、かなりのマージンをみている

のではないかと推測される。

#

# エッジ探索虫を作る

#

以上、簡単にNQCの特徴について述

べたところで、実際にメカを作って

NQCの使い方を説明しよう。

■テストメカを組み立てる

まず、リスト1のプログラムで遊べる

簡単なテストメカを考えてみた（写真

3、4）。モーターをRCXのポートBに、

ライトセンサをポート2につなぐ。使用

するパーツはわずか18なので、RISを

持っていたらぜひ作ってほしい。

■プログラムを作成する

ここではリスト1のプログラムを使用

する。好みのエディタで記述したら、

list1.nqcという名前で保存しよう。

■コンパイルとダウンロード

さてこれからNQCを使用するのだが、

Linuxの場合は145ページのコラムを参

照してインストールしておこう。ここ

ではLinuxシステムでの手順を示すが、

Windows環境ならMark Overmars

氏によるRcxCC（RCX Command

Center）というGUIツールを使うのが

便利だろう（http://www.cs.uu.nl/

people/markov/lego/）。どちらでも作

成するプログラムや実行時の動作は同

じになる。

コンパイルをするには、コンソール

から次のコマンドを実行する。

% nqc -d list1.nqc 

-dオプションを指定すれば、コンパイ

ルとダウンロードがまとめてできる。

■動かしてみる

右が白、左が黒の紙を用意し、この

境界あたりにテストメカを置く。RCX

のRunボタンを押す前に黒のViewボタ

ンを2回押してポート2の入力値を液晶

ディスプレイに表示させよう。紙の黒

い部分にライトセンサを持ってくると

700以上になり、白の上では700未満に

なることを確認する。そうでなかった

らプログラムの1行目、

#define TH  700   // しきい値の設定

の“700”を2つの値の中間に変更して、

nqcコマンドを再度実行する。これで

準備は完了だ。モーターをしっかり固

定して緑色のRunボタンを押そう。

ライトセンサが白を検知すると左に、

黒を検知すると右に首を振る。常に白

と黒の境目を探索するように高速で首

を振り続ければ成功だ。ちゃんと動い

たら、メカの位置を左右に変えてみよ

う。センサのヘッドは常に境界線を探

し続ける。うまく動かない場合はしき

い値の値、コネクタの方向を確認して

いただきたい。このテストメカでは

「先端は白の上か黒の上か」という情

報がモーターの回転方向の制御にフィ

ードバックされている。

ちなみにこのテストメカ、モーター

から手を放すとくねくねと虫のように

動く。紙のほうを動かすとちゃんとエ

ッジを追いかけてくるのでおもしろい。

#

# NQCの言語仕様

#

NQCの言語仕様はその名前が示す通

りC言語にとてもよく似ている。そこ

でC言語と比較した場合の、NQCのお
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もな制限事項をまとめてみた。

●構造体がない

●ポインタが使用できない

●変数は32個まで

●すべての値がsignedのint型（16ビッ

ト -32768～32767）で取り扱われる

●関数はvoid型で、返り値がない

●サブルーチンの数は8つまで

これらの制限事項が“Not Quite C”

と呼ばれる所以である。32Kバイトと

いう限られたメモリでは、しかたのな

いことかもしれない。逆にCと同様に、

コメント／関数（引数可）／サブルー

チン／グローバル変数／ローカル変

数／演算子（論理演算子、ビット演算

子を含む）／制御文（if、else、while、

do while)、プリプロセッサ（#include、

#define、#ifdef、#ifndef、#if、#elif、

#else、#endif、#undef）などが利用

できる。

また、RCX専用の言語なので制御用

の関数が多数用意されている。

●モーター制御用――SetPower( )、

OnFwd()、OnRev()など

●センサ設定用――SetSensorMode()、

SetSensorType()など

●サウンド制御用――PlaySound()、

PlayTone()など

●メッセージ通信用――ClearMessage()、

SendMessage()

●データロギング用――CreateDatalog()、

AddToDatalog()

リスト1のSetPower(OUT_B, 7)は

「ポートBの出力を最大にセット」し、

OnFwd(OUT_B)は「ポートBのモータ

ーを正転方向に回す」コマンドである。

また、SetSensorType(SENSOR_2,

SENSOR_TYPE_LIGHT)はポート2

に接続されたセンサがライトセンサで

あることを宣言し、SetSensorMode

(SENSOR_2, SENSOR_MODE_RAW)

はポート2に接続されたセンサからのデ

ータをrawモード（10ビットA/D変換

による0～1023の値）で取得すること

を表している。RCXの入力ポートはど

のセンサでも取り付けられるので、ど

んなセンサがつながっているかをプロ

グラムで最初に宣言してやる必要があ

る。RCXはそれにもとづき、ライトセ

ンサであればセンサに電源を供給し、

発光ダイオードが光るようにする。

#

# 通信機能を使う

#

さて、RCXは赤外線インターフェイ

スを使用してPCや他のRCXと通信し

合うことができる。この機能を使えば、

何台かのロボットが協調して動いたり、

何台かのRCXを組み合わせて複雑な動

作をする1台のロボットを作成できる。

そこで、メッセージ通信やデータロギ

ングを使用した簡単な例をもうひとつ

紹介しよう。リスト2は、複数のRCX

がそれぞれ乱数を振り出し、その数の

大きで勝負するゲームである。
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▼リスト2   RCX間通信プログラム例

task main()

{

ClearMessage(); // メッセージ記憶領域をクリア
Wait(200);            // すべてのロボットがRUNされるまで待機
Wait(Random(400));    // 0～4秒の範囲でランダムな時間待機
if (Message() > 0)    // 待ち時間にほかのロボットから通信があった
{

start slave; // 自分はスレーブであることを認識し処理開始
}

else // 待ち時間に誰からも通信がなかった
{

SendMessage(1);     // 自分がマスタになることを他のロボットに宣言
Wait(400);          // 他のロボットのスレーブ処理開始を待つ
start master;       // マスタ処理開始

}

}

task master()           // マスタ処理関数
{

int  rnd1;

while(true)

{

rnd1 = Random(2) + 1;

SendMessage(rnd1);   // １～３までの乱数を送信
Wait(200);

}

}

task slave()             // スレーブ処理関数
{

int rnd2;

CreateDatalog(100);    // データログを初期化

while (true)

{

rnd2 = Random(2) + 1;

ClearMessage();

until (Message() != 0);     // マスタのメッセージを待つ
if ((Message() - rnd2) == 0)     // あいこの場合
{PlaySound(0);AddToDatalog(0);}  // 音を鳴らして0を記録
if ((Message() - rnd2) <  0)     // スレーブの勝ち
{PlaySound(1);AddToDatalog(-1);} // 音を鳴らして-1を記録
if ((Message() - rnd2) >  0)     // マスタの勝ち
{PlaySound(2);AddToDatalog(1);}  // 音を鳴らして1を記録

}

}

通信機能を使う



まず、一方のRCX（マスタ）からも

う一方のRCX（スレーブ）に赤外線通

信を用いて乱数を送信する。スレーブ

は受信した乱数と自らが発生した乱数

とを比較してその結果を音で知らせ、

メモリのログに対戦結果を追加する。

どちらのRCXでも同じプログラムで

すむように、マスタ／スレーブは乱数

を用いて最初に自動的に決定する方式

とした（コリジョンでデータが消失し

たときには一定時間を置いて再送すべ

きだが、リストを簡略にするため省略

した）。何回か対戦したらRunボタンを

押してプログラムを停止し、ログをPC

に転送する。スレーブのRCXをIRタワ

ーと向き合わせ、PC側でリスト3のよ

うにコマンドを実行すればRCX内に蓄

えられた対戦結果がPCに転送される。

もちろん、PC側でプログラムを作れば

この過程も自動化可能である。

NQCの機能は多彩でまだまだ説明し

たいことがあるが、誌面の都合上これ

以上の解説はほかに譲る。ドキュメン

トの整備が進んでいるのもNQCの特徴

で、そのなかでもMark Overmars氏

のチュートリアルはとても完成度が高

い。Alberto Palacios Pawlovsky氏に

よって日本語に翻訳されているので、

一読をお勧めする（http://www.cc.toin.ac.

jp/tech/sysd/ft07/NQCj.html）。
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黒い楕円コースを高速に周回する。
「MindStorms情報局」（http://www.mi-ra-i.
com/JinSato/MindStorms/）がインターネ
ット上で開催している「お気軽コンテスト」
の周回タイムトライアル競技（1999年春
開催）用に製作した。テストメカとまった
く同じ原理のステアリング機構を搭載して
いる。
(http://www.bea.hi-ho.ne.jp/meeco/)

①NQCをダウンロードする

まずは、NQCをhttp://www.enteract.com/̃ dbaum/

nqc/からダウンロードする。現時点の最新バージ

ョンはVer2.0.2である。Linux版のバイナリ（nqc_

lnx_2_0_2.tar.gz）もあるが、動作しない場合を

考えてソース（nqc_src_2_0_2.tar.gz）をダ

ウンロードしておこう。

②起動をチェックする

アーカイブファイルを展開してパスを設定

したら、コンソールから“nqc”とだけ入力

してみる。NQCの説明が表示されればOKだ。

エラーが出る場合には、makeし直す必要が

ある。ちなみにLaser5 Linux 6.0ではバイナリ

のままで動作したが、日本語Red Hat Linux

5.2ではmakeが必要であった。

③ファームウェアをダウンロードする

ファームウェアはRCXコードを初回に使用

したときにPCからRCXにダウンロードされる

が、Linux環境からRCXへ手動で送り込むこ

とも可能だ。RCXの電源を入れてディスプレ

イに00.00と表示されれば、ファームウェアは

転送済みでこの作業は不要である。

まず、付属CD-ROMのfirm/firm0309.lgoフ

ァイルをNQCと同じディレクトリにコピーす

る。次にIRタワーをシリアルポートに接続し

（デフォルトのポートは/dev/ttyS0）、RCXと

向かい合わせて以下のコマンドを実行する。

% nqc -firmware firm0309.lgo

■NQCコマンドの使い方

nqc [Options] [Actions] [Filename] [Actions]

Options:

-1 :NQC 1.x互換モード

-d :プログラムをコンパイル後ダウンロード

-E[filename] :コンパイルエラーをファイルかstdoutに出力

-Ipath :インクルードファイルを指定されたパスで検索

-L[filename] :生成したコードリストをファイルかstdoutに出力

-Ooutfile :ファイルへ出力

-Sportname :シリアルポートを指定

Actions:

-run :プログラムを起動

-pgm number :プログラム番号を選択

-datalog|-datalog_full :データログをPCへアップロード

-near :IRタワーを近距離モードにセット

-far :IRタワーを遠距離モードにセット

-watch time |now :RCXに時間をセット

-firmware filename :ファームウェアをダウンロード

-sleep timeout :RCXの自動電源OFF時間をセット

-msg number :RCXへ向けてメッセージを送信

-clear :RCX内のプログラムとデータログを消去

Column

Linux上にNQC環境を作成する

▼リスト3 対戦結果をPCに送る

% nqc -datalog

Uploading Datalog..

0

-1

1

-1

-1

0



NQCを使いこなすにつれて「ロボッ

トをもっと高速にしたい」という欲が

出てくる。たとえばNQCの応用例とし

て挙げた「エッジくん」（写真5）は、

車速を上げると制御が間に合わなくな

ってコースアウトしてしまう。これ以

上の高速化は、純正ファームウェアで

は限界があるのだ。できないことは、

できるようにしてしまえ、ということ

でハードウェアを直接叩けるファーム

ウェアOSを自作した人たちがいる。

#

# legOSについて

#

legOSは、Markus L. Noga氏らのグ

ループによって開発されたRCX用のオ

ペレーティングシステムであり、MPL

（Mozilla Public Licens）にもとづいて

ライセンスフリーで配布されている

（http://www.noga.de/legOS/）。この

解説は、1999年11月現在の最新バージ

ョンlegOS-0.2.2をもとに書いている。蛇

足ながら、Markus L. Noga氏の開発メ

インプラットフォームはLinuxである。

RISにはもともとLEGO社純正のフ

ァームウェア（Firm0309.lgo）が付属

しており、RCXに電源を投入するとい

つもこのプログラムが動作する。ファ

ームウェアはデバイス（モーター、セ

ンサ、赤外線通信など）とユーザーイ

ンターフェイス（ボタン操作、プログ

ラムのダウンロードなど）を制御する。

RCXコードや前述のNQC言語で記述

されたロボットプログラムは、純正フ

ァームウェアの上で動作している。

legOSはこの純正ファームウェアの

代替となるOSである。本誌の読者な

ら、お仕着せのものではなく、自分で

使いやすいように不要なものを除いて

カーネルを再構築したことがあるかも

しれない。同様に、legOSユーザーは

自分でファームウェアをコンパイルし

て作成し、RCXの純正ファームウェア

と置き換える。自分用にmakeするの

だから、当然必要な機能だけを搭載し

た軽量なカーネルになる。legOSを使

用する目的のひとつは、このように必

要な機能に特化したカーネルでRCXを

動かすことにある。legOSを使用して

AV機器のリモコン機能を実現した例

もあり（http://www02.so-net.ne.jp/

̃abuku/）、純正ファームウェアの壁

を飛び越えた応用が期待できる。

#

# 特徴

#

legOSの特徴を簡単に列挙すると、

1. タイムスライス方式のプリエンプテ

ィブマルチタスク

2. POSIX標準1003.1b準拠の計数セマ

フォ

3. 赤外線通信を用いたネットワークプ

ロトコルLNP（LegOS-Network-

Protocol）

4. ファームウェアの高速ダウンロード

ユーティリティが付属

といったところだが、1. および2. を実

現するためには動的なメモリの確保／

解放やタスク間の排他制御などが必要

であり、メモリマネージャやタスクマ

ネージャは不可欠である。また、3. を

実現するために階層的プログラミング

モデルの導入が想像され、legOSがか

なり本格的なOSであることがわかる。

とはいえ、RCXの搭載メモリは32Kバ

イトと、PCと比較すると非常に狭いの

で、カーネルもきわめて小さい。純正

ファームウェアのダウンロード前のフ

ァイルサイズが44Kバイトなのに対し、

デフォルトでmakeしたlegOSカーネル

は約3分の1の16Kバイトにすぎず、た

いへん軽快に動作する。

#

# 開発環境

#

legOSはC言語とわずかなアセンブ

ラコードで記述されている。Linuxの

カーネルをmakeする場合、/usr/src/

linux/.configを編集して構成要素やオ

プションを選ぶが、それと同様に

legOS/boot/config.hで必要な機能を定

義してmakeする。

：

#define CONF_TIME // システムタイム

#define CONF_MM // メモリマネジメント

#define CONF_TM // タスクマネジメント

#define CONF_SEMAPHORES // セマフォ

#define CONF_PROGRAM // プログラムローダ

：

VxWorksなど、組込み機器用のOS

を使用したことがあれば、おなじみの

作業だろう。

コンパイル作業はLinux上で行い、

コンパイラにはgccを用いる。といっ

ても、Linuxのディストリビューショ

ンに付属しているgccではない。カー

ネルはRCXに搭載しているH8チップで

動作させるから、H8用のgccを用いるの

である。このように、コンパイル環境

（この場合Linux）とは別の環境で動作す

るプログラム（legOSカーネル）を生成

する開発環境をクロス開発環境と呼び、

そのコンパイラをクロスコンパイラと呼
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legOSについて

特 徴

開発環境

legOS―自分専用のファームウェアOSを作る



んでいる。H8用のクロスコンパイラは、

http://www.noga.de/legOS からバイナ

リを入手できるが、gccのソースコード

から自分で作成したほうが確実だろう。

l e g O S 開 発 環 境 の構 築 方 法 は、

http://www.ylw.mmtr.or.jp/̃arcadia/や

http://arthurdent.dorm.duke.edu/legos/

HOWTO/HOWTO.htmlを参照していた

だきたい。

makeしたカーネル（legOS.srecファ

イル）は、util/のfirmdl3ユーティリテ

ィでIRタワーからRCXにダウンロード

する。firmdl3はダウンロードが非常に

高速なため、巨大な純正ファームウェ

アのダウンロードにもお勧めできる。

ユーザープログラムはC言語で記述

してmakeする。以前のlegOSでは、

OSと一緒に構成し、ファームウェアの

一部としてRCXにダウンロードしてい

たが、legOS-0.2.x以降はユーザープロ

グラムを独立させ、RCXコードのよう

にダウンロードできるようになった。

makeしたプログラムはカーネルのあと

から最大8個までダウンロード／消去

可能だ。ダウンロードしたプログラム

は、Prgmボタンで選択してRunボタ

ンで実行開始／停止できる。

#

# legOSのタスクマネージメント

#

ここで、legOSのマルチタスキング

方式について少し解説する。legOSは

タイムスライス方式のプリエンプティ

ブなマルチタスクを採用している。タ

イムスライス方式は、一定時間（タイ

ムスライス）ごとにタスクスケジュー

ラが起動して、どのタスクを実行させ

るか判断して実行させる。

タイムスライスの間隔はデフォルト

で20msecであり、include/sys/time.h

に定義されている。legOSユーザーは、

もちろんこの値を自由に変更できる。

タスクが1つだけでイベント待ちがな

く、できるだけ高速な処理が必要な場

合にはタイムスライス値を大きく設定

し、複数タスクで処理するときにタス

クスイッチのオーバヘッドが増えてで

も高速なタスクスイッチが必要であれ

ばタイムスライス値を小さく設定する。

図3に優先順位の高い順にtask1、task2、

task3が存在する場合のタスクの実行状態

を示した。優先順位の高いタスクがwait()

のコールなどでSLEEP状態になると、即

座にタスクスケジューラが起動されて次

に優先順位の高いタスクが実行状態にな

る。優先順位の低いタスクが実行状態に

あるとき優先順位の高いタスクが待って

いたイベント（タッチセンサが押された、

光センサが明るくなった、など自由に設

定可能）が発生すると、実行権の横取

り（プリエンプション）によって優先順

位の高いタスクが実行状態になる。

このように複数のタスクが代わるが

わるCPUなどの資源を共有して実行す

る環境では、タスク間の排他制御が必

須である。legOSはセマフォを提供し

ており、ユーザーはこれを用いてクリ

ティカルセクションを管理できる。た

とえば、task1とtask2が以下のように

グローバル変数criticalDataを使用する

と、criticalDataの整合性は保証されな

い（task1がcriticalData < 20を評価

したとたんにtask2に実行が移る場合を

考慮しなくてはならない）。

task1

if (criticalData < 20)

motor_a_dir(rev); /* モーター後退 */

else

motor_a_dir(fwd); /* モーター前進 */

task2

criticalData = 30;

しかし次のようにセマフォを使用す

れば、task1が①でsem_postするまで

task2は②のsem_waitで実行がブロッ

クされるため、安全にデータ（クリテ

ィカルセクション）を扱える。

task1

sem_wait(&semaphore);

if (criticalData < 20) 

motor_a_dir(rev); /* モーター後退 */ 

else

motor_a_dir(fwd); /* モーター前進 */

sem_post(&semaphore); ……①

task2

sem_wait(&semaphore); ……②

criticalData = 30;

sem_post(&semaphore);

#

# 通信機能

#

LNP（ Legos Network Protocol）

は、赤外線通信を用いてTCP/IPのよ
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うなコネクション指向と、UDP/IPの

ようなブロードキャスト特性の通信を

可能にする。IPアドレスに相当する

LNPアドレスは4ビットで0～15が使用

でき、RCXが15台とホストPC1台でネ

ットワークが構成できる。論理的なポ

ート番号は4ビットで0～15ポートが使

用できるので、それぞれのRCXで16個

のLNPクライアントプログラムが動作

できる。デフォルトでは、ホストPCの

LNPアドレスは8、RCXは0となってい

る。複数台のRCXを用いる場合は、適

宜config.hに定義されたHOST（RCX）

アドレスを変更してカーネルを作り直

さなくてはならない。つまりLNPアド

レスは動的に設定できない。

各RCX内部の論理通信ポートへは、

lnp_addressing_set_handler(1,

&myProg);

のようにlnp_addressing_set_handler()

APIを用いてパケット到着後の処理を

登録することによって、クライアント

プログラムを実装できる。この例では、

1番ポートに到着したパケットを処理す

るためにmyProg()を登録している。こ

のように、LNPを用いれば特定のRCX

の特定のプログラムと通信することが

できるし、全部のRCXに同報通信する

こともできる。また、myProg()の内容

によってはより高レベルなプロトコル

も簡単に実装できる。これらのしくみ

は、Ethernet－IP－TCPのような階層

的なネットワーク参照モデルとよく似

ていて面白い。

なお、ユーザープログラムのダウン

ロード機能は、0番ポートを使用する

上位プロトコルとして実装されている。

LNPの上位プロトコルの作成はこれを

参考にするとよいだろう。詳しくはソ

ースコードを参照してほしい。

#

# legOSのプログラム例

#

NQCの例と同様のエッジ探索プログ

ラムがリスト4だ。このプログラムを動

作させてすぐにわかるのは、モーター

がものすごい速さで反応することであ

る。legOSの速さが体感できたのでは

な い だ ろ う か ？ 　 コ ー ド 中 の

motor_b_dir関数やLIGHTマクロは、

インクルードファイルdsensor .h、

dmotor.hに定義されているAPIで、ユ

ーザーはこれらをインクルードすれば

いつでも使用できる。

また、ユーザープログラムは必ず

main()という名前の関数を1つ含んでい

なければならない。legOSカーネルの

プログラムローダは、プログラム番号

が選択された状態でRunボタンが押さ

れたとき、新しいタスクを生成して

main()をエントリーポイントとして処

理を開始するからである。再びRunボ

タンを押すことで、カーネルはこのタ

スクを消去してプログラムが停止する

（プログラムイメージは消えないので

Runボタンで再スタートできる）。

この例ではごく単純なコードを示し

たが、C言語で記述するので、当然多

数の関数を持っていてもいいし、コン

パイルスイッチも利用できる。また、

ソースコードは複数のファイルに分け

ることも可能で、よく使う有用なコー

ドをライブラリにして再利用すること

もできる。また、ユーザープログラム

からさらに新しいタスクを生成して、

多重処理やLNPを用いたネットワーク

通信によるインテリジェントな処理を

行うこともできる。

#

# OSの世界を覗く楽しさ

#

legOSを使用するのは、RCXコード

やNQCに比べてかなり敷居が高い。C

言語の知識だけでなくマルチタスキン

グやハードウェアの知識が要求される。

また、legOSを構成する機能にどのよ

うなものがあり、ほかの機能とどのよ

うにかかわっているかを理解しなけれ

ば、最適な機能の選択などできない。

しかし、C言語が少しでも読めたら試
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▼リスト4  エッジ探索プログラム（legOS用）

#include <dsensor.h>

#include <dmotor.h>

#define TH    60

int

main()

{

ds_active((unsigned *const)&SENSOR_2); /* ライトセンサ初期化 */

motor_b_speed(255);    /* モーター速度設定 */

while (1) {            /* 無限ループ */

if (LIGHT_2 < TH) {  /* 暗いとき */

motor_b_dir(fwd);  /* モーター正転 */

} else {             /* 明るいとき */

motor_b_dir(rev);  /* モーター逆転 */

}

}

return 0;

}

legOSのプログラム例

OSの世界を覗く楽しさ



してみる価値がある。legOSのソース

コードを追いかけているうちに「なー

んだ、コンピュータってこんなふうに

動いてるんだ」と発見できてウキウキ

すること請け合いである。

legOSはOSの勉強の教材としても好

適である。カーネルコードが7000行程

度とコンパクトだし、ロボットを動か

しながらプログラミングの勉強ができ

れば楽しいではないか。

■LETroプロジェクト

NQCとlegOSはいずれも海外で開発

されたものであり、ドキュメントもほ

とんどが英文である。一方、日本では

いしかわきょーすけ氏のLETroプロジ

ェクト（http://www.asahi-net.or.jp/

̃qx5k-iskw/lego/letro/index.html）

が登場した。このプロジェクトの目的

は、NQCの手軽さでlegOSのように

RCXの能力を限界まで引き出すことに

ある。C言語とμITRONライクなOS、

さまざまなツールを組み合わせて、プ

ログラムを開発できるようにするとい

う。大いに期待したい。
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■「ロボティクスセット」と「ドロイドキット」

MindS t o rmsシリーズの新しい製品、

「LEGO MindStorms Robotics Discovery Set

（ RDS）」 と 「 LEGO MindStorms Droid

Developer Kit（DDK）」の日本語版「ロボテ

ィクス セット」「ドロイド キット」の販売が

開始された。

ロボティクスセットにはRCXの代わりにス

カウトと呼ばれる青いユニットが付属し、本

体のボタンを押してLED上でアイコンを組み

合わせてプログラムを作成する（写真左）。

ドロイドキットはStarWarsに登場するドロイ

ド（ロボット）を作成できるセットで、マイ

クロスカウトと呼ばれる白いユニットが付属

し、用意されている7つのプログラムをボタ

ンで選択する（写真右）。

いずれもPCなしで使用できる反面、RISと

比べて機能が限定されるため、オリジナルロ

ボットを作りたければPC上で自由にプログラ

ミングできるRISがお勧めである。

■RISの入手方法

ロボティクスセット、ドロイドキットと違

って、RISは残念なことに日本国内では正式

に販売されていない。しかし、並行輸入した

製品が一部の販売店や以下を始めとする国内

のオンラインショップから比較的容易に入手

可能だ。現在の価格はおおよそ3万5000円程

度である。OSAMU氏のWe bサイト、

MINDSTORMS Japan（http://www.osamu.

nop.or.jp/mindstorms/）などを参考にすると

よいだろう。

e-sekai http://www.e-sekai.com/

■コンテストに参加する

MindStormsでオリジナルな作品を作った

ら、LEGO社のMindStormsオフィシャルサイ

ト（http://www.legomindstorms.com/）に登

録しよう。ユーザー登録をすると、Webスペ

ースが与えられ、作ったロボットの情報をア

ップロードして世界中に公開できる。このサ

イトでは毎月「HALL OF FAME」というコン

テストが開催されている。LEGO社が登録さ

れたロボットのなかから優れたものを選んで

ノービス部門、エキスパート部門それぞれに

4台ずつノミネートし、登録ユーザーの投票

にかけるものだ。優勝すれば殿堂入りする。

Column

MindStorms関連情報

ロボティクスセット（左）
とドロイドキット（右）

©Lucasfilm Ltd.&TM. All right reserved, All Star Wars elements are
property of Lucasfilm Ltd. and/or Lucas Licensing Ltd.

最後に

筆者は長い間、PC上でソフトウェア

を作っても決してモニタ画面から出て

行くことができない（触ることのでき

ない）もどかしさを感じて満足しきれ

なかった。自分でデザインして作り上

げた作品がソフトウェアで思いどおり

に動作することから得られる感覚は、

シミュレーションだけでは決して得ら

れない貴重な体験であると思う。この

記事を通して1人でも多くの方に

MindStormsの愉しさを知ってもらう

ことが筆者の願いである。

最後にMindStormsの名付け親、

Seymour Papert博士の言葉でお別れ

しよう。

“ Knowledge is only part of understanding.

Genuine understanding comes from hands-on

experience.” ――知識は理解の一部にすぎな

い。本当の理解は自分の手による経験なくして

は得られないものである。



コンピュータユーザーにとって、テキストエディタほど

好みが分かれるものはない。昔からUNIXユーザーの間で

は、viとEmacsの優劣をめぐって聖戦（holy wars）が繰

り返されてきた。

viは visual interfaceの略なのだが、これが意味するイ

ンターフェイスとは、ラインエディタexに対するインター

フェイスである。viで実行可能な編集コマンドは、exのそ

れと等価であり、viとexの違いは、ビジュアルであるこ

と、すなわちスクリーン表示にするかどうかにある。

vi/exが提供する編集コマンドは必要十分なものとはいえ、

複数のファイルを扱うこともできるし、UNIXのシェルコ

マンドを実行して、その結果を挿入することもできる。編

集コマンドの置き換えレベルとはいえ、簡単なマクロ機能

も提供されているなど、その機能には奥深いところがある

のは、案外知られていないようだ。ただし、viの操作性そ

のものは直感的ではなく、インサートモードとコマンドモ

ードの区別に慣れない間は、ビープ音でうるさく警告され

ることになる。

viがミニマリズム的なのに対して、Emacsはバロック的

であり、たくさんの樹木が生い茂る森のようでもある。vi

と同様にUNIXのシェルコマンドを実行できるのは当然だ

が、画面を分割して複数のウィンドウを表示できる利点は

大きい＊。さらに、各種プログラミング言語に対応したイ

ンデント処理やカーソル移動などのプログラミング支援機

能、アウトライン処理などの文書作成支援機能もあるし、

電子メールやネットニュースの読み書き、Diredコマンド

でのディレクトリ／ファイルの編集など、およそテキスト

として扱うことができる処理であれば、すべてEmacsの

環境下で実行可能なのである。

しかし、テキストエディタとしてviとEmacsのどちら

が優れているかという問いは不毛であり、用途に応じて使

い分けるというのが現実的だろう。ただし、Emacsを狭い

意味でのテキストエディタの枠に閉じ込めることはできな

い。ユーザーにとって、EmacsはUNIXに対する統合さ

れた操作環境でもある。EmacsはUNIXのCUIを拡張し

て、よりインタラクティブなユーザーインターフェイスを

提供する。

GUIはコンピュータの進化を妨げた

一 般 に GUI（ Graphical User Interface） と CUI

（Character User Interface）は、互いに対立するものとし

文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku
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て考えられている。歴史的にはCUIのあとにGUIが発明

されたわけで、それはユーザーインターフェイスの進歩と

して評価されている。そして、GUIはCUIよりも直観的

で、初心者でも操作できるという主張が繰り返されてきた。

プログラムを起動するには、CUIではコマンドをタイプ

しなければならないが、GUIではアイコンをクリックする

だけでよく、コマンドを覚える必要がない。アイコンとい

うスクリーン上の図像（イメージ）は、ある隠喩（メタフ

ァー）によって成立する象徴（シンボル）である。スクリ

ーン全体が机の隠喩として構成される（デスクトップメタ

ファー）。この隠喩においては、ディレクトリは「フォル

ダ」として、ファイルは「書類」として、ファイルの削除

機能は「ごみ箱」として、それぞれ象徴的な図像として提

示される。これらの象徴体系を支える隠喩は、日常的な道

具を模倣しているので、コンピュータの初心者にとって直

感的に機能を理解することができる、と主張されている。

しかし、GUIとCUIを二項対立としてとらえる図式は、

少し疑ってかかったほうがいい。マウスの発明者として有

名なダグラス・エンゲルバートは、'68年にSRI（Stanford

Research Institute）でNLS（oNLine System）を開発

した。GUIの起源をたどっていくと、このNLSに行き着

く。エンゲルバートは'98年のインタビューで次のように発

言している（http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?

file=issue/1998/1208/keyp01.html）。

――'68年のプレゼンテーションから30年が経ちました

が、この間のコンピューターの歴史において、予想してい

なかったことはありましたか？

Engelbart：「進化のスピードが思ったより遅かったのは

予想外でした。 その妨げとなったのは、 G U I と

WYSIWYGにあると思います。GUIは初心者には向いて

いますが、あくまで簡単で自然なインターフェイスが優れ

ているのならば、人は大人になっても三輪車に乗っている

はずでしょう。WYSIWYGは、コンピューター革命以前

の書類体裁を模倣したものです。ですが、これからの時代

において、印刷するということがどれだけ重要な意味を持

つというのでしょうか。」

人間がコンピュータに歩み寄るのではなく、コンピュー

タが人間に歩み寄らなければならない、という信念がGUI

を発明した。しかし、CUIで可能な操作のすべてがGUIに

おいても実行できるわけではない以上、GUIはCUIを乗り
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越えたものではない。GUIとCUIは相補的に捉えられるべ

きだろう。問題は、人間がコンピュータに歩み寄るための

回路を遮断すべきかどうかにある。遮断すべきだ、と主張

しているコンピュータの典型がMacintoshである。

Macintoshは光の牢獄

Macintoshには、UNIXのようなCUIは存在しない

（WindowsにはMS-DOSプロンプトというCUIが存在す

るとはいえ、それはUNIXと比較すればあまりに貧困な

CUIである）。MacintoshのGUI思想は、CUIとGUIを対

立的にとらえたうえで、CUIを否定している。Macintosh

ユーザーにとって、コンピュータとはスクリーンに提示さ

れている「目に見えるもの」こそがすべてであり、それは

永遠に追放されることのないエデンの園なのかもしれな

い。皮肉なことに、そこにはイブをそそのかす蛇はいない

し、イブもアダムも知恵の樹の実を食べることはないのだ。

これに対して、人間がコンピュータに歩み寄るための回

路は開かれているべきだと考えるのが「啓蒙」である。啓

蒙は蛇であらねばならない。蛇は「目に見えるもの」が

「目に見えないもの」によって作り出された表層に過ぎな

いことを知っている。蛇は「目に見えないもの」が言語に

よって記述されていることを知っている。蛇は「目に見え

ないもの」を見るために、ソースコードを開示する。

啓蒙はenlightenmentの訳語である。これと同じ名前の

ウィンドウマネージャが存在するが、LinuxにおけるGUI

は啓蒙と対立するものではないので、このネーミングは必

ずしも皮肉ではないのだ。

Macintosh崇拝者には、シェルプロンプトが表示されて

いるだけのLinuxの画面は、あたかも闇のように感じられ

るだろう。プロンプトに向かってタイプされるコマンドは、

闇に向かって異教徒が発する呪文のように感じられるだろ

う。しかし、ここでEnlightenmentを起動すれば、闇は

GUIの光で満たされる。しかも、その光は一切の闇を消し

去ったわけではなく、闇を伺うための窓、xterm／kterm

を光の中に現出させることもできる。この闇を支配するの

は言語である。「はじめにことばがあった」のであれば、

言語を遮断してしまったMacintoshは、光の牢獄なのだ。

「ユーザー」の誕生

スクリーンには「遮断する」という意味がある。
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MacintoshのGUI思想は、光から闇を遮断する。それは

CUIを排除するだけでなく、ユーザープログラミングも排

除する。スクリーンの向こう側にアプリケーション開発者

がいて、スクリーンのこちら側にユーザーがいる。プログ

ラミングは闇に属する行為であり、それは専門家という司

祭に委ねられるべき行為なのだ。司祭は、ユーザーにアプ

リケーションを提供する。ユーザーにとって、Macintosh

を使うことは、すなわちアプリケーションを使うことと同

義である。

ユーザーはGUIに従属し、アプリケーションに従属す

る。もちろん、これはMacintoshに限ったことではなく、

Windowsにおいても同様である。パーソナルコンピュー

タがこれだけ普及したのは、GUIがあり、アプリケーショ

ンがあったからだ。Macintosh、そしてWindowsのGUI

は、もともとアプリケーションのユーザーインターフェイ

スを統一するために導入された。GUI以前のアプリケーシ

ョンでは、そのユーザーインターフェイスはアプリケーシ

ョンごとに独自なスタイルで提供されていた。GUIをOS

が提供することで、アプリケーションの開発者は独自に

GUIを開発する必要がなくなり、開発効率が上がる。一方、

ユーザーにはアプリケーションの操作法に統一的なスタイ

ルがもたらされる。GUIはアプリケーションの進化によっ

て必然的に要請されたのだ。

現在、LinuxにおけるGUI環境はGNOMEやKDEによ

って整備され、ユーザーのためのアプリケーションが開発

されつつある。ただし、GUIが導入され、アプリケーショ

ンが提供されたとしても、そのことによってLinuxが

MacintoshやWindowsのような牢獄的OSに変貌するこ

とはないはずだ。LinuxでGUIベースのアプリケーション

が使えるとしても、GUIだけがユーザーに強要されるわけ

ではなく、Emacsのような拡張されたCUIを使うことも

できる。Linuxは、CUIとGUIを二項対立としてはとらえ

ない。用途に応じてCUIとGUIを使い分ければよいのだ。

LinuxやEmacsにおいては、人間がコンピュータに対し

て主体的に関与するための回路が開かれている。とりわけ

Emacsにおけるユーザーインターフェイスは、ユーザーに

よるプログラミングを支援するものとして構成されてい

る。このようなユーザーインターフェイス思想は、Emacs

に特有のものではなく、実はMacintoshの誕生に大きな影

響を与えたアラン・ケイにも共有されていた。次回、アラ

ン・ケイとMacintoshの間の「連続性」ではなく「断絶

性」について考えてみたい。
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先日、「国際労働メディア」という集まりに

参加するために、ソウルに行って来た。名前か

らもわかるように、韓国の労働運動グループが

企画した集まりで、海を隔てた労働者たちが暴

虐の鎖を断ち、圧政の壁を打ち破るために、コ

ンピュータやインターネット、ビデオなどのメ

ディアを使いこなしていこうという試みである。

フリーランサーのぼくがなんでこんな会議に

出かけたのかというと、ひとつは「情報化時代

のプライバシー」と題して、最近になって世界

的な規模で問題になっているインターネットの

規制や盗聴・検閲がテーマになっていたから

だ。ぼくはそれに関するセッションで、最近、

日本でもじわじわと強まってきたインターネッ

トの規制や盗聴法の話と、セキュリティシステ

ムなどを紹介したのだが、同じセッションでは

韓国の住民データベースや当局の検閲、そして

イギリスからは最近話題の地球規模の盗聴シス

テムであるエシュロンや、イギリスで計画され

ているインターネットの盗聴制度などが紹介さ

れていた。インターネットの世界も、だんだん

住み難くなってきたものである。

さて、そしてもうひとつが、Linuxを始めと

するオープンソースソフトウェアの利用と意義

に関するセッションだった。このセッションは、

オープンソースソフトウェアの利用可能性と普

及がテーマで、韓国でLinuxがどのように利用

されているのか知りたかったというのも理由の

ひとつだった。

そもそもアジアの国々の間では、ソフトの違

法なコピーは日常茶飯事だ。この集まりにトル

コから参加したある参加者は「トルコでは道端

で野菜や果物を売ってる隣でパソコンのソフト

を売ってるよ。え？ もちろん海賊版さ。だいた

いどれでも1ドルから2ドル」なんて言ってた。

ビル・ゲイツがイライラするのも無理はない。

しばらく前まで、韓国でもこの種の違法コピ

ーは堂々と売られていたそうだが、今回見てき

た「韓国の秋葉原」と呼ばれる竜山電子商店街

では見かけなかった。1年ほど前までは、竜山

でパソコンを買うとWindowsは無料でコピー品

をインストールするのがあたりまえだったそう

だが、マイクロソフトから強力なクレームがつ

いて、次々と販売店が訴えられたという。

そこで浮上したのが無料のLinuxだ。特に韓

国では、最近、日本の通産省にあたる産業資源

部という役所が中心となって、21世紀の情報化

に対応するためと称して低価格な「国民PC」

の普及を進めている。竜山では日本円で5万円

程度で売られている「国民PC」にもLinux版が

あり、マスコミでも頻繁に話題になっている。

ちなみに、韓国でも、やはりいくつかの韓国

語バージョンのLinuxパッケージが売られてい

る。その中で、メジャーなパッケージはMIZI

LINUXというRed Hadをベースにして韓国語

のKDE、GNOMEを乗せたパッケージだ。ぼく

も韓国みやげにこのパッケージを買ってきたの

だが、実によくできている。パッケージとして

の完成度の高さもさることながら、Linux版の

「アレアハングル」というワープロソフトが付属

しているのも大きな魅力だ。

「アレアハングル」は、日本でいえば一太郎

に相当する韓国語のワープロソフトだが、約

70%以上という一太郎とは比べものにならない

ほど高い市場占有率を誇る国民的ワープロだ。

事実上、このソフトのファイル形式は韓国ワー

プロのデファクトスタンダードとなっていて、

アレアハングルを持っていないと韓国人との文

書の交換ができない。ぼくも、韓国語を書くわ
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けではないのだが、アレアハングルフォーマッ

トで送られたファイルを開くのにいつも苦労し

ていたので、MIZI LINUXのX版「アレアハン

グル」は嬉しかった。

面白いのは、この「アレアハングル」がマイ

クロソフトを悩ませているという話。MS

Wordがトップシェアを取れないのは、世界で

唯一、韓国だけだそうで、MSは「アレアハン

グル」の買収工作やらOfficeの無料配布やら値

下げやら、ありとあらゆる手段で食い込みをは

かっているそうだが、いまのところ「アレアハ

ングル」の優位は揺らぎそうもない。

ただし、「アレアハングル」の開発元は一時、

倒産の危機に瀕した。いくらシェアが高くても、

ほとんどが違法コピーだからだ。政府や学校で

もコピー品が使われていたそうで、これでは儲

からないのはあたりまえだ。「アレアハングル事

件」は、それだけで1冊の本になりそうな面白

い（？）事件だったのだが、この過程でオープ

ンソース化も議論された。オープンソース化は

実現しなかったものの、アレアハングル互換の

オープンソースソフトの開発は、現在も続いて

いる。

ところで、ソフトの違法なコピーや偽ブラン

ドなど、アジアでの知的所有権侵害の問題は、

国際的な通商問題でもある。日本もこの問題に

ついては決して胸を張れる状態ではないのだが、

韓国の場合、コピーやパクリはひとつの文化と

も言える状態だ。日本のテレビ番組や歌、マン

ガのパクリは韓国に蔓延していて問題になって

いるし、インターネットのコンテンツの転載も、

最近は規制ができたそうだが、事実上、ほとん

ど野放しという、なかなかすごい状態である。

労働メディアの集まりでは、「マイクロソフ

ト対オープンソース」的な二項対立の図式を前

提として、Linuxを始めとするオープンソース

の利用拡大が、情報の独占に対する代案となり

得る、というような形で進められたのだが、こ

うした二項対立的な議論を聞きながら、韓国の

―あるいはアジア的な―「パクリの文化」を生

かす道もあるのではないかと考えた。

現在のアジア的パクリが問題になるのは、そ

れがルール違反だからなのだが、「いくらパクっ

てもかまわない」というルールだったらどうだ

ろう？ GNUのコピーレフトやオープンソース

のさまざまなライセンスは、いわば「パクリの

ル ー ル 」 だ が 、 NCSA httpdを パ ク っ た

Apacheを筆頭に、オープンソースソフトの世

界はほとんどがそんなパクリのルールの下で成

長してきたソフトである。

また、香港映画はそれこそ仁義なきパクリの

ルールの下で、お互いにパクりパクられながら、

パクりに負けない斬新なアイデアを育ててきた

ことを思い起こすと、知的所有権なんて、パク

られたら価値を失う程度のつまらない製品を保

護するためのどうでもいいような仕組みなんじ

ゃないかとさえ思えてくるほどだ。

知的所有権をなくしてしまえというのは極論

かもしれない。だけど、既存のソフトウェアメ

ーカーの主張だけがすべてではないということ

を、もっと広く世間に知らせる努力が求められ

ているのではないだろうか。
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11月はComdexがあったので、その

関連で意外にニュースが多かった。ま

た、Microsoftに対する事実認定が出

たあとも、いろいろとニュースが出た。

Linux関係では、Red Hatがいろいろ

と話題になったようだが……。

米国の無料パソコンブームの火付け

役Free-PC社と低価格パソコンの火付

け役、eMachines社（ソーテックのe-

Oneを米国で扱って、Appleともめた

ので有名）が合併するのだとか。Free-

PC社は、コンパックのパソコンを無料

提供する代わりに、広告や通販からの

リベートで、ハードウェア代をまかな

う予定だったようだが、どうもうまく

いかなかったようである。もっとも、

ずさんな管理などというウワサが出て

いたので、かならずしも、ビジネスモ

デルとして失敗したかどうかは不明で

ある。

eMachinesは、プロバイダ契約など

を組みにして低価格パソコンを売り出

し、いまやPCメーカーとしてはベスト

5に入るまでになったが、こっちのほう

は、そんなにも調子が悪いわけではな

さそうだ。それに、いまでも低価格パ

ソコンは人気である。

感じとしては、Free-PCは、値段を

下げすぎたという感じだろうか。ちゃ

んとした定価を持つ低価格PCに、プロ

バイダ契約などによる、リベートや各

種払い戻しを組み合わせて、値段を

除々に下げていくやり方のほうが確実

だったということである。もっとも、

eMachinesのマシンも、場合によって

は、タダ同然に売られているところも

あるようなので、限りなく無料に近い

とはいえる。結局、金の管理をちゃん

としたほうが勝ちということか。

いろいろともめていたようだが、日

本でも、Windows 2000は、2月に出

荷されることに決まったようである。

日付は、2月18日。つまり、米国での

出荷の翌日ということになる。もっと

も、米国、ヨーロッパ、日本で2月17

日とすると、時差の関係から、日本で

の発売が最も早くなるのだとか。この

18日は、米国での発売が終わった次と

いう意味。

今回の発表に合わせて、いろいろと

「ハデ」なイベントが企画されていると

いうことなので、ニュースバリューを

米国内で高めるには、先に日本で発売

しては「まずい」ということなのであ

ろう。

とりあえず、「年度」内の出荷が確

定し、ちょっと安心した人もいるかも

しれない。年度またいじゃうと、予算

とか大変だものねぇ。でも、Y2Kで大

変な次期にWindows 2000（W2K）を

入れるなんて、ちょっと無謀ではあり

ませんか？

日本のマイクロソフトにしても、日

本では、4月末からはゴールデンウィー

クだし、たしかマイクロソフトの期末

は6月だったので、あまり遅くなると、

発表イベントもやりにくいだろうし

（春は新製品の時期でもある）、今期の

売上げにも響くというところでしょう

か。

アンチMicrosoftの波にいま一番乗っ

ているのは、Red Hatだと言われてい

るが、株式公開してから、いろいろと

調子がいいようである。つい最近も、

GNU開発ツールメーカーのCygnus
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Solut ionsを買収した。このほかに

LinuxCareの買収失敗の話とか、Corel

買収のウワサもあるようだ。

国内では、話題になった、LASER5

との契約打ち切りのあと、日本法人を

作り、ハードメーカーとの提携を進め

ているようだ。

Red Hatもそういう意味では、いま

や、MicrosoftやSUNなどと並んで、

競争を繰り広げる立場に立った（と思

っている）のだろうが、SUNがそうだ

ったように、競争に一生懸命になるあ

まりに、“Microsoft化”しないことを

祈るばかりである。

ノートが好調なソニーだが、今回は、

米国で人気ナンバーワンのPDA

（Hand heldデバイス）であるPalm

Computingと提携した。なんでも、

Palmシリーズでメモリスティックをサ

ポートし、Palm OSにAV機能を入れ

るのだとか。ソニーは、来年、Palm-

OS搭載のHand Heldデバイス（簡単

にいえばPalmシリーズ互換機）を出荷

する予定。

いままで、市場での成功は別として、

国内でソニーが先鞭を付けた分野に、

松下など国内家電メーカーが追従する

のが「ならわし」だったが、これで、

家電メーカーもまたこぞって、PDAに

注目することになるのかも（かつて、

電子手帳ブームのときに、松下とか日

立は、シャープの電子手帳をOEMし

たことがある）。

また、Microsoftは、WindowsCEに

テコ入れを考えていて、Palm-Size PC

版WindowsCEのバージョンアップな

どが計画されている（名前も変えるの

だとか）。だから、同じComdexで行わ

れた発表にビルゲイツは激怒していた

とか。でも、国内メーカーがソニー追

従に入ると、Microsoftが絡む可能性

（特に松下とかWindowsCEをソニーへ

の対抗上担ぐ可能性もあり）があり、

そんなに悪いことでもないと思うけど

ね ぇ （ そ れ に 、 ソ ニ ー だ っ て 、

WIndowsCE搭載のプロジェクタなん

かも作っているようだし）。

Microsoftは、PlayStation2に刺激さ

れて、PC技術をベースにしたゲーム専

用機（X-BOX）を計画中という話だ

が、今回のSONY-Palm Computingと

の提携で、ソニー vs. Microsoftとい

う構図も今後の展開によってはありえ

るだろう。最も、米国流ビジネスだと、

右手で握手しながら、左手で殴り合う

なんてことは少なくないので、米国的

対決ってやつでしょうか。

裁判関係でいろいろとニュースネタ

になっているMicrosoftだが、製品面で

は、来年発表のWindows 2000のほか

に は 、 Windows 98の 後 継 で あ る

Millennium（コードネーム）のβ2を

出したようだ。このMillennium、レガ

シーデバイスやDOSプログラムのサポ

ートをやめるという話だが、Microsoft

の製品って、バージョン3からと言われ

ており、これがWindows 95から数え

て3つ目なので、意外に良くなっている

のかも。 だが、 筆 者 は、 すでに

Windows 95で、仕事用のデスクトッ

プOSとしては、見切りをつけてしまっ

たので、どうなろうが、個人的には関

心のないところ。Windows 98が静か

なので、今度は、Windows 95のよう

な爆発的人気を期待したいところだが、

裁判の影響なんかもあって、どうなる

ことやら。

では、今月はこのへんで。
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http://www.redhat.com/



正直に白状するが、ここ2、3年は、

Linuxを自分の仕事に使うということ

をあまりしていなかった。記事のネタ

として実験をしたり、他人のためにイ

ンストールや各種の設定の手伝いをし

たり、といったことばかりやっていて、

肝心の原稿仕事ができる環境を整備す

る暇がなかったのだ。

雑誌や書籍の原稿を書くという仕事

では、WYSIWYG機能を完備したワー

プロソフトは無用の長物であって、

使いやすいテキストエディタと賢い日

本語入力システムだけあればいいのだ

が、実はLinuxでは日本語の商用原稿

を書くのに適したエディタが見当たら

ないのだ。Muleやviがあるじゃ
ないかという声が聞こえてくるよう

だが、実はこれらのエディタは、デフ

ォルトの状態では日本語の原稿を作成

するうえでの重大な欠点があるのだ。

このように書くと、不安な気持ちに

襲われる読者もいるかもしれない。

Linuxは使い物にならないと
言いたいのか？と詰問したくもな

るだろう。実際には、メールを書いた

り短い私的な文章を書いたり、あるい

はTeXで論文を書くなどのアカデミ
ックな使い方をしたりする分にはま

ったく問題はない。また、Muleや

Emacsならば、きちんと設定さえすれ

ば商用の原稿を書くのにも問題はない

し、へたなワープロソフトよりも快適

に作業できるようになる。

しかし、現在流通しているLinuxの

ディストリビューションでは、インス

トール直後のデフォルトの状態で、た

とえばMuleを使おうとすると、3分
でストレスが極大に高まって投げ

出したくなる。たとえば、Backspace

キーの扱いが全く不統一な状態になっ

ていて、通常のテキスト入力時には

BackspaceでなくDeleteキーを使わな

いと1文字消去ができないと思ったら、

日本語入力モードではそれが逆になっ

ている、といった具合である。

このへんは、Linuxお得意の設定フ

ァイルを書いてやればきれいに解決で

きるのだが、その書き方はかなり面倒

で、おそらく昨日今日Linuxを使い始

めたようなユーザーには、手も足も出

ないだろう。こんなときには、設定
ファイルを他人からいただく
という方法もあるのだが、周りに

Linuxのパワーユーザーがいないこと

も多いし、たとえいたとしても、変
態的な使い方をしているようなユーザ

ーだったりして、何の参考にもならな

い場合も結構多い。少なくとも、ユー

ザーからお金をとるようなディストリ

ビューションなら、参考用というスタ

ンスでかまわないから、なんらかの常

識的な設定ファイルをつけておいてく

れてもよいのではないだろうか。

話を元に戻すと、「Linuxをどんどん

使おう」というような原稿を書いてい

る以上、少しは自分の仕事でもLinux

を使わないと、なんだか読者をだま
しているようで申し訳ないかなと思

い、昔、UNIX上で原稿仕事をしてい

たころに使っていたMule（Emacs）の

設定ファイルが残っていないかどうか

探してみたのだ。ところが、自宅のマ

シンのディスクの中をいくら探し回っ

ても、見つからなかった。どうやら、

ある時期にOSをインストールした際

に、上書きして消してしまったような

のだ。もう見つからないかとあきらめ

かけていたとき、ひょんな場所からフ

ァイルが出てきた。7年以上前からず

っと契約してきたインターネットプロ

バイダのホストの、自分のホームディ

レクトリに置いてあったのだ。

このISPを選んだ際の条件のひとつ

が、「telnetとFTPでログインでき
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第5回　LANのないLinuxなんて……(その2)
前回はLinuxマシンをLANに接続する方法を紹介した。家庭内でも小規

模のLANを引けば、「これぞLinuxの醍醐味」といった使い方がいろいろで
きるのだが、面倒な設定が必要になる場合も多い。今回は難しい設定をし
なくても利用できるネットワークアプリケーションの世界を見てみること
にしよう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda



るホストのあるところ」だったのだが、

契約して使い始めたときに、少しでも

設定を楽にしたかったので、会社で使

っていた各種の設定ファイルをまとめ

てコピーしてあったのだ。実際には

telnetなどでログインすることはそれほ

ど多くなく、ましてや遅いくせに料金

が高い電話回線経由では、Emacsなど

のフルスクリーンエディタを使うこと

は少なかったので忘れていたのだが、

おかげでFTPを使ってローカルのマ

シンにコピーするだけで、昔の実用的

なエディタ設定を取り戻すことができ

たのだ。

そんなわけで、この原稿は久しぶり

にLinux上のMuleを使って書いてい

る。なかなか快適である。ネットワー

クのアプリケーションの中ではかなり

歴史が古いのに、現在ではその存在さ

え知らないユーザーがいるかもしれな

いtelnetとFTPに救われた、とい

う形に（強引に）落したところで、前

回の続きに移ろう。Muleやviの問題点

と実用的に使うためのコツについては

後日あらためて触れることにしたい。

LinuxをLANにつなぐと、すぐに

ApacheでWebサーバだ！とか

Sambaでファイル共有だ！と

いうことになるのだが、これらのネッ

トワークアプリケーションはLinuxを

インストールしても、そのままではま

ともに使える状態にはなっていない。

Sambaなどは、以前はすぐにでも使え

たのだが、Windows 95がWindows

98になった時点で、設定ファイルを変

更したり、Samba専用のユーザー管理

作業をしないと使えないようになって

しまったのだ。自分たちの都合で勝手

に仕様を変えるMicrosoftも悪いのだ

が、ともかくLinuxの敷居が少し高く

なってしまったことに違いはない。

ともあれ、Sambaを使えるようにす

る設定は、実際にはそれほど面倒では

ないし、雑誌記事や書籍などでいや
というほど解説されているので、ちょ

っと暇があればだれにでも使えるよう

になるだろう。しかし、「その時間すら

惜しいけど、LANがちゃんと機能して

いるかどうか今すぐに確かめたい」と

いうせっかちなユーザーも少なくあ

るまい。そんなときに、真っ先に試す

のは前回触れたpingコマンドなのだが、

このコマンドは実用性の面ではまっ
たくの無用である。そこで、次に試

してみるべきなのがtelnetである。

telnetというのは、LinuxやUNIX系

OSに限らず、TCP/IPプロトコルによ

る接続が可能なOSなら、ほとんどの製

品が備えている機能の一種で、ローカ

ルマシンで動かす「telnetクライアン

ト」プログラムを使って、ネットワー

ク（LANでもダイヤルアップ接続でも、

TCP/IPプロトコルが使われていれば

なんでもよい）で接続された別のマシ

ン（リモートマシン）にログインして、

あたかもそのマシンのコンソールを使

っているかのように操作できる仕組み

である。telnetクライアントはWindows

95／98などの一般ユーザー向けOSに

附属しているほか、フリーソフトウェ

アやシェアウェアとして流通している

「ターミナルソフト」にもtelnetクライ

アントの機能を備えているものがある。

一方で、telnetクライアントの接続

先には「telnetサーバ」ともいえるプ

ログラムが必要になる。Windows

95／98にはないが、Windows NTに

はtelnetサーバ機能がある。ただし、

Windows NTにtelnetで接続しても、

使えるのはごく一部の管理者用コマン

ドだけで、実用的な作業はでき
ないと思ったほうがよい。

Linuxでは、ほとんどすべてのディ

ストリビューションで、telnetサーバ

機能がすぐに使えるようになっている。

Linuxの場合は、Windows NTとは異

なり、およそ「コマンドライン」でで

きることは、どんなことでもtelnetで

ログインして実行できる。たとえば、

sedやawkなどのフィルタ型のコマンド

だけでなく、Muleやviなどのスクリー

ンエディタを起動して作業することも

可能だ（画面1）。ただし、Xのアプ
リやコンソールで実行するアプリケー

ションの中でも、グラフィカルな画面

を駆使したようなものは、telnet経由
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いざというときの「telnet」

画面1 telnetを使って他のLinuxマシンにログインし
てMuleを使っている例

といっても、ローカルのマシンでMuleを使っている
画面と全く同じで区別できないので、Muleのシェルウ
ィンドウで「w」コマンドを実行してみた。ここでは、
「zen06」というマシンから「zen01」というマシンにロ
グインしているのだが、おわかりいただけるだろうか？

画面2 TurboLinuxの「turbotimecfg」をtelnet経
由で使ってみる

Windowsのtelnet.exeで行った例。Linuxマシンの
telnetからは問題なく使えるが、Windowsからだと画
面が正しく表示できない（使えないことはないが……）。



では使用できない場合がある（画面2）。

■万能ターミナル

telnetが有用なのは、Linuxやその他

のUNIX系OSにとどまらず、Windows、

Macintosh、DOSから、一部の携帯端

末（PDA）まで、TCP/IPのネットワ

ーク機能を持ったコンピュータなら、

ほとんどの製品でtelnetを利用できる

点にある。たとえば、Windows 98で

はc:¥windows¥telnet.exeというコマ

ンドを使えば、LANやダイヤルアップ

接続したネットワーク上のL inux

（UNIX）マシンにログインすることが

できる（画面3）。もちろんLinuxにも

telnetクライアントは存在して、その

ものずばりtelnetというコマンド名に

なっている。たとえば、「orange」と

いう名前のマシンにtelnetを使ってロ

グインしたければ、コマンドラインで、

$ telnet orange

と入力してやればよい。

「個人が1人だけで使っているマシン

に、別のマシンからログインできて何
がうれしいの？」と疑問に思うか

もしれないが、たとえば書斎に置いて

いるLinuxマシンへ、リビングに置い

たWindowsマシンからログインして作

業するなどの使い方ができる。なによ

り便利なのが、Linuxマシンになんら

かのトラブル、たとえばXの設定を間違

えて、コンソールに何も表示されなく

なったり、Linuxマシンに接続したキー

ボードがハングアップしたなどの理由

で、コンソールからの操作が一切でき

なくなってしまったような場合、別の

マシンからログインできれば、シャット

ダウンやリブートなどの処理をすること

ができるのだ。実際のところ、telnetを

使用する場面としてもっとも多いのが、

このようなトラブル解決の手段
としての使い方でなないかと思う。

余談だが、以前、仕事でよく使って

いた某有名ワークステーションメーカ

ーのマシンは、キーボードがハングア

ップして操作不能になることが頻繁に

あって、このtelnetでログイン＆
リブートという「技」のお世話にな

ることはしょっちゅうだった。いまの

ところ、PC互換機でLinuxを使ってい

て、キーボードのハングアップが原因

で操作不能になったことは記憶にない

が、いざというときはこのような手段

もある、ということだけでも覚えてお

いたほうがよいだろう。

ちなみに、Linuxマシンにtelnetでロ

グインして、マシンの管理作業を行い

たい場合、ほとんどのディストリビュ

ーションでは、「rootユーザー」として

直接ログインすることはできないよう

になっているはずだ。いったん一般ユ

ーザーとしてログインしてから、suコ
マンドを使ってrootユーザーになる必

要がある。

もうひとつ、知っておいたほうがよ

いのは、Windows 95／98に付属する

telnet.exeを使う場合、そのままでは

Mule、vi、lessなどの逆スクロール可

能なアプリケーションはうまく表示で

きない。このようなコマンドを使いた

い場合は、telnetでログインした後で、

次のおまじない（コマンド）を実行

するとよい。コマンドの意味について

は深く考えないこと。

・csh系のシェル（tcshなど）を使っ

ている場合

% setenv TERM vt100

% resize

・bashを使っている場合

$ export TERM=vt100

$ resize

これは、Windowsに付属するtelnet.

exeがtelnetプロトコルの一部を省略
してしまっているのが原因らしい。

Linuxのtelnetクライアントを使って別

のLinuxマシンにログインするような場

合は、このような操作は必要ない。

Windowsの場合でも、Windows標準の

telnet.exe以外のターミナルエミュレー

タを使っている場合は、この操作は不

要なことが多い。ちなみに、この「お

まじない」の2行めの「resize」コマン

ドは、telnet使用時に限らず、Linuxの

コマンドラインを使っていて、どうも
表示がおかしいと感じたときに試

してみると、症状が改善することがあ

るので、覚えておくと便利である。

manによるとresizeコマンドは本来、

ターミナル設定の値を変更するシェル

スクリプトを出力するだけで、本当は

それをファイルにしてシェルに喰わせ

てやるなどしないと設定が変わらない

はずなのだが、なぜか私の環境ではう
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画面3 Windowsのtelnet.exeでログインしてMuleを
使う

画面2のturbotimecfgはダメだったが、MuleやViとい
った「地味な」アプリケーションなら、Windowsから
も問題なく使える。ただし、本文中で説明している
「おまじない」が必要になる。telnet.exeのメニューから、
「ターミナル」－「基本設定」を選択し、「エミュレー
ション」で「VT-100/漢字」を、「漢字コードセット」
で「日本語EUC」を選択しておけば、日本語の表示や
WindowsのFEPを使った漢字入力も可能になるはずだ。



まくいってしまう。興味のある方は

man resizeをしてみてほしい。

コンピュータ同士がLANでつながっ

て、リモートログインできるようにな

ると、次にやりたくなるのが、お互い

の間でのファイルのコピーだろう。も

う少し気取った言い方をすれば、フ
ァイル転送やファイル共有とい

うことになる。LinuxとWindowsマシ

ンでのファイルの共有や転送というと、

最初に触れたようにSambaの出番
ということになるのだが、現在の

LinuxとWindowsでは、前述のように

多少の作業をしないと、Sambaは使え

る状態にはならない。また、Mac

intoshとの間でもファイル共有をした

い場合には、Sambaとは別にMac

intosh用の設定もしなければならない。

もちろん、Sambaの設定を行って、

WindowsからLinuxマシンのファイル

を自由に使えるようにしたほうが便利

だし、ぜひともそうすべきであるが、

telnetの場合と同様に、何らかの理由

でSambaが使えなくなってしまった場

合や、Sambaで共有できるように設定

していないディレクトリにあるファイ

ルが欲しい場合にはどうしようもない。

実際、Windows NTやWindows 2000

をインストールしたマシンをLANに接

続すると、設定の具合によっては

Windows NT側からSambaのサーバ

にアクセスできなくなったり、最悪の場

合、他のWindowsマシンからもSamba

にアクセスできなくなることがある。

Windows 2000の最新のベータ版では

改善されているようだが、筆者の自宅

の環境では、どうも安定しない気がす

る。このような場合でも、必要な最低

限のファイルは転送できるようになっ

ていると助かる。

そこで登場するのがFTPである。

FTPもtelnetと同じく、TCP/IP上で

使えるネットワークプロトコルの一種

で、FTPクライアントを使ってFTPサ

ーバに接続し、クライアントマシンか

らサーバにファイルをコピーしたり、

逆に、サーバマシン上のファイルをク

ライアントマシンにコピーできる。

FTPのクライアントプログラムについ

ても、telnetと同様に、ほとんどのOS

に存在し、WindowsでもOSに標準で

付属している（c:¥windows¥ftp.exe

というコマンドファイルがそれ）。FTP

サーバについては、Linuxでは標準の

状態で使えるようになっており、特別

な設定なしに使えるようになっている。

前述のようなWindows NTとの相性の

問題もなく、IPアドレスの設定さえま

ちがっていなければ、LANにつながっ

ているだけで使えるので、非常時のフ

ァイル転送にも便利だ。

■テキストファイルとバイナリファイル

Windowsの場合、FTPのクライア

ントとして使えるのは前述のftp.exe

（画面4）のほか、エクスプローラに似

たGUIインターフェイスをもつフリー

ソフトウェアなどたくさんある。また、

Internet ExplorerでもFTPによるフ

ァイル転送ができるのだが、こちらは

「anonymous FTP」専用と考えたほ

うがいい（普通のFTPアクセスをする

方法もあるのだが、手順が面倒なので

実用的ではない）。

FTPでファイルを転送するときに注

意すべきなのは、テキストファイルと

バイナリファイルの扱いの違いだ。ご

存知のようにLinux、Windows、Mac

intoshでは、それぞれのOSごとにテキ

ストファイルの形式が違っている。こ

のため、単純にファイルを転送しただ

けでは、テキストファイルが正しく読

めないことがある。これに対応するた

め、FTPにはテキストファイルの形式

を、転送先のOSに合わせて自動的に変

換してくれる機能がある。FTPサーバ

のプロンプトでasciiと入力すると、

テキストファイルを転送するモードに

なり、binaryと入力するとテキスト

ファイル以外（便宜的に「バイナリフ

ァイル」と呼ばれる）を転送するモー

ドになる。もし、バイナリファイルを

テキストモードの状態で転送すると、

ファイルが途中で途切れたり、ファイ

ルの内容が変更されてしまうことがあ

るので注意が必要だ。

なお、テキストモードでの自動変換

も万能ではなく、漢字コードの種類や

ファイルの内容によっては、うまく変

換できないこともあるようだ。FTPの

テキストファイル変換機能にはたよら

ず（つまり、テキストファイルもバイ

ナリモードで転送する）、ワープロやエ

ディタのファイル形式変換機能を利用

したほうが確実かもしれない。
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画面4 Windowsのftp.exeでLinuxマシンとファイル
をやりとりする

Linuxマシンに設定してあるユーザー名とパスワード
を使ってログインしてから、cd、put、getなどのコマン
ドを入力して必要なファイルをコピーする。ファイルを
まとめてコピーするmput、mgetなどのコマンドもある
が、使い方にちょっとコツがいるので、これらについて
はまたの機会にしたい。

万能ファイル転送「FTP」
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名前から見てもわかるとおり、

Weeklyは週単位のメールサービスだ。

“ 日 刊 ” ア ス キ ー の も の な の に

“Weekly”というのもナニだが、1週

間分のニュースをまとめ、カテゴリー

ごとに分類、整理したものなので、イ

ンデックスとして十分役に立つはずだ。

これを読めば1週間のLinuxの動きがわ

かるし、資料として取っておき、将来

調べものがある時はリンクをクリック

していただければ、該当記事が掲載さ

れているWebページにジャンプしても

らうことができる。毎日毎日Webサイ

トにアクセスしている暇なんてない、

といった方にもご利用いただけるだろ

う。ニュースは日々流れていくが、

Weeklyはちょっと立ち止まって1週間

を眺めるとともに、保存版として活用

できるのである。

具体的なメニューは表1をご覧いた

だきたいのだが、各コーナーとも、

Web上の日刊アスキー Linuxのメニュ

ーを基本とし、メールで見やすいよう

に工夫している。たとえば、日刊アス

キー Linuxの場合はニュースのカテゴ

ライズはなされていないが、メールの

場合は【一般】や【ソフトウェア】と

いったようにカテゴライズされている。

実は、このカテゴライズは内部ではす

でに記事作成時（XML記述時）に行

われているのだ。日刊アスキー Linux

の記事がXMLによって作成され、最終

的にはHTMLに変換、公開されている

のは以前お話ししたとおりだが、

<category>～</category>というエ

レメントが存在し、それがWeeklyのカ

テゴライズに反映されるのである。

これらのメニューについては、もと

もと日刊アスキー Linuxのものを踏襲

するだけなので、それほど考えること

はなかったのだが、記事1本1本の配置

については、いろいろと議論したり、

ほかのメールサービスなどを比較検討

した。

まず、基本的にはニュース記事すべ

てを載せるのではなく、要約文を載せ

ていこうというもの。当サイトのニュ

ース記事すべてを載せていくと、とて

も長いメールになって一覧性が落ちる。

よって、1つの記事は、

①タイトル

②該当記事のURL

③要約文

というシンプルな構成になった。タイ

トルや要約を読んで、もっと詳しく知

日刊アスキー Linuxの裏舞台
～日刊アスキー Linux Weekly Newsletter～

先月号の当コーナーでお知らせした日刊アスキーのメールサービスが、つ
いに始まった。名称は「日刊アスキー Linux Weekly Newsletter」（以下
Weekly）。毎週月曜日に、1週間分のニュースや日刊アスキー Linux内の更
新情報をお伝えしようというものだ。もちろん無料である。
今回は、このメールサービスの内容と、システムの構成についてご紹介し

たいと思う。メールの内容をどうするか、どのようなメールが見やすいのか、
といった企画面の話から、多数のメールアドレスへの配信といったシステム
面まで、話の範囲は広い。まずは企画面にまつわる話から。

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

1週間のインデックスを

1 今週の注目記事 その週に掲載した注目記事の要約

2 ニュースダイジェスト 【一般】企業の提携や合併、方針説明など

【ソフトウェア】新製品情報やβ版情報など

【イベントレポート】イベントの取材記事

3 連載コラム その週に掲載されたコラムの要約

4 Linux関連書籍ベスト10 「Linux関連書籍今これが売れている！」のベスト

テンと要約

5 イベントカレンダー 近々行われるイベントのご案内

6 アスキーの雑誌のLinux情報 Linux magazineをはじめとした、アスキーの雑誌の

Linux情報

表1 日刊アスキー Linux Weekly Newsletterの主なメニュー
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りたい人は、直接②のURLに飛んで

Webページを参照していただけばよい

し、1週間のニュースをザッと眺めたい

方は、メールのみを読んでもらえばい

い。

実は、要約文については、元の記事

作成時（Web用記事作成時）に、

<summary>～</summary>というエ

レメントに要約を書いておき、これが

紹介文としてメールに記載されるとい

う仕組みをとっている。この<sum

mary>エレメントに書かれた文章は、

いままで一部のコンテンツにしか反映

されていなかった。あくまでも「将来

のための」エレメントで、想定される

使い方は別にあった（とシステム担当

は語っている）のだが、今回のWeekly

で大々的に使われるようになったので

ある。

これまで外に出ない（Webページに

掲載されない）要素だったので、記事

本文のコピー＆ペーストでまかなって

いたり、場合によっては記述しなかっ

たこともあった。今後はメールニュー

ス充実のためにも、短いながらも的確

にニュースの全容がわかるような

<summary>にしていきたいと考えて

いるが、実はこれがくせ者で、なるべ

く多くの情報を的確に書こうとすると、

せいぜい80文字くらいの文章なのに、

長時間考え込んでしまうこともある。

原 稿 執 筆 時 点 では、 ちょうど

Weeklyの創刊号を出し終えたところ

である。作業そのものは、日曜日の深

夜に行った。フジテレビがK-1グラン

プリ'99決勝戦を放映していた時間だ。

武蔵が転倒のアクシデントでフィリポ

ビッチの足蹴りを顔面にくらった頃に

作業を始め、ピーター・アーツとJ・

レ・バンナのアツい一戦の頃には、編

集作業はほぼ終わっていた。そして、

フィリポビッチがホーストの一撃でマ

ットに沈んだ時はすでに、メールの配

信が始まっていたのだった。それでは、

順を追って作業の内容をご紹介しよう。

まず、システムが各記事の要約を抜

き出し、メール本文が作られる（画面

1）。今回は初回なので、システム担当

者からの指示に従って、編集者がメー

ル本文をチェック。要約文の見直しな

ど、内容をところどころ手直しした。

本来ならば、元の原稿を書いた段階で

メール本文の内容も完成しているはず

だが、やはり要約文（<summary>）

に誤字脱字があったり、要約文そのも

のがない記事もあり、手直しした。今

後はこうしたことは減るだろう。

一方、システム担当者はメールに広

告を挿入し、メール本文の再チェック

をした。以前お話ししたとおり、日刊

アスキーのシステム担当者はもともと

編集者であり、さらに技術的にも詳し

いのでありがたい。あとは、メールの

配送を始めるだけである。

こうして、日刊アスキー Linuxが贈

る「 日 刊 アスキー Linux Weekly

Newsletter 創刊号」が完成した。今

後は、毎週月曜日に皆さんのお手元に

届くようになるので、Linux関連ニュ

ースに興味のある方は、ぜひ登録して

いただきたい。

それでは次に、メールニュースシス

テムの中身について触れよう。

システムの構築は、すべて部内で行わ

れた。正確にいうと、システム担当者

が1人で作り上げたものだ。彼がこの原

稿用に、とメモを作成してくれたので、

それを元にシステムの構成から、どの

ようなアクシデントが起こったのか、

といったお話をご紹介する。大規模メ

ール配送システムの事例として、参考

にしていただければ幸いである。

メールニュースシステムは、3つのシ

画面1 

サンプル画面。これも部内で使用するWebアプ
リケーションとなっている。

画面2

メールアドレス登録Webサイト。日刊アスキー
Linux Weekly Newsletterは、本体の日刊アスキ
ー Linuxと同じく無料である。

メールニュースシステムの中身
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ステムに分けて考えることができる。

ユーザーがWeekly配信の申込登録を

する「メールアドレス登録Webサイ

ト」、編集部員がWeeklyを編集するた

めの「メール生成／編集システム」

（先ほどの画面1を生成するものだ）、

そして最後に、Weeklyを配信する

「メール配信システム」である。これら

はすべてオープンソースソフトウェア

（フリーソフト）で構築されている。

●メールアドレス登録Webサイト

http://www.linux24.com/mailnews/

Weeklyの登録システムである。新

規申し込みだけではなく、配送先メー

ルアドレスの変更／中止もここで行わ

れる（画面2）。我々が留意しなければ

ならなかった点として、いたずらで他

人のメールアドレスを勝手に登録され

てしまうことだ。また、ユーザーが誤

ったメールアドレスを登録してしまい、

到達不能なメールアドレスへWeekly

を出し続ける、といった事態も防がね

ばならない。メールアドレスの登録ミ

スはかなりの頻度で起こっているのだ。

こうした点に対しては、システムが

新規申込時やメールアドレスの変更を

受け取った時点で、ユーザーに対して

確認のメールを送信する仕組みを作る

ことで対処している。具体的な手順と

しては、

1.ユーザーがメールアドレス登録サイ

トで申し込みを行う

2.ユーザー宛てに確認メールが届く

3.ユーザーは確認メールに記述された

URLにアクセスし、最終確認を行う

というステップになっている。確認メ

ールには、各ユーザー固有のURLが記

述されており、このURLにアクセスし

ない限り、登録は完了しない。逆に、

アクセスさえすれば、登録は完了にな

る。登録の覚えがないユーザーは、こ

の時点で登録作業を中断すればいいし、

間違ったメールアドレスを登録してし

まった場合は、確認メールが到達しな

いので、入力ミスがわかるわけだ。

このメールアドレス登録Webサイト

には、以下のソフトウェアが使用され

ている。

・Apache 1.3.9（Webサーバ）

・PHP 3.0.12jp-beta 4（アプリケー

ション開発言語／処理系）

・PostgreSQL 6.5.3（データベース

管理システム）

アプリケーション開発言語／処理系

にPHP3を選択したことによって、

DNSへの問い合わせなども容易にコー

ディング可能となり、入力されたメー

ルアドレスの正当性のチェックなども

簡単に実装できている。また、フォー

ムなどのデータ処理も容易である。

現在使用しているPHP 3.0.12jp-beta

4は、有志の手によるPHP3の国際化バ

ージョンだ。日刊アスキー Linuxで

は、国際化（日本語）バージョンが提

供する半角カナ→全角カナ変換や、全

角英数→半角英数変換などの機能を利

用している。http://php.jpnnet.com/

に詳しい紹介があるので、参照してい

ただきたい。

システムのポイントとしては、アド

レスの入力ミスに可能な限り対応策を

とっていることだ。ユーザーがメール

アドレスを入力した時点で、自動的に

全角→半角変換を行い、“@”以降に

ついて、MX、Aリソースレコードの

存在を確認するようになっている。こ

うすることで、確認メールを送付する

前に、メールアドレスの入力ミスを極

力少なくしているのだ（“@”以前に関

しては、フォームの入力時にチェック

は行わない）。信じられないかもしれな

いが、全角でメールアドレスを入力し

てしまう人も少なくない。また、パス

ワードを忘れた場合は、ユーザー専用

のURLを生成しメールで送付する。こ

のURLでパスワードの再設定や送信先

の変更などが可能になる。この生成し

たURLは、いつまでも残していたらセ

キュリティ上問題があるので、一定時

間を過ぎると利用できなくなるように

なっている。

メールサービスで、登録後に「あな

たのパスワードは“abcdefg”です」

というメールが送られてくるサイトを

見かけるが、やはりユーザーとしては

自分のパスワードがメールで送られて

くるのはイヤなものだろう。Weeklyの

システムでは、こうした事態を防ぐた

めに、ユーザーそれぞれに固有のURL

を生成し、対処しているのである。

だが、システム担当によると、ここ

に落とし穴があったそうだ。サービス

開始当初、生成したURLは、“？”“＆”

“＝”といった文字を使用してパラメー

タを記述していたが、Windows版

Eudora Proを使っているユーザーか

ら、「メールに書かれたホームページ

（生成されたURL）にアクセスできな

い」といったメッセージをいただいた

のである。担当者が調べたところ、ど

うやら Windows版 Eudora Proの場

合、“？”“＆”“＝”といった文字列

が記述されている場合、Webブラウザ

にURLの一部しか渡さないような仕様

になっているらしい。そこで、ユーザ

ーに渡すURLの型式を“/”のみを使

った、単なるURL指定と同じ型式に変

更した。

これには、Apacheの「Rewrite

Engine（mod_rewrite）」といった機
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能が使われている。RewriteEngineは、

受け取ったURLを置換する働きをする

ので、いったん“/”を使ったURLを

Apacheが受け取り、RewriteEngine

でもとの“？”“＆”“＝”などを使っ

たスタイルに置き換え、アクセスさせ

る。こうすれば、いままでの型式との

互換性も保たれる。最初のフォーマッ

トのメールでの登録完了処理も問題な

く行えるわけだ。

これは編集部内からしかアクセスで

きない。システム構成としては、先ほ

どと同じApache、PHP3、Postgre

SQLを使っている。

PHP3は、国際化（日本語）バージ

ョン）で用意されている日本語の文字

列処理機能を使い、簡単な禁則処理を

行っている。PostgreSQLは日刊アス

キーの記事のデータを管理する中枢部

分ともいえ、記事本文／画像を外部の

ファイルとして保存し、要約文を抜き

出す用途に使用される。

これは、登録された送信先に対し、

メールを送信する仕組みだ。送信先リ

ストは、PerlによりPostgreSQLから

データを引き出して生成するようにな

っている。使われているソフトウェア

は、

・sendmail＋SMTPfeed

・Perl

である。

SMTPfeed（SMTP Fast Exploding

External Deliverer）は、SMTPの配

送のみを行うエージェントで、メーリ

ングリストのように、あて先が多数あ

る場合に使う。通常のsendmailに、複

数の送信先を指定してメールを送ると、

送信処理を送信先メールサーバごとに

順次行っていく。そのため、送信先の

一部にサーバの不調などがあると、そ

の宛先の処理がタイムアウトするまで

次の宛先の処理に移らないため、大量

の配信には思いがけない時間がかかる

ことがある。SMTPfeedは、LMTP

（Local Mail Transfer Protocol、RFC2033）

によって、sendmailから呼ばれる外部

メーラとして動作する。SMTPfeedは、

DNSの問い合わせを同時に行い、DNS

への問い合わせ時間を短縮するととも

に、SMTPの送信処理も複数ホストに

対して同時に行うことで、配送時間を

短縮している。詳しくは、SMTPfeed

のWebページをご覧いただきたい

（http://www.kyoto.wide.ad.jp/smtpf

eed/）。

PerlはPostgreSQLに問い合わせを

して配送リストを生成し、送信などを

行う処理に利用している。

以上が、Weeklyのシステムの概要

だ。これで万事うまくいったし、問題

もなかったのだが、運用開始後しばら

くたった12月8日に、メールアドレス

登録Webサイトにアクセスできないと

いうトラブルが発生した。実は、この

不調はシステムとは何ら関わりがなく、

HDDの故障が原因だった。どうやら

HDDのケースの放熱に問題があったよ

うだ。もともと弊社で多数導入してい

た外付けHDDの1台なのだが、同時に

購入したほかのHDDも多数故障した実

績があったのである。ただ、登録デー

タは定期的にバックアップされており、

HDDの故障自体には影響を受けなかっ

たので、まったく無事である。ご登録

いただいた方にWeeklyが届かない、と

いった事態はないのでご安心いただき

たい。現在はすべて復旧し、メールア

ドレス登録Webサイトも元気に稼働中

である。

●

もちろん日刊アスキー Linuxの本体

はあくまでもWebサイトであるが、こ

のメールサービスによって、ますます

日刊アスキー Linuxの、情報提供サイ

トとしての強化が図れたと思う。今後

は大きなニュースが出た際には号外と

しても活用するつもりだ。1週間の動

きを一覧できるインデックスとして、

重大ニュースを見逃さないためのチェ

ック機構として、ぜひ活用していただ

ければ幸いである。

（日刊アスキー Linux編集部・吉川）
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- 今週の注目記事 ---------------------------------------------------------

■69台のLinuxマシンによるクラスタ接続
http://www.ascii.co.jp/linux/news/column/article/article328352-000.html?wn
LinuxをインストールしたPC69台によるクラスタリング……。こんな構成のシス

テムが、青山学院大学理工学部物理学科で稼働している。その名前は「AoyamaPlu
s」。AoyamaPlus構築の経緯、デモンストレーション、そしてコンピュータの進化
と物理学の関係についてお届けする

■データベースの常識が変わる! - 新世代データベース「DB2 UDB」ってなんだ?
http://www.ascii.co.jp/linux/business/db2/article/?wn
現在のデータベースに求められるものは何か? e-business、マルチメディア、ス

ケーラビリティ、パーベイシブ・コンピューティング、開発環境。これらのキーワ
ードが、IBMの新世代データベース「DB2 UDB」を知ることにより見えてくるはずだ

- ニュースダイジェスト ---------------------------------------------------

【一般】
[1999年12月3日]

■Storm Linuxの日本語Webページ開設
http://www.ascii.co.jp/linux/news/today/article/article334816-000.html?wn
カナダのディストリビューション「Storm Linux」を開発しているStormix Te

chnologiesの日本語Webページが開設された!

[1999年12月1日]

■日本ユニシス(株)の開発ツール「TIPPLER for Linux」がキャンペーン価格で販
売
http://www.ascii.co.jp/linux/news/today/article/article334432-000.html?wn
日本ユニシス(株)のGUIアプリケーション開発ツール「TIPPLER for Linux」が、

19万円でキャンペーン販売開始された

日刊アスキー Linux創刊号

メール生成／編集システム

メール配送システム
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1人1台のPC環境とネットワーク化が

進み、仕事の生産性を高めるためにも

インターネットが使われ始めている。

これまでは、ビジネス資料を集める

Webサーフィン、コミュニケーション

の電子メールが主流であった。それを

さらに進めて、グループで効率的に仕

事をこなすためのツール、「グループウ

ェア」を導入する企業が増えている。

なかでも、プラットフォームを限定し

ない、Webベースのグループウェアが

注目を集めている。そのひとつ、サイ

ボウズがOffice2からOffice3に大きく

バージョンアップされた。もちろん

Linuxサーバでも動作する。

サイボウズOffice3は特別なクライア

ントソフトを必要とせず、ふだん使っ

ているWebブラウザだけで情報のやり

とりができる。オフィスの自分のデス

クからだけでなく、ほかの部署のマシ

ンからでも利用可能だ。ダイヤルアッ

プサーバを用意すれば、自宅や携帯端

末からのアクセスだって可能だ。

インターフェイスがWebなので、操

作も簡単。クライアントのOSやWeb

ブラウザの種類を選ばないため、既存

環境を変えずに導入できることで、新

たなマシンやソフトの導入コストをゼ

ロにできる。これらのメリットは2000

社への導入実績が裏付けている。

サイボウズOffice3が持つ機能は多彩

だ。今回は数ある機能の中で、個々人

の作業効率を高めるソリューションを

中心に見ていこう。

・スケジュール

個人スケジュールとグループ全体の

スケジュールを管理、確認できる共有

スケジュール帳だ。会議のスケジュー

リングなどに重宝する。個人的な内容

は、非公開項目に設定できるため、プ

ライバシーも守れる設計だ。

・行き先案内版

行き先案内板をクリックして、メン

バーの行き先を閲覧できる機能だ。ホ

ワイトボードの代わりをなす機能だが、

ここで着目したいのは、不在者に対し

て電話などのメモを残せることだ。行

き先案内版で行動を確認したら、その

ままWebで担当者宛にメモを残してお

ける。書き込んだメモは、電話メモ機

能で閲覧する以外に、メールでも受け

取れる。メモの送り先を携帯電話のア

ドレスにしておけば、どこからでも不

在時の電話に対応できるだろう。

・掲示板、施設予約、プロジェクト管理

グループ内で共有したい機能が掲示

板と施設予約である。掲示板を使って

部内回覧をすれば、過去の掲示内容も

検索できる。また、施設予約は、会議

室や打ち合わせスペースを予約できる

仕組みだ。自分のPCから目的の施設の

利用状態がわかり、使いたいところが

空いていればすぐに予約ができる。打

サイボウズOffice3
for Linux
Webグループウェアで仕事をスムーズに

新新ババーージジョョンン登登場場！！

http://cybozu.co.jp/

階層構造に合わせ、上司からメンバーに指示が伝わるシステム。ミーティング
で全員が顔を合わせて報告していては時間のロスが大きい。ペーパーメディ
アで全員に伝達するには人数分のコピーが必要。回覧では不在者のところ
でストップするなど、スピードが勝敗を決するこれからのビジネスでは不利。また、
情報が各個人の手元に分散しているので、全員が素早くすべての情報にア
クセスできないのが最大の欠点 

これまでのビジネス環境 

Webサーバを中心としたコミュニケーションと情報共有。誰もが必要な情報
にアクセスでき、瞬時に判断できるのでビジネスチャンスを逃さない。報告の
ための無駄なミーティングを減らせ、時間を節約しながら全員への情報伝達
が実現する。しかも、Webベースなので利用するPCやOSを問わない。セキ
ュリティを守りながらインターネットへ公開すれば、出張先や客先からでも情報
を確認できる 

サイボウズOffice3導入後 

グループ長 

中間層 

メンバー 

メンバー 
メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー 

メンバー 

メンバー 

中間層 

グループ長 

中間層 中間層 

WebブラウザさえあればOK

紙やホワイトボードをデジタルに



ち合わせがキャンセルになったときで

も、自分のPCから予約解除ができるた

め、共有スペースの効率利用につなが

るはずだ。そして、プロジェクト管理

は、グループ全体で動いている大きな

プロジェクトを閲覧、管理する機能で

ある。プロジェクトの達成度が目で確

認できる点がもっとも大きい。

・共有アドレス帳

あいうえお順や検索機能を持ったア

ドレス帳だ。住所、電話番号やメール

アドレスは、これまでは各個人が名刺

やメールソフトで管理していたが、取

引先アドレスなど共用できるものはで

きるだけシェアして、入力の手間や名

刺をひっくり返す時間を節約しよう。

・ToDoリスト、Webメール

個人ベースでの利用に限定した機能

が、ToDoリストとOffice3で加わった

Webメールだ。ToDoリストは自分が

「忘れずにやらなければならないこと」

のリストで、いくつもの仕事を並行し

て進めているビジネスマンにとっては

ありがたい。一方のWebメールは、特

定のメールソフトを使わずに、Webブ

ラウザからメールを読み書きする機能

だ。どの端末からでもメールを読み書

きできるのが最大のメリットだ。なお、

WebメールにはSMTP/POP3に対応し

たメールサーバを別途用意する必要が

ある。

・利用者に合わせたカスタマイズもできる

Office3ではいろいろな機能が加わっ

ている。もっとも大きな変化は、個人

のトップページで、スケジュールやメ

ールの有無など表示する項目を自由に

カスタマイズできることだ。自分が使

いやすいように設定することで、ホー

ムページを開くのも楽しくなる。

サーバの組み込みというと、難しそ

うな感覚がある。しかし、サイボウズ

Office3は、HTTPサーバの下で動作す

るCGIだ。インストールもわずかな作

業ですむ。インストールが終われば、

ブラウザから詳細を設定していくだけ

で、いつでもグループウェアサービス

が始められる。

また、多種多様の機能のすべてを購

入したりインストールする必要はなく、

必要に応じて選べるところもいい。

Webベースのグループウェアの機能

やセキュリティに不安を感じるならば、

実際にダウンロードして体験版を試す

といい。おそらく、予想以上の便利さ

を実感できるはずだ。

・ダウンロードURL

http://cybozu.co.jp/download/unix.html

＜PR＞

個人トップページの例

右フレームの掲示板や電子会議室のタ
イトル右側の［設定］をクリックする
と、表示内容を個人単位でカスタマイ
ズできる。小さな画面なら、左側のフ
レームをオフにして、必要な項目だけ
を表示するような設定にするといい

サイボウズOffice3標準価格
（税別）

※「サイボウズOfficeパック
EX 3」「サイボウズO f f i c e
SOHO」はA～Jのセットパッ
ケージです（ワークフロー3は
含まれません）。
※「サイボウズOfficeパック3」
はA～Eのセットパッケージで
す。
※同一商品でユーザー数を増や
される場合は、差額のみで対応
いたします。

サイボウズ株式会社
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田2-4-13阪神産經桜橋ビル 5F

製品の詳細情報
http://cybozu.co.jp/cb3/

スケジュール入力画面

グループウェアとはいえども、守らな
ければならない個人情報は守る。スケ
ジュールには、非公開項目があり、自
分以外は見られない。デートや飲み会
だってモチベーションアップには必須
なのだ

製品名 50ユーザー 100ユーザー ユーザー数無制限

サイボウズOfficeパックEX3 198,000円 380,000円 880,000円

サイボウズOffice SOHO 79,800円

サイボウズOfficeパック3 99,800円 198,000円 480,000円

A.サイボウズスケジュール3 49,800円 99,000円 198,000円

B.サイボウズ行き先案内板3 29,800円 49,000円 98,000円

C.サイボウズ掲示板3 49,800円 99,000円 198,000円

D.サイボウズ施設予約3 49,800円 99,000円 198,000円

E.サイボウズWebメール3 49,800円 99,000円 198,000円

F.サイボウズ共有アドレス帳3 29,800円 49,000円 98,000円

G.サイボウズToDoリスト3 29,800円 49,000円 98,000円

H.サイボウズプロジェクト管理3 59,800円 99,000円 198,000円

I. サイボウズ電子会議室 3 49,800円 99,000円 198,000円

J. サイボウズ文書管理3 49,800円 99,000円 198,000円

K.サイボウズワークフロー3 99,800円 198,000円 480,000円

まず体験版で実力を知る

※10ユーザー





Linux magazineFebruary 2000 169

●どうでもよさそう（ごめん）なコマンド

今までの回で言及しなかったコマン

ドのうち、少しでも役に立ちそうなも

の、面白いものを取り上げましょう。

・大文字・小文字の変換

viコマンド[ ̃ ]でアルファベットの大文

字・小文字を相互変換できます。viの

バージョンによっては範囲指定コマン

ドと組み合わせて使うことができた

（ように筆者は記憶している）のです

が、現在のviの多くのバージョンでは

『数値＋[ ̃ ]』の組み合わせしかできな

いようです。

・行内の変更（次のページ図1）

viコマンド[c]は、特定範囲の文字を

入力文字列（[ESC]をタイプするまで）

と置き換えるものです。特によく使う

のは[c ] [ c ]のパターンでしょうが、

[d][d][i]と変わりません。また[c][$]

（つまり行末までを変更）は[C]とタイ

プしても同様です。

[r]系のコマンドはちょっと[c]系とは

異なります。単体で[r]を打った場合、

カーソル位置の文字が[r]の直後に打っ

た文字と入れ替わるだけです（が、こ

れが場合によっては結構便利です）。

数字＋[r]では同じ文字が何文字かに置

き換わってしまうだけです。それより

便利なのが[R]コマンドで、このコマン

ドではとにかく[ESC]を打つまでの入

力で、既存テキストを置き換えていき

ます（つまり上書き入力になる）。書

き換え語の文字数が書き換え前と同じ

であることが直感的にわかっている場

合など、筆者は多用します。

・タブのシフト

これはプログラマー向け機能でしょ

う。『数字[>]範囲』で『範囲』のタブ

が1 段深くなり、『数字[<]範囲』で浅

くなります。もちろん行に作用するコ

マンドですので、範囲指定は異なる行

でなければ意味がありません（[>][l]と

しても[>][>]と同じ意味になるという

ことです）。

・対応するカッコへの移動

これもプログラマー向け（それも

Lispプログラマー？）です。カッコの

上で『%』を打ってみてください。見

ての通りの単純な機能なのですが、か

なり使いではあります。括弧として認

識されるのは『（…）』、『{…}』、『[…]』

（nviなどでは『<…>』も）です。

実はこのコマンドが便利なのは、他

のコマンドとの組み合わせの際の移動

先としてです（図2）。

・exコマンドの連続実行

exコマンドの行内に複数のコマンド

を書きたい場合、たとえば、

[:]w|ne[Enter]

のようにして、

[:]w[Enter][:]ne[Enter]

を連続で実行したのと同じ効果を得る

ことができます。確かに便利なのです

が、このためコマンドに『¦』文字が含

まれるものが実行できないという不利

な点もあります。前回の『詰めvi』地

図エディタでは縦線を小文字の『L』

で表わしていましたが、これは、

map J r|j

viバージンに贈る超入門講座

風邪など引かずにフリー系UNIXしてますか?さてこの連
載も第6回、いよいよ最終回となってしまいました。駆け
足ながら、viの本当の初歩から、それなりに高度な使い方
までをひと通り見てきました。最終回の今回は、各種viで
共通に備えている機能のうち未紹介のもの、そしてvim特
有の機能のうちマルチウィンドウによる編集、そして実用
的な用法のいくつかを『詰めviスペシャル』の形でお届け
します。

viはじめました

文：佐々木太良
Text : Taroh Sasaki

illustration ; Manami Kato

最終回　いよいよ千秋楽！



のようにキーマップをしようとすると、

これが『map J r』『j』という2つのコ

マンドを連続実行したものとみなされ

てしまうからです（.exrcファイルに書

かれたものは、exコマンド行で実行し

たのと同じ効果を持ちます）。

●マルチウィンドウなvi

Linuxの多くのディストリビューシ

ョンで採用しているvimでは、マルチ
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連載の最初のころ『viは十分「重い」エデ

ィタなので、非常時に使うのは「？」である』

と書きました。では本当にviが使えない場合

とはどんな場合で、その場合どうしたらよい

のでしょうか。

簡単にいえばviが使えない場合とは、viの

コマンド実体があるディレクトリがマウント

できない場合のほか、一時ファイルを作る場

所がマウントできない場合などがあります。

ただし現在のLinuxでのインプリメントで

は、viは/bin/vi（すなわちルートディレクトリ

にある場合が多い）ですし、一時ファイルも

/tmpに作ることができます。

もしマウントができないといっても、実際

にファイルシステムが壊れているとは限りま

せん。たとえば/etc/fstabを壊してしまって、

シングルユーザーモードで立ち上げ直してvi

を使った後、元に戻したい場合、手動で、

# mount -a

または、

# mount /dev/sdaX /bin

# mount /dev/sdaY /var

などのようにすればviは使えるようになるで

しょう（OSのインストール方法によって異

なります）。

なおルートファイルシステム（/）がマウン

トできず、読み出し専用でマウントされてい

る場合は（/etc/fstabの書き換えができませ

ん）、

# mount -w /

が有効でしょう。

さて何らかの理由で本当にviが使えない場

合、viの祖先である『ed』を試してみましょ

う。edはスクリーンエディタではなく、ライ

ンエディタです。どういうことかというと、

編集対象が全部画面上に表示されているわけ

ではなく、カーソルが画面上を自由自在に動

き回って……というわけにもいきません。

ではどうすればいいの？ と言われそうです

が、この連載最終回のレベルまでくれば、皆

さんにはedの操作方法がviの中のexコマンド

と酷似していることに気付くはずです（ふだ

んexモードも使っている人なら完璧ですね）。

rootにならずに一般ユーザーで演習をして

みましょう（セーブできないので安全です）。

# ed /etc/fstab

242

242というのは、バイト数を表現していま

す。頭の中に/etc/fstabを描いて、現在カーソ

ルが最終行にあるところを思い浮かべてくだ

さい。まず『1』を入力して1行目にカーソル

を移動します。この状態でリターンを打って

いくと、カーソルが2行目、3行目……と移動

して移動先の行が表示されるのですが、たと

えば『wda4』という文字列を含む行に移動

したいなら、いきなり『[/]wda4』（コマンド

の最後の[Enter]は省略しています）と打てば

OKです。viと同じですね。

/dev/wda4   /uar    ufs rw  2   2

おやおや、ここは『/usr』にマウントしたか

ったのに、『/uar』になっていますね。現在カ

ーソルはこの行にあるので、viのexコマンド

『s』と同様『s/uar/usr/』とタイプして置換

します。置換後の結果は表示されないので、

不安ならば『.』をタイプして、

/dev/wda4   /usr    ufs rw  2   2

のような表示を得ます。あとは『w』『q』を

実行してセーブ・終了してください。

詳しくはmanを見ていただきたいのです

が、ちょっと覚えておけばどうです、exコマ

ンドのノリで使えるということが分かるでし

ょう。

Column

番外編：いざとなったらed

void

main(void)

 { 

    printf("hello, vi\n");

}

%D

void

main(void)

図2 %による範囲の指定図1 [c]系コマンドと[r]系コマンド

            [c][c]xyz[ESC] => xyz 

            [c][f]fxyz[ESC]=> abcxyzgh 

            [C]xyz[ESC]    => abcxyz 

abc d efgh

            [r]x           => abcxefgh

            [3][r]x        => abcxxxgh

            [R]xyz[ESC]    => abcxyzgh

※ カーソル行がクリアされ入力モードに 

※ 置換終了位置に『$』が表示される 

※ カーソル以降がクリアされ入力モードに 



ウィンドウによる編集ができます。こ

れまでの回では「ちょっと邪道かな」

と思われるので取り上げてきませんで

したが、最終回なので軽く触れてみま

しょう。なお本章の内容だけは他のバ

ージョンのviに当てはまらないので気

をつけてください。

まずマルチウィンドウということに

ついてですが、今さらウィンドウがた

くさん開くアプリケーションといって

も珍しくないでしょう。ただし基本的

にvimのマルチウィンドウは、『1つの

ウィンドウを横に複数分割する』とい

うことを指していると考えてください。

たとえばファイル/etc/passwdを編集

中（図3-a）にウィンドウを2つに分割

する（[^W][s]。^はCtrl）と、図3-b

のようになります。ほかのウィンドウ

に移動するのは[^W][^W]です（図3-

c）。ウィンドウ操作のためのviコマン

ドははすべて[^W]で始まっているので

わかりやすいですね。

「今やウィンドウシステムの時代だ

よ。わざわざエディタが複数ウィンド

ウ扱えなくったって」。ごもっともであ

ります。X上でktermを2つ開いている

ならば、それぞれのウィンドウでviを

別々に立ち上げてもよさそうですよね。

まあviを立ち上げるのはXなどのウ

ィンドウシステムが動作していない場

合（コンソール上や、telnet先など）

もあるので、1つのウィンドウが2つに

分割できるのはありがたい場合もあり

ます。

ただし同一ファイルを2つに分割する

のは非常に意味があります。異なるフ

ァイルAとファイルBを2つ編集するな

らば、ktermを縦に2つ並べて別々に

『vi A』『vi B』と起動したほうが、な

んぼか使い良いでしょう（ウィンドウ

も狭くならないし）。

しかし図3-eのように、同一ファイル
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WCtrl

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash     

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

adm:x:3:4:adm:/var/adm:

lp:x:4:7:lp:/var/spool/lpd:

sync:x:5:0:sync:/sbin:/bin/sync

shutdown:x:6:0:shutdown:/sbin:/sbin/shutdown

halt:x:7:0:halt:/sbin:/sbin/halt

/etc/passwd [+][RO]                   

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash     

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

adm:x:3:4:adm:/var/adm:

/etc/passwd [+][RO]                   

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

/etc/passwd [+][RO]                   

a.『vi /etc/passwd』直後（アミがけはカーソルのある位置） 

b.分割すると 
 

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

adm:x:3:4:adm:/var/adm:

/etc/passwd [+][RO]  

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

/etc/passwd [+][RO] 

c.もう1つのウィンドウに移ろう 
 

b $ wc ESC

root:x:0:0:root:/root:/bin/sh        　この行も同時に変更されている
bin:x:1:1:bin:/bin:              

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

adm:x:3:4:adm:/var/adm:

/etc/passwd [+][RO]                   

root:x:0:0:root:/root:/bin/sh       

bin:x:1:1:bin:/bin:

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

/etc/passwd [+][RO]                    
 

d.複数ウィンドウ間の編集内容の同期 

G 

root:x:0:0:root:/root:/bin/sh

bin:x:1:1:bin:/bin:             

daemon:x:2:2:daemon:/sbin:

adm:x:3:4:adm:/var/adm:

/etc/passwd [+][RO]                   

xfs:x:100:233:X Font Server:/etc/X11/fs:/bin/false

fml:x:506:506::/home/fml:/bin/bash    

postgres:x:40:234:PostgreSQL Server:/var/lib/pgsql:/bin/bash

/etc/passwd [+][RO]                     

e. 別の場所を見よう 
 

sh

+ WCtrl +

sWCtrl +

図3 vimのマルチウィンドウのようす（端末は10行表示と仮定しています）



の複数の場所を一覧したい場合は、2

枚のktermでは真似できません。すで

に述べたように後から起動したviがロ

ックしてしまいます。図3-dを見てくだ

さい。同一ファイルを別々のviで編集

していては、このように修正箇所が他方

に反映されるということはありません。

さて、図3の最下行はコマンド行

（カーソルがどのウィンドウにいても共

用される）、その上の行はステータス行

（ウィンドウごとに用意される）です。

このデザインはemacs系のエディタを

意識しているといえますね。

主なウィンドウ操作のコマンドは、

末尾の表に掲載しています。これらの

コマンドはすべて、exコマンドでも対

応するものがあるのですが、表では省

略しています。

また複数ウィンドウを開いている場

合、エディタの終了（[:]qなど）がウィ

ンドウを閉じる操作になってしまうな

ど、微妙に動作が異なってくるので注

意が必要です。まあ、使っているうち

にすぐに慣れることだとは思いますが。

これ以上の機能については本連載で

は取り上げません。マニュアルやヘル

プ（[:]help）を使って自分で調べてみ

てください。

●さよならの前に

今まで取り上げてきたコマンド（実

は取り上げていないものも含まれてい

ますが、働きはすぐに推測できるでし

ょう）を最後に掲載します。本連載は

マニュアルと異なるので、すべてのコ

マンドを網羅しているわけではありま

せん。また、随所で述べた理由によっ

て、あるviのバージョン特有のコマン

ドはあえて飛ばしたりした部分もあり

ます。

しかしツールというのは何でも、使

っているうちに「お、こんな機能もあ

るんだな」と気付くこともありますし、

それが便利だと思ったら使いこなすよ

うに工夫することを忘れないでくださ

い。

では皆さん、happy viingを忘れず

に!!

●詰めviスペシャル

今回はかなり実用的な『詰めvi』をいくつか

お贈りします。本文中で詳細な解説もしますが、

正解を見る前にまず、自分で考えてみてくださ

い。

（問題1）編集中のファイルを

『hoge@moge.com』さんに送りたいとします。

これができればO＊tloo＊要らず？

（ヒント）もちろんセーブしてメールしてもよい

のですが……。

（問題2）四角く切り取りましょう。図中の空白

はスペースだとします。せめてフィールド（空

白文字で区切られた文字列）に分かれていれば、

正規表現やawkの併用も可能なのですが……

（こんなデータベースを作る奴が悪い？）。

（ヒント）man cut

（問題3）cshのマニュアル中の単語の出現頻度

ベスト100の表を作ってください（起動直後の

状態からviのバッファ中に作るところまで。セー

ブ不要）。

（ヒント）

・ステップ1：『man csh』の結果を空のviバッ

ファに読み込みます。

・ステップ2：cshのマニュアル中には、『_^HA』

として『A』にアンダーラインを引いたり、

『c^Hc』として『c』の強調文字を表示したりし

ていますが、それらの装飾も取り払ってくださ

い（タイプライター時代の名残です。lessでは

この装飾表示が太字になったり、色付きになっ

たりというフェイク機能がサポートされていま

す）。

・ステップ3：単語数のカウントはUNIXの定番

を使います。まず単語を辞書順に並べ替え、重

複をカウントしつつ削除し（uniq -c）、数字の大

きい順に並べ換えて（man sortを自分で調べて

ください）多い順に並べ替えます。

・ステップ4：あとは上位100を残す整形です

ね。

（問題4）上の問題では、大文字小文字を違う単

語としてカウントしてしまいます。どうしたら

同一視できるでしょうか。

（ヒント）コマンドtrで大文字を小文字に変換

（『tr A-Z a-z』）します。はさむにはどこがよい

でしょうか。
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#name   tel         attend

taroh   045-123-2222o

hanako  03-3123-4567x

ichiro  06-123-4567 o

hachirou011-123-4567o

#name   attend

taroh   o

hanako  x

ichiro  o

hachirouo

＜詰めvi・問題2図版＞

＜詰めvi＞
詰めvi 答え
（問題1）最後にundoするのがミソ
[:][!]mail hoge@moge.com[Enter][u]

（問題2）まあこれは『cut』コマンドを知っているか
どうか、みたいなものですが。ちなみに、シェルプロ
グラミングをしたりするときのためにpasteコマンド
（ファイルを『横に』つなげる）も知っておくと便利です。
[:]!cut -c 1-8,21-

（問題3）ステップ2は置換ですが、難しい正規表現
（『バックスペースの前後に同じ文字がある』というパ
ターン）を使わなくても、単なる決まった文字列の削
除でOKです。
ステップ3は、viの使い方というより、いかにUNIX

系コマンドをよく知っているかにかかっています。こ
れはシェルスクリプトを組む場合でも同じです。よく
初心者ユーザーの方から「シェルスクリプトというの
が作れれば仕事が楽になるのは知っている。だがどう
すればいいの?」という声をききますが、何のことは
ない、ふだんコマンドラインから入力しているコマン
ドをファイルに取っておいて、それをキーボードから
入力する代わりにファイルからシェルに流し込んだも
のが『シェルスクリプト』なのです。気張らず構え
ず、かといって調べもの（manを活用しましょう）を
怠らず、徐々に覚えていきましょう。
とはいえ、『sort→uniq→sort』の連結は、多いも

のをカウントするときの黄金の定石手順です。

・ステップ1:
[:]!man csh[Enter]

・ステップ2:
[ : ] % s / . [ ^ V ] [ ^ H ] / / g [ E n t e r ] [ : ] % s / [
[TAB]]/[^V][^M]/g[Enter]

・ステップ3:
[1][G][!][G]sort¦uniq -c¦sort -nr[Enter]

・ステップ4:
[d][d][:]101,$d[Enter]

（問題4）
・ステップ3を次のように変更:
[1][G][!][G]tr A-Z a-z¦sort¦uniq -c¦sort -nr[Enter]
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viはじめました

コマンド一覧 (今まで取り上げたものすべて)

重要度

★★★ = 覚えるまではviを起動しないほうがよい ☆☆☆ = 知らなきゃ死ぬでしょ ☆☆= 知っていると編集が速くなる ☆= 知っていると自慢できる

(なし) = 知っていてもあまり自慢できない

※重要度は筆者（ちなみにvi歴15年）の主観です。人によっては操作の宗派、いや流儀が異なる場合もあります（たとえば[i][A]の組を頻用せずに[a][I]を使う人

もいるかも）

コマンド 重要度 動作

: ★★★ (exコマンドへ) 

u    ★★★ アンドゥ

u..… ☆☆☆ アンドゥ繰り返し

・絶対必須系
●viコマンド

コマンド 重要度 動作

Q ☆ exモードへ

U    ☆ 行内すべてアンドゥ

uu]    ☆ リドゥ

コマンド 重要度 動作

◎h ☆☆☆ カーソル←

◎j    ☆☆☆ カーソル↓

◎k    ☆☆☆ カーソル↑

◎+    カーソル下の行の行頭文字へ

◎l    ☆☆☆ カーソル→

0（ゼロ） ☆☆ カーソル行頭へ
_（アンダーバー） ☆☆ カーソル行頭の文字へ

^U    ☆☆ 半画面上へ

◎^B ☆☆ 1画面上へ

◎w     ☆☆☆ 次のword先頭まで移動

◎W    ☆☆ big word先頭まで移動

◎e    ☆ 次のword末尾まで移動

◎{    ☆ 次の段落(1行空き)まで移動

% ☆☆ 対応するカッコに移動

◎f<文字>    ☆☆ 行内次の<文字>に移動

◎t<文字>   ☆☆ 行内次の<文字>の手前に移動

/文字列<Enter>    ☆☆☆ 後方検索

n    ☆☆☆ 前回と同じ方向に再検索

/<Enter>   ☆☆ 後方に再検索

◎G   ☆☆ 指定行へ

^G    ☆☆ 行番号その他の情報表示

'<文字>    ラベル位置へ移動

''    ☆☆ 直前の移動先へ移動

・カーソル移動系

コマンド 重要度 動作

H ☆☆ 表示画面トップへ

◎J ☆☆☆ 2行(数行)を接続

M    表示画面中央へ

◎― カーソル上の行の行頭文字へ

L    ☆☆ 表示画面末尾へ

$    ☆☆ カーソル行末へ

^D    ☆☆ 半画面下へ

◎^F    ☆☆ 1画面下へ

◎b    ☆☆☆ 前のword先頭まで移動

◎Bl    ☆☆ big word先頭まで移動

◎E    ☆ 次のbig word末尾まで移動

◎}    ☆ 前の段落まで移動

◎F<文字>    ☆☆ 行内前の<文字>に移動

◎T<文字> ☆☆ 行内前の<文字>の手前に移動

?文字列<Enter>    ☆☆☆ 前方検索

N    ☆☆☆ 逆方向に再検索

?<Enter>    ☆ 前方に再検索

G    ☆ 最終行へ

`<文字>   ラベル位置へ移動

``    ☆☆ 直前の移動先へ移動

※組み合わせ可能なviコマンド

以下の表で『◎<動作>』となっているものは、繰り返し回数(など)が指定できることを示します

回数を指定しても意味がないものは（原理的に可能でも）書いていません

コマンド 重要度 動作

^L ??  画面再描画

z.    ☆☆ カーソル行を中央として再描画

z+    1画面進む、再描画　

・画面再描画系

コマンド 重要度 動作

^R ?? 画面再描画

z― ☆ カーソル行を最下行として再描画

z^    1画面バック、再描画

コマンド 重要度 動作

◎i ☆☆☆ カーソル位置の前に挿入

◎a ☆☆ カーソル位置の後に挿入

◎c    ☆ 指定範囲の変更

◎r ☆ 1文字を変更

・文字挿入系

コマンド 重要度 動作

I ☆☆ 行頭に挿入

A ☆☆☆ 行末に挿入

C    ☆ 行末まで変更

R ☆☆ [ESC]入力まで変更
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コマンド 重要度 動作

◎yy ☆☆☆ 1行コピー

◎x    ☆☆☆ カーソル位置の文字削除

◎dd  ☆☆☆ 1行削除

◎p ☆☆☆ カーソルの後ろにペース

・カット & ペースト系

コマンド 重要度 動作

◎Y ☆ 1行コピー

◎X ☆☆ カーソル前の文字削除

D    ☆☆ 行末まで削除

◎P ☆☆☆ カーソルの前にペースト

コマンド 重要度 動作

[^W][s] ☆☆☆ ウィンドウを2つに分ける(split) 

[^W][n]    ☆☆ 新しいウィンドウを開く(new)

[^W][c]    ☆☆☆ 新しいウィンドウを閉じる(close)

[^W][q]    ☆☆ ウィンドウを閉じて編集を終える(quit)

[^W][o]    ☆☆ 現在編集中のウィンドウ1個にする(only)

[^W][^W]    ☆☆☆ 次のウィンドウに移る(wrap)

[^W][+]    ☆ 現在のウィンドウサイズを大きくする

[^W][―]    ☆ 現在のウィンドウサイズを小さくする

・マルチウィンドウ系（vimのみ）

コマンド 重要度 動作

ZZ ☆ セーブして終了

◎<    ☆ タブを1段浅く

◎> ☆ タブを1段深く

!    ☆ 外部コマンドの実行

◎̃    ☆☆ 大文字・小文字の入れ替え

<ESC> ★★★ コマンドモードに戻る

^W ☆☆ 行頭まで、あるいは新たに入力した部

分削除（シェル設定に依存）

・その他

コマンド 重要度 動作

^W ※1 ☆☆ 行頭まで削除(コマンド入力の中止)

●コマンドモード、exモード
※ exコマンドモードに入るときの[:]および最後の<Enter>（または<Esc>）は省略

※ (…)内は直前のキーワードが省略できることを示す

[…]内は付加する・しないで動作が変わることを示す（オン・オフなど）

※1 シェルの設定が引き継がれるので異なる場合がある。

・絶対必須系

コマンド 重要度 動作

数字 ☆☆☆ 指定行にジャンプする

$ ☆☆ 最終行にジャンプする

$-2 最後から2行目にジャンプする

ne(xt) ☆☆ 次のファイルを編集

ne(xt) ファイル名 ☆ 『ファイル名』を編集

ne(xt)# ☆ 直前のファイルを編集

ne(xt)! (同上) 現在の編集を放棄して(同上) 

・カーソル移動系

※ n(ext) (nのみでne)と同じバージョンのviもあります

コマンド 重要度 動作

範囲！外部コマンド ☆☆ 外部コマンドの実行結果と置き換え

範囲s/置換前/置換後/ ☆☆☆ 正規表現を使った一括置換

範囲d ☆☆ 削除

範囲m行番号 ☆☆ 移動

範囲gグローバルコマンド ☆ 複数行にまたがる操作

・編集コマンド

コマンド 重要度 動作

pop ☆☆ 指定行にジャンプする

tags ☆☆ 最終行にジャンプする

di(splay) 最後から2行目にジャンプする

（vimバージョンのvi）
・tag操作のコマンド

コマンド 重要度 動作

tagp(op) ☆☆ tagスタックを1個戻す（元の場所に飛ぶ）

di(splay) t(ag)  ☆☆ tagスタックを見る

di(splay) b(uffer) ☆ カットバッファの内容を見る

(nex/nviバージョンのvi)

コマンド 重要度 動作

set all ☆☆ setパラメータの表示

set [no]number (nu) ☆ 行番号の[非]表示

set [no]ruler (ru) 目盛りの[非]表示

set [no]autowrite (aw) ☆ 自動セーブオン／オフ

set [no]autoindent (ai) ☆ 自動インデントオン／オフ

set [no]showmatch (sm)  ☆ カッコの対応を示す

set [no]wrapscan (ws) 自動ラップのオン／オフ

set [no]readonly (ro) 書き込み保護のオン／オフ

set tabstop (ts) ＝数値 ☆ タブ位置設定

set wrapmargin (wm)＝数値¦ 自動ラップ位置の設定

mk(exrc)[!] ファイル名 ☆ exrcファイル型式で設定を保存

map 操作1 操作2 …… ☆ 『操作1』を『操作2』に置き換え

unm(ap) 操作 『操作』のmapを解除する

・set・mapコマンドによるviのカスタマイズ

コマンド 重要度 動作

wq ★★★ セーブして終了（名前がすでについている場合）

w ☆☆☆ セーブ（名前がすでにについている場合）

w! ☆☆ 強制セーブ

w ファイル名 ☆☆☆ 名前を付けてセーブ（名前がまだない場合）

一時的に他の名前でセーブ（名前がある場合）

q ☆☆☆ 終了（変更後セーブされていれば）

q! ★★★ 強制終了

vi ☆ （viモードへ）

・ファイル操作系



前回は、プロセスの誕生と終了、プ

ロセスの実行の話だったが、例によっ

て中ぶらりんで終わってしまった。今

回は実行中プロセスの話の続きである。

■ロードアベレージ

前回、スケジューラは実行可能プロ

セスにCPUタイムを割り当て、実際の

処理を行うという話をした。実行中の

プロセスの数は、システムのCPUの数

を超えることはないが、プロセスが実

行可能であるかどうかということは、

CPUの数には関係ない。処理が進んで、

I/Oなどが完了すれば、プロセスは実

行可能状態になる。

実行待ちのプロセスが多いというこ

とは、簡単に言えば、CPUがシステム

に求められている要求を処理しきれて

いないということである。

システムの負荷の重さを測るうえで、

もっとも一般的に使われているのが

uptimeコマンドである。これはその名

の示す通り、もともとはシステムが連

続して稼働している時間を表示するた

めのコマンドである。つまり、アップ

している時間を示すからアップタイム

なのだ（これに対して、システムが動

いていないことをダウン状態といい、

落ちていた時間をダウンタイムとい

う）。だがuptimeが便利なのは、稼働

時間と共に表示されるロードアベレー

ジという数値が、システムの負荷の度

合を教えてくれるからである。

uptimeの出力を見ると、最後に3つ

の数字が表示されている。これが過去1

分、5分、15分の間のロードアベレー

ジである。この数字が大きいほど、シ

ステムの負荷が大きいということにな

る。3種類の時間スパンでの平均値を

見ることで、システムが慢性的に重い

のか、一時的に重いのかといったこと

もわかる（リスト1）。

さて、そもそもロードアベレージと

は何を表している数字なのだろうか？

簡単に言ってしまえば、実行待ちキュ

ーの中にあるプロセスの数の時間平均

である。つまり、過去1分、5分、15分

の間、実行待ちキュー中にあった平均

プロセス数、つまり実行可能プロセス

数の平均である。正確に言えば、この

数には、実行中のプロセスも含まれて

いる。スケジューラによるプロセスの

管理という点で見ると、実行可能で実

行を待っているプロセスと、実行中の

プロセスにさほどの差があるわけでは

ない。マルチプロセッサシステムでな

い限り、スケジューラが動作している

間は、実行中のプロセスが存在しない

からだ（実行中なのはシステムのスケ

ジューラである）。そして、プロセスが

実行を始めてしまえば、それを観測で

きる実体というのは存在しなくなるの

だ（図1）。
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第5回　プロセスの実行

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

第4回では、プロセスの生成から終了までの過程に
ついて説明しました。今回は、システム負荷をみる
指標となるロードアベレージと、実際のプロセス実
行のお話です。

3:08pm  up 8 min,  1 user,  load average: 0.05, 0.07, 0.06

▼リスト1 uptimeコマンドの出力



暇にしているシステムであれば、ロ

ードアベレージの数値は0に近い。実行

待ちのプロセスはほとんどないという

ことである。つまり、実行可能になっ

たプロセスにはすぐにCPUが割り当て

られ、そのプロセスもすぐに実行を終

了するか待ち状態になってしまうとい

う状態だ。1つのプロセスだけが忙しく

動いている場合は、ロードアベレージ

はおおよそ1.0になる。忙しく動作する

プロセスが2つあり、常に1つのプロセ

スが実行待ちになっている状態では、

ロードアベレージは約2になる。また、

1.0未満の場合、CPUがアイドルしてい

る時間があるということになる。

要するに、実行待ちのプロセス数プ

ラス実行中のプロセス数がロードアベ

レージとなる。シングルプロセッサシ

ステムであれば、実行中のプロセスの

数は0～1だ。ロードアベレージが1近

辺であれば、リクエストに対して、

CPUは相応の能力で処理していること

になる（その処理の実行が速いか遅い

かはここでは問題ではない）。それより

大きい数値になるなら、CPUの処理能

力に対してリクエストされているプロ

セスの数が多い（待っているプロセス

が多い）ということになる。この状態

は、一般に負荷が重いということにな

るだろう。もちろん、CPU負荷は時々

刻々変化していくので、ロードアベレ

ージが1より大きいからマシンのパワー

アップが必要というわけではない。単

に、暇な時より、ユーザーに応答を返

すまでの時間が長くなる、あるいは、

一定時間に処理できるデータ量が少な

くなるというだけのことだ。

ところで、CPUが複数あるマルチプ

ロセッサシステムの場合はどうなるの

だろうか？　残念ながら、今のところ

手元にマルチプロセッサシステム上で

動作しているLinuxがないので、詳し

いことはわからない。そのうちマルチ

プロセッサシステムを動かした時にで

も説明できるだろう。たぶんその時に

は、SMP（対称マルチプロセッシング）

とか実行スレッドの話もすることにな

ると思う。

■割り込みとシグナル

プロセスの話からちょっと脱線する

が、プロセスの状態遷移を理解するう

えで、UNIXのシグナルをある程度知

っておく必要がある。シグナルはある

種の割り込み処理なので、ハードウェ

ア割り込みについても簡単に説明して

おこう。

ハードウェア割り込みというのは、

ハードウェアの状態の変化（キーが押

されたとか、ディスクI/Oやネットワ

ークI/Oが完了した、あるいはエラー

の発生など）により、実行中のコード

が強制的に中断され、別の処理（キー

入力ルーチンとかディスクドライバな

ど）に制御が移ることである。この処

理が完了すると、それまで実行されて

いたコードが再開し、何事もなかった

かのように処理を継続する（エラーの

場合は再開できないこともある）。つま

り、外部イベントにより引き起こされ

るサブルーチン呼び出しのようなもの

である（実際にはCPUの動作モードの

遷移なども絡むため、もっと複雑だが）

（図2）。

割り込みを使うことによって、I/O

が関係しないプログラムを、I/O待ち

のプログラムと並行して実行させるこ

とができる。あるプログラムが入出力

などを待っている間に、別のプログラ

ムが処理を続けることができるのだ。

これは、複数のプログラムの同時実行

をサポートするオペレーティングシス

テムでは重要な点である。

このようなハードウェアによる割り

込みは、一般にシステムのデバイスド

ライバで処理される。ユーザープロセ

スは、単にオペレーティングシステム

に入出力のリクエストを送れば、I/O

が完了した時点で、つまりシステムと

デバイスドライバがいろいろな割り込

みやI/Oを処理した後で、処理が完了

したことが通知される。一般のプロセ

スは、この種のハードウェア割り込み
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図1 実行待ちキュー
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図2 割り込み
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が発生 



を直接検知することはない（図3）。応

答するとしても、割り込みの結果とし

て入出力が完了し、待ち状態から実行

可能状態に遷移するとか、次に説明す

るシグナルという形になる。

UNIXでは、このようなハードウェ

ア割り込みとは別に、シグナルという

ある種の割り込みメカニズムも提供さ

れている。これはユーザープロセスか

らも可視であり、影響を受けるイベン

トである。たとえばコマンドの実行中

にCtrl＋Cをタイプしてコマンドを強制

終了させるといった処理は、シグナル

メカニズムを使っている。

シグナルは、単純なプロセス間通信

の1種である。プロセスは、別のプロセ

スにシグナルを送ることができる。ま

た、プロセスの状態に基づいて、ある

種のシグナルがそのプロセス自身に送

られることもある。これはおもにエラ

ーの発生（算術処理のエラーやメモリ

アクセス違反など）を通知するもので

ある。エラー発生はハードウェア割り

込みでトラップされるが、それがオペ

レーティングシステムによって、プロ

セスから可視なシグナルに変換される

のである。

プロセスは、シグナルを受信した時

に特定の処理を実行する。この処理の

内容は、プログラムコードのレベルで

設定される。また、何も設定していな

いときのデフォルト処理も規定されて

いる。もっとも単純な処理は、無視す

る、あるいはプログラムを終了すると

いうものだ。Ctrl＋Cのタイプで終了

するというのはこの例である。プログ

ラムの終了に際して、クリーンアップ

処理を行いたい場合（一時ファイルの

削除や画面モードの復旧など）は、終

了シグナルに対する処理ルーチン（こ

れをシグナルハンドラという）を定義

し、定義したル－チン内でその処理を
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uptimeコマンドがあるなら、downtimeコ

マンドもあるかというと、もちろんない。ダ

ウンしているマシン上でコマンドを走らせろ

といっても無理である（ログを調べて、アッ

プ後に表示することは可能だが）。しかし、

あるシステムがダウンしている時間を調べる

方法がないわけではない。ネットワーク環境

であれば、ほかのマシンから観察することが

できる。rwhodというデーモンを動かすと、

そのマシンにログインしているユーザーの一

覧と、そのマシンのアップタイム、ロードア

ベレージなどの情報がほかのマシンにブロー

ドキャストされる。この情報はネットワーク

上の各マシンでスプールされ（この処理を行

うのもrwhodである）、rwho、ruptimeコマン

ド（それぞれwho、uptimeのネットワークワ

イド版）でその内容を表示することができる。

このユーザー、アップタイム情報を収めた

パケットが一定時間届かないと、そのマシン

はダウンしているものとみなされ、ruptimeコ

マンドでdownと表示され、そしてどれだけの

時間ダウンしているかも表示されるのである。

もちろん、本当にダウンしているのではな

く、ネットワークの障害かもしれないし、

rwhodが死んでいるだけかもしれない。それ

でも何らかの障害があることは確かだから、

要調査である。多数のサーバを管理する場合

などは便利なコマンドだ。

ホスト名変更やマシンの撤去などを行う

と、その存在しないマシンはずっとdownとし

て表示される。これは気持ち悪いので、表示

しないようにしたいだろう。このような場合

は、/var/spool/rwhoの下にある（位置はシス

テムによって異なることもある）、そのホスト

名を含んだファイルを削除すればよい。

rwhodはブロードキャストを使っているの

で、マシンが増えるとネットワークのトラフ

ィックが増加する。これを嫌って使わない管

理者も多い。まぁ、Windowsのネットワーク

に比べれば誤差みたいなものだが。

と、ここまで書いて、わが家のredhat 5.2

日本語版にはrwhoはあるものの、ruptimeコ

マンドがないことがわかった。もっとも、ほ

かのruptimeが動くマシン上では、このマシン

がアップかダウンかはきちんと表示される

（リスト2）。

Column

ダウンタイムを表示できるか？

pc001         up     5:09,     2 users,  load 0.01, 0.06, 0.00

pc002         up  1+06:32,     6 users,  load 0.03, 0.08, 0.06

pc003       down     0:22

▼リスト2 ruptimeコマンドの出力（pc003というマシンはダウンしている）

プログラムの実行 ディスクドライバ 
ルーチン 

ディスク 
ハードウェア 

オペレーティング 
システム 

2.割り込みにより、ディスク
ドライバが起動される 

5.処理ルーチンが完了する
と、もとのプログラムを再開
する 

1.ハードウェアによる割り込みが発生 

4.I/O処理の完了を通知 

3.ディスクI/O処理を実行 

図3 デバイスドライバの動作



行うようにすればよい（図4）。

どのような種類のシグナルがあるか

という詳細は、man 7 signalで見るこ

とができるが、この中にはユーザー定

義のものもある。シグナルをうまく使

うことで、簡単なプロセス間通信を行

うことができる。たとえばttyがアタッ

チされていないデーモンプロセスなど

を制御するために、シグナルを使うこ

とができる。

プロセスの解説でシグナルを紹介し

たのは、プロセス終了に限らず、プロ

セスの状態を遷移させるシグナルがい

くつかあるからだ。

■入出力待ちの停止

プロセスの実行が停止するもっとも

明らかな（そしてもっとも頻度の高い）

理由は、入出力待ちだろう。ユーザー

がキー入力するのを待つ、ディスクや

ネットワークなどのI/Oを待つといっ

たことだ。基本的に、プログラムが入

力を求めるということは、その入力デ

ータを使いたいということである。そ

れゆえ、入力が完了するまで、プログ

ラムは処理を続けることができないの

である。

入力待ちより頻度は少ないものの、

出力待ちで停止することもある。入出

力はバッファリングされるので、小容

量の出力なら、たとえ出力先にすぐに

書き出すことができなくても、バッフ

ァに書き込むことで、プログラム側は

書き込みオペレーションを終えること

ができる。しかし、バッファがいっぱ

いになってしまうと、バッファが空く

まで待たされることになる。

このように、何らかのイベント（こ

の場合は入出力の完了）を待って停止

することを、「ブロックされている」と

いう。プロセスをブロックするのは、

入出力だけではない。リソースへの排

他的アクセスなどに使うロックも、ブ

ロックの原因となる。データベースシ

ステムなどでは、あるデータが同時に

複数のプロセスから書き換えられてし

まったり、修正途中の不完全なデータ

が読み出されるのを避けるために、ロ

ックを使ってアクセスを制御している。

他のプロセスがロックしているリソー

スに対してアクセスを試みると、その

プロセスはロックによってブロックさ

れるのである。

psコマンドによって表示される数多

くのプロセスの大半は、（よほど忙しい

サーバでもない限り）入力待ちで停止

している。ネットワーク関係のデーモ

ンであれば、ネットワークの読み込み

待ちや接続待ちで停止しており、シェ

ルやエディタなどは、キー入力待ちで

止まっているだろう。また、ディスク

I/Oを頻繁に行うプロセス（データベ

ースサーバやファイルサーバ用デーモ

ンなど）であれば、ディスクI/O待ち

で止まっていることも多いだろう。

psコマンドを使って表示した時、こ

のような停止状態にあるプロセスは、

STATフィールドにS、Dが表示され

る。SとDはどのように違うのか？　簡

単に言ってしまえば、シグナルに応答

できる停止状態がS、応答できない停

止状態がDである。言い方を変えると、

シグナル割り込み可能な状態がS、不

可能な状態がDである。一般に、Dは

ディスクI/Oを行うシステムコールの

実行中など、途中で停止して割り込み

処理を行うのが困難な状態である。そ

れに対してSは、ttyのI/O待ちなど、

たとえシステムコール中であっても、

シグナル割り込みに対処できる状態で

ある。一般にD状態はディスクI/Oが

多いプロセスに見られるもので、プロ

セスは実行中ではないものの、ユーザ

ーから見れば忙しく動いているプログ

ラムであり、アイドル中のシェルやエ

ディタなどとはまったく異なるもので

ある。また、D状態はずっと続くわけ

ではなく（I/Oの完了によりSかRにな

る）、普通はR、S、Dを遷移すること

になる。

■スリープ

プログラムによっては、入出力やイ

ベントを待つわけでもなく、意図的に

停止するものがある。たとえば定期的

に何らかの処理を行うデーモンプログ

ラムなどは、このような形で停止する

ことになる。このような停止状態をス

リープという。

1時間に1回スプールディレクトリを

調べて、そこに置かれているファイル

を処理するといったプログラムであれ
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図4 シグナル



ば、1時間スリープし、ファイル処理

を行うというサイクルを繰り返すこと

になるだろう。たとえばバッチ処理で

メール配信を行うメールデーモンなど

は、このような形態で動作する。日常

的なところでは、指定時刻にバッチ処

理を行うcrondデーモンもスリープと

処理を繰り返している。

オペレーティングシステムによって

は、スリープするためのシステムコー

ルを用意しているものもあるが、

UNIXの場合はライブラリ関数によっ

て提供されている。タイマーにより自

身に通知するという仕組みである。

スリープによる停止中のプロセスは、

シグナル割り込みを受理できる。つま

りスリープ中であっても、シグナルに

応答してハンドラが起動されるという

ことだ。これにより、スリープ中のデ

ーモンプロセスでも、シグナルを使っ

た操作や、シグナルによるイベントの

通知に即座に応答することができる。

この停止状態は割り込み可能なので、

スリープ状態のプロセスは、psの

STATフィールドがSである。

厳密にいえば、スリープ状態は、ス

リープ時間の完了、あるいはシグナル

というイベントを待って、割り込み可

能状態でブロックされている状態のこ

とである。従って、オペレーティング

システム側から見る限り、キー入力待

ちなどでブロックされているプロセス

と同じ状態である。実際、割り込み可

能状態のI/O待ちはスリープ状態と呼

ばれる。しかし、プログラムを使う側、

あるいは作る側から見ると、入力待ち

のブロックと意図的なスリープは明ら

かに異なる状態である。ここではI/O

待ちと意図的なスリープをあえて分け

て説明したが、オペレーティングシス

テム側から見ると同じであるというこ

とを覚えてくことが大事だ。

■ジョブコントロールによる停止

I/Oやロックを待つブロックでもな

く、スリープでもない停止もある。そ

れは、ジョブコントロール機能による

停止である。エディタなどのプログラ

ムの実行中にCtrl＋Zをタイプすると、

そのプロセスは動作を停止し、シェル

に戻る。このプロセスは終了したわけ

ではなく、後でfgなどのシェルコマン

ドを使って再開することができる。ジ

ョブコントロールによるサスペンド状

態は、I/O待ちでもなく、実行可能で

もないという点で、ちょっと特殊な状

態である。しかしこれは、再開を通知

するシグナルを待ってブロックされて

いる状態である。

ジョブコントロールによる停止状態

のプロセスは、psのSTATフィールド

でTと表示される。また、プログラマ

ーでない限りほとんど関係ないが、デ

バッガから実行されたプログラムもT

状態になる。シングルステップ実行や

ブレークポイントによる停止状態はT

である。

ジョブコントロールは、シェルやエ

ディタなどに固有の機能ではなく、オ

ペレーティングシステムがシグナルを

使ってサポートしている、つまり、す

べてのプログラムに共通の機能である。
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シェルのkillコマンドは、一般にプロセスの

強制終了を行うためのコマンドだが、オプシ

ョンとしてシグナルの名前か番号を指定し

て、任意のシグナルを送ることができる。

たとえばデーモンプロセスの操作（正しい

手順による終了、設定ファイルの再読み込み、

診断情報のダンプなど）を行うために、管理

者はkillコマンドでデーモンに各種シグナルを

送ることになる。これはもちろんデーモンを

殺す（止める）ためのものではない。デーモ

ンは各種シグナル用のハンドラを用意してお

り、シグナルを受信するとそのハンドラが起

動され、必要な処理を行うのである。どのシ

グナルがどのような処理を行うかは、デーモ

ンのmanに記述されている。

一般ユーザーでも、とりあえず覚えておく

と便利なのは、SIGHUP（1）とSIGKILL（9）

である。Xやネットワーク環境で複数のシェ

ルセッションを開いていると、正常終了でき

ずにシェルのプロセスが残ってしまうことが

ある。このシェルは、ただのkil lコマンド

（SIGTERMを送る）では殺せないことが多い

のだ。このような時は、SIGHUPを送るとた

いてい殺せる。SIGHUPは、モデムなどを使

って接続している時の回線切断で送られるシ

グナルである。シェルは、回線切断で終了す

るようになっているので、S IGHUPは

SIGTERMより強力である。

シェルから起動されているプロセスが残っ

ている場合は、シェルを殺すことを試みる前

に、そのコマンドのkillを先に行うこと。普通

はこれでシェルもいなくなるはずだ。それで

もシェルが死なない時に、SIGHUPを試みる

ようにしよう。

どうしても死なないプロセスは、SIGKILL

で殺せる。これはプロセス側でトラップでき

ないシグナルなので、一部のシステムプロセ

スを除いてどんなプロセスでも殺せる（もち

ろん、ユーザーの権限内でだが）。ただし、

SIGKILLを使った場合は、クリーンアップ処

理が行われないので、画面モードがおかしい

ままになったり、作業用ファイルが残ったま

まになるので注意すること。

D状態（割り込み不可）状態の停止プロセ

スは、シグナルでは殺せない。しかし、D状

態からSやRに移行しないというのは、普通

はシステムのバグやハードウェア障害が原因

なので、ユーザーレベルではどうにもならな

いだろう。

Column

killコマンド



しかしその性質上、ユーザーと対話す

る形式のプログラムでよく使われてい

るのである。ttyは適当なキー入力

（Ctrl＋Zなど）によってプロセスに停

止シグナルを送り、シェルはfgやbgな

どのコマンドにより、ジョブコントロ

ール用のシグナルをプロセスに送る。

シグナルを受信したプロセスは、それ

に応じて停止／再開する。プログラム

によっては、ジョブコントロール用の

シグナルハンドラを用意し、停止、再

開の前にクリーンアップ処理や準備作

業を行うものもある。また、停止した

くない場合は、シグナルを無視するこ

ともできる。

■プロセスの状態遷移

ここまで解説してきたことをまとめ

ておこう。forkのリターンから始まっ

たプロセスが終了するまでの間に取り

得る状態を図5に示しておく。

この図は厳密なものではないという

ことを断っておこう。状態の遷移の仕

方によっては（あるいはシステムの内

部では）、この図の通りに遷移するので

はなく、過渡的に別の状態を経由した

り、逆に図に示されている途中の状態

をスキップすることもある。しかし、

プロセスはおおむね実行可能→実行中

→停止→実行可能という状態遷移を繰

り返しながら処理を進めていくという

ことだけは覚えておいて損はない。

■筆者近況

連載の最初にちょろっと紹介したT

氏（この連載をやれといったえらい人）

が、またもや筆者のジョブキューに新

しい仕事をぶちこんでくれた（毎度あ

りがとうございます）。前の大きい仕事

がひと段落したところだったので、や

っと筆者のロードアベレージも2を切る

かな（これでもいろいろな仕事をして

いるのだ）と思ったところなのだが、

それは許してもらえそうにない。今の

ところ新しいジョブはリソース待ちで

ブロックされているので、ロードアベ

レージにはまだ影響は出ていないが、

筆者にも裏で回しているプライベート

なジョブがいくつかあるし（これらは

かなりniceされていたのである）、デー

モンもあるから、新しい仕事が実行可

能になると、ロードアベレージは3に近

くなってしまうかもしれない。

T氏は、ほかにもいろいろやらせた

い仕事があるなどとブツブツいってい

たが、もしこれらが一斉に投入された

ら、ロードアベレージはすぐにも4とか

5になってしまうだろう。しかしT氏は

筆者をこき使うことについては良心的

なユーザーで、まとめてジョブを突っ

込んで、終わった奴から片付けていく

という方法は取らないようである。こ

れをやると信頼性の低い筆者が落ちる

ことを知っているのだろう。しかも筆

者のスケジューラは、ロードアベレー

ジが上がるほど、プライオリティの低

いジョブを動かしたがる傾向があると

いうこともばれているに違いない。

これはちょっと極端だが、このよう

な話を無意識にしてしまうようになっ

たら、そろそろ気を付けたほうがいい。

重要なことは、こういう言い回しは、

相手を選んでしなければならないとい

うことだ。相手を誤ると、単に話が通

じないだけではなく、怪しい奴と思わ

れ、その後の人生が狂ってしまう可能

性がある。もちろん筆者はこんな言葉

使いはしない（ようにしている）。
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図5 プロセスの状態遷移
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前回、Apache 1.3.9をソースからイ

ンストールしたため、ディレクトリの

位置がRed Hatのデフォルトと異なっ

ている。httpd.confなどの設定ファイ

ルは、今回より/usr/local/apache/conf

ディレクトリにあるが、Red Hatのデ

フォルトでは /etc/httpd/confである

ので注意していただきたい。

ApacheのWebアクセスを記録する

ログファイルは、デフォルト設定では

/usr/local/apache/logsに作られる。

だが、ファイルシステムの都合や管理

が繁雑になることから、/var/log/以下

に作るように設定することも多い。た

とえば、Red HatのRPMをインストー

ルした場合には、/var/log/httpd内に

Apacheのログファイルが作られる。

デフォルト状態で作られるファイル

は、access_log、error_logの2つだ。

このファイルさえ管理していれば、フ

ァイルシステムをフルにしてしまった

巨大なログファイルにあわてることが

なくなる。

access_log、error_logは、それぞれ

ファイル名通りのログを記録する。

access_logは、Webサーバにアクセス

してきたすべての記録を、そして

error_logは、正常なアクセス以外のも

のを記録する仕組みだ。access_logの

場合、すべてのアクセスを記録すると

いう点に注意してほしい。すべてのア

クセスということは、access_logには

正常なアクセス以外の記録も含まれて

いる。正常アクセス以外のアクセスは、

error_logとaccess_logの2つにダブっ

て書き込まれる。このため、純粋に、

# wc -l /usr/local/apache/logs/acc

ess_log

としても、純粋なヒット数は得られな

い。

一方のerror_logは、正常アクセス以

外のすべての記録が残されている。

Webサイト内のドキュメントやイメー

ジのリンク外れや、CGIのエラーは、

error_logを見ながら修正していけば、

数は減っていく。error_logは、access

_logからエラーだけを抜粋したファイ

ルという位置付けだ。

ApacheをRPMでインストールした

ときには、ログファイルの管理にはそ

れほど神経質になることもない。Red

HatのApacheでは、ログファイルが

/var/log/httpd/にあるが、ここは1週

間単位でローテートされる。1週間単

位でファイル名に.1、.2、.3、…と番号

が付け加えられたバックログが保存さ

れ、1カ月以上前のものは削除される

仕組みになっている（リスト1）のだ。

これを実現しているのが、/usr/sbin

/logrotateだ。

logrotateの仕組みを解説すると、

/etc/cron.dailyにあるlogrotateが毎日

起動される。/etc/cron.daily/logrotate

は、/etc/logrotate.confの内容に従い、

/us r / s b i n / l o g r o t a t eを動かす。

logrotate.confでは、週単位で動き、バ

ックログは4週ぶん保存するという設定
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Apacheのアクセスログを管理する

Webサーバ構築術（第6回）

/usr/local/apache/logsに
ログファイルがある

Red Hat版RPMは、
ログのローテートがかかる



になっている。管理するログファイル

の具体的な処理は、/etc/logrotate.dデ

ィレクトリ内のファイルに記述する。

Apacheであれば、/etc/logrotate.d

/apacheが該当するファイルだ。

この仕組みにより、Red Hatのデフ

ォルトでは、Apacheのログが巨大化

することを防いでいる。ちなみに、

/etc/crontabを見ると、リスト2のよ

うに毎日午前4時2分に/etc/cron.daily

を動かす設定になっている。

ここまで仕組みができ上がっている

ので、ログの切り出しは週単位で、時

間は4時2分というスケジュールで何も

問題がなければ、この仕組みをそのま

ま利用したほうが手軽だ。Apacheを

ソースからインストールしたときなど、

ログファイルは/usr/local/apache

/logsにある。その場合には、/etc

/ l ogro ta te . d/apacheファイルの

“/var/log/httpd”という文字列を、

“/usr/local/apache/logs”に置き替え

ればよい。

ファイルシステムとして、ちゃんと

/varや/var/logを切り分けている管理

者にとって、Apacheが/usr/local/apache

の下に山ほどファイルを作ってくれる

ことに不満を感じる人もいるだろう。

ログエリアとして十分な容量のファイ

ルシステムを/var/logにマウントして

いるようなときには、確かにApache

1.3以降のこの仕組みは不便だ。これを

もっとも手軽に解決するには、

# rm /usr/local/apache/logs

# ln -s /var/log/httpd /usr/local

/apache/logs

とするのがベストだ。シンボリックリ

ンクによって、/usr/local/apache/logs

へのアクセスが、/var/log/httpdへの

アクセスに置き替わる。この方法を使

えば、Apacheのコンフィグレーション

ファイルを書き換える必要もない。さ

らには、/etc/logrotate.d/apacheも書

き換える必要がなくなる。シンボリッ

クリンクを張ったあと、/usr/local/apache

/logsディレクトリ内のログファイルへ

の書き込みが、/var/log/httpd以下に

書き込まれることを確認したうえで、

Apacheをリスタートする。

# /etc/rc.d/init.d/httpd restart

シンボリックリンクを張りまくるこ

とはしたくないという管理方針ならば、

httpd.conf中のCustomLogとErrorLog

の行を書き直し、/var/log/httpdの下

にログファイルを置く設定にするとい

い。修正する部分は、リスト3のよう

にCustomLogとErrorLogという行を

見つけ出し、フルパスを変更する。

ErrorLogとCustomLogは並んではい

ないので、それぞれ探さないといけな

い。また、CustomLogの行には、最後

にcommonという文字が入っている。

これはそのまま残しておく。

access_logとerror_logの具体的な中

身がリスト4、5だ。一部データが入っ

ていないのでわかりにくいが、並び順

はaccess_logの先頭に書いてあるとお

りである。

データの中身が含まれていないリモ

ートユーザー名と認証ユーザー名は、

セキュリティに密接に関係したデータ

で、ident（RFC1413）認証に対応し

たクライアントでなければ、リモート

ユーザー名は記載されない。さらに、

デフォルト状態でApacheはIdentityを

チェックしないようになっている。

Identityをチェックさせるには、/usr

/local/apache/conf/httpd.confに、
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# run-parts

01 * * * * root run-parts /etc/cron.hourly

02 4 * * * root run-parts /etc/cron.daily

22 4 * * 0 root run-parts /etc/cron.weekly

42 4 1 * * root run-parts /etc/cron.monthly

▼リスト2  /etc/crontabファイルの内容。毎日午前4時2分にcron.dailyが実行される

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 28 04:02 access_log

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 21 04:02 access_log.1

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 14 04:02 access_log.2

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 12 10:09 access_log.3

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 28 04:02 error_log

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 21 04:02 error_log.1

0 -rw-r--r--   1 root     root            0 Nov 14 04:02 error_log.2

1 -rw-r--r--   1 root     root          180 Nov 12 10:38 error_log.3

▼リスト1  /var/log/httpdディレクトリ。Apacheのログが1週間ごとにローテートされている

#ErrorLog /usr/local/apache/logs/error_log

ErrorLog /var/log/httpd/error_log

#CustomLog /usr/local/apache/logs/access_log common

CustomLog /var/log/httpd/access_log common

▼リスト3 httpd.confの設定ファイル

logは/var/logの下に
あってほしい

ログを取る項目を増やす



IdentityCheck on

という1行を加える。そして、クライア

ント側でidentdを動かしておけば、リ

スト4のaccess_logの例にある2～3行

目のように、リモートユーザー名が記

録される。クライアント側でidentdに

相当するものが動いていなければ、

unknownと記される仕組みだ。

これは一見すると便利な機能のよう

に見えるが、IdentityCheckをオンに

すると、サーバからクライアントマシ

ンにidentチェックのためのアクセスが

かかり、サーバとネットワークの負荷

が 若 干 な が ら も 増 加 す る た め 、

IdentityCheckを行うことはほとんど

ない。

認証ユーザー名はユーザー認証を通

過してきて入ったときに有効になる。

リスト4のaccess_logの4行目がその例

だ。ユーザー認証を通過したユーザー

名が記録される。

ところが、アクセスしてきたクライ

アントがApacheに渡す情報はこれだ

けではない。リンク元や、ブラウザ情

報なども含まれる。つまり、アクセス

ログを集計し、Webサイトの今後に役

立つ資料を作りたいならば、デフォル

トのログ情報だけでは情報が少なすぎ

るのだ。そこで、ログファイルのフォ

ーマットを変更し、必要な情報を収集

することにする。

もちろんApacheはこうした対応も、

/usr/local/apache/conf/httpd.confを

変更していくことで可能だ。

では、access_logの設定を変更しよ

う。よく加えられるものとして、閲覧

者のWebブラウザ、リンク元がある。

/usr/local/apache/conf/httpd.conf

の中で、ログフォーマットに関する設

定は、リスト6の部分である。Apache

では、LogFormatとして、いくつかの

形式を設定できる。リスト6では、1行

目のログフォーマットをcombined、2

行目をcommon、3行目をreferer、4行

目のログファイルをagen tとして

LogFormatで定義している。

こう定義したLogFormatに対して、

CustomLogで、実際のログファイル名

と、ログフォーマットを定義する。リ

スト6では、CustomLogを使って、

/usr/local/apache/logs/access_logと

いうファイルにログを記録する。その

ときのフォーマットは、commonの形

式を使えという設定だ。書式としては、

LogFormat "記録形式" フォーマット名

で記録する内容を定義して、

CustomLog ファイル名 フォーマット名

で書き込むファイル名とフォーマット

名を設定する。

そこで、/usr/local/apache/logs

/access_log内のCustomLog行の最後

にあるcommonをcombinedに変更し、

apacheを再起動すると、そのときから

/usr/local/apache/logs/access_logに

はcombinedの形式でログが記録される

ようになる。その状態がリスト7だ。

行末に、リンク元（この場合はリンク

元がないため「－」）と利用ブラウザ名

「 Lynx/2.8.1pre.9 libwww-FM/2.14」

が加わっている。

ざっと、こんな仕組みでApacheの

ログ書き込み機能は動作している。

アクセスログのフォーマット設定は

だいたいわかってもらえたはずだ。と

ころが、自由に書き換えようとするな

ら、LogFormat内で使えるマクロ形式

がわからないといけない。そこで、

combinedで設定されている例をもとに

解説していこう。
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[Tue Nov 30 01:08:42 1999] [error] [client 192.168.64.180] File does not exist:

/usr/local/apache/htdocs/cb3/office3.gif

▼リスト5  error_logの例

LogFormat "%h %l %u %t \"%r\" %>s %b \"%{Referer}i\" \"%{User-Agent}i\"" combined

LogFormat "%h %l %u %t \"%r\" %>s %b" common

LogFormat "%{Referer}i -> %U" referer

LogFormat "%{User-agent}i" agent

CustomLog /usr/local/apache/logs/access_log common

▼リスト6  httpd.confのCustomLog行でログフォーマットを設定する

access_logの
フォーマットを整える

access_logで使える
マクロの書式

192.168.1.180 - - [12/Nov/1999:20:23:05 +0900] "GET / HTTP/1.1" 200 1622

192.168.1.180 naka - [02/Dec/1999:18:05:45 +0900] "GET / HTTP/1.0" 200 1622

192.168.1.180 unknown - [02/Dec/1999:18:06:19 +0900] "GET / HTTP/1.1" 200 1622

192.168.1.180 - testuser [12/Nov/1999:20:25:14 +0900] "GET /auth/ HTTP/1.0" 200 3497

▼リスト4  access_logの例

ホスト 認証ユーザー名 最初のリクエスト行

バイト数リモートユーザー名 時間

ステータス



combinedでは、"%h %l %u %t \"%r

\" %>s %b \"%{Referer}i\" \"%{User

-Agent}i\""という形式でログフォーマ

ットが定義されている。一番外側のダ

ブルクォーテーションでくくられた中

身がフォーマット形式のため、

%h %l %u %t \"%r\" %>s %b

\"%{Referer}i\" \"%{User-Agent}i\"

という文字列が、ログのマクロという

ことになる。

実際のログファイルと対応させたも

のが、図1だ。リクエスト文字列の最

初の1行を示す%rは、ダブルクォーテ

ーションで区切って記録するように、

\"%r\"という指定になっている。この

「\」は、その次のダブルクォーテーシ

ョン「"」を文字として渡すためのエス

ケープキャラクタである。リクエスト

行には空白文字が含まれることから、

あとでログ処理をするときに迷わない

ようにするためにはこの処理が必要だ。

たとえばExcelのような表計算ソフ

トで読み込んで集計するときに、ダブ

ルクォーテーションで区切らないと、

スペースがセルの区切り文字として認

識される。図1であれば、「GET」、「/」、

「HTTP/1.0」という3つのセルに分割

されてしまうわけだ。同じ処理は、%r

だ け で は な く 、 リ ン ク 元 を 示

す%{Referer}iや、%{User-Agent}iのマ

クロ部分もダブルクォーテーションで

囲む指定になっている。

%>sというマクロは%sというマクロ

がベースになっている。%sはステータ

スコードを記録するのだが、単純に%s

とすると、リダイレクトがあった場合

に、リダイレクト時のステータスコー

ドが記録されてしまう。そこで、「処理

最後のステータスコード」の意味

で、%>sを使っている。こうした代表

的なマクロの一覧を、表1にまとめて

おいた。

ログファイルを拡張するときには、

行の最後に付け加えていくようにする

といい。ログファイルの巨大化を防ぐ

ために、必要最低限のことだけを記録

したしたいところだが、後述するアク

セスログ解析ソフトのAnalogを使うと

きには、フィールドの並びに合わせて

Analogの設定も変更しなくてはいけな

い。また、あまりにも独特なログ記録

方法を使っていると、ログ解析ソフト

の設定変更も必要になる。

Apacheが書き出したログを解析す

るために、LinuxではAnalogというツ

ールがよく使われる。Analogのいいと

ころは、Webサーバの解析ツールだけ

に、Webブラウザを使ってログの解析

結果を閲覧できることだ。また、速度

も十分に速く、リアルタイムに解析す

ることも可能だ。

最新版は、バージョン4.0が11月に出

たばかりだ。すでにAnalogのRPMを

使っているときにはそれをそのまま使

えばいいが、4.0をインストールするな

らば、http://www.statslab.cam.ac.uk

/̃sret1/analog/から国内のミラーサ

イトへ行き、そこから入手するといい

だろう。makeの手順は、リスト8のと

おりだ。また、analog-4.0-1.i386.rpmと
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127.0.0.1 naka - [04/Dec/1999:00:52:49 +0900] "GET /apache_pb.gif HTTP/1.1" 404 295

127.0.0.1 naka - [04/Dec/1999:00:53:13 +0900] "GET / HTTP/1.0" 200 1622 "-" "Lynx/2.8.1pre.9 libwww-FM/2.14"

▼リスト7  access_logの内容。ログフォーマットをcombinedに変更すると、リンク元とブラウザ名が記録される

表1  ログフォーマット指定のマクロ

Analogを使ったログ解析

%b 転送量（バイト)

%f ファイル名

%{環境変数名}e 環境変数名

%h リモートホスト

%{コンテンツ名}I サーバに送られたリクエストのヘッダ行

%l リモートユーザー名 (ident認証時)

%p ポート番号

%P プロセス ID

%r 最初のリクエスト行

%s ステータスコード。最後のステータスコードを記録するときは%>s

%t 時間(ロングフォーマット:([日/月/年:時間:分:秒 タイムゾーン])

%{フォーマット}t 時間(書式はstrftimeに準じる)

%T 時間(秒単位)

%u 認証ユーザー名(認証を通った場合)

%U URL

%v サーバ名

% h  % l  % u  % t  \ " % r \ "  % > s  % b  \ " % { R e f e r e r } i \ "  \ " % { U s e r - A g e n t } i \ "

図1  ログフォーマットと実際のログの対応

127.0.0.1

naka

-

[04/Dec/1999:00:53:13 +0900]

"GET / HTTP/1.0" 200 1622

"-"

"Lynx/2.8.1pre.9 libwww-FM/2.14"



いうRPMも配布されているので、これ

を使うのもひとつの方法だ。ここでは、

ソースからmakeしたAnalog 4.0をベ

ースに解説していく。

makeしたあとには、anlgform.html

というファイルができ上がっている。

これを使うと、Webブラウザから

analogの解析ができる。まずはこれを

試してみよう。

An a l o g のインストール先は、

/usr/local/etc/httpd/のため、本来の

ドキュメントディレクトリである

/usr/local/apache/htdocsからシンボ

リックリンクを張る。そのあとに、必

要なファイルに対してパーミッション

を設定し、解析cgiとなるanlgform.pl

をcgi-binに移動する（リスト9）。

この段階では、ソースやオブジェク

トファイルがそのまま残っているので、

公開サーバに組み込むときには、さら

に不要なファイルを整理しておいたほ

うがよいだろう。

Analogのセットアップ自体は、この

作業で終わる。ただし、これだけでは

動作しない。さらに、anlgform.html

とanlgform.plに必要な修正を加えて動

くようにする。修正した箇所は、リス

ト10、11のとおりだ。あとは、ブラウ

ザでhttp://ホスト名/analog/という

URLを指定すれば画面1が出てくる。

必要な部分をセットしてProduce

statisticsボタンをクリックすると、画

面2が出てくる。ちゃんと画面2が表示

されれば、Analogが正しく動作してい

ることになる。

anlgformは手軽にアクセス集計がで

きる反面、ひとつ大きな欠点がある。

それは、動作するたびに毎回指定した

access_logファイルを集計し直すとい

う点だ。1日に10万件ものアクセスが

あるようなWebサイトであれば、その

たびに集計計算をされていてはたまっ

たものではない。また、Apacheのロ

グは、logrotateによって毎週切り出さ

れている。つまり、週をまたいだ解析

ができないわけだ。さらに、解析のた

びに集計計算作業が入る。1日あたり

数千件のアクセスであれば、毎回集計

したところでたいした時間はかからな

いが、数十万件のアクセスがあるよう

なサイトでは、ログを見るたびに集計

されていてはたまったものではない。

そこで、いちばんベストな方法は、

logrotateが動いてログファイルを切り

出したときに、同時に集計作業もして

集計ファイルのみ別途保存しておくこ

とだ。もしくは、logrotateでApache

のログを切り出すことをやめ、独自の

cronを動かして、ログの切り出しと同

時に集計もさせるという方法もある。

独自cronであれば、切り出すタイミ

ングも自由に設定できるため、ここで

はより汎用的という意味から、独自の

cronを使った作業を紹介しよう。

まず、logrotateでApacheのログの

切り出しを禁止する。

# rm /etc/logrotate.d/apache

次に、ログファイルの切り出し部分

を考えよう。ログファイルを単純に、

# cp /usr/local/apache/logs/access

_log /tmp/httpd_log-9912.txt

# rm /usr/local/apache/logs/access

_log
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# cd /usr/local/src/analog

# tar xvfz analog4.0.tar.gz

# cd analog4.0

# make

# rm -f *.[och]

# mkdir /usr/local/etc/httpd

# cd ..

# mv analog4.0 /usr/local/etc/httpd/

▼リスト8  アクセスログ解析ツールAnalogのmake手順

# ln -s

/usr/local/etc/httpd/analog4.0

/usr/local/apache/htdocs/analog

# cd /usr/local/apache/htdocs/analog

# chmod -R o+rx .

# chmod +x lang

# chmod +x anlgform.pl

# cp anlgform.pl

/usr/local/apache/cgi-bin

# ln -s anlgform.html index.html

▼リスト9  Analogのセットアップ手順

# 1) uncomment (remove everything before $analog) and edit one of the next two

#    lines to give the location (full pathname) of the analog executable.

#       Unix: $analog = '/usr/local/etc/httpd/analog4.0/analog';

#       Windows: $analog = 'C:\program files\analog 4.0\analog.exe';

$analog = '/usr/local/etc/httpd/analog4.0/analog'; 追加

▼リスト10  anlgform.plを追加修正する

<form action="/cgi-bin/anlgform.pl" method="POST"> 変更

<!-- Many systems will want the IMAGEDIR to be different on the form... -->

<!-- than from the commandline, because it should not be within /cgi-bin/ -->

<input type=hidden name="IMAGEDIR" value="/analog/images/"> 変更

<!-- Some users will want to set their logfile like this -->

<input type=hidden name="LOGFILE" value="/usr/local/apache/logs/access_log">

▼リスト11  anlgform.htmlの23～30行目。下記のように修正する

Analog処理つき
logrotateを作る



としてしまうと、ファイルIDがずれる

ため、Apacheはログを記録できなく

なる。一度access_logを別ファイルに

cpして、Apacheの再起動なしに、ロ

グファイルを別ファイルにcpしてから、

/dev/nullをaccess_logにcpするとい

う手段もなくはないが、アクセス数が

多いときには、別ファイルにcpする時

間が無視できない。そこで、ログファ

イルを動かしたあとに、一度Apache

を再起動して、access_logを正しく処

理させるという手順をとる。

一度待避したaccess_logは、analog

で処理して、出力された集計結果だけ

をhtmlファイルとして特定のディレク

トリに入れる。こうすれば、過去のロ

グファイルはバックアップするなり削

除するなりすればいい。スクリプトと

しては、リスト12のようなものだ。こ

れに、エラー時の処理と、待避したア

クセスログをバックアップもしくは削

除する処理を加え、cronで動かす。

logrotateに依存せずに、自分でcron

処理することにより、さまざまな処理

が加えられる。リスト12を/usr/local

/apache/cron/logrotate.plとして作

り、rootになってから、

# cromtab -e

と行って、cronテーブルに、

0 4 * * * /usr/local/apache/cron

/logrotate.pl

を加えておけば、毎日午前4時にログ

を切り出し、前日4時からの1日分のア

クセス記録を作ってくれる。

Analogが作り出したログ集計結果

は、/usr/local/apache/htdocs直下に

「日付.html」というファイルになって

いる。これを直接アクセスすれば、そ

の日のログ集計結果がすぐにわかる。

ただし、このままでは画像のリンクが

すべて外れているのと、ホスト名も正

しく記録されていない。そこで、/usr/

local/etc/httpd/analog4.0/analog.cfgに、

HOSTNAME "[www.ho.point5.co.jp]"

IMAGEDIR /analog/images/

を加えてグローバル設定をしておく。

H O S T N A M E にはホスト名 を、

IMAGEDIRとして、analogのイメージ

ファイルのあるドキュメントディレク

トリを指定する。これで、画像もホス

ト名も正しく表示できるようになる。

Linux magazine February 2000186

Se
rv

ic
es

#!/usr/bin/perl

$accesslog='access_log';

$logdir='/usr/local/apache/logs';

$analog='/usr/local/etc/httpd/analog4.0/analog';

$apachectl='/usr/local/apache/bin/apachectl';

$outdir='/usr/local/apache/htdocs';

@dtmp=localtime (time);

if ($dtmp[5]>=100) {

$dtmp[5] -= 100;

}

++$dtmp[4];

$today=sprintf ("%2.2d%2.2d%2.2d",$dtmp[5],$dtmp[4],$dtmp[3]);

print "start Analog($today)\n";

while (glob("$logdir/*log")) {

system ("mv $_ $_.$today");

}

system ("$apachectl restart;$analog

$logdir/$accesslog.$today>$outdir/$today.html");

exit;

▼リスト12  /usr/local/apache/cron/logrotate.plプログラム。cronで毎日午前4時に動かす

画面1  Analogのレポートを設定するフォーム

画面2  Analogのアクセスログ解析レポート出力
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この連載の冒頭でこのところ連続して触れている

TrueTyp e フォント・ラスタライザライブラリの

FreeTypeだが、1999年8月4日付で、Appleの特許を侵

害する可能性のあるコードが見つかったと報告されている

（http://www.freetype.org/）。FreeTypeプロジェクト

は、Appleの法務部門に問い合わせているが、現時点では

未回答のようだ。FreeTypeは、X-TT、 VFlibなどで使

われている、TrueTypeフォントを使ううえでキーとなる

重要なラスタライザであり、今後の動向が注目される。

今回取り上げる印刷の局面でもFreeTypeは重要な働き

をすることになるが、そこにいく前に、まずはLinuxマシ

ンにローカルプリンタをつないで印刷を行う場合を簡単に

概観して、その後日本語の印刷についての問題点や対処法

などを考えてみたい。今回は、現在一般的に使われている

インクジェットカラープリンタの中でも、最新機種である

EPSON PM-800Cを借用できたので、これをLinuxマシ

ンにつないだ環境を見ていくことにしよう。

■

■ Linuxでの印刷の仕組み

■

Red Hat Linuxの linuxconf、control-panel、または

TurboLinuxのturboprintcfg（画面1）のように、多く

のLinuxディストリビューションでは、プリンタ関連の設

定は対話式で自動で行われ、ユーザーが直接設定ファイル

を触ることのないようになっているが、UNIX一般の知識

として、その仕組みの概略を知っておくことも大切なこと

だろう。

Linuxに限らずUNIXでは、印刷に際して、lpdという

プリンタスプールデーモンが使われるのが一般的だ。プロ

グラムは主に、

lpd  ― プリンタスプールデーモン本体

lpr  ― プリントデータ送出

lpq  ― スプールキュー問い合わせ

lprm ― スプール削除

lpc  ― スプールコントローラ

からなり、これらは「/etc/printcap」という設定ファイ

ルをもとに動作している。対話式のセットアッププログラ

ムは、まず第一にこのprintcapを自動で設定してくれるも

のと考えてよいだろう。

日 本 語 の 印 刷

Linuxの

Linuxでの印刷の仕組み

画面1 TurboLinuxのプリンタ設定ツールTurboPrintCfg



●printcap

リスト1は、TurboLinuxのturboprintcfgでEPSON

PM-800Cのために設定した時の、printcapの該当部分だ。

ローカルプリンタを使う際の基本的な設定は、おおむねこ

のようなものになるだろう。

記述形式は、基本的にtermcapなどと同等で、最初に

エントリ名が入り、「：」が区切り文字に使われる。各項

目は、値を持つ場合は「＝」でその値が指定される。行が

連続する場合は、行末に「＼」が置かれ、1行に1項目を

書くのが慣例となっている。「＃」以降はコメントだ。

最初の行のコメント部分に、対話式に指定した内容が書

かれている。2行目が指定の始まりで、最初はエントリ名、

つまり各プログラムがプリンタ名として認識する名前を指

定している部分である。3行目の「sd」はスプールディレ

クトリ（Spool Directory）の指定で、「/var/spool/lpd」

にサブディレクトリが作られて、それが使われるのが普通

である。4行目の「mx」はファイルの大きさの指定で、0

が指定されると制限なしになる。このように数字の指定の

場合は、「＃」が「＝」の代わりに使われる。5行目にあ

る「sh」は、suppress headerを意味し、指定するとカ

バーページを印字しないようになる。6行目の「lp」がプ

リンタの接続されているデバイス名の指定である。1つ目

のパラレルポートが使われているので、「/dev/lp0」が指

定されている。そして最後の行の「if」（Input Filter）

は、フィルタとして使われるプログラムの指定である。こ

こでは、スプールディレクトリの「filter」が指定されて

いる。

つまり、このprintcapの意味するところは、lprが受け

取ったデータを/var/spool/lpd/lp/filterで処理し、その

結果を/var/spool/lpd/lp/に置き、最終的に/dev/lp0に

渡すということになる。その他の指定については、man

printcapなどをご覧いただきたい。printcapを変更した場

合は、root権限のまま、

# ps aux | grep lpd

としてlpdのプロセス番号を見て、

# kill -9 <lpdのプロセス番号>

としてlpdをいったん終了させたうえで、

# lpd

とlpdを起動し直す必要がある。

●標準はPostScript形式

lpdは、基本的に受け取ったデータをそのままプリンタ

に渡すものだ。たいていのプリンタは改行などの基本的な

制御コードは認識してくれるので、テキストをベタで印刷

するぶんには困らないのが普通だが、最近のWindowsプ

リンタは日本語フォントを持っていないために、日本語を

含むテキストはベタでは印刷できないことになる。

これがテキストではなくて画像を印刷するとなると、ビ

ットマップのプリンタ制御コードは各プリンタメーカー、

各モデルさまざまで、これまたいろいろある画像フォーマ

ットをいろいろな制御コードに合わせて変換するのは、か

なりやっかいである。

そこで、PS（PostScript）プリンタでも非PSプリンタ

でも、PSを標準のフォーマットとみなして処理するのが、

事実上UNIX標準となっている。画像をPSに変換するツ

ールとしては、netpbmという画像変換プログラム群が一

般に使われている。たとえば、GIFをPSに変換するには、

$ cat file01.gif | giftopnm | pnmtops > file01.ps

と変換することになる。ここでは、GIFファイルfile01.gif

の内容をパイプでgi f topnm コマンドに渡してpnm

（portable anymap）フォーマットに変換し、その出力を

pnmtopsコマンドに渡してPSに変換している。このデー

タは、ファイルにリダイレクトされ、file01.psが作られる。
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##PRINTTOOL3## LOCAL uniprint NAxNA a4 {} U_EpsonStylusColor Default {}

lp:\

:sd=/var/spool/lpd/lp:\

:mx#0:\

:sh:\

:lp=/dev/lp0:\

:if=/var/spool/lpd/lp/filter:

▼リスト1 turboprintcfgで作られたprintcap



2段階に分けて変換するのは無駄に思えるかもしれないが、

pnmを介することによって、変換プログラムの数をあまり

増やさずに、たくさんの画像フォーマットに対応できる。

ちなみに、pnmとは、pbm（portable bitmap、2値画像

用）、pgm（portable graymap、モノクロ画像用）、ppm

（portable pixmap、カラー画像用）の3フォーマットを

総称したものである。

JPEGの場合は、djpegというJPEGの圧縮を解くプロ

グラムがあるので、これを使って、

$ cat file02.jpg | djpeg -pnm | pnmtops >

file02.ps

とすることになる。PSプリンタの場合は、最終出力のPS

ファイルをそのまま出力すればよいのだ。

●Ghostscript

非PSプリンタの場合は、PSファイルをGhostscriptに

渡して、処理することになる。Ghostscriptには、元来PS

を出力するためにさまざまなプリンタを含むデバイスがサ

ポートされており、それを用いて出力するのだ。現在使っ

ているGhostscriptにどのようなデバイスが組み込まれて

いるかは、

$ gs --help

と実行すると、その一覧が表示される（画面2）。たとえ

ば、escpデバイスが組み込まれていて、ESC/Pプリンタ

を使うなら、root権限で、

# gs -q -dSAFER -dNOPAUSE -sOutputFile=- \

-sDEVICE=escp filename.ps > /dev/lp0

のように実行すると、filnename.psが印刷される。この場

合、printcapのifに指定する最も簡単なフィルタは、

#!/bin/sh

gs -q -dSAFER -dNOPAUSE -sOutputFile=- \

-sDEVICE=escp -

というものになるだろう。この内容でスクリプト（たとえ

ば/usr/sbin/lf_filter）を作り、root権限に移行して、

# chmod 755 /usr/sbin/lf_filter

# chgrp daemon /usr/sbin/lf_filter

# chown root /usr/sbin/lf_filter

とパーミッションを変えて、root権限を与え、printcapの

ifにフルパスで指定しておけば、このフィルタで印刷でき

るようになる。printcapを変更した場合は、lpdを再起動

するようにしよう。

これまでいろいろなユーザーによっていろいろなプリン

タデバイスが次々と開発され、付け加えられてきたが、そ

ういった新しいプリンタデバイスを新たに組み込もうとす

ると、Ghostscriptそのものをコンパイルし直す必要があ

り、少々面倒であった。増え続けていく新製品のすべてに

対応していくには、膨大な作業量も必要となる。

Ghostscriptバージョン5になって、それら各種のプリン

タの微妙な指定の違いをパラメータで指定するだけで、い

ろいろなプリンタで共用できる「uniprint」というデバイ

スが新たに組み込まれている。uniprintがサポートする範

囲であれば、Ghostscript本体の再コンパイルをせずに、

必要に応じてパラメータを指定するだけで、各種プリンタ

が使えるようになったのだ。

●rhs-printfilters

以上で出力に必要な設定の基本的な部分はほぼ終わりで

ある。ユーザーは適切なコマンドでファイルをPSにして、

lprに渡してやれば、すべて印刷可能となるわけだが、ど
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画面2 Ghostscriptに組み込まれたデバイスを表示



うせならファイルを判別してPSに自動的に変換してくれ

たほうが、使い勝手は断然よい。

実は、lpdにはこの機能があり、いくつかのファイルを

判別して、フィルタを選ぶことができるのだが、判別対象

が現在の使われ方にそぐわなくなってしまっている。とな

ると、ifで指定したフィルタの側でファイルの判別をすべ

てやってしまったほうが効率的だ。

先ほどのturboprintcfgで作られたprintcapに指定され

ている/var/spool/lpd/lp/filterは、この処理をしてくれ

るものだ。同時に、ユーザーがUIで指定したプリンタの

設定（たとえばGhostscriptのオプションなど）を、その

フィルタの中で生かす仕組みになっている。

このフィルタの本体は、/usr/lib/rhs-printfilters/とい

うディレクトリにある。Red Hatで開発したのでこの名前

になっているようだが、TurboLinux  日本語版 4.x、Red

Hat Linux 6.1日 本 語 版 、 LASER5 Linux 6.0、 Vine

Linux 1.1では、UIはともかく、システムそのものは、す

べてこのrhs-printfiltersを使っていた。もちろんRPMパ

ッケージもある。

/usr/lib/rhs-printfilters/にあるのは、フィルタ本体と、

設定用ファイルの雛形である。printerdbがプリンタデー

タベースで、各UIはこのデータベースからプリンタの情

報を得、ユーザーの選択に従って/var/spool/lpd/の下の

該当ディレクトリに、master - f i l t er から f i l ter を、

general.cfg.in、textonly.cfg.in、postscript.cfg.inから

general.cfg、textonly.cfg、postscript.cfgをそれぞれ作

っている。printerdbをより充実させて、日本の製品事情

にも合ったものが作られることを願っている。

master-filterから作られるfilterは、fileコマンドで入力

ファイルの種類を分け、そのファイルに応じた処理をして

いる。画像ファイルについては、bmp、gif、jpeg、tiffな

ど通常使われるものはカバーしているようだ。それらの処

理そのものは/usr/lib/rhs-printfilters/にあるフィルタ群

が行っているが、基本的にはnetpbmのコマンド群を使っ

てPSに変換するというものだ。

日本語の処理に注目して見てみると、fileコマンドは

EUC、Shift-JISを「International language text」と認

識 し 、 7ビ ッ ト JISを 「 ASCII text（ with escape

sequences）」と認識するためだろうか、通常のasciiと同

等に扱い、テキストをそのままプリンタに渡す設定になっ

ている場合は、日本語テキストもそのままプリンタに渡さ

れるようになっていた。日本語フォントを持たないプリン

タでは、日本語は出力されないだろう。さらに、テキスト

をPSに変換して渡すような設定になっている場合に使わ

れるmpageというプログラムは、そもそも日本語に対応

していないようだ。

■

■ 日本語印刷の問題点

■

Linuxの印刷の仕組みを一通り概観したところで、日本

語を扱ううえでの問題点を改めて見てみよう。

何よりもまず考慮に入れなければならないのは、Linux

側の問題というよりも、プリンタそのものだ。

最近の米国ではPSプリンタもかなり値下がりし、数百

ドル程度でPSを出力できるレーザープリンタが手に入る。

そもそもPS指向であったUNIX環境としては、そういっ

た安価なPSプリンタを入手して、それにそのままPSデー

タを渡したほうが、好都合である。

PSプリンタでなくても、テキストファイル程度なら以

前のプリンタならせいぜい適切な文字コードに変換してや

るくらいで、そのままプリンタに渡せば日本語もそれがそ

のまま印刷されていた。

しかし、ここにきて日本語フォントを搭載しない、いわ

ゆるWindowsプリンタが多く流通するようになってきて、

UNIXユーザーにとっては事情が少し複雑になっている。

このプリンタは、PSはもちろん受け付けてくれないし、

プリンタが日本語フォントを持っていないので、日本語テ

キストをそのまま渡しても日本語を印刷してくれないの

だ。今回試用しているEPSON PM-800Cもまさにそうい

ったプリンタのひとつだ。

上に説明したように、lpdは渡されたものを（スプール

して）ほとんどそのままプリンタに渡すというのがその本

来の機能であり、もし何らかの変換が必要な場合は、指定

したフィルタで変換作業を行う必要がある。

Linuxの 場 合 、 そ の フ ィ ル タ は Red Hatの rhs-

printfiltersが使われることが多い。その場合、Windows

プリンタでは上記のように、テキストをPSに変換しない

設定では日本語が印刷されず、テキストをPSに変換する

設定でもmpageが日本語を扱ってくれないために、やは

り日本語が印刷されないということになってしまう。つま

り、設定したままの状態ではWindowsプリンタではどん

な場合でも、

$ lpr japanese.txt
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と、日本語テキストを渡すと、日本語が印刷されないとい

うことになるのだ。

■

■ 日本語テキストの印刷

■

標準で付属するフィルタに期待する部分は大きいが、そ

のフィルタでやるにせよ、ユーザーが明示的にやるにせよ、

結局は日本語の印刷はPSに変換して行うというのが、現

状では最善の策となる。

プリンタが非PSプリンタの場合は、フィルタでそのプ

リンタに合ったコードにして送り直してやることになるが、

そこで使われるのが前述のようにGhostscriptとなる。日

本語を処理するのに必要な設定としては、フォントの設定

が挙げられるが、Ghostscriptで日本語を処理する場合は、

VFlibを用いており、そのあたりのフォントの扱いについ

ては、1999年11月号の本連載のVFlibについての章で扱

ったので、ここでは触れない。冒頭にご紹介した

FreeTypeを用いている。

そして、PC UNIXを使っていると、ユーザーが自分で

テキストをPSに変換してlprに送り込まねばならない場面

は、今のところ避けられないことが多いので、この技はぜ

ひとも習得しておきたいところである。そこで、ここでは

日本語テキストをPSに変換して印刷するのに便利なツー

ルをいくつか紹介しておきたい。

●Netscape Navigator

ちょっと意外かもしれないが、実はこういう使い方をし

ている方も多いのではないだろうか。Ne t s c a p e

Navigatorで印刷を指示すると、PSで印刷してくれる。

つまり、日本語も問題なく印刷してくれるということなの

だ。Netscape Navigatorは今は、たいてい標準で付属し

ており、印刷したいファイルの実体がある場合には、これ

は便利な方法である。印刷の設定さえちゃんとしてあれば、

これで問題なく印刷できる。通常のテキストを引数にして、

$ netscape japanese.txt

と立ち上げてから、おもむろにメニューで印刷を指示すれ

ばよい（画面3）。おまけに、漢字コードの判定まで自動で

やってくれるので、漢字コードを意識する必要もない。

もちろん、自分でHTMLを書いて画像の貼り込みなど

を行ってそれを印刷すれば、かなり凝った文書も作れる。

強いて言えば、Xの環境でないとそもそもNetscape

Navigatorが立ち上がらないので、印刷できなくなってし

まうということはある。しかし、現在では、起動すると

xdmが最初に立ち上がるディストリビューションも多く、

たぶん最も簡単な解ということになるだろう。PSが事実

上の標準となっているUNIX環境のアプリケーションなら

ではである。事実上の標準がある程度定まっていると楽が

できることの見本といってよいだろう。

●a2ps

実は、筆者がもっとも愛用しているのが、このa2psだ

ったりする。テキストをそのまま打ち出すには、最高のツ

ールだ。Miguel Santana氏のa2psを、Naoki Kanazawa

氏が PSの漢字拡張を行い、Kazumasa Utashiro氏が

Perlスクリプトにしたものが現在出回っている。他の処理

系を一切使わずに、PerlスクリプトだけでテキストをPS

に変換してくれるので、使い勝手もよい。

フィルタなので、標準出力をパイプで受け取って、その

ままlprに渡すこともできる。こんな感じだ。

$ ls -lR ~/ | a2ps | lpr

もちろん、普通に、

$ a2ps sample.txt | lpr

と打ち出すこともできる（図1）。
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デフォルトでは2段組で左右に出力してくれるが、「-p」

オプションでPortraitを指定すれば、普通に1枚に1ペー

ジずつ出力してくれるようにもなる。また、「-n」オプシ

ョンで、cat -nと同じように行番号を表示してくれる。

A4がデフォルトになっているが、「-us」「-b4」オプショ

ンでサイズを変えることもできる。

残念ながら、ディストリビューションによってはデフォ

ルトでは入っていないことも多いが、その場合はJRPM

（Linux Japanese RPM Project、http://jrpm.linux.

or.jp/）のUtilities／Textカテゴリーにあるので、ぜひお

試しいただきたい。

●TeX、 LaTeX

凝った出力をするなら、結局はこれに勝るものはないだ

ろう。Knuth氏の開発した組版ソフトTeXである。使い

方によっては、商業出版にも耐えられる品質の出力を期待

できる。plain TeX（素のままのTeX）を使うのはちょ

っと大変だろうから、Lamport氏が開発し、Mittelbach

氏らによってバージョンアップされたTeXのマクロパッケ

ージであるLaTeX2eを使うのが簡単だ。TeXのシステム

は大規模なもので、以前ならばインストールにいろいろ苦

労する羽目になったものだが、現在ではRPMなどの普及

によってインストールも簡単になり、そもそもたいていの

ディストリビューションでは、Linuxのインストール時に

TeXもインストールできるので、それをそのまま使えば

よい。

$ platex text.tex

で中間ファイルのDVIファイル（text.dvi）を生成し、そ

れをPSファイルに変換するのだ（リスト2）。

PSファイルにする前に出力結果を確かめるには、

$ xdvi text.dvi

と、xdviでプレビューする。このあたりの操作が面倒な

ら、Emacs／MuleにAUC TeX、YaTeXなどの便利な

統合環境があるので、その環境を満喫するのもよいだろう。

DVIをPSに変換するツールはいくつかあるが、筆者と

してはdvipsをお勧めしたい。その機能の豊富さ、対応す

るマクロの多さなどによって、事実上PSへの変換ツール

として標準の地位を築いている。しかし、残念ながら何故

か日本のディストリビューションではdvi2psがインストー

ルされることが多いようだ。dvi2psもdvipsの機能を取り

込む形でいろいろと拡張されてきている。dvipsなら、

$ dvips text.dvi | lpr

とすると、プレビューした通りの印字結果が得られるはず

だ（図2）。

TeXについては、良書が多く出版されている。それらを

参考に美しい組版にTRYされてはいかがだろうか。

●plain2

しかしどうしてもLaTeXの入力は面倒だという方には、

plain2という選択肢もある。NECの内田明宏氏による、

通常のテキストを解析してroff、ないしはLaTeXのソー

スに自動的に変換してくれるプログラムだ。通常のテキス

トを、

$ plain2 -tex text.txt > text.tex

とすると、LaTeXソースに変換してくれる（リスト3）。

通常のテキストを入力する際に慣用的に使われる記法を基
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% '%' の右側に書いてある事は注意書きで、LaTeX は無視します。
%

% 注意!!  次の 10 個の文字は、指示された場合以外は、使ってはいけません。
%                &   $   #   %   _   {   }   ^   ~   \   

\documentclass{jarticle}       % 入力ファイルの冒頭にこの行が必要です。
\usepackage{graphics}          % 図を使う指定です。
\begin{document}               % 文書は、この行で始まり、最後の\end{document}で終わります。

\section{簡単な文章}           % このコマンドは、章の見出しを作ります。

英単語は 1つ以上の空白で区切られます。段落は 1つ以上の空行で区切られます。
入力ファイルに余計な空白や余計な空行があっても、出力には影響しません。

二重引用符は、このように入力します : ``二重引用符で囲まれた文''。
単一引用符は、このように入力します : `単一引用符で囲まれた文'。

長いダッシュは、3つのダッシュを入力します---このように。

強調文は、このように入力します : \emph{これは強調されます}。
太字は、このように入力します : \textbf{これは太字です}。

\subsection{いくつかの注意}    % このコマンドは、節の見出しを作ります。

文章中のピリオド---たいていは etc.\ のような略語が犯人ですが---その後にスペースがあきすぎる場合は、この文章のように、ピ
リオドの後のスペースの前にバックスラッシュを打ってください。

指示された場合以外は(ドルマークやバックスラッシュのような) 10 個の文字を打ってはいけないということを、忘れないように! 次
の 7 つの文字は、その前にバックスラッシュを打つことによって、出力されます: \$  \&  \#  \%  \_  \{  と \} です。他の
文字については、マニュアルを御覧ください。

\subsection{表と図}

表は、このように作ります。

\begin{center}                 % 中央揃えにします。
\begin{tabular}{|l|r|}         % 表のはじまりです。
\multicolumn{2}{c}{成績表}\\

\hline

\textbf{生徒} & \textbf{点数} \\

\hline

A君 & 54点\\

B君 & 67点\\

\hline

\end{tabular}

\end{center}

図を入れるには、こうします。

\begin{center}

\resizebox{!}{5cm}{            % 高さを5cmにして、横のサイズはそれに合わせます。
\includegraphics{golfer.ps}    % 画像を読み込みます。
}

\end{center}

\end{document}                 % 入力ファイルはこのコマンドで終ります。

▼リスト2 簡単なLaTeXのソースの例
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『はじめてのplain2』
by 内田昭宏
1992/11/22

１． ようこそ plain2 の世界へ

TeXなんて書けない，読めない．そんなユーザの声に応える
のがplain2です．使い方は簡単．特殊文字{\"'}もそのままどうぞ．

% plain2 -tex example.pln > example.tex

% jlatex exapmle.tex

...

...

% xdvi example.dvi

１．１． 多様なリスト

いろいろなリストが書けます．ネストもできます．
・項目型リスト

先頭にビュレット"・"やダッシュのある行
・列挙型リスト

1) 数字
2) アルファベット
3) ローマ数字

・記述型リスト

１．２． テーブルと線画の機能

plain2ならテーブルも簡単に書けます
-------------------------------------------------
| | べた書き | マークアップ | ワープロ |
=================================================
| 覚えやすさ | ○ | × | ◎ |
| 読みやすさ | ◎ | × | ◎ |
| データ交換 | ○ | ○ | × |
-------------------------------------------------

簡単な絵くらいは書けます．
┌──┐　　　　　　　　　　　┌─────┐
│べた│　┏━━━━━━┓　　│ＬａＴｅＸ│
│書き┝→┃ｐｌａｉｎ２┠┬→│┌────┴┐
│テキ│　┗━━━━━━┛│　││ｔｒｏｆｆ│
│スト│　　　　　　　　　│　└┤　　　　　│
└──┘　　　　　　　　　└─→│　　　　　│

└─────┘

▼リスト3 plain2に入力するテキストファイルの例

に解析を行っているので、かなりの文書が結構正しく変換

されるようだが、やはり意図通りに変換されないケースも

ある。このあたりのことについては、plain2のマニュアル

plain2.psを、ぜひ打ち出してお読みいただきたい。plain2

の記法を理解して書いた文書ならば、箇条書き、表、図な

ど、驚くほどの表現力が発揮される（図3）。そもそも

plain2.psそのものが、plain2で作られたもので、そのソー

スも同じディレクトリにあるはずだ。

図2 リスト2のLaTeXソースはこのように出力される

図3 plain2を使えば、リスト3のテキストがきれいに印刷できる



今回は、 前回紹介したクロスコンパイル環 境

「Mingw32」を利用して、Linux上で実用的なWindows

アプリケーション「wingpg.exe」を作成する。この

wingpg.exeは、GNUの暗号化プログラム「GnuPG」

（GPG）の共有鍵（symmetric）モードを、Windows上

からGUIベースで利用できるように筆者が改造したもので

ある。

多くの読者はWindowsプログラミングに慣れていない

と思うので、今回は実用の追求よりも、Windowsプログ

ラミングの雰囲気をつかんでもらうことに主眼に置き、ベ

ーシックなプログラミングスタイルで記述してある。

ただ、今回紹介する手法を参考にすれば、他の多くのプ

ログラムも、大規模な変更をすることなく、Windows上

で使えるように改造することもできるようになるだろう。

；；

；；GPGとは？

；；

GPG（http://www.gnupg.org/）は、GNUによって提

供されている暗号化プログラムで、最新バージョンは1.0.0

である。PGPの完全な代替プログラムとして利用可能で、

PGPから機能の改良とセキュリティに関連した拡張がなさ

れている。DSA、3DES、MD5、SHA-1といった多くの

暗号化アルゴリズムをサポートしているが、IDEAやRSA

といった特許上の問題があるアルゴリズムを利用していな

いので、フリーで提供することが可能となっている。

GPGは、コマンドラインからの利用を前提として作成さ

れており、LinuxやFreeBSDを始めとする多くのプラッ

トフォーム上で動作する。WebサイトにはWin32版の実

行ファイル「gpg.exe」も用意されており、MS-DOSプロ

ンプトからGPGを利用することができる。

；；

；；gpg.exeの呼び出し

；；

今回作成するプログラムは、ユーザーの便宜を図るため、

GUIベースのアプリケーションとしたい。しかし、前述の

とおり、gpg.exeはコマンドラインで利用するプログラム

である。このようなCUIベースのプログラムを、GUIで使

えるようにするにはどうしたらよいだろうか？

まず考えられるのは、ポップアップウィンドウを開いて、

ユーザーにファイル名やパスワードを入力させるようなプ

ログラム（wingpg.exe）を作成する方法である。つまり、

入力された内容にしたがって、wingpg.exeの中からコマ

ンドライン版のgpg.exeを呼び出すわけである。

C言語では、system関数を使って“system("ls -l")”と

いう記述をすれば、外部プログラムを呼び出すことができ

る。Win32環境でも、たとえば“system("notepad.exe

c:¥¥config.sys")”とすれば、Cドライブのルートディレ

クトリにあるconfig.sysをメモ帳で開くことが可能である。

これを利用して、wingpg.exeの中からsystem関数で

gpg.exeを呼び出せば、当初の目的は（とりあえず）達成
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GPGとは？

gpg.exeの呼び出し



できる（図1）。

この方法は、作成そのものはとても簡単なのだが、

wingpg.exeとgpg.exeという2つのバイナリを用意する必

要があることや、2つのバイナリのインストールやバージ

ョン管理など、管理上のデメリットが大きい。

；；

；；必要な関数だけのリンク

；；

使用ユーザーが多いと、前述の方法のデメリットは無視

できないコストとなってくる。では、このデメリットを軽

減できるような方法はないだろうか？

たとえば、必要となる関数だけをGPGのソースコードか

ら抜き出して、直接wingpg.exeにリンクするという方法

も考えられる（図2）。たとえば、GPGのsymmetricモー

ドでファイルを暗号化するためには、“gnupg-1.0.0/g10

/encode.c”の中で定義されている、encode_symmetric

関数を呼び出せばよい。この方法なら、コンパクトなバイ

ナリが1つだけになり、エラー処理などの自由度も高い。

しかしこの方法は、GPGのソースコードを詳細に理解し

ていることが前提となる。特に、必要とする関数がグロー

バル変数や多くの関数に依存していたりすると、その初期

化方法を綿密に調べなければならない。

GPGのソースコードは、Cのプログラムだけでも6万行

を超える大きさで、ヘッダファイルやドキュメンドまです

べて含めると、全部で17万行もある。このサイズのソース

コードをすべて理解するのは、かなりたいへんな作業とな

る。また、バージョンアップなどで、関数呼び出しなどの

GPGの内部構造が変更されると、wingpg.exeから呼び出

す部分もそれに合わせて変更しなければならず、あとあと

のメンテナンスもたいへんである。

；；

；；main関数の呼び出し

；；

上記で述べたように、gpg.exeをsystem関数で呼び出す

方法と、必要とする関数（encode_symmetric）をリンクす

る方法にはそれぞれ欠点がある。そこで、GPGのmain関数

をwingpg.exeから直接呼び出す方法を考えてみる（図3）。

つまり、gnupg-1.0.0/g10/g10.cの519行目にある、

int main( int argc, char ＊＊argv )

という関数を

int gpg_main( int argc, char ＊＊argv )

というように書き換え、このgpg_mainをwingpg.exeか

ら呼び出すようにするわけである。

この場合、gpg.exeがコマンドラインで、

% gpg -c filename.txt

というように起動するような仕様とすると、wingpg.exe

から呼び出す部分は次のようなコードを記述すればよい。

argc = 3;

argv[0] = "gpg";

argv[1] = "-c";

argv[2] = "filename.txt";

gpg_main(argc,argv);

argcはコマンドライン引数の数（コマンド名も含む）で、

argvはコマンドライン引数となる文字列へのポインタであ

る。つまり、このようにしておけば、GPGのmain関数に

はあたかもコマンドラインから引数を渡されたのと同じよ

うに見えるわけである。

この方法なら、GPG側のプログラムの詳細を深く理解す

る必要はない。また、GPGがバージョンアップされても、コ
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必要な関数だけのリンク
main関数の呼び出し

図3 GPGの全関数のリンクとGPGのmain関数の呼び出し

GPGの全ソース wingpg.c
wingpg.exe

WinMain(...){
argc=3;
argc[0]="gpg";

argc[2]="fname";
gpg_main(argc,argv)
...

argc[1]="-c";

}

gpg_main(argc,argv){
...
...

...

...

}

利点：GPGプログラムを詳細に理解しなくてよい 
欠点：GPGでのexit処理の改造が必要 

図1 wingpg.exeからのgpg.exeの呼び出し

利点：gpg.exeのプログラム内容を理解する必要がなく簡単 
欠点：実行ファイルが２つになるので、扱いが面倒 

gpg.exe

main(void){
...
encode_symmetric()
...

}

wingpg.exe

WinMain(...){
....
system("gpg...");
...

}

図2 必要な関数のwingpg.exeへのリンク

g10/encode.cwingpg.c
wingpg.exe

WinMain(...){
....
encode_symmetric(..)

}
...

encode_symmtric(){
...

}

利点：１つの小さな実行ファイルになる 
欠点：gpg.exeのプログラム内容を詳細に理解する必要がある 



マンドラインシンタックスが変更されない限り、呼び出し

側のプログラムを変更する必要はない。さらに、GPGで使

用されている6万行のソースコードは、すべてwingpg.exe

の中にリンクされるので、ユーザーはwingpg.exeだけを

インストールすればプログラムを使用できる。

；；

；； exit処理

；；

この「wingpg.exeからGPGのmain関数を呼ぶ」方法

なら、すべて問題なくいけそうに思える。しかし、実はこ

の方法にも問題がある。それはexit関数の扱いである。

多くのプログラムでは、ある関数内でエラーが起きたと

きは、その関数中で直接exit関数を呼び出して終了する。

つまり、今回のようにwingpg.exeからgpg_main関数を

呼び出しているような場合、exit関数が呼び出されると

wingpg.exe自体が終了してしまうことになる。これでは

非常に都合が悪い。エラーが起こっても、gpg_main関数

を呼び出した側に制御が戻るようにしなければならない。

このようなエラー処理の常套手段として、C言語の標準

ライブラリにあるsetjmp／longjmpを使うことが考えら

れる。setjmp／longjmpは、簡単にいうと「関数間を越

えるGOTO文」のようなもので、setjmpで設定した場所

にlongjmpで飛ぶことができる。

このsetjmpを利用して、gpg_main関数の最初の部分

にその関数からリターンする（wingpg.cの呼び出し部分

へ戻る）コードを書いておく。そして、GPGでexit関数

を呼んでいるすべての場所で、exit 関数の代わりに

「EXIT」という名前の関数を用意しておき、その中で

longjmpを呼べば、上記で述べた問題は解決することにな

る。なお、このsetjmp／longjmpの詳細については、204

ページの「ステップアップC言語」を参照してほしい。

；；

；； コンソール出力

；；

実は、exit関数の扱い以外にも問題がもうひとつある。

それは、コンソールへのメッセージ出力だ。

コマンドラインで使うことを前提として書かれたプログ

ラムは、エラーメッセージはprintf文などを利用してコン

ソールに出力している。しかし、GUIプログラムでは

printf文を使うことはできない。したがって、メッセージ

出力を行うために何らかの変更が必要となる。

大規模なプログラムでは、このエラーメッセージの部分は

まとまった関数になっていることが多い。GPGも同様で、

“gnupg-1.0.0/util/ttyio.c”というファイルでまとめて定義

されている。この中のtty_printf関数などを、ポップアッ

プウィンドウを開いて表示するものに置き換えればよい。

；；

；； パスワードの受け渡し方法

；；

バッチモードの場合、gpg.exeは標準入力を使ってパス

フレーズを受け渡すようになっている（これは、セキュリ

ティ上の理由による）。たとえば、パスフレーズを記述し

た「pass.txt」というファイルを用意しておき、

$ gpg --passphrase-fd 0 abc.gpg < pass.txt

としてパスフレーズを受け渡す。しかし、Windowsはフ

ァイルのセキュリティが貧弱であるため、この方法をとる

のは適切ではない。そこで、今回はgpg_main関数の第3

引数を使ってパスワードを渡すことにした。つまり

int gpg_main( int argc, char ＊＊argv, char ＊pass )

として、“g10/passphrase.c”と“g10/g10.c”の2つの

ファイルにある“--passphrase-fd”を処理する部分を改造

することで対応している。

；；

；；WinMain関数

；；

さて、GPGの呼び出し方法、exit処理、エラーメッセー

ジ処理といった、要の部分がわかったところで、

wingpg.exeのメインの流れを見てみよう。

wingpg.exeは、起動するとまずWinMain関数が実行さ

れる（リスト 1）。ここで書いた WinMa i n 関数は、

Windowsプログラムの教科書に載っているような標準的

なもので、前回説明したインスタンスハンドル（プロセス

IDのようなもの）や、コマンドライン引数lpCmdLineな

どがWindowsから渡される。

■WinMain関数に渡された引数の処理

まず、リスト2 で定義されているグローバル変数

「global_hInstance」にWindowsのシステムから渡された

インスタンスハンドルを保存する。

Windowsでは、ファイルをドラッグしてプログラムを

起動すると、そのファイル名がWinMain関数のコマンド

ライン引数lpCmdLineとして渡される。しかし、この
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WinMain関数



lpCmdLineは単純な文字列で、C言語におけるargc、

argvのような処理しやすい形ではない。さらに、渡され

るファイル名も、MS-DOS時代の遺物である8+3文字のシ

ョートファイル名である。これではあまりにも扱いにくい

ので、cmdarg_setup関数を用いてロングファイル名に変

換し、通常のmain関数で渡されるような解析しやすい形

でglobal_argc変数とglobal_argv変数に格納する。なお、

このcmdarg_setup関数は、付属CD-ROM中のcmdarg.c

の中で定義されている。

■ウィンドウクラスの登録

次にウィンドウクラスを登録する。ここでは、最初に
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▼リスト1 WinMain関数

int PASCAL

WinMain(HINSTANCE hInstance, HINSTANCE hPrevInstance,

LPSTR lpCmdLine, int nCmdShow)

{

HWND            hWnd;

MSG             msg;

WNDCLASS        wc;

static char     *MainWindowClassName = "WinGPG";

global_hInstance = hInstance;

if( (global_argc = cmdarg_setup(lpCmdLine, global_argv )) == -1 ){

mbox("ERROR", "illegual command line [%s]", lpCmdLine );

return 0;

}

if( ! FindWindow(MainWindowClassName, NULL) ){

wc.style         = 0;

wc.lpfnWndProc   = MainWndProc;

wc.cbClsExtra    = 0;

wc.cbWndExtra    = 0;

wc.hInstance     = hInstance;

wc.hIcon         = NULL;

wc.hCursor       = NULL;

wc.hbrBackground = (HBRUSH)(COLOR_WINDOW+1);

wc.lpszMenuName  = NULL;

wc.lpszClassName = MainWindowClassName;

if( ! RegisterClass(&wc) ){

return FALSE;

}

}

if( ! (hWnd = CreateWindow(MainWindowClassName, "WinGPG",

WS_OVERLAPPEDWINDOW,

CW_USEDEFAULT,  CW_USEDEFAULT, CW_USEDEFAULT, CW_USEDEFAULT,

NULL, NULL, hInstance, NULL )) ) {

return FALSE;

}

ShowWindow(hWnd, SW_HIDE);

UpdateWindow(hWnd);

while(GetMessage(&msg, NULL, (UINT)NULL, (UINT)NULL )){

TranslateMessage(&msg);

DispatchMessage(&msg);

}

return msg.wParam;

}

▼リスト1 WinMain関数

ウィンドウハンドル

ウィンドウクラス

ウィンドウメッセージ

コマンドラインを解析 コマンドラインの文字列

引数のクラスが登録されているかを調査

コールバック関数

NULLを指定するとメニューを使わない

ウィンドウクラスの登録

ウィンドウの作成

ウィンドウの位
置とサイズをデ
フォルト設定

ウィンドウの表示制御

メインウィンドウを表示しないようにする

WM_PAINTメッセージを送信し、画面を更新

ウィンドウに送られるメッセージを受け取る

コールバック関数へメッセージを送信

仮想キーコード
の処理



FindWindow関数でウィンドウクラスが登録されていない

ことを確認してから、ウィンドウクラスを定義するwc変

数に各種のパラメータをセットし、RegisterClass関数で

そのクラスを登録している。ここで重要なのは、

wc.lpfnWndProc   = MainWndProc;

の行で、これはウィンドウを処理するコールバック関数の

定義である。コールバック関数とは、Windowsが呼び出

す関数である。たとえば、あるウィンドウに対し、キーボ

ードやマウスのイベントが送られると、そのウィンドウに

対応するコールバック関数が呼ばれる。

■ウィンドウの作成

ウィンドウクラスで一般的な特性を定義しておくと、その

ウィンドウクラスを基に、CreateWindow関数を使って、表

示位置などが異なるウィンドウを作成することができる。

なお、CreateWindow関数で作成された直後のウィンド

ウは、可視状態になっていない。これらのウィンドウは、

ShowWindow関数とUpdateWindow関数を利用して初

めてユーザーに見える状態になる。しかし今回は、メイン

ウィンドウを表示しないため、ShowWindow関数の引数

として“SH_HIDE”を指定し、不可視の状態にしてある。

■メッセージの処理

上記のような一連の初期化作業が終了すると、プログラム

はWindowsからのメッセージ待ちとなる。そして、マウス

入力といった種々のイベントが送られると、GetMessage

関数でそれを受け取り、TranslateMessage 関数や

DispatchMessage関数でそれを処理する。つまり、送ら

れたメッセージをWindowsが処理して、そのメッセージ

によって先ほど登録したコールバック関数がWindowsに

よって呼び出されるわけである。

；；

；；コールバック関数MainWndProc

；；

コールバック関数MainWndProcは、「WM_CREATE」

と「WM_DESTROY」という2つのメッセージを処理し

ている（リスト3）。WM_CREATEは、ウィンドウが最

初に作成されたときに送られるメッセージで、ここでは

exec_main関数を呼び出し、暗号化／復号化などの処理を

行っている。
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コールバック関数MainWndProc

▼リスト1 WinMain関数

#include < windows.h >

#include "wingpg.rh"

#include "cmdarg.h"

static HINSTANCE        global_hInstance;

static int              global_argc;

static char             *global_argv[4096];

static char             global_passwd[128] = "\0";

▼リスト2 ヘッダファイルのインクルードとグローバル変数定義

Win32の標準ライブラリ
リソースファイルのヘッダ

コマンドライン解析のヘッダ

コマンドライン引数の数

パスワードの入力用文字列バッファコマンドライン引数の文字列配列

インスタンスハンドル

▼リスト1 WinMain関数

static LPARAM CALLBACK

MainWndProc(HWND hWnd, UINT message, WPARAM wParam, LPARAM lParam)

{

switch(message){

case WM_CREATE:

exec_main(global_hInstance, hWnd, global_argc, global_argv );

PostQuitMessage(0);

return 0;

case WM_DESTROY:

PostQuitMessage(0);

return 0;

default:

return DefWindowProc(hWnd, message, wParam, lParam);

}

}

▼リスト3 コールバック関数MainWndProc

ウインドウ作成時に送られてくるメッセージ

インスタンスハンドル

メイン（親）ウインドウを示すハンドル

ウインドウを閉じる

さまざまなメッセージのデフォルト処理

ウインドウを閉じる操作をしたときに送られてくる



一方、WM_DESTROYは、ウィンドウの右上にある

「×」ボタンを押したときなどに送られるもので、そのウ

ィンドウを閉じる際の処理を行う。また上記の2つ以外の

メッセージ（、ウィンドウの最少化など）が送られた場合

は、DefWindowProc関数がそれを処理することになる。

；；

；；exec_main関数

；；

exec_main関数は、今回のプログラムのメイン処理部分

である（リスト4）。ここではリストにしたがって順に説明

していこう。

1.ファイル名をinp_fname変数へセットする

まず、暗号化／復号化を行うファイル名を取得する。

wingpg.exeが起動されるのは、wingpg.exeのアイコンが

ダブルクリックされた場合と、wingpg.exeのアイコン

（またはショートカット）へ暗号化するファイルをドラッ

グした場合の2種類がある。

ダブルクリックされた場合、argcは“0”となるので、

get_fname関数を用いてWindows標準の［ファイル選択］

ダイアログボックスを開いてユーザーにファイル名を選択

させ、inp_fname変数にそのファイル名をセットする。

また、ドラッグして起動した場合はargcが“1”となり、

ドラッグしたファイル名が保存されているargv[0]の内容

を、strcpy関数を用いてinp_fname変数に保存する。

なお、今回作成するプログラムは、構造を単純化するた

め、argcが2以上、つまり複数のファイルがドラッグされ

た場合の対応は実装していない。したがって、もしも2つ

以上のファイルがドラッグされた場合は、wingpg.cで定

義してあるmbox関数を用いて、メッセージボックスウィ
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exec_main関数

char *msg_title        = "暗号化、または復号化するファイルを選択して下さい";

char *msg_not_found    = "%s が見つかりません";

char *msg_exec_fail[2] = {"暗号化に失敗しました",

"復号化に失敗しました" };

char *msg_make_fail[2] = {"暗号化できませんでした",

"復号化できませんでした" };

char *msg_success[2]   = {"正常に暗号化して、 %s を作成しました",

"正常に復号化して、 %s を作成しました" };

char *msg_exist_err[2] = {"%s が既に存在するので暗号化できません",

"%s が既に存在するので復号化できません"};

static int

exec_main(HINSTANCE hInstance, HWND hWnd, int argc, char **argv)

{               

char    *passwd;

char    inp_fname[MAX_PATH_LEN];

char    out_fname[MAX_PATH_LEN];

enum    { ENCODE=0, DECODE=1 } mode;

char    *opt[2] = {"-c", "" };

/* (1) ファイル名を inp_fname へセットする */

if( argc == 0 ){

if(get_fname(inp_fname, hInstance, hWnd, msg_title) == NULL){

return 0;

}

}else

if( argc == 1 ){

strcpy(inp_fname, argv[0] );

}else{

mbox("ERROR", "too many files");

return 0;

}

/* (2) ファイル名の確認(存在しなければエラー */

if( ! is_file_exist( inp_fname ) ){

mbox("ERROR", msg_not_found,inp_fname);

▼リスト4 msg_xxxとexec_main関数

ユーザーが入力するパスワード文字列

入力のファイル名

定数を定義する（#define
ENCODE 0と等価）

ファイル名選択
ウインドウを開く

選択したファイル名をこの変数に保存

マウスでドラッグされたファイル名

ウインドウのタイトル表示文字列

ENCODE、DECODE時にそれぞれ
指定するオプション

出力のファイル名

右ページへ続く →



ンドウを開いて、ユーザーに警告する。

2.ファイル名の確認

1.で暗号化／復号化するファイル名をinp_fname変数に

取得できたので、次に実際にそれが存在するかを調べる。

存在しなかった場合はエラーとする。

3.出力ファイル名の生成

is_gpg_fname関数を用いて、inp_fname変数にセット

されているファイル名の拡張子を確認する。拡張子が

“.gpg”の場合は、mode 変数に複号化を意味する

「DECODE」をセットし、“.gpg”を削除した出力ファイ

ル名をout_fname変数へ保存する。

一方、拡張子が“.gpg”ではない場合は、mode変数に

「ENCODE」をセットし、“.gpg”を付加した出力ファイ

ル名をout_fname変数へ保存する。

4.出力ファイルが存在していないかを確かめる

3.でout_fname変数にセットされたファイル名が実際に

存在するかを調べ、存在した場合は上書きしないで、エラ

ーメッセージを示して終了する。

5.パスワードの入力

次にget_passwd関数を呼び、パスワード入力のための

ウィンドウを開き、ユーザーにパスワードを入力させる。

なお、このget_pwsswd関数では、入力した文字を「＊」

（アスタリスク）で表示している。

6.GPGを起動

ここまでで得られた暗号化／複号化、ファイル名、パス
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return 0;

}

/* (3) 出力ファイル名の生成 */

if( is_gpg_fname(inp_fname) ){

mode = DECODE ;

strcpy( out_fname, inp_fname );

out_fname[ strlen(out_fname) - 4 ] = '\0';

}else{

mode = ENCODE ;

sprintf( out_fname, "%s.gpg", inp_fname );

}

/* (4) 出力ファイルが存在していないかを確かめる */

if( is_file_exist( out_fname ) ){

mbox("ERROR", msg_exist_err[mode], out_fname);

return 0;

}

/* (5) パスワードの入力 */

if( (passwd = get_passwd(hInstance, hWnd)) == NULL ){

mbox("ERROR", "PASSWD ERROR");

return 0;

}

/* (6) gpgを起動 */

if( call_gpg( opt[mode], inp_fname, passwd ) != 0 ){

mbox("ERROR", msg_exec_fail[mode] );

return 0;

}

/* (7) 正常に作成できたかを確認 */

if( ! is_file_exist( out_fname ) ){

mbox("ERROR", msg_make_fail[mode] );

return 0;

}

/* (8) 正常に作成できたというメッセージを表示 */

mbox("OK", msg_success[mode], out_fname );

return 0;

}

復号化するモード

後ろから4文字目以降を削除

暗号化するモード

後ろに".gpg"を付加する

引数のファイルが存在
するかを調べる

パスワード入力ウインドウを開く

ウインドウで入力され
たパスワード文字列

gpg_main関数を呼び出す

正常に終了すればこのファイルが作成される

このファイルが正常に作成されたことを報告



ワードという3つを引数として、call_gpg関数（リスト5）

を呼び出す。前述したように、この関数ではあたかもコマ

ンドラインから呼び出したかのようにargc、argvを設定

してから、gpg_main関数を呼び出す。

7.正常に作成できたかを確認

正常に暗号化／復号化できた場合は、out_fname変数に

示す名前のファイルが作成されているので、それをチェッ

クする。

8.正常に作成できたというメッセージを表示

最後に、正常に暗号化／復号化したことをユーザーに報

告をする。

；；

；； wingpg.exeのコンパイル

；；

さて、プログラムの流れがわかったところで、実際に

wingpg.exeをコンパイルして作成してみよう。

このプログラムをコンパイルするには、前号で紹介した

クロスコンパイラ環境「Mingw32」が必要となる。もし

も、テストするシステムにこの環境が構築されていない場

合は、Linux magazine 1月号掲載の195ページからの記

事を参考に、あらかじめMingw32が動作する環境を構築

しておいてほしい。また、コンパイルには、/var/tmp/に

200Mバイト以上の空き容量が必要になるので、あらかじ

め確認したうえで実行してほしい。

まず、今月号の付属CD-ROMをマウントし、CD-ROMの

/Linuxmag/Programming/にあるwingpg-1.0.0aディレ

クトリをカレントディレクトリとしてから、makeコマンドを

実行すれば自動的にコンパイルが始まる（コンパイルはroot

権限がなくても可能）。最近の速いマシンであれば、数分で

/var/tmp/workにgpg.exeとwingpg.exeが生成される。

このプログラムは、LASER5 Linux 6.0、TurboLinux 4.2、

FreeBSD-3.2で正常にコンパイルが行えることを確認して

ある。また、コンパイルがうまくいかなかった読者もwingpg.

exeを体験できるよう、付属CD-ROMにFreeBSDでコン

パイルしたgpg.exeとwingpg.exeを収録してある。

；；

；； コンパイルの詳細

；；

makeを実行すると、まずgnupg-1.0.0.tgzを展開し、次

のパッチを自動的に当てる。

・Mingw32でコンパイルできるようにするパッチ

・Win32用のパッチ

・main関数をgpg_mainに変更（第3引数の追加）

・exit関数をlongjmpを呼び出すEXIT関数に変更

そのあと自動的にconfigureが実行され、必要なライブ

ラリを作成してからgpg.exeの生成を始める。gpg.exeの

生成が終わると、次にwingpg.c、ttyio.c、cmdarg.cをコ

ンパイルする。なお、gpg.exeのmain関数はgnupg-

1.0.0/g10/g10.cで定義されているが、このmain関数は先

ほど当てたパッチにより、次のように変更されている。

#ifdef USE_WINMAIN

gpg_main( int argc, char ＊＊argv, char ＊passwd )

#else
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wingpg.exeのコンパイル

コンパイルの詳細

▼リスト1 WinMain関数

static int

call_gpg( char *opt, char *fname, char *passwd )

{

int             argc = 0;

char            *argv[10];

extern int      gpg_main(int argc, char **argv, char *passwd);

argv[argc++] = "gpg";

argv[argc++] = "--no-default-keyring"; /* not make keyring */

argv[argc++] = "--passphrase-fd";

argv[argc++] = "0";

if( *opt != '\0' ){

argv[argc++] = opt;

}

argv[argc++] = fname;

return gpg_main( argc, argv, passwd );

▼リスト5 call_gpg関数

このファイル外で定義
されていることを明示

キーリングを作成しない
オプション

パスフレーズをファイルから受け取る指定

ファイルFD（File Descriptor）が0、つまり標準入力からパスフレーズを入力

optが"-c"だったら引数に追加fname
を引数
に追加

GPGのオリジナルのmain関数
パスフレーズを第3引数として渡す



main( int argc, char ＊＊argv )

#endif

また、同様にg10.cで定義されているEXIT関数も、単

純にexitするか、longjmpで戻るかをUSE_WINMAIN

マクロによって切り替えるようにしてある。したがって、

gccのコマンドラインで、“gcc - DUSE_WINMAIN -c

g10.c”として、USE_WINMAINというマクロ定義をし

てg10.cをコンパイルすると、wingpg.exe用のg10.oが作

成されることになる。

ここまでで、wingpg.exe を生成するために必要な

wingpg.o、cmdarg.o、g10.o、ttyio.o が作成されたので、

これらのオブジェクトとそのほかのオブジェクト（gpg.exe

と共通に使うもの）をリンクし、wingpg.exeを作成する。

；；

；； wingpg.exeの実行テスト

；；

コンパイル作業が終了したら、/var/tmp/work/に生成

されているwingpg.exeをftpやsambaなどを利用して

Windowsマシンのデスクトップなどにコピーする。

このwingpg.exeのアイコン（南京錠の形）をダブルクリ

ックすると、先月号で説明したようにファイル選択のダイア

ログボックスが表示され、暗号化するファイルを選択できる。

一方、エクスプローラなどから暗号化するファイルを

wingpg.exeのアイコンへドラッグするとパスワードを聞

いてくるので、適当なパスワードを入力すれば暗号化が可

能になる（画面1）。ただし、今回のプログラムでは複数フ

ァイルのドラッグはサポートしていない。

ここで入力するパスワードは、マシンにログインするた

めのパスワードのことではなく、暗号化するためのものな

ので、任意の文字列でよい（ただし、復号化するときまでそ

のフレーズを覚えていないと、元に戻らなくなってしまう）

なお、暗号化（または復号化）してできるファイルと同一

のファイル名を持つファイルが同じディレクトリに存在す

る場合は、エラーとなり処理は中断される。このプログラ

ムでは、暗号化したファイルは暗号化する元のファイルが

あったディレクトリ内に作成されるので、何度か試すとき

はこのことに注意してほしい。

また、拡張子“.gpg”をwingpg.exeに割り当てておく

と、暗号化されたファイルをダブルクリックするだけで、

自動的にwingpg.exeを立ち上げることができるので、よ

り便利に使えるだろう。

；；

；； さらなる応用へ

；；

前回はLinuxやFreeBSD上でWindowsプログラムを

作成する方法を紹介し、今回はその具体的な応用方法につ

いて述べた。今回は、コマンドラインで使うプログラムを

GUI プログラムから扱う方法がメインとなったため、

Win32パッチの詳細や、パスワード入力やリソースの話な

ど、Windowsプログラミングの詳細については解説する

余裕がなかった。このあたりについては付属CD-ROMに

収録してある実際のソースコードや、Windowsプログラ

ミングの入門書などを参考にしていただきたいと思う。ま

た、今回の記事で解説できなかった部分は、http://

fujisawa.gr.jp/でフォローする予定である。

なお、今回はソースを簡単にするため、暗号化時のパス

ワードを1回だけしか入力しないようになっている。これ

も入力するテキストボックスを2つ用意するなどの改造を

したり、より本格的に公開鍵を扱えるようにするといった

応用事例が考えられるので、読者のみなさんもぜひ挑戦し

てみてほしい。

Linux magazineFebruary 2000 203

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
工
房

wingpg.exeの実行テスト

さらなる応用へ

画面1 元のテキストファイル（左）と暗号化されたファイル（右）
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大規模なプログラムでは、エラー処理を

どのように実現するかを考える必要がある。

特に、親関数から子関数を呼び出し、さら

に孫関数を呼び出している場合には、孫関

数でエラーが起きたときにどのような対処

をするかが問題となる。

■さまざまなエラー処理

この対処には次のような方法が考えられ

る。

1.孫関数でエラーが起きたらexit関数でプ

ログラムを終了する。

2.孫関数でエラーが起きたらエラーコード

を返し、子関数はそれを見て親関数にエ

ラーコードを返し、親関数は子関数から

のエラーを調べてプログラムを終了する。

3.孫関数でエラーが起きたら、親関数へ一

気に戻り、親関数はエラー処理をして終

了する。

ここに挙げた1.の方法は簡単だが、複雑

なエラー処理には向かない。一方、2.の方

法はうまくプログラムを書くと、どの関数

をたどってエラーになったのかという履歴

ログを作成するといった高度なエラー処理

ができるが、コードはかなり複雑で面倒な

ものになってしまう。

3.の方法は、ジャンプ命令が使える言語

では簡単に記述でき、統一したエラー処理

を行えるという利点がある。

■goto文

C言語で用意されているgoto文は、ラベ

ルを設定しておくことで、プログラム内の

任意の場所へ無条件にジャンプするもので、

リストc-1に示したような形式で利用する。

このgoto文は、多用するとプログラムの流

れがわかりづらくなるので、C言語の入門

書にはあまり使わないように注意書きされ

ていることが多いが、多重ループからの脱

出時のように、使い方によっては非常に便

利なものである。

ここまで読むと、今回のテーマである

「関数呼び出し時のエラー処理」にも使えそ

うにも思えるが、goto文がジャンプできる

のは関数内だけで、関数を越えたジャンプ

ができないので、今回のような場合には使

えない。そこで、登場となるのがsetjmp関

数とlongjmp関数である。

■setjmp/longjmp

setjmp関数はジャンプする場所を設定す

る関数で、longjmp関数はその設定した場所

へジャンプする関数である。この2つの関数

はリストc-2のような形式で利用すればよい。

ここでsetjmpを呼び出すと、現在のスタ

ックポインタなどの状態が、リストc-2の2

行目でjmp_buf型の構造体として定義され

ているexit_envに保存され、setjmp自身は

戻り値として“0”を返す。

そして、子関数、孫関数が呼ばれ、孫関

数でlongjmpを呼び出すと、longjmp関数内

では、第1引数で渡されたexit_env構造体

に保存されているスタックの状態がリスト

アされるため、あたかも最初にsetjmpが実

行されたときと同じ状態になる。ここで、

アセンブラレベルでのRETURN命令を実行

すると、スタックに積まれている戻り番地、

つまりsetjmpを実行した関数へとリターン

する。

ここでのスタックとは、サブルーチンが

コールされるときに、ローカル変数やその

関数が呼ばれた親関数のプログラムの戻り

アドレスを保存するメモリ領域のことであ

る。CPUには、現在どのアドレスまで使用

されているかという状態を示すレジスタが

あり、「スタックポインタ」と呼ばれている。

なお、このリターンの際の戻り値として

は、longjmpの第2引数が用いられるため、

longjmp実行時における

if( setjmp( exit_env ) != 0 ){

エラー処理();

return -1;

}

での、setjmpの戻り値は“1”となるため、

エラー処理が行われることになる。

なお、ここまでの説明でわかるように、

longjmpはあらかじめsetjmpを実行した場

所にしか飛ぶことはできず、無制限なジャ

ンプができるわけではないことに注意が必

要である。

つまり、関数を越えたジャンプが可能とは

いっても、自分の祖先の関数が歩いた足跡

がある道にしかジャンプできないのである。

setjmp/longjmp

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語

void

main(void)

{

......

for(;;){

.....

if(エラー){

goto label_err;

.....

}

}

label_err:

エラー処理
}

▼リストc-1 C言語におけるgoto文の例

#include <setjmp.h>

jmp_buf exit_env;

void 孫関数(void)

{

if(エラー){

longjmp( exit_env, 1 );

}

}

void 子関数(void)

{

孫関数();

}

void 親関数(void)

{

if( setjmp( exit_env ) != 0 ){

エラー処理();

return -1;

}

子関数();

}

▼リストc-2 setjmp/longjmpの使用例



本号は、西暦2000年の大台になってから発売される最

初のLinux magazineとなるわけですが、読者のみなさん

は無事に新年を迎えられたでしょうか？　ちなみに、この

記事を書いている時点では、まだ1999年です。今はまだ

2000年問題への憶測が盛んに飛び交っている段階ですの

で、本号が発売になったころにはどうなっているのか、個

人的には興味が絶えません。

さて前置きはこのへんにしまして、今回はPostgreSQL

の機能のひとつ、クライアント間通知機能（NOTIFY／

LISTEN）を紹介します。これはその名のとおり、データ

ベースに接続しているクライアント間で「通知」を行うこ

とができる機能です。特にこれは、複数のプログラムが同

じデータベースにアクセスするようなシステム（マルチク

ライアントのシステム）では素晴らしい効果を発揮します。

；；

；；

；；

たとえば、あるデータベースの内容を更新するプログラ

ムがあり、それとは別に参照するプログラムもあるとしま

す。そして、この参照するプログラムは、常に最新のデー

タベースの内容を表示する「モニタプログラム」のような

ものだとします。具体的には、このようなシステムとして

「在庫管理システム」などが思いつきます。在庫管理シス

テムの場合、注文による出荷や仕入れによる入庫などで在

庫量が増減するわけですが、過剰な在庫を避けるために微

妙な仕入れ量の調整なども行う必要があるでしょう。

この在庫の流れをモニタするような在庫量監視プログラ

ムを作成する際、あまり最新の在庫量を表示することにこ

だわると、データベースに頻繁にアクセスすることになっ

てしまいます。それでも、在庫量の表示などのようにデー

タベース内のレコード数を数えるだけなら、サーバの負荷

もたかが知れているでしょう。しかし、食料品の賞味期限

までの平均残存日数や最小日数などを表示させようとした

ら、サーバの負荷は無視できないほど高くなってしまいま

す。かといって、この負荷を軽減するためにデータベース

へアクセスする頻度を減らすと、今度は最新の情報を表示

することができなくなります。これでは急な在庫の減少な

どを見逃してしまい、補充のための発注が遅れるなどの影

響が出るかもしれません。

この問題を解決するひとつの方針として、在庫量監視プ

ログラムが在庫量の変化を瞬時に知ることができるように

することが考えられます。つまり、在庫量を変化させた入

出庫処理プログラムなどが、在庫量が変化したことを在庫

量監視プログラムに「通知」してあげればよいわけです。

そうすれば、在庫量監視プログラムは在庫量が変化したと

きにだけデータベースへアクセスすればよいわけですから、

サーバの負荷は最小限に抑えられます。

ただし、「通知」といっても難しいことを考える必要は

ありません。PostgreSQLには、このような目的のために

便利に利用できる機能があるからです。それが、今回紹介
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文：片岡裕生
Text : Hiroki kataoka

データベースの利用が本格的になってくると、デー
タの変化をリアルタイムに知ることが重要になって
くるが、頻繁なデータアクセスは、サーバに負荷を
かけてしまう。今回紹介する「クライアント間通知
機能」を利用すれば、サーバに負荷をかけずにデー
タの変化を知ることが可能となる。
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第4回 クライアント間通知機能

どのような場合に利用できるか？どのような場合に利用できるか？

PostgreSQLを極める
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する「クライアント間通知機能」です。それでは、この機

能の使い方を具体的に紹介していきましょう。

；；

；；

；；

PostgreSQLで、このクライアント間通知機能を利用す

るためには、NOTIFY、LISTEN、UNLISTENという3

つのSQL文を利用します（図1）。

まず、通知を行うNOTIFYコマンドについて説明します。

NOTIFY 《通知名》

《通知名》には、通知の種類を区別するための任意の名

称を指定します。この名称には通知する側と通知を受ける

側で同じものを指定しなければ意味がありません。また、

《通知名》にはテーブル名やカラム名などと同じ文法上の

規則が適用されますので、大文字／小文字を区別したり、

空白文字を含めたい場合には“"”（ダブルクォーテーショ

ン）で囲む必要があります。《通知名》に利用できる文字

数は、最大で31文字までです。

このNOTIFYコマンドを実行するたびに、同じデータ

ベースに接続して同じ通知名で受信を待っているすべての

クライアントに、通知メッセージが送られることになります。

なお、デフォルトではどのクライアントも通知はいっさ

い受けつけない状態です。したがって、通知を受けたい場

合には次のコマンドを実行して、そのことをPostgreSQL

サーバに伝えます。

LISTEN 《通知名》

《通知名》には、受信したい通知の名称を指定します。

NOTIFYの《通知名》と同様な文法上の規則が適用され

ます。

LISTENコマンド実行後は、同じデータベースに接続し

ているクライアントが同じ通知名でNOTIFYコマンドを

実行するたびに、通知が受信されるようになります。また、

同時に複数の名称の通知を受信したければ、受信したいす

べての通知名について、それぞれLISTENコマンドを実行

します。

通知の受信をやめるには、次のUNLISTENコマンドを

実行します。

UNLISTEN 《通知名》

《通知名》には、受信をやめたい通知の名称を指定しま

す。NOTIFYの《通知名》と同様な文法上の規則が適用

されます。

さて、さっそく実例の紹介といきたいところですが、そ

の前にPostgreSQLのクライアント間通知機能を利用する

際の注意事項についていくつか知っておく必要があります。

まず、自分で受信待ちをしている通知を自分が発信した

場合は、自分自身にも通知が届きます。自分が発した通知

は届かない、というような例外扱いは行われません。

また、トランザクション内でNOTIFYコマンドを実行

した場合は、すぐにはほかのクライアントに通知は行われ

ません。実際に通知が行われるタイミングはトランザクシ

ョンが正常に終了した直後となります。あるいは、トラン

ザクションが取り消されたときは、通知も取り消されてし

まいます（つまり、通知されません）。通知は、ほかのク

ライアントにテーブルが更新されたことを伝えるのが一般

的な目的です。だとしたら、これは十分に納得のできる動

作でしょう。なお前述のとおり、トランザクション完了ま

で通知が遅れるため、長いトランザクションを多用してい

“aaa”は 
受信者が 
いない!

“bbb”は 
受信者が 
いない!

“aaa”の通知 

“
aaa”

の
受
信
中
 

送信側クライアント 受信側クライアント 

 NOTIFY aaa;

 NOTIFY aaa;

 LISTEN aaa;

 UNLISTEN aaa;

 NOTIFY bbb;

 NOTIFY aaa;

“aaa”は 
受信者が 
いない!

 “aaa”の通知だ！ 

図1 NOTIFY、LISTEN、UNLISTENの働き

クライアント間通知機能の使い方

注意事項



る場合には、どうしても通知機能のリアルタイム性は損な

われてしまいます。

そして最後の注意事項は、同じ種類の通知が短時間に連

続して行われたときには、クライアントへは一度しか通知

が行われない場合があるということです。つまり、通知の

回数が重要となる目的には利用できないことを意味しま

す。

；；

；；

；；

それでは実際に通知を送受信する様子を、PostgreSQL

の対話型インターフェイスであるpsqlコマンドを利用して

見てみましょう。

画面1は、psqlコマンドを起動して“ascii4”データベ

ースに接続し、“notice1”という通知の受信を開始したと

ころです。これで、同じ“ascii4”データベースに接続し

ているクライアントから“notice1”という通知が行われ

れば、このpsqlコマンド上にも受信されるはずです。まず

は自分自身に通知を行ってみましょう。

画面2は、画面1で起動した状態になっているpsqlコマ

ンドから、2種類のNOTIFYコマンドによる通知を行って

みたところです。

最初のNOTIFYコマンドでは、自分が待ち受けている

“notice1”という名称の通知を行っています。その次の行

の“NOTIFY”というメッセージは、NOTIFYコマンド

が正常に実行されたことを表しています。そして、その直

後には次のようなメッセージが表示されています。

ASYNC NOTIFY of 'notice1' from backend pid '5146' received

これは通知が届いたことを意味しており、その内容からは

“notice1”という通知がプロセスID“5146”のPostgreSQL

サーバから届いたことがわかります。

2番目のNOTIFYコマンドでは“notice2”という名称

の通知を行っていますが、この通知は待ち受けていません

でしたので、そのあとには何も表示されていません。

それでは端末をもう1つ用意し、そちらでもpsqlコマン

ドを起動してマルチクライアントの環境を作ってみましょ

う。

画面3は、新しく起動したpsqlコマンドのほうから

“notice1”の通知を行ったところです。そして画面4が、

先に起動していたpsqlコマンドでこの通知を受信したとこ

ろです。画面4ではなぜか無意味なSELECT文を実行し

ていますが、これには理由があります。というのもpsqlコ

マンドでは、通知が到着したかどうかのチェックをSQL文

が実行されたときにだけ行っているのです。ですから、画

面4では無意味なSELECT文を実行させることにより、

通知が到着しているかをpsqlコマンドに強制的にチェック

させているわけです。

もちろん、これはpsqlコマンド特有の制限で、実際のア

プリケーション開発時にも同様な制限があるわけではあり
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% psql ascii4

Welcome to the POSTGRESQL interactive sql monitor:

Please read the file COPYRIGHT for copyright terms of

POSTGRESQL

[PostgreSQL 6.5.0 on i586-pc-linux-gnu, compiled by gcc

2.7.2.3]

type \? for help on slash commands

type \q to quit

type \g or terminate with semicolon to execute query

You are currently connected to the database: ascii4

ascii4=> LISTEN notice1;

LISTEN

% psql ascii4

：
（psqlコマンドのオープニングメッセージ）

：
ascii4=> NOTIFY notice1;

NOTIFY

ascii4=> SELECT 1;

?column?

--------

1

(1 row)

ASYNC NOTIFY of 'notice1' from backend pid'5163'received

ascii4=> NOTIFY notice1;

NOTIFY

ASYNC NOTIFY of 'notice1' from backend pid '5146'

received

ascii4=> NOTIFY notice2;

NOTIFY

画面2 自分で通知、自分で受信 画面4 異なるクライアントからの通知を受信

画面3 異なるクライアントからの通知

画面1 “notice1”という通知を受信開始

psqlコマンドによる使用例
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ませんので、誤解のないようにしてください。

；；

；；

；；

ここまではpsqlコマンドからの使用例を紹介しました。

これらの例で、NOTIFYコマンドを使えば、待ち受けて

いるクライアントに通知が送られることはわかっていただ

けたと思います。では次にもう少し実用的な例で、より賢

いクライアント間通知機能の利用法を紹介しましょう。

前述のとおり、この通知機能はテーブルの更新があった

ことをほかのクライアントに伝えることを目的として利用

することが多いと思います。つまり、「テーブルが更新さ

れたら通知を行う」という利用パターンになるというわけ

です。

ところで、この「テーブルが更新されたら何かをする…」

といえば、前回紹介した「トリガ」や「ルール」と目的が

似ています。それなら、この通知機能をトリガやルールと

うまく組み合わせることができそうに思えませんか？　実

はそのとおりなのです。

ここで、ルールを使った通知の自動送信方法を紹介しま

しょう。なお、トリガを使った方法も考えられるのですが、

PostgreSQLのトリガはテーブルが1行更新されるごとに

起動されてしまいます。そのため、もし今回のような目的

にトリガを利用すると、無駄な通知が頻繁に発生してしま

います（ひとまとめの更新に対しては通知が一度あれば十

分ですから）。またどういうわけか、トリガプロシージャ内

でNOTIFYコマンドを使用するとエラーになってしまいま

す。よって、今回は迷わずルールを利用することにします。

例によって、今回の題材も「顧客名簿」です。今回の例

ではテーブル構成はあまり重要ではありませんが、復習の

意味も兼ねて顧客テーブル（customer）の構成を表1に

示しておきます。それでは、この顧客テーブルの更新時に

自動的に通知を行わせるルールを作成してみましょう。

まず、通知の名称を決めます。顧客テーブル（customer）

の更新を通知するわけですから、ここでは通知名を単純に

“customer”とします。よって、通知を行うSQL文は次

のようになります。

NOTIFY customer

次に、顧客テーブルを更新した際に自動的に上記SQL

文を実行するルールを登録します。顧客テーブルの更新に

は“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”と3種類のイ

ベントがありますので、それぞれのイベントに対してルー

ルを登録します。SQL文はリスト1のようになります。

さあ、これで顧客テーブルが更新されると自動的に

“customer”という名称の通知が発生するようになりまし

た。さっそくpsqlコマンドでテストしてみましょう。読者

がテストする際には、付属CD-ROM に含まれている

「setup.sql」というファイルを利用してください。このフ

ァイルには、必要なテーブルやルールなどを作成するSQL

文 がすべて含 まれています。 詳しくは、 同 封の

README.txtファイルを参照してください。

画面5がそのテストの様子です（setup.sqlは事前に実行

しておきます）。

まず、更新通知を受けるためにLISTENコマンドを実行

しています。その後、UPDATE文を用いて顧客テーブル

（customer）を更新していますが、その直後に“ASYNC

NOTIFY～”という通知が届いている様子がわかるでし

ょう。

このようにルールを利用すると、ほかのクライアントに

カラム名 データ型 説　明

ccode integer 顧客コード

name1 text 姓

name2 text 名

addr1 text 住所1（都道府県）

addr2 text 住所2

addr3 text 住所3

zip text 郵便番号

email text 電子メールアドレス

ascii4=> LISTEN customer;

LISTEN

ascii4=> update customer set ccode = ccode where ccode = 1;

UPDATE 1

ASYNC NOTIFY of 'customer' from backend pid '5163'

received

画面5 自動的に発生する更新通知

▼リスト1 自動的に更新を通知するルールの登録

CREATE RULE customer_insert_rule AS ON INSERT TO

customer

DO NOTIFY customer;

CREATE RULE customer_update_rule AS ON UPDATE TO

customer

DO NOTIFY customer;

CREATE RULE customer_delete_rule AS ON DELETE TO

customer

DO NOTIFY customer;

より便利な使い方

表1 顧客テーブル（customer）の構成



通知を送る作業をPostgreSQL内だけですませることがで

きるので、アプリケーション作成時の作業量も削減でき、

とても効率的です。

；；

；；

；；

psqlコマンドなどによる簡単な利用例を紹介しました。

さらに、ここでは実際にサンプルアプリケーションを作成

してみましょう。このアプリケーションの機能は次のよう

なものです。

・おなじみの「顧客名簿」アプリケーション

・顧客情報の表示や更新機能

・更新記録の自動保存機能

・更新記録の表示機能

まず、顧客情報を保管するテーブルが必要です。これは、

先ほどの「より便利な使い方」の項で出てきた「顧客テー

ブル（customer）」をそのまま利用することにします。さ

らに、更新記録を保存するテーブルや関連機能も必要です。

こちらは、前回紹介した「更新記録テーブル（updatelog）」

と「顧客テーブルの更新記録を自動取得するトリガ」をそ

のまま流用することにします。詳しい解説は前回の記事を

参照してもらうこととして、更新記録テーブルの構成を表

2に、更新記録を自動取得するトリガプロシージャをリス

ト2に、このトリガを登録するSQL文をリスト3に示して
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▼リスト2 更新記録を自動取得するトリガプロシージャ

CREATE FUNCTION customer_update() RETURNS OPAQUE

AS '

BEGIN

IF TG_OP = ''INSERT'' THEN

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

new_ccode, new_name1, new_name2,

new_addr1, new_addr2, new_addr3, new_zip,

new_email

) VALUES (

USER, ''INSERT'', ''now'',

new.ccode, new.name1, new.name2,

new.addr1, new.addr2, new.addr3, new.zip,

new.email

);

RETURN new;

ELSE

IF TG_OP = ''UPDATE'' THEN

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

old_ccode, old_name1, old_name2,

old_addr1, old_addr2, old_addr3, old_zip,

old_email,

new_ccode, new_name1, new_name2,

new_addr1, new_addr2, new_addr3, new_zip,

new_email

) VALUES (

USER, ''UPDATE'', ''now'',

old.ccode, old.name1, old.name2,

old.addr1, old.addr2, old.addr3, old.zip,

old.email,

new.ccode, new.name1, new.name2,

new.addr1, new.addr2, new.addr3, new.zip,

new.email

);

RETURN new;

ELSE

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

old_ccode, old_name1, old_name2,

old_addr1, old_addr2, old_addr3, old_zip,

old_email

) VALUES (

USER, ''DELETE'', ''now'',

old.ccode, old.name1, old.name2,

old.addr1, old.addr2, old.addr3, old.zip,

old.email

);

RETURN old;

END IF;

END IF;

END;

'

LANGUAGE 'plpgsql';

▼リスト3 更新記録トリガの登録SQL文

CREATE TRIGGER customer_update_tgr

AFTER INSERT OR UPDATE OR DELETE ON customer

FOR EACH ROW

EXECUTE PROCEDURE customer_update();

カラム名 データ型 説　明

uuser name 更新者

umethod text 更新種別

udatetime datetime 更新日時

old_ccode integer 更新前の内容

old_name1 text 更新前の内容

old_name2 text 更新前の内容

old_addr1 text 更新前の内容

old_addr2 text 更新前の内容

old_addr3 text 更新前の内容

old_zip text 更新前の内容

old_email text 更新前の内容

new_* 更新後の内容

表2 更新記録テーブル（updatelog）の構成

顧客名簿アプリケーションによる例



おきます。

これらのテーブル定義や各種SQL文なども、すべて今月

号の付属CD-ROMに収録されています。読者がこのサン

プルを実際に試すときは、同封のREADME.txtファイル

に従って「setup.sql」というファイルを実行するだけで、

データベース上での準備がすべて整うように用意してあり

ます。なお、前述の「より便利な使い方」の項での解説に

合わせて、すでにsetup.sqlを実行している場合は、すで

にトリガなども含めたデータベースの準備はすべて整って

いるはずです。

さて、データベースの準備が整ったところで、次にアプ

リケーション本体の説明をしておきましょう。ただし、こ

こで本格的なアプリケーションを作成するのでは時間も紙

幅も足りませんので、今回はXアプリケーションを簡単に

作成できる「Tcl/Tk」というスクリプト言語を利用して、

手早く（かなり手抜きをして）作成したものを用意しまし

た。とはいっても、十分参考にはなるはずです。なお、ア

プリケーションのプログラムリストをすべて掲載していて

はこれもまた紙幅が尽きてしまいますので、ここからはデ

ータベースに関連する部分だけを抜粋して紹介していきま
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# 顧客名簿アプリケーション 更新記録表示プログラム

#### プロシージャ宣言
## プロシージャ：アプリケーションの終了
proc exitApp {} {

：
pg_disconnect $dbHandle

：
}

## プロシージャ：更新記録一覧の読み込み
proc loadList {} {

：
# 更新記録テーブルからレコードを取得
set sql "select ... from updatelog ...

pg_select $dbHandle $sql record {

：
}

：
}

#### 処理開始
## データベースへ接続
set dbHandle [pg_connect ascii4]

## メインウィンドウの作成
：

## 更新通知の受信準備
pg_listen $dbHandle customer "loadAll"

：

▼リスト5 更新記録表示プログラム（抜粋）

# 顧客名簿アプリケーション 顧客管理プログラム

#### プロシージャ宣言
## プロシージャ：アプリケーションの終了
proc exitApp {} {

：
pg_disconnect $dbHandle

：
}
## プロシージャ：顧客一覧の読み込み
proc loadList {} {

：
# 顧客テーブルからレコードを取得
set sql "select ... from customer ...
pg_select $dbHandle $sql record {

：
}

：
}
## プロシージャ：顧客情報の読み込み
proc loadData {} {

：
# 顧客テーブルからレコードを取得
set sql "select * from customer where ...
pg_select $dbHandle $sql record {

：
}

：
}
## プロシージャ：顧客情報の保存
proc saveData {} {

：
# 新規レコードの挿入
set sql "insert into customer ...
set resultHandle [pg_exec $dbHandle $sql]
pg_result $resultHandle -clear

：
# 既存レコードの更新
set sql "update customer ...
set resultHandle [pg_exec $dbHandle $sql]
pg_result $resultHandle -clear

：
}
## プロシージャ：顧客情報の削除
proc deleteData {} {

：
# 既存レコードの削除
set sql "delete from customer ...
set resultHandle [pg_exec $dbHandle $sql]
pg_result $resultHandle -clear

：
}

#### 処理開始
## データベースへ接続
set dbHandle [pg_connect ascii4]
## メインウィンドウの作成

：

▼リスト4 顧客管理プログラム（抜粋）



す。もちろん、付属CD-ROMにはすべてのリストが含ま

れています。

まずアプリケーションの構成です。機能を大きく分ける

と「顧客情報の表示や更新」と「更新記録の表示」の2つ

になりますので、今回はこの2つの機能をそれぞれ単独の

プログラムとしました。というのも、今回の題材である

「クライアント間通知機能」を利用することにより、まっ

たく別個である2つのプログラムが連携動作する様子をお

見せしたいからなのです。

リスト4は、顧客情報の表示や更新を行う「顧客管理プ

ログラム」のプログラムリストからの抜粋です。この顧客

管理プログラムでは、データベースに関する処理は以下の

4種類しか行っていません（項目はリスト順）。

・データベースを切断（pg_disconnect）

・SELECT文による顧客テーブルの読み込み（pg_select）

・INSERT、UPDATE、DELETE文による顧客テーブル

の更新（pg_exec）

・データベースに接続（pg_connect）

顧客管理プログラム内では、クライアント間通知機能の

明示的な呼び出しは行っていません。これは、あらかじめ

データベースに登録してあるルールが、顧客テーブルの更

新時に自動的な通知を行ってくれるため、アプリケーショ

ン側で特別な処理を行う必要がないからです。

画面6は、このプログラムの起動直後の画面です（この

プログラムの起動方法は付属CD-ROMのREADME.txtを

参照してください）。

次に、「更新記録表示プログラム」を紹介しましょう。

リスト5に示したのが、この「更新記録表示プログラム」

のプログラムリストからの抜粋です。「更新記録表示プロ

グラム」が行っているデータベースに関する処理は、以下

の4種類です（項目はリスト順）。

・データベースを切断（pg_disconnect）

・SELECT文による更新記録テーブルの読み込み（pg_select）

・データベースに接続（pg_connect）

・更新通知の受信準備（pg_listen）

更新記録表示プログラムが顧客管理プログラムと異なる
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画面6 顧客管理プログラム

画面7 更新記録表示プログラム

画面8 顧客情報の変更

画面9 更新内容の表示



もっとも大きな点は、（リストの最後のあたりで）顧客テ

ーブルの更新通知を受信するための準備を行っているとい

うところです。これにより「更新記録表示プログラム」は、

誰かが顧客テーブルを更新したことをリアルタイムに知る

ことができるようになります。そして、そのタイミングで

データベースにアクセスすることにより、最低限のサーバ

負荷で常に最新の更新記録を表示することができるように

なります。

画面7が、「更新記録表示プログラム」の起動直後の画

面です。最初は更新記録がありませんので、何も表示され

ず非常に素っ気ない画面となっています。

さあ、それでは先ほどの「顧客管理プログラム」と「更

新記録表示プログラム」の両方とも起動した状態で、「顧

客管理プログラム」から顧客テーブルを更新してみましょ

う。まず、「顧客管理プログラム」の画面の左側、顧客一

覧リストから、1番目の顧客「和栗 真由美」さんをマウ

スで選択します。すると、右側に詳細情報が表示されます

（画面8）。ここで名前の「真由美」を「由美」に変更して

［保存］ボタンをクリックしてみます。これで顧客テーブ

ルは更新されました。この直後、あらかじめ起動しておい

た「更新記録表示プログラム」の画面はどうなっているで

しょうか？　自動的に表示が更新されて、今行った更新の

内容が表示されています（画面9）。

2つのプログラムはまったく別のプログラムとして作成

したにも関わらず、「顧客管理プログラム」が行ったデー

タベースの更新に対し、「更新記録表示プログラム」が瞬

時に反応する様子がおわかりいただけたと思います。

；；

；；

；；

さて、紙幅も尽きてきました。PostgreSQLのクライア

ント間通知機能は、いかがでしたでしょうか？　いろいろ

な使い道がありそうな気がしませんか？　

たとえば、最近ではWebとデータベースの連携が当た

り前のように利用されています。しかし、Webサイトへの

訪問者がデータベースにアクセスしている状況などは、管

理者からはなかなか手に取るようにはわからないもので

す。それでも最新情報の取得が必要なシステムの場合は、

従来なら自動的に管理者へメールを発信するような仕組み

をシステムに組み込んでいたことだと思います。

しかし、PostgreSQLではそんなことをしなくても、ク

ライアント間通知機能を利用すれば、管理用アプリケーシ

ョンに常に最新状況が表示されるようにすることもできる

のです。

PostgreSQLは、誰もが自由に利用できるフリーなソフ

トウェアであるにも関わらず、このようにさまざまな可能

性を秘めているリレーショナルデータベース管理システム

なのです。使い込めば使い込むほどに、その能力は予想以

上だと気づいてもらえるに違いないと確信しています。

次回は、これまでとちょっと趣向を変えて、PostgreSQL

の運用に関する話など紹介したいと思っています。
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PostgreSQLはよく「遅い」といわれます。雑誌などのデータベ

ースの比較記事などでも、PostgreSQLは他のデータベースに大差

をつけられて、最下位の座を与えられていることがほとんどです。

この「遅いデータベース」というのが、PostgreSQLの本当の実力

なのでしょうか？　私はそうは思っていません。次に述べるような

工夫を施すことでチューニングすることができるからです。

PostgreSQLの場合、VACUUMを実行しなければ、よいパフォー

マンスは得られません（コマンド名はvacuumdb）。利用するデータ

にもよりますが、VACUUMを実行するだけで他のデータベースにつ

けられていた大差が小さくなることがあります。

さらにPostgreSQLは、初期設定では「安全重視」の設定になっ

ています。たとえば、トランザクションが完了するたびに、更新さ

れたデータを物理的にハードディスクへ書き込みます（fsync機能）。

これは、万一OSレベルでシステムが停止したときに、データベース

の被害を最小限に食い止めるためです。しかし、実際このような状

況が起こるのは、安定バージョンのPC-UNIXなら停電時くらいしか

ありません。したがって、パフォーマンスを重視するなら、この

fsync機能を解除することもパフォーマンスの向上につながります

（具体的には、起動オプションに -o '-F' を追加してPostgreSQLを起

動する）。これは、特に更新処理においては劇的なパフォーマンスア

ップが期待できます。たとえ、このような運用をしていたとしても、

UPSなどと併用すればさほど危険ではないでしょう。

最後に、PostgreSQLは明示的にトランザクションの開始

（BEGIN TRANSACTION）を指定しない限り、1つのSQL文ごとに

トランザクションをコミットします。更新処理が続くような場合、

これはパフォーマンス低下の原因となります。したがって、複数の

SQL文を1つのトランザクション内で実行するようにすれば、これ

もまた劇的なパフォーマンスアップにつながります。

正しい使い方、よりよい使い方を知り、読者の方々も

PostgreSQLの性能をギリギリまで引き出してみてください。

Column

PostgreSQLの誤解？

PostgreSQLの高い実力



コンピュータと人間では得意分野が異なります。コンピ

ュータは、人間のように自由で柔軟な発想をすることはで

きませんが、単純な繰り返しを間違えずに超高速で行うこ

とができます。

たとえば、「Rubyのリファレンスマニュアルのうち、

Perlという単語を含むファイルがいくつあるか」という質

問をしたとします。人間に数えさせると、なかなか正確な

答は得られないでしょう。しかし、コンピュータなら次の

方法で簡単にわかります。

% grep -l Perl *.html

これで目的は果たせましたが、これではこの連載の目的

が果たせません（笑）。この連載の目的!! そう、Rubyで

やるなら次のようなプログラムになります。

ARGV.each{|a|

n = 0

open(a){|f|

f.each{|line| n+=1 if /Perl/ =~ line}

}

print a, "\n" if n > 0

}

このコマンドを、つい先日リリースされたRuby 1.4.3

のリファレンスマニュアル（日本語版）に実行してみると、

次のファイルに「Perl」という単語が含まれていることが

わかります。

function.html

glossary.html

options.html

preface.html

socket.html

syntax.html

variable.html

このように、コンピュータはスキャンするのが得意です。

昔から餅は餅屋というように、コンピュータが得意なこと

はコンピュータにやらせるべきです。そして、コンピュー

タが得意な仕事をうまくコンピュータに押しつける道具

が、Rubyのようなプログラミング言語なのです。

ここまでの例は「Perl」のような単純な文字列を探すだ

けでしたが、実際にはある「パターン」を使って文字列を

指定したい場合があります。具体的には、「Pで始まってl

で終わる」といった表現です。このように「パターンを表

現する指定方法」が、今回紹介する「正規表現（Regular
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いかがですか？ そろそろRubyに慣れてきました
か？ 分厚いRuby本も少しは進みましたか？ 今回
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第3回　スキャナーズ

正規表現



Expression）」です。Rubyでは、正規表現は2つの“/”

（スラッシュ）にはさまれて表現されています。

/FOO/ # FOOという文字列

/P.*l/ #「P」で始まり「l」で終わる文字列

正規表現は、このような「パターンを表現するミニ言語」

です。いわば、Rubyに埋め込まれた別の言語だと考える

ことができます。

UNIXでは、正規表現はいろいろなツールで使われてい

ます。Rubyはもちろん、perl、awk、sed、ed、vi、

emacs、lessなどがそうです。ただし、これら個々のツー

ルで独立に正規表現が実装されているため、ツールによっ

て少しずつ文法が異なっています（いわゆる「方言」があ

るのです）。ここでは、Rubyで使われる正規表現について

説明しますが、基本は同じですから他のツールでも応用は

利くでしょう。ちなみに、Rubyの正規表現度は、一言で

表現すると「Perl5.004とほぼ同じ」ということになります。

；；
；；
；；

正規表現は、「メタ文字」と呼ばれる特殊機能を持つ文

字と、それ以外の文字から構成されます。メタ文字は、プ

ログラミング言語における制御構造のようなもので、正規

表現で利用されるメタ文字には表1に示したようなものが

あります。

メタ文字以外の文字は、その文字そのものと一致します。

ですから、“/FOO/”は“FOO”という文字の並びと一

致します。

正規表現の文法の詳細は『Ruby本』にお任せすること

にして、ここでは実際の正規表現の例を見ながら、その意

味を解釈してみます。

・FOO

「FOO」。つまり「F」「O」「O」という文字の並び。

・P.＊l

「P」に続く任意の文字の0回以上の繰り返しのあと、

「l」が続く。「Pl」にもマッチする。

・[A-Z]¥w＊

Rubyの定数の識別子のパターン。

・(Ruby)+

「Ruby」の1回以上の繰り返し、つまり、「Ruby」や

「RubyRuby」や「RubyRubyRuby」...。

・Dec,?

「Dec」のあと「,」の0または1回の繰り返し。つまり、

「Dec」または「Dec,」。

・De(c,)?

「De」または「Dec,」。複数の文字を繰り返すにはカッ

コでまとめることが必要。

・Sun¦Mon¦Tue¦Wed¦Thu¦Fri¦Sat

（英語の）曜日にマッチ。選択“¦”（パイプ）は結合強

度が弱いので、直前の文字でなく、文字列が対象。
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メタ文字 説　明

. 任意の一文字とマッチ

[] [a-z]はaからzまでのいずれか

[^] [^a-z]はaからz以外の文字
\w 単語を構成する文字
\W 単語を構成する文字以外
\s 空白文字。[ ¥t¥n¥r¥f]と同じ
\S 非空白文字
\d 数字。[0-9] と同じ
\D 非数字。[^0-9] と同じ

＊ 0回以上の繰り返し

+ 1回以上の繰り返し

? 0または1回の繰り返し

{m,n} m回からn回の繰り返し

*? 0回以上の繰り返し(非欲張り型)

+? 1回以上の繰り返し(非欲張り型)

?? 0または1回の繰り返し(非欲張り型)

{m,n}? m回からn回の繰り返し(非欲張り型)

^ 行頭にマッチ

$ 行末にマッチ
\A 文字列の先頭にマッチ
\Z 文字列の末尾(改行があればその直前)にマッチ
\z 文字列の末尾にマッチ
\b バックスペース(0x08)([]内)
\b 語境界文字([]外)
\B 非語境界文字

¦ 選択

( ) 表現のグループ化(後方参照あり)
\1,\2 後方参照(n番目の括弧に対応する)

(?: ) 表現のグループ化(後方参照なし)

(?= ) パターンによる位置指定(幅を持たない)

(?! ) パターンの否定による位置指定(幅を持たない)

(?# ) コメント

表1 正規表現のメタ文字

正規表現の文法
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；；
；；

；；

正規表現によるパターンの表現方法を、多少はわかって

もらえたでしょうか？　Rubyに限らず、PerlでもAWK

でも正規表現は難解だとよくいわれます。それには、それ

なりのワケがあります。すでに述べた「言語の中のミニ言

語」というのも理由のひとつです。そして、それ以外にも

次のような理由が考えられます。

■記号が多く密度が高い表現

正規表現は記号によってパターンを表現するため、全体

に記号が多く含まれ、文字がぎっしりつまった「ノイズ」

のような外見になりがちです。Perlといっしょですね。ま

た、文字にすべて意味があるので、読みやすい表現にする

という選択肢が提供されないのも問題です。もっとも、こ

れについてはあとで述べる「拡張正規表現」で対応できま

す。

■0回以上の繰り返し

私が正規表現を書いていて一番ひっかかるのはこれで

す。AWKの頃からずいぶん正規表現を書いてきたのです

が、今でも間違えます。たとえば、「“a”の0回以上の繰

り返しに続く“bb”」というパターンを表す

a*bb

という正規表現を

ccbbaabb

という文字列にマッチさせると、どの部分にマッチすると

思いますか？

ccbbaabb

だと思うでしょう？ でも、実は答えは

ccbbaabb

です。つまり、「0個のaに続くbb」は単なる「bb」だか

らです。正規表現のマッチは、文字列を左側からスキャン

して、最初にマッチした時点でスキャンをやめてしまいま

す。ですから、その先にもっとふさわしい（ように人間に

感じられる）ものがあっても、そこまで探しに行きません。

「a」が1個以上あることが保証されていれば、

a+bb

というパターンにすればすむことですけど、なかなかそう

はいかないんですよねえ。

■欲張りマッチ

もうひとつひっかかりやすいのは「正規表現のスキャン

は欲張りだ」という点です。これも例を挙げましょう。次

は「任意の文字列の並びに“:”（コロン）が続く」という

パターンです。

.*:

この正規表現を

http://www.ruby-lang.org:80/ja/index.html

にマッチさせると

http://www.ruby-lang.org:80/ja/index.html

にマッチしそうですよね。でも、実は

http://www.ruby-lang.org:80/ja/index.html

なんです。つまり、正規表現マッチは基本的に「欲張り」

なので途中で“:”を見つけても、そこでスキャンをやめず

に、もっとも長い文字列に対してマッチしようとします

（難しい言葉では「最左最長一致」といいます）。ですか

ら、“:”を探してどんどん先の方まで進んで、一度文字列

の終端まで進んでから、「あ、なかった」と思って、今ま

で進んできた文字列を引き返すのです（ちなみに、この引

き返すことを「バックトラック」と呼びます）。そのため、

一番後ろの“:”までマッチすることになるのです。この問

題を回避する方法は2つあります。ひとつはパターンを

[^:]*:

のようにすることです。これは「“:”以外の文字の並びに

正規表現の落とし穴



“:” が続く」という意味です。これで「http:」の部分に

マッチします。もうひとつは、Ruby（とPerl）の正規表

現でだけ有効な方法で、

.*?:

というパターンです。この“＊?”というのは「非欲張り

マッチ」と呼んで、すでに説明した欲張りなスキャンを行

いません（「最左最短一致」とも呼びます）。非欲張りマッ

チでは、スキャンしていく途中で“:”を見つけると、そこ

で満足してそれ以上探しに行きません。これで、めでたく

「http:」の部分が得られるわけです。

；；
；；

；；

純粋なオブジェクト指向言語であるRubyでは、すべて

のデータはオブジェクトです。ですから、正規表現もオブ

ジェクトです。Rubyのプログラム中では正規表現オブジ

ェクトは以下のように書きます。ちなみに、「RE」は正規

表現（Regular Expression）のことを表しています。

/RE/

しかし、これではパスのような“/”（スラッシュ）を多

く含むパターンを書こうと思うと、毎回、

/\/usr(\/local)?\/bin/

のように、＼（バックスラッシュ）でエスケープしなければ

ならず、かなり繁雑になってしまいます。しかし、柔軟な

記述が得意なRubyでは、このような場合のために、

%r!/usr(/local)?/bin!

という表現も用意しています。つまり、“%r”を使って表

現すれば“!”の部分には任意の文字が使えるのです。この

区切り文字がカッコのときは、対応するカッコが使われま

す。たとえば、

%r{/usr(/local)?/bin}

のようになります。

；；
；；

；；

Rubyの正規表現の後ろには、その正規表現オブジェク

トの性質を決めるオプションを指定することができます。

/RE/i

のように書きます。このオプションの意味は表2のとおり

です。

Rubyでは正規表現ごとに対応するマルチバイト文字の

エンコーディングを選ぶことができ、それが大きな特長に

なっています。標準でマルチバイト文字（日本語）を扱え

るのは国産言語のメリットですね。

；；
；；

；；

正規表現にオプション“x”（エックス）を指定すると

「拡張正規表現」を使えるようになります。拡張正規表現

を指定すると、正規表現のパターンの中で、空白を無視し

て、コメントを置けるようになるので、正規表現を読みや

すく書くことができます。たとえば、

/\w\w\w+,?\s*(\w\w\w+)\s*(\d\d?)\s*[\d:]+\s*(\d{4})/

というパターン（これは日付にマッチするパターンです）

を書くのと、

/\w\w\w+,?\s* # 曜日

(\w\w\w+)\s* # 月

(\d\d?)\s* # 日

[\d:]+\s* # 時刻

(\d{4}) # 年

/x
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オプション 説　明

i 大文字小文字を無視(Ignore case)

o 式展開は最初の1度だけ(Once)

x 拡張正規表現(eXtension)

p 改行も.にマッチ(Posix)

s シフトJIS

e EUC

u UTF-8

n マルチバイト文字を解釈しない(None)

表2 正規表現のオプション

正規表現オブジェクト

正規表現のオプション

コメントとインデント



と書くのとでは、コメントやインデントがあるほうが読み

やすいでしょう。もっとも、違いはわずかのようにも思え

ますが…。

；；
；；
；；

正規表現がどのようにパターンを表現するかわかったと

ころで、実際に使ってみましょう。Rubyで正規表現を利

用する局面はいろいろありますが、もっとも重要と思われ

るものを3つだけ紹介します。

■マッチ演算子（= ̃、! ̃）

マッチ演算子は、「正規表現マッチを行うための演算子」

です（厳密には“= ̃”はメソッドであるなどいろいろあ

るのですが、ここではそれで十分です）。

正規表現 =~ 文字列

も、

文字列 =~ 正規表現

も有効で、マッチが成功したときには何バイト目でマッチ

したかという整数値を、失敗したときにはnil（偽）を返

します。正規表現を前に置くのが、Ruby的だといわれて

います。

文字列 =~ 文字列

という記述も（お勧めではありませんが）可能です。この

場合には後ろの文字列がパターンになることに注意してく

ださい。マッチ演算子は、前回のgrepプログラムでも使

われていましたね。

while line = gets()

print line if /pattern/ =~ line

end

■sub／gsub

sub／gsubは、「置換を行うメソッド」です。subは先

頭のマッチだけを置換し、gsubはマッチしたすべての場

所を置換します。

"abcabc".sub(/a/, 'A')   # => "Abcabc"

"abcabc".gsub(/a/, 'A')  # => "AbcAbc"

sub／gsubは、文字列に置換を行ったコピーを返しま

すが、sub!／gsub!は、文字列そのものを書き換えます

（前回少し説明した「破壊的メソッド」というやつです）。

a = "abcabc"

a.sub(/a/, 'A') # => "Abcabc"

p a # => "abcabc"

a.sub!(/a/, 'A') # => "Abcabc"

p a # => "Abcabc"

このsub!を使った例を挙げておきます。
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Rubyの正規表現の実装は、GNU AWK

（gawk）に用いられていた正規表現ルーチ

ンに改造を加えたものです。この正規表現

は、元々GNU Emacs用に開発されたもの

です。

RubyではGNUの正規表現ルーチンに対

して、次の改造が行われています。

・t^2(Takahiro Tanimoto)さんによるシフ

トJISおよびEUC対応

・吉田正人さんによるUTF-8対応

・まつもとさんによるPerl5正規表現対応

結果として、ほとんど原型をとどめない

程度まで改造されています。このRubyの正

規表現ルーチンは、UTF-8を含むマルチバ

イト文字に対応し、Perl5の正規表現を理解

するという、世界でも珍しいものとなって

います。 Perl5の正規表現を使いたいなら、

始めからPerlの正規表現ルーチンをもらっ

てくれば、と考えるのが自然でしょう。そ

うすれば、Perlでどんどん追加される新機

能に苦労して対応する必要もないですし、

日本語化についてもjperlというプロジェク

トがあるので問題なさそうです。

しかし、Perlの正規表現ルーチンはPerl

のインタプリタと分離していないので、そ

れだけを使うというわけにはいかなかった

ようです。使おうと思うとPerlのインタプ

リタをまるごとリンクすることになるそう

で、それではちょっと使えません。逆に

Rubyの正規表現ルーチンは、Rubyとは独

立していますから、全文検索ツール

「Namazu」に組み込まれたりしています。

なお、この正規表現ルーチンはまつもと

さんがゼロから書いたものではないので、

時々まつもとさんにも直すのが難しいバグ

が発見されることがあります。そういうと

きには「正規表現（ルーチン）は鬼門だ」

とか「ゼロから書き直そうかなぁ」などと、

愚痴が聞こえてきます。(笑)

Column

Rubyの正規表現の実装

使ってみよう、正規表現



wc = 0

while line = gets()

while line.sub!(/\w+/, '')

wc += 1

end

end

print wc, "\n"

このプログラムはファイル中の単語の数を出力します。

■scan

scanは、「文字列の先頭から正規表現にマッチする部分

を切り出してくるメソッド」です。正規表現がカッコを含

まないときはマッチした文字列を、カッコを含むときには

カッコに対応する文字列の配列を次々に渡します。

たとえば、以下のようなファイルから品名と値段を切り

出すプログラムを考えます。

トマト:100円 キュウリ:80円 ネギ:110円

ミカン:298円 イチゴ:320円

トーフ:180円

scanを使うと以下のようになります。

while line = gets()

line.scan(/([^\s]*?):(\d+)円/) do |item, price|

printf "品名: %s 価格: %s円\n", item, price

end

end

このプログラムを、上の例に実行してみると、

品名: トマト 価格: 100円

品名: キュウリ 価格: 80円

品名: ネギ 価格: 110円

品名: ミカン 価格: 298円

品名: イチゴ 価格: 320円

品名: トーフ 価格: 180円

となります。

また、subのところで説明した単語の数を数えるプログ

ラムをscanを使って書くと、以下のようになります。

wc = 0

while line = gets()

line.scan(/\w+/) do

wc += 1

end

end

print wc, "\n"

；；
；；

；；

今回は、スキャンの名手「正規表現」について紹介しま

した。年末進行の関係で（笑）、あまり具体例を出せなか

ったのですが、一度正規表現の気持ちになってどのように

マッチを行うのか1文字ずつ考えてみると面白いかもしれ

ません。「あ、失敗した。やりなおし」とか考えていると、

どのような正規表現を書けばよいのかわかってくると思い

ます。日常茶飯事になってしまうと、ちょっとアブナイか

もしれませんが…。

もし、正規表現についてもっと知りたいと思ったら、オ

ライリーの『詳説 正規表現』を読むことをお勧めします。

「正規表現とはこんなに奥の深いものであったか」と驚く

ことでしょう。
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『詳説 正規表現』

Jeffrey E. F. Friedl 著

歌代和正 監訳

春遍雀来、鈴木武生 共訳

オライリー・ジャパン発行

4300円

ISBN4-900900-45-1

さらに知りたいなら

まさか正規表現だけで1冊作ってしまうとはだれも思わなかっ

ただろう。しかし、「どこでマッチングするか」ということだ

けを紹介した退屈なものではなく、2つの正規表現エンジン

（NFAとDFA）による処理メカニズムの違いや、バックトラッ

クの詳細な検証など、正規表現の利用法というよりも、仕組

みの解説に焦点が当てられており読み物としても面白い。ま

さにオライリー本の面目躍如といった仕上がりである。Ruby

の正規表現とほぼ同じ能力を持つ、Perlの正規表現について

130ページ以上にもわたって解説されているので、Rubyユー

ザーにも十分役に立つはずだ。 （編集部）



前回の作業で、最新のSamba環境を手に入れることが

できた。運がよければ、しばらくはこのバージョンを使い

続けることができるはずだ。SWATのインストールも行

い、気軽にSambaの設定を変えられるようにもなった。

ようやくSambaを本格的に使いこなす準備ができたとい

うことだ。

前回インストールしたWebベースのSamba設定ツール、

SWATだが、使い方についてはまったく説明していなか

った。実際に細かな環境設定に取り組む前に、基本的な使

い方を説明しておこう（SWATの使い方を間違えていて

は、環境設定もできないからね）。

■ページの切り替え

SWATのウィンドウの上のほうには、画面1のようなア

イコンやボタンが並んでいる。これは、SWATのさまざ

まな設定ページを切り替えるためのものだ。作業に応じて、

目的のアイコンをクリックすれば、そのページに切り替わ

るようになっている。

それぞれのアイコンボタンの概要は画面1にまとめてお

くが、これらのなかで特に重要なのは、Sambaの基本設

定を行う【GLOBALS】と、共有リソースの管理を行う

【SHARES】／【PRINTERS】の3つだ。

■コマンドボタン

各設定ページには、いくつかのボタンが並んでいる。ペ

ージごとにボタンは異なっているが、特に大事なボタンに

ついて、ここで説明しておこう。これ以外のボタンについ

ては、おいおい説明していく。

・【Advanced View】

SWATでは、基本ページ（アイコンのクリック直後に

表示されるページ）の構成をすっきりとさせるために、デ

フォルトでは頻繁に変更する項目だけを表示するようにな

っている。Sambaの細かな設定を変更したい場合には、

このボタンをクリックして、すべての項目を表示させるよ

うにしよう。今回扱う、日本語ファイル名の設定もデフォ

ルトでは表示されないので、最初にこのボタンをクリック

して、関連パラメータを表示させる必要がある。

・【Commit Changes】

管理者が行った変更を、smb.confに反映させるボタン

だ。設定変更を行ったあとは、忘れずにこのボタンを押さ

ないと、せっかくの作業内容が失われてしまうので注意し

てほしい。

ただし、このボタンをクリックしても、基本的には

smb.confに書き込まれるだけで、現在実行中のSambaの

設定が変更されるわけではない。つまり、テキストエディ

タでsmb.confを編集した場合と同じように、Sambaの再
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今回取り組むのは環境設定だ。Sambaを細かく
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環境設定と日本語ファイル名の扱い

SWAT操作の基礎



起動が必要になる。これは、ページ上部の【STATUS】

アイコンをクリックし、【Restart smbd】ボタンをクリッ

クすれば、新しい設定でSambaが再起動するようになっ

ている。

万が一、編集中に混乱したりして、作業を最初からやり

直したい場合には、隣の【Reset Value】ボタンをクリッ

クすればよい。

・【Set Default】

各エントリに用意されているボタンで、これをクリック

すると、現在使用しているSambaのデフォルト設定がテ

キストボックスに入力される。ページ全体を編集開始時の

状態に戻すのであれば、そのページの上のほうに表示され

ている、【Reset Value】ボタンをクリックすればよい。

■SWATが作成するsmb.confについて

前回も簡単に触れたことだが、SWAT を使うと

smb.confが大幅に変更される。人によっては、せっかく

作り上げたsmb.confがまるで別物になってしまって、が

っかりする羽目に陥るかもしれない。SWATを起動する

前に、smb.confのバックアップは必ず行っておこう。

SWATは、起動時にsmb.confの内容をすべて読み込む。

そして、【Commit Changes】ボタンがクリックされた時

点で、その内容をsmb.confに書き出す。しかし、実際に

書き出すのは、「Sambaのデフォルト設定とは違うパラメ

ータだけ」だ。

このような仕組みになっているため、smb.confに記述し

たコメントや、デフォルトと同じパラメータ指定などはす

べて削除されてしまう。もちろん、smb.confでinclude文

を使っている場合なども、その指定はなくなってしまう。

一時的に共有エントリを無効にしたくて、その指定をコメ

ントアウトしていたりすると、SWATで編集した際に記

述がきれいさっぱり消えてしまうことになる。特にコメン

トアウトを使っている場合には注意してほしい。ちなみに、

共有エントリを一時的に無効化するのに、そのエントリに

“available=No”パラメータを指定していれば、SWATが

エントリを削除することは避けられる。

コメントアウト以外にもうひとつ注意してほしいのは、

「デフォルトから変更されているパラメータのみが書き出

される」という仕様だ。たとえば、[global]セクションで

“workgroup=WORKGROUP”と指定すると、たいてい

の場合、そのパラメータはsmb.confに出力されなくなる。

なぜなら、たいていのSambaでは、workgroupパラメー

タのデフォルトが“WORKGROUP”だからだ。つまり、

人間に読みやすいようにと記述したパラメータなどが、片

端から削除される可能性があるのだ。

また、複数のバージョンのSamba間でsmb.confをコピ

ーする場合にも注意が必要だ。あるバージョンのSamba

ではデフォルト値になっているものが、別のSambaでは

非デフォルト値だったりすると、同じsmb.confを使って

いるはずなのに、2つのSambaの挙動が異なることもある。

■共有エントリの作成

SWATを使っての共有リソースの作成や設定変更は、

ディスク共有の場合は【SHARES】アイコン、プリンタ

共有の場合は【PRINTERS】アイコンをクリックし、表

示されるページで行う。画面2は、【SHARES】ページの

初期画面だ。ここから以下のような手順で作業すれば、新

しい共有を作成することができる。

①新しい共有名を【Create Share】ボタンの隣のテキス

トボックスに入力する。日本語は使わないこと（詳しく

は後述）。

②【Create Share】ボタンをクリックすると、画面3の

ように共有リソースの設定が表示され、編集できるよう

になる。
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ドキュメントを参照できる
共有リソースの作
成／設定／削除

S a m b a の グ ロ ー バ ル な 設 定
（smb.confのglobalセクションの設定）

Sambaのステータス
表示と起動／停止

ユーザーアカウントの管
理やパスワードの設定 右のリストボ

ックスで共有
名を選んでか
らこのボタンを
クリックする
と、編集モー
ドに移行する

新しい共有を作成する場合、右のテキストボ
ックスに名前を入力してからこのボタンをク
リックする。既存の共有名を指定した場合は、
その共有の設定が表示される

既存の共有設定を変更
する場合、まずここで
共有名を選択する

選んだ共有リソースの
削除。アンドゥ機能は
ないので慎重に！

プリンタの設定 現在のsmb.conf
などの表示

画面1 Sambaのアイコン
ページ上部に並んでいるアイ
コンを使って、SWATのさま
ざまな機能にアクセスできる。

画面2 SHARES
ページの初期画面



③pathパラメータの設定を、共有するディレクトリのパ

スに書き換える。

④使い勝手を考えれば、commentパラメータ（ブラウズ

時に表示されるコメント）も設定しておいたほうがいい。

共有名と同じく、ここでも日本語を使わないこと。

⑤read onlyパラメータはデフォルトで“yes”になって

いることが多いので、書き込みを行いたい場合は“No”

に修正する。

⑥その他のパラメータについても、必要に応じて修正・設

定する。【Advanced View】ボタンをクリックすれば、

設定可能な全パラメータが表示される。

設定が終わったら、【Commit Changes】ボタンをクリ

ックしてsmb.confを更新するのを忘れないこと。これを

忘れると、すべての作業がパーになる。

必要な設定変更を終えたら、【STATUS】ページを表示

させてsmbdをリスタートすれば、新しい共有が使えるよ

うになる。

Sambaは海外で作られたソフトウェアだが、日本語ユー

ザーのために、シフトJISコードを扱うための機能が用意

されている。つまり、日本語化されたSambaだけでなく、

本家Sambaでも、日本語ファイル名が扱えるようになっ

ているのだ。

ただし、そのためにはsmb.confで、ちょっとした設定

を行わなくてはならない。ここまでは、説明のチャンスが

なかったこともあって、日本語ファイル名については一切

考慮してこなかった（初回に紹介したsmb.confも、日本

語ファイル名がきちんと扱えるものではない）のだが、

SWATのインストールを済ませて環境設定に取りかかる

準備もできたことだし、このへんで、Sambaで日本語フ

ァイルを扱う場合について、きちんと説明しておこう。

Samba（＋Linux）で日本語ファイルを扱う場合につい

ては、考慮しなくてはならない要素が3つある。Samba本

体、Linux（UNIX）のファイルシステム、そしてLinux

のユーティリティだ。

■ファイルの内容

取り上げるほどのことではないかもしれないが、最初に

説明しておくのは、ファイルの内容についてだ。Samba

とファイルシステムは、どちらもファイルの内容に関して

は一切関知しない。

Samba 非関知

ファイルシステム 非関知

ユーティリティ コマンドによる

つまり、実行ファイルだろうが、テキストファイルだろ

うが、クライアントから渡されたデータをそのままディス

クに書き込み、あるいはディスクから読み出したデータを

そのままクライアントに渡す。日本語テキストを含むデー

タをSambaで扱っても、文字化けなどのトラブルは一切

起こらない。

Sambaクライアントから書き込んだファイルをLinux上

のユーティリティでアクセスする場合には、ちょっとした

注意が必要だ。Linuxなど、UNIX系OSでは標準日本語

文字セットとしてEUCと呼ばれるコードを使っている。

それに対してWindows系OSでは、シフトJISコードが標

準だ。シフトJIS非対応のコマンドを使うと、期待どおり

の処理が行われないことが多い。当たり前のことだが、英

語版など、日本語非対応のLinuxを使っている場合、付属

コマンドも日本語を考慮していないので、うまく処理でき

ないことが多い。

■日本語ファイル名の問題点

Sambaを使う場合に、一番問題になるのが日本語を含

むファイル名のトラブルだ。これについては、Sambaの設

定によって、ある程度対応できる。

Samba 設定に応じた文字コードとして解釈

ファイルシステム 使える文字は限定

ユーティリティ コマンドによる（通常はそのOSの標

準文字セットにのみ対応）

本家Samba（英語版Samba）をデフォルト設定で使っ

ている場合、ファイル名の変換は一切行われない。クライ

アントから受け取ったファイル名は、そのままファイルシ

ステムに渡される。ファイルシステムはその文字列を、自

分がサポートしている文字セットだと見なして解析し、有

効なファイル名であればディスクにアクセスする。

ここで問題になるのが、シフトJISでは、日本語文字（2

バイト文字の一部に特別な意味を持つ文字コードが使われ

ている、ということだ。次の例を見てほしい。
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（EUCの場合）

# echo '予感' | od -t x1

0000000 cd bd b4 b6

（シフトJISの場合）

# echo '予感' | od -t x1

0000000 97 5c 8a b4

odコマンドは、入力を16進数などで表示するためのユ

ーティリティだ。このコマンドラインによって、“予感”

という文字列が、実際にはどのようなコードなのかを確認

できる。

EUCの場合、漢字などの2バイト文字は、すべて0x80

以上のコードが使われる。“予感”の場合は、0xcd 0xbd

が“予”の文字に、0xb4 0xb6が“感”の文字に対応し

ている。これらのコードは、英語版など、日本語非対応の

Linuxだとしても、すべて通常の文字（2つの1バイト文

字）として扱われるため、ファイル名として扱うことに何

の問題もない。日本語フォントが用意されていないので、

lsなどのコマンドで見るとファイル名が化けて見えるし、

bashなどのユーティリティも2バイト文字に対応していな

いため、コマンドライン編集の時には不都合が生じること

があるものの、アプリケーション（この場合はSamba）

が指定したファイル名がそのままディスク中に書き込ま

れ、ディスクから読み出したファイル名がそのままアプリ

ケーションに渡されるという点では、問題ないわけだ。

一方、シフトJISの場合はどうだろうか？　上の実行例

を見ればわかるように、“予”の文字コードは 0x97

0x5c、“感”のコードは0x8a 0xb4となっている。シフト

JISでは、2バイト文字の1バイト目には0x80以上のコー

ドを使うが、2バイト目には0x40以上の文字を使う。その

ため、指定されたファイル名を英語のファイル名のつもり

で解釈すると、2バイト目のコードの一部が、「特殊文字」

とされているコードになってしまうことがあるのだ。この

場合、“予”の2バイト目の0x5cが、“¥”（英語の場合は

“＼”）、つまりバックスラッシュとなっているが、これは

Windowsのパスの区切りだ。当然、これをパスの区切り

として処理しようとするプログラムは、エラーになる。

WindowsクライアントがシフトJISコードを使い、日本

語文字の2バイト目にパスの区切り文字など、特殊なコー

ドが含まれてしまうこと、これが「英語版Sambaで日本

語ファイル名が使えない」というトラブルの原因だ。

■Sambaの設定でファイル名を変換する

Sambaが、シフトJISの文字列をそのままファイルシス

テムに渡しているのが問題の原因とわかれば、その解決方

法もすぐにわかるだろう。シフトJISのファイル名を

Sambaが別の文字コードに変換してやればいいのだ。

Sambaには、この機能が最初から組み込まれている。

つまり、英語版Linuxで動作する英語版Sambaであって

も、smb . c on f の設定だけで、シフト JIS（日本語

Windows）対応になるのだ。

2バイト文字コードのWindowsクライアントに対応する

ためには、smb.confの[global]セクション中で、以下のよ

うに指定する。

coding system = euc

client code page = 932

SWATで設定する場合は、まず【GLOBAL】アイコン

を、さらに【Advanced View】ボタンをクリックする。

【Filename Handling】というセクションの下に、この2

つのエントリが用意されているので、それぞれ“euc”、

“932”と指定すればいい。前回紹介した日本語Sambaで

あれば、この2つがデフォルト値としてコンパイルされて

いるため、smb.confに何も書かなくても日本語ファイル名

が正しく処理される。

client code pageパラメータで指定しているのが、

「Windowsクライアントで使っている文字セット」だ。こ
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画面3 SHARESページの編集画面
共有名の作成、または選択を行うと、このような画面が表示される。パスやコメン
ト、各種パラメータを入力してから【Commit Changes】ボタンをクリックしよう。



こで指定している“932”というのが、Windowsの日本語

文字コード、シフトJISを意味している。一方のcoding

systemパラメータで指定しているのが、「2バイト文字を、

どのようなファイル名に変換するか」だ。ここでは、英語

版Linuxでも一応問題が起こらない、EUCを指定してい

る。SWATの【STATUS】ページや、Linuxのコマンド

ラインからの ls コマンドなどでは表示が化けるが、

Windowsクライアントからは正しいファイル名が確認で

きるだろう。ご存じのとおり、日本語対応のLinuxでも標

準漢字コードとしてEUCを使っているので、この指定を

することで、Linuxのlsコマンドなどでもファイル名が正

しく表示されるはずだ。

Sambaでは、EUC以外にも何種類かの変換文字セット

を用意している。詳しくはコラム「Sambaのコーディング

システム」を参照してほしい。

蛇足だが、smb.confには“character set”というパラ

メータも用意されている。これは特殊な1バイト文字セッ

ト用のもので、日本語を扱う場合にはまったく関係がない。

下手に指定するとトラブルの原因になるので、何も指定し

ないこと。

■日本語の共有名

Sambaを使う場合、もうひとつ考慮しなくてはならない

のが、2バイト文字を含む共有名とコメントだ。これにつ

いては、Sambaの日本語サポートはまだ不完全だ。かな

り限定された条件以外では、共有名やそのコメントに、日

本語は使えないと思ったほうがいい。

まず、SWATの日本語サポートが不完全なために、2バ

イト文字を含む共有名やコメントが入力できない。新規の

作成も無理だし、smb.confを直接編集して日本語を指定

した場合も、文字化けなどが起こって正しく表示できない。

smb.confを直接編集してやれば、日本語文字を含む共

有名などは作成できるのだが、クライアントがNTや

Windows 2000の場合には文字化けが起こって正しく表示

されない。

つまり、以下の条件が揃っている場合のみ、辛うじて日

本語の共有名やコメントが使える（可能性がある）という

ことだ。

・クライアントはWindows 9xのみ（NTやWindows

2000は使っていない）

・smb.confの編集にSWATを使わない（テキストエディ

タで編集する）

SWATの対応状況やNTクライアントのサポート状況を

見てもわかるように、現在のSambaでは、共有名やコメ

ントでの2バイト文字の利用は考慮されていないと考えた

ほうがいい。エンドユーザーからは文句が出るかもしれな

いが、日本語を使わないのが無難というものだ。

ちなみにこのような使い方をする場合、smb.conf中の日

本語文字はEUCで記述する。Windowsクライアント側の

テキストエディタを使うと、文字コードがシフトJISにな

ってしまったり、改行コードがLinuxではなくWindows

のものになってしまったりするので注意すること。
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本文でも説明したとおり、日本語

Windowsで日本語を含むファイル名を指定

すると、Linux上では正しいファイル名とし

て扱えないことがある。この問題に対処す

るために用意されているのが、smb.confの

coding systemパラメータだ。

このパラメータは、client code pageパラ

メータが932（シフトJIS）の場合にのみ有

効になる。指定できるのは以下のような文

字列だ。

オプション値 内容

SJIS シフトJISそのまま

JIS8 8ビットJIS

JIS7 7ビットJIS

JUNET JUNET コード

EUC EUCコード

HEX 16進のテキスト化コード

CAP CAP（Columbia AppleTalk

Program）互換

いろいろなオプション値が用意されてい

るが、これはSambaがオープン、つまり異

機種接続性を考慮した設計になっているか

らだ。つまり、日本語コードとしてJISや

シフト J IS を使っているシステムでも

Sambaが動作するように、このように多彩

な設定が用意されているのだ。Linuxを始

めとする、現在主流の日本語対応UNIXの

ほとんどは、日本語コードとしてEUCを使

っているので、Sambaでも、これを使うの

が基本となる。

ただし、英語しか扱えない端末やコンソ

ールからも、該当ファイルを扱うことが多

いのであれば、HEXを使うのもいいだろう。

これらの変換モードでは、英語端末でも入

力・表示できる文字にファイル名を変換す

るため、コマンドラインでの指定が多少は

容易になる。

Column

「Sambaのコーディングシステム」



今回は、システムの引越しを行いたいと思う。さすがに

通常の引越しを想像している人はいないだろうが、一応説

明しておくと、ここではハードディスクのスワップが中心

となる。今まで過ごしていた家が手狭になったので、大き

な家に引っ越す、そんなイメージである。

僕のシステム環境では、Linuxマシンは、ハードウェア

リソースを分配して割り当てる際のプライオリティ付けが

一番低い。その理由はさておき、つまりはLinuxマシンに

は、“おさがり”部品が集まってくるのだ。今回、別のシ

ステム用に新しいハードディスクドライブを購入したの

で、そのシステムで使用していたハードディスクが余るこ

とになった。そこで、Linuxマシンにというわけだ。単に

増設して使ってもよかったのだが、このハードディスクの

性能のほうが今使っているものより“よい”ので、スワッ

プしてしまうことにしたのである。

；

；引越し準備

；

慧眼（けいがん、えげん）という言葉がある。ものごと

の本質を見抜く、優れた眼力とか洞察力のことなんだけど、

システムの引越しには、この慧眼がもっとも必要とされる。

想像してみよう。何をどのように移行すれば、問題なく、

以前どおりに稼動させることができるのか。実際にやって

みないと実感としてわかないかもしれないが、想像の段階

でディテールまでキチンと把握できていないと、たいてい

の場合、トラブルに見舞われて引越しは失敗に終わる。デ

ィテールまでキチンと把握しておくこと、つまり、本質を

見抜いておくことで、問題を極力回避し、また、もしトラ

ブルが発生したとしても容易に対処できるようになるの

だ。

では、まずシステムの引越しについての手順を考えてみ

よう。今回の手順の大筋をまとめると次のようになる。

①新しいディスクを適当な場所に接続し、パーティション

構成を設計する。

②既存のディスクから新しいディスクへ必要なデータすべ

てをコピーする。

③新しいディスクからブートできるようにする。

ざっとこんな感じだ。それでは、個々の部分のディテー

ルを詰めていくことにしよう。なお、これ以降のすべての

手順は、基本的にスーパー（ルート）ユーザーで行うもの

とする。

；

；新しいディスクの構成

；

新しいディスクを接続して、パーティションを構成する

こと自体は、それほど難しくないと思うので、ポイントだ

け説明しておこう。
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引越し準備

新しいディスクの構成



■パーティションサイズとブロックサイズ

実際にLinuxを運用してみると、最初に設定したパーテ

ィション構成が良くなかったことに気づくことは多い。必

要以上に細かく分けてしまって使い勝手が悪かったり、逆

に分けなくて効率が低下したりと、後悔は尽きない。新し

いディスクでは、それらの経験を踏まえてパーティション

を構成しよう。

僕の場合、実験用で自分以外使わないので、/（ルート）

用に4Gバイト、/var用に1Gバイト、ソースコードを展開

する作業用に10Gバイト、そして各種ドキュメント、デー

タ用に2Gバイトとした（実は以前と比べて、作業用を増

やしただけなんだけどね）。スワップ領域は、僕の使い方

では、今まで使われることがなかったので思い切ってなし

とした。

またファイルシステムのブロックサイズについても多少

考慮したほうがよい。頻繁にアクセスするファイルを格納

する部分は4Kバイト、たまにしかアクセスしないデータ

やProxyキャッシュの領域は1Kバイトといった感じだ。

；

；ファイルのコピー

；

新しいディスクのパーティション構成、そしてファイル

システム作成が終わったら、適当なところにマウントして

ファイルの移行を始めることにしよう。

マウントする位置はどこでもよいのだが、ここでは、

/mntの下に適当なディレクトリを作成してマウントする

ことにする。

# cd /mnt

# mkdir n1 n2 n3 n4

# mount /dev/hdb1 n1

# mount /dev/hdb2 n2

…

早速、ファイルのコピーといきたいところだが、その前

に移行時の余計なディスクアクセスを避けるためにシステ

ムをシングルユーザーモードにしておこう。もちろん最初

からシングルユーザーモードでブートしておいてもいい。

# init S（もしくは1）

シングルユーザーモードへの移行が完了するとちょっと

したログデーモンとシェルが動作している状態になる。一

応psコマンド（ps auxなど）で確認してほしい。

シングルユーザーモードになったことで、ほかのユーザ

ーやさまざまなデーモンからのディスクアクセスを気にせ

ず、作業できるようになった。いよいよファイルをコピー

することにしよう。

■パーミッション情報の保全

しかし、単純にファイルをコピーすればよいというもの

ではない。ファイルのパーミッション情報やシンボリック

リンクファイルの扱いを考えなくてはならないし、ディレ

クトリ以下、全部まとめてコピーもしたい。

ファイルのパーミッション情報やシンボリックリンクフ

ァイルなどをそのままの状態でコピーするには、いくつか

の方法がある。ここでは、cpコマンドとtarコマンドの2

種類の方法を紹介しておこう。

■cpコマンド

Linuxでファイルのコピーを行うための標準的なcpコマ

ンドは、GNU fileutilsに含まれているものが主流である。

このcpコマンドにはいくつかのオプションが用意されてい

て、今回のような要件にも対処できるようになっている。

ここでは、-aオプションを利用する（詳細はヘルプを参

照）。-aオプションは、-dpRと同じ意味で、リンクの状態、

属性を保持し、再帰的にコピーするためのものだ。なお、

GNU fileutilsの古いバージョンだとこれらのオプション

はないので注意すること。

# cp -a /bin /dev /etc /sbin /lib /usr  …　/mnt/n1

コピー元に/（ルート）を指定したいところだが、いく

つかファイルシステムをマウントした状態なので個別に指

定している。また/varなど、マウントして利用するファイ

ルシステムへは、ディレクトリからではなく、その内容か

らコピーするように気をつけてほしい。つまり、/varを

/mnt/n2にコピーする際、/mnt/n2/varとならないよう

にする必要がある。

■tarコマンド

tarコマンドを用いる方法では、通常のアーカイブを作

成するオプションに加えて、pオプションを指定する。こ

れでリンクや属性の状態が保持されるようになる。tarコ

マンドは、次のように使用する。
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# tar cfp - /bin | (cd /mnt/n1 ; tar xf -)

まず、cfpはそれぞれ、アーカイブを作成、ターゲット

はファイル、リンクや属性の状態を保持というオプション

だ。続くスペースにはさまれた－（ハイフン）は、標準出

力を表す。つまり/binをアーカイブして標準出力に出力す

るという意味だ。その出力はパイプでつながれたコマンド

に渡される。こちらでは、cdコマンドでカレントディレク

トリを移動し、tarで標準入力を受け、展開する。なおtar

には、-Cオプションがあり、ディレクトリを指定して変更

できるのだが、オプションが複雑になるのを避けるために

あえて、cdコマンドを利用している。

cpコマンド、tarコマンド、どちらを用いても結果は同

じなので、好みの方法を採用するといいだろう。まあ、cp

コマンドのほうが楽だとは思うけど。

；

；新しい構成のチェック

；

ファイルのコピーが完了したら、次は、新しいディスク

をhdaに付け替える前のチェックだ。新しいディスクのル

ートファイルシステムになるパーティションのetcに移動

し、fstabを確認しよう。

# cd /mnt/n1/etc

fstabでは、新しいディスクのパーティション構成に合

わせてマウントポイントなどの修正を行う。ルートデバイ

スさえ、きちんと設定してあればとりあえずはどうにかな

ると思う。

；

；ブートはどうする

；

新しいディスクをhdaに付け替えた時、ブートするには

どのようにしておけばよいのだろう。

これには、liloを用いることができる。単純に現在のデ

ィスク構成でディスクジオメトリ、つまりliloのセカンド

ローダやLinuxカーネルの位置を算出した場合、ディスク

内のジオメトリ自体は問題ないが、ディスク装置の番号が

問題となる。通常BIOSでは、1、2、もしくは1～4のデ

ィスク装置の指定ができ、liloでもそれを指定しているの

だ。しかしliloには、指定したディスク装置を特定のディ

スク装置に見立てて設定するオプションが用意されている

ので、今回のようにhdbのディスク装置をhdaとして設定

することが可能だ。これには、disk=オプションに加えて、

bios=でディスク番号として0x80などを関連付けるのだ

が、少々面倒なので、ここでは手軽なブートフロッピーを

使用することにする。

；

；ブートフロッピーの作成

；

ここで作成するブートフロッピーは、カーネルを含むも

のだ。liloのブートイメージが収められたものではなく、

ブートとカーネルをメモリへ展開するルーチンの付加され

た圧縮カーネルイメージである。

今回のようなシステムの引越しをやってみようと考える

ユーザーなら、カーネルの再構築ぐらいは行ったことがあ

ると思う。カーネルを再構築した際、/usr/src/linux/

arch/i386/bootに作成されるbzImageもしくはzImage

が上記の圧縮カーネルイメージだ。/boot/vmlinuzもそれ

をコピーしてリネームしているだけなのでそちらを使って

もよい。

この圧縮カーネルイメージには、実は、ルートデバイス、

スワップデバイス、RAMディスクサイズ、ビデオモード

などの情報が含まれている（ファイルの最後に付加されて

いる）。ここで重要なのはルートデバイスだけだが、最初

にこの情報を確認しておこう。これらの情報の設定、確認

には、rdevコマンドを使用する。

# rdev bzImage

Root device /dev/hda1

このbzImageファイルでは、ルートデバイスとして

/dev/hda1が設定されていることがわかる。通常、liloを

用いてブートする場合には、lilo.confの中でルートデバイ

スを指定していると思うが、これは、カーネルをロードす

る際に、引数としてそのルートデバイスを渡しているのだ。

すなわちbzImageファイルのデフォルト値は無視されるわ

けだが、ここで作成するブートフロッピーでは引数を渡さ

ない（渡すすべがない）ので、きちんとデフォルト値を設

定しておく必要があるのだ。

もし、ルートデバイスが/dev/hda2となるのであれば、

次のように設定する。

# rdev bzImage /dev/hda2
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これでbzImageは、/dev/hda2をルートデバイスとし

てマウントし、/sbin/initをキックして、/etcの初期化ス

クリプトを実行するようになる。

それでは、ルートデバイスをきちんと設定したbzImage

をフロッピーディスクにコピーして、ブートフロッピーを

作成することにしよう。イメージは直接/dev/fd0にcpコ

マンドやddコマンドでコピーすればよい。

# cp bzImage /dev/fd0

or

# cp /boot/vmlinuz /dev/fd0

これでブートフロッピーの完成だ。あとは、再度新しい

ディスクのetcディレクトリのfstabを確認して、システム

のシャットダウンを行う。そしてディスクの物理的な設定

変更のあと、ブートしてみよう。フロッピーディスクから

起動し、新しいディスク装置のルートデバイスがマウント

され、初期化スクリプトの処理が始まれば成功だ。スクリ

プトの処理が終わり、ログインプロンプトが表示されたら、

rootでログインして、liloの設定を行う必要がある。この

時点では、余計なトリックなどの必要はないので、素直に

lilo.confを設定し、liloを実行すればよい。そうすれば次回

からはブートフロッピーでなく、ハードディスクから起動

できるようになると思う。

；

；カスタムカーネルではない場合の

；ブートフロッピーの作成

カーネルを再構築して作成したカスタムカーネルでは、

基本的にブートの際にそのほかの余計なモジュールの支援

は必要ない（必要ないように設定するから）のだが、ディ

ストリビューションが配布するカーネルを使用している場

合は、もしかすると依存している可能性がある。これらの

場合に対応できるようにliloを用いたハードディスクにあ

まり依存しないブートフロッピーの作成方法も紹介してお

こう。

まず、フロッピーディスクをフォーマットし、ファイル

システムを作成する。ここでは一般的な1.44Mバイトのフ

ォーマットを行っている。またファイルシステムは対応し

ていれば何でもよいのだが、カーネルに必ず含まれている

であろうext2を採用している（FATとかminixだと含ま

れているかどうか不安なので…）。

# fdformat /dev/fd0H1440

# mkfs /dev/fd0

作成したらフロッピーディスクを/mnt/floppyなどにマ

ウントし、/bootのvmlinuz-2.xx、initrd-2.xx、module-

info-2.xx、そしてスペースが許せばSystem.map-2.xxをコ

ピーする。

次に/etc/のlilo.confをlilo.conf.fdにコピーし、次のよ

うな変更を行う。

boot=/dev/fd0

root=/dev/hda1

read-only

image=/mnt/floppy/vmlinuz-2.2.12-20

label=linux

initrd=/mnt/floppy/initrd-2.2.12-20.img

boot=には/dev/fd0、root=にはハードディスク上の

/dev/hda1を指定している。またカーネルイメージ、モジ

ュールイメージとして、/mnt/floppy/のファイルを指定

している。そんな指定で大丈夫なの？と不安を覚える人も

いるかもしれないが、これらのイメージはliloが実行され

る段階でBIOSコールのパラメータに置き換えられるので

問題ないのだ。/mnt/floppy/という指定でもちゃんとフ

ロッピーディスクのCHS番号として設定されるのである。

この設定を有効にするには、-Cオプションを指定して次

のように行う。

# lilo -C lilo.conf.fd

最初に説明したブートフロッピーと比べて、こちらの場

合は、liloを使用しているので、カーネルにブートパラメ

ータを渡すことができるというメリットがある。

今回は、ハードディスクをスワップする目的で話を進め

てきたが、これらのテクニックは、単にルートデバイスや

ディスク（パーティション）構成を変更したり、何かしら

のトラブルシューティングをしたりするなど、さまざまな

用途に応用できるので、ぜひとも使いこなせるようになっ

ておこう。

；

；Windowsと共存しているディスクの場合

；

ディスクにWindowsを共存させている場合は少し面倒

だが、難しくはない。まぁ、面倒なだけあって説明すると
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長くなるのでここでは割愛するが、ファイルのコピーに関

しては、リペア用の環境を別途用意して行えばよいし、ブ

ートに関しても、Windows 9xの場合は、それぞれの修

復ディスクからsysコマンドでio.sysへのジオメトリを設

定し直すだけ、Windows NTの場合は、ファイルシステ

ムをフォーマットした段階で最下位のブートコードが埋め

込まれるようになっているので、特別なことをしなくても

ファイルシステム上のntldrを見つけられるようになって

いる。

またWindows NTのブートローダからWindows 9xを

ブートするようにしている場合は、まずWindows 9xの

設定を行い、Windows NTの修復セットアップでブート

環境を修復するか、直接bootsect.dosファイルのio.sysへ

のジオメトリを書き換えるなどする。Windows NTの修

復セットアップは時間がかかるので、Windows系のファ

イルシステムのフォーマットはすべてNTで行い、NTが

ブートできる状態にしておき、ひとまず、その状態のパー

ティションブートセクタをファイルに保存する。次に

Windows 9xのsysコマンドを実行したのち、そのパーテ

ィションブートセクタをbootsect.dosとして保存する。そ

して先ほど保存しておいたNTのブートセクタファイルを

書き戻すのが手っ取り早いだろう。この時、適当なディス

クエディタを持っていないのであれば、Linuxのddコマン

ドが便利だ。たとえば、/dev/hda1がWindowsのパーテ

ィションだとすると、次のように実行する。

Windows NTのブートセクタを保存する：

# dd if=/dev/hda1 of=bootsect.backup bs=512 count=1

Windows 9xでsysコマンドを実行したあと、ブートセク

タを取り替える：

# dd if=/dev/hda1 of=bootsect.dos bs=512 count=1

# dd if=bootsect.backup of=/dev/hda1 bs=512 count=1

if=で入力ファイル、of=で出力ファイル、bsで読み書

きするサイズ、count=でその回数を指定する。つまり上

記の最初のコマンドの場合は、/dev/hda1から読み出し、

bootsect.backupに書き出す、サイズは512バイト、回数

は1回ということになる。

；

；ループバックデバイスの活用

；

冒頭での今回のパーティション構成を見るとわかると思

うけど、僕は細かくパーティションを分割するのは好きじ

ゃない。でも、各種実験の時など、ちょっとだけ分けたい

こともある。こんなときに利用するのが、ループバックデ

バイスだ。ループバックデバイスは、実際のデバイスとは

異なり、すべてが内部的に処理される仮想デバイスと考え

ておけばよい。フロッピーディスクのシミュレーションな

どにもよく利用されるので、見たことがあるかもしれない。

そういえば、ループバックファイルにLinuxのシステムフ

ァイル全部入れて、Windowsと簡単に共存できるように

したディストリビューションもいくつかあるようだし。

ループバックデバイスでは、通常のファイル（ブロック

デバイスでもOK）の中にファイルシステムを作成して、

任意のディレクトリにマウントして使用することができ

る。ここで、少し作り方を説明しておこう。

# dd if=/dev/zero of=test.dat bs=1k count=200000

# losetup /dev/loop0 test.dat

# mkfs /dev/loop0

# mount /dev/loop0 /mnt/8

# umount /dev/loop0

# losetup -d /dev/loop0

まず、ddコマンドを使用して、空のファイルを作成す

る。ここでは、入力デバイスとして/dev/zeroを指定して

必要なサイズ、1Kバイトを20万回、つまり200Mバイト

の0で埋め尽くしたファイルを生成している。

次にlosetupコマンドで、/dev/loop0と作成したファイ

ルfile.loを関連付けている。次のようにデバイス名だけを

オプションとして指定すると状態を見ることができる。

# losetup /dev/loop0

/dev/loop0: [0301]:106462 (test.dat) offset 0, no

encryption

losetupコマンドでは、暗号化の設定ができるようにな

っており、-eオプションで指定することができる。一種の

暗号化ファイルシステムとしても利用できるわけだ。暗号

化には、XORとDESを設定可能だが、DESルーチンはカ

ーネルに含まれていない場合がほとんどなので、たぶん普

通は利用できないと思う。

続いてmkfsコマンドで/dev/loop0にファイルシステム

を作成し、mountコマンドで/mnt/8にマウントしている。

ファイルシステムはシステムが対応しているものであれば
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何でもよい。ここでは何も指定していないのでデフォルト

のext2、ブロックサイズ1K でフォーマットされる。

/mnt/8にマウントしたあとは、通常のファイルシステム

と同様に扱えるようになる。

取り外すときは、umountコマンドを用い、さらに

/dev/loop0との関連付けを削除するために、losetupコマ

ンドで-dオプションを指定して実行している。

なお、mountコマンドだけでも操作可能だ。

# mount -o loop test.dat /mnt/8

# mount

/root/file.lo on /mnt/8 type ext2 (rw,loop=/dev/loop0)

mountコマンドで-o loopオプションを指定することで、

losetupで指定していた/dev/loop0などとの関連付けを自

動的に行わせることができるのだ。またこの場合、

umountコマンドでデバイスを取り外せば、losetup -d

/dev/loop0を実行しなくても、関連付けが削除されるよ

うになっている。

また次のような使い方もできる。

# dd if=/dev/fd0 of=fdimage

# mount -o loop fdimage /mnt/floppy

この例では、フロッピーディスクのイメージをfdimage

ファイルに書き出し、それを/mnt/floppyにマウントして

いる。

ループバックデバイスのパフォーマンスは、通常のディ

スク上のファイルシステムと比べると約半分程度に低下す

る（Rewriteやランダムシークはさらに劇的に遅くなる場

合もある）が、それほどパフォーマンスを求める分野で利

用するものでもないので問題にはならないだろう。でも、

フロッピーと比べると断然速い（当たり前だけど）。あと、

作成するループバックファイルをスパースファイルにして

おくと、省スペースにもなる。

；

；スワップファイル

；

今回スワップパーティションはなくしてしまったわけだ

が、どうしてもスワップ領域が必要になることがあるかも

しれない。こんな時は、どうすればいいのだろう？

実はスワップ領域は、専用のパーティション以外、ズバ

リ、通常のファイルにも作成することができるのだ。まあ、

ブロックデバイスとかの仕組みを考えれば、できて当然な

のだが、問題点としては、先ほどのループバックファイル

同様、パフォーマンスが犠牲になってしまうことだ。

このパフォーマンスの問題さえ納得できれば、スワップ

領域を通常のファイルにしてしまうメリットは大きい。

# dd if=/dev/zero of=/pagefile bs=1k count=1000000

# mkswap /pagefile

Setting up swapspace version 1, size = 1023995904

bytes

まず、ループバックファイル同様、適当なサイズのファ

イルを生成する。ここでは、100Mバイトのサイズでルー

トにpagefileというファイルを作成した。ファイル名、そ

の格納場所の制限はないが、一応、パーミッションは、

600にしておくと安全だ。

次にmkswapコマンドでそのファイルをスワップ領域用

にセットアップする。mkswapコマンドでは、スワップ領

域としての印をつけるだけで、システムが使えるようには

ならない。システムで使用できるようにするには、次の

swaponコマンドでそのスワップ領域を有効にする必要が

ある。-sオプションを使用するとシステムのスワップ領域

の状態を確認することができる。一応、freeコマンドでメ

モリ使用の状況も見ておこう。なお、スワップ領域を解除

するには、swapoffコマンドを使用する。

# swapon /pagefile

# swapon -s

Filename Type Size Used Priority

/pagefile file 999992  0       -1

このスワップ領域は、fstabに次のように記述しておく

ことができる。このようにしておけば、起動時に自動的に

マウントされるようになる。ただし、ファイルが格納され

ているファイルシステムがマウントされている必要がある

ので、記述する順番には気をつけよう。

/swapfile swap swap defaults 0 0

パーティション領域と違い、ファイルだと柔軟にサイズ

の変更などが行えるので、パフォーマンスさえ気にしなけ

れば、結構便利だ。
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フリーソフトウェア運動およびGNUプロジ

ェクトが開始されてから、ようやく15年を超

えた。これまでの間に我々は大いに進歩をと

げた。

1984年には、ライセンスによる制限のある

商用OSをインストールせずには、最新のコン

ピュータを使うことはできなかった。人々は

誰も、ソフトウェアを仲間のコンピュータユ

ーザーと自由に共有することを許されず、ま

た自分の必要に合わせてソフトウェアを変更

することは困難だった。ソフトウェアの所有

者たちは、私たちをばらばらに分断する壁を

作り上げていた。

そうした状況を一新するために、GNUプロ

ジェクトが設立された。その最初の目的は、

UNIX互換の、移植性のある、100%フリーな

OSを開発することだった。 95％ではなく、

99.5％でもなく、100％フリーであることによ

って、ユーザーはシステム全体を再配布する

ことができ、また、それを自由に変更してコ

ントリビュートできるのだ。このシステムの

GNUという名前は「GNU's Not Unix」の頭

文字をとった再帰的なものだ。これはUNIX

に敬意を表わし、同時に、それとは異なるも

のであることを示している。技術的にはGNU

はUNIXに似ている。しかしUNIXとは異なり、

GNUはユーザーに自由をもたらすのだ。

このOSの開発では、何百人ものプログラマ

ーが何年も働く必要があった。中にはFree

Software Foundationや、フリーソフトウェ

アをビジネスにする企業によって報酬が支払

われた人々もいたが、ほとんどはボランティ

アだった。有名になった人もいなくはないが、

ほとんどの人々は、そのコードを使ったり変

更したりするほかのハッカー仲間から知られ

ているだけだ。しかし全員が人類すべてのた

めに、コンピュータネットワークの可能性を

解放するための手助けをした。

1991年には、UNIXライクなシステムの、

最後に残った重要な本質部分が開発された。

これがLinuxであり、Linus Torvaldsが書い

たフリーなカーネルである。今日では、GNU

とLinuxの組み合わせは世界中の数百万の

人々に使われていて、その人数は増えつつあ

る。99年3月、我々はGNOMEのリリース1.0

を発表した。これはGNUのグラフィカルなデ

ス ク ト ッ プ で 、 我 々 は こ れ に よ っ て

GNU/Linuxシステムを、他のOSと同様に使

いやすくしたいと考えている。

しかし、我々の自由は永久に保証されてい

るわけではない。世界は不動のものではなく、

現在自由だからといって今後5年間自由でいら

れることを、あてにはできないのだ。フリー

ソフトウェアは、困難な問題や脅威に直面す

る。我々の自由を守るためには、初めに我々

が自由を得たときと同じぐらいの、断固とし

た努力が必要だ。一方、このOSはまだ動き始

めたばかりだ。今度はユーザーが望むすべて

の分野の仕事を扱えるように、フリーのアプ

リケーションを付け加えていく必要がある。

これからも、フリーソフトウェア社会が直

面している固有の難問について、 また

GNU/Linux OSについての事情や、コンピュ

ータユーザーの自由に影響を及ぼす問題点に

ついて書いていくつもりだ。

Copyright 1999 Richard Stallman
Verbatim copying and redistribution of this entire article
is permitted provided this notice is preserved.

http://linuxtoday.com/
毎月、米国の人気Linuxサイト「Linux Today」に掲載された記事の要約を
お届けします。記事の全文は日刊アスキーLinuxで読むことができます。
http://www.linux24.com/

Linux Today
米国LinuxToday提携

訳：日下部圭子

フリーソフトウェアの15年間
Text : Richard Stallman
http://linuxtoday.com/stories/4145.html（原文）
http://www.ascii.co.jp/linux/linuxtoday/article/article323968-000.html（邦訳全文）

プロフィール
1984年にRichard StallmanはMITを退職

し、フリーなUNIXライクなOSの開発を始

めた。彼はその活動の中でFree Software

Foundationを 設 立 し 、 GNU General

Public License（GPL）を作り上げ、gcc

やEmacsを作り上げた。



なぜ、CorelはLinuxに力を入れるようにな

ったのか。今日のCorelを築いたCowpland博

士にLinuxTodayのDwight Johnsonが聞く。

Dwight：初めてLinuxに関心を持ったときの

ことを教えてください。

Michael：それは昨年の初めのことでした。私

たちはNetWinder（http://www.rebel.com/

netwinder/）のためのOSを探していて、

QNXやいくつかの組み込みシステムを検討し

ていたのですが、私たちの開発者の1人が、

Linuxを提案したのです。調べれば調べるほど

Linuxを気に入りました。私たちはソースコー

ドの内容を調べ、それがあまりにもすっきり

うまく書かれているので信じられないような

気持ちでした。それが最初で、私たちはLinux

をNetWinderに採用し、それはすばらしい働

きをしてくれました。それから私たちは

Ottawaでのユーザーグループミーティングに

行き、NetWinderを起動したところ大きな反

響を得ました。この時点で私たちはLinuxは

将来有望なOSであることを十分に理解したの

で、自分たちのすべてのアプリケーションを

Linuxに移植しているところなのです。

私たちがそれに取り組み始めたのが1997年

の末ごろで、1998年初頭に自分たちのすべて

のアプリケーションを移植することを明言し、

WordPerfect 8を移植しましたが、最近その

ダウンロード回数が60万回を超え、それ以来、

次のアプリケーションを提供する最良の方法

はそれらについて一度にひとつずつやるので

はなく、Wineへの注力を大幅に増やすことだ

とわかりました。そうすることで自動的に各

アプリケーションの90%の作業が済んだこと

になり、コンパイルすることで各アプリケー

ションの調節をある程度可能にしつつも、作

業の大部分はもう済んでいるということにな

るわけです。

Dwight：ではそのときすでにNetWinderを計

画していたのですね。昨年5月にNetWinder

をアナウンスしましたよね。そのときにもう

Linuxを使うと決めていたのですか?

Michael：そうです。私たちはそれよりずっと

前にOSを決めていなければなりませんでした。

1997年の末には決まっていたはずです。

Dwight：でも、thin-clientとして計画したこ

とは初めから正しかったのですか?

Michael：ええ、これは基本的にネットワーク

コンピュータであると同時にthin-clientです。

そして、Linuxコンピュータとなりました。

Dwight：Javaを検討しませんでしたか？

Michael：当初、私たちはあるOS上で動く

Javaを想定していて、OSはある程度無関係な

ものになるだろうと考えていました。それか

ら突然、LinuxがJavaより重要だと分かった

のです。それが転換のときでした。実際、そ

れは妙なことでしたが、私たちはだんだんわ

かってきたのです。私たちは、Javaは必要不

可欠ではないようだ、枝葉末節の部分になる

はずだと考え始めました。そして現状その通

りです。私たちにはJVMがあります。これは

持っているべき重要なツールです。Javaで書

か れ た MIS（ Management Information

System）ミドルウェアがたくさんあります。

このため、これは確かにある役割を果たして

います。しかし我々の重要視する部分はすぐ

にほかへ移ってしまったわけです。

Dwight：話は変わりますが、現在Corel内で

使われているLinuxやオープンソースソフトウ

ェアはいかがですか？

Michael：私たちはLinux上で数多くのサーバ

を稼働させています。

Dwight：Webサーバですか？

Michael：ええ、そして私は自分の机に2台の

コンピュータを置いています。1つはLinuxで

もう1つはWindows、それぞれ直接あちこち

にネットワークを繋ぎ、うまくやっています。

そして私たちはこれからLinuxを、急速に増加

しつつあるユーザー層に対して、デュアルプ

ラットフォームモードに、すなわちデュアル

ブートもしくは2台のコンピュータを持つとい

った形式で普及させていくことになるだろう

と思います。

Dwight：LinuxはCorel従業員のうちのかなり

の割合の人々に、メインのOSとして使われる

と思いますか？

Michael：それにはある程度の期間がかかると

思います。おそらく18カ月かかるでしょう。

私たちはすべてのアプリケーションを持って

いるので、それを使わない理由はあまりあり

ません。ほとんどの人々が使うものはWebと

オフィススイートとグラフィックスで、それ

らはみな私たちが扱っているものです。です

から私たちはきっと、Linuxを最大限に利用

することになるでしょう。最初は並行して利

用されるでしょうが、後に優先的に選ばれる

システムになると思います。私たちがLinuxに

直接関わってみて得られた利点は、Corel独自

のディストリビューションを作るべき理由が

わかったことです。というのは、Linuxはたい

へん良いシステムなのですが、セットアップ

が難しいのです。セットアップの専門家が必

要です。私たちはそのすべての面倒を見ます。

同様に、ネットワークをブラウズするのは現

状ではWindowsのように簡単にはできませ

ん。私たちはそれについても面倒を見ます。

私たちは、何があって何が足りないのかが

わかります。そして不足しているものはそれ

ほど多くありません。私たちは不足している

部分を埋めるつもりです。
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Michael Cowpland氏はCorelの創設者で

あり、現在も社長兼CEO。CorelはCorel

LINUX OSを発表、今後もLinuxに力をい

れていくという。

Corel社CEO Michael Cowpland博士インタビュー
Text : Dwight Johnson
http://linuxtoday.com/stories/4147.html（原文）
http://www.ascii.co.jp/linux/linuxtoday/article/article327232-000.html（邦訳全文）
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インストールタイプ、SCSIの設定
どのようなアプリケーションパッケージをインストールするか選択します。「ワーク

ステーション」と「サーバ」では、規定のパッケージがインストールされます。「ワー
クステーション」を選ぶと既存のLinuxパーティションが、「サーバ」を選ぶとハード
ディスクの全領域が初期化され、パーティション設定からインストールまでが自動的
に行われます。「サーバ」を選ぶと、Windowsなど、ほかのOSの領域もすべて消え
てしまいますので注意してください。「カスタム」ではこれらの設定を手動で行います。
ここではカスタムを選択したものとして説明を続けます。
「SCSIの設定」画面では、SCSIインターフェイスを接続している場合は「はい」

を選びます。なければ「いいえ」を選択します。「はい」を選ぶとSCSIインターフェ
イスが自動検出されます。

1
キーボード、インストール方法、インストールパスの設定
最初に、使用するキーボードの種類を選択します。日本語106キーボードでは

「jp106」を、Windowsキーのある日本語109キーボードでは「jp109」を選びます。
英語キーボードでは「us」を選びます。
「インストール方法」の画面では、利用するメディアを選びます。ここでは「Local
CDROM」を選択します。
「インストールするパス」では、新規インストールをするか、アップグレードするか
を選びます。Red Hat Linux 2.0以降がインストールされている場合は、「アップグレ
ード」を選ぶことができます。ここでは「インストール」を選択することにします。

ディスクのセットアップ（カスタムのみ）
ここでは、ディスクのパーティションとマウントポイントを設定します。Disk

Druidとfdiskのどちらかのツールを利用できます。ここでは、Disk Druidを使って
説明します。
パーティションは、最低限“/（ルート）”と“スワップ”の2つが必要です。カーネ
ルの置かれる“/boot”を最初に10～20Mバイト作ってもよいでしょう。パーティ
ションを追加するには、「追加」ボタンを押して、マウントポイント、サイズなどを設
定します。スワップ以外は、タイプを「Linux native」にします。
スワップパーティションを追加するときは、タイプで「Linux swap」を選びます。

サイズは64～127Mバイトでよいでしょう。
必要なパーティションを作成したら、「了解」を選択します。

LASER5 Linux 6.0フリー版のインストール
CD-ROMブートができる場合は、付録CD-ROM Disk2をCD-ROMドライブに入れ、CD-ROMから起動します。CD-ROMブートがで

きない場合は、DOS、Windows環境でブートディスクを作成する必要があります。この場合、フォーマット済みのフロッピーディスク

をAドライブにセットし、CD-ROMのimages¥makediskディレクトリに移動して、ここにあるバッチファイルでブートディスクを作成

します。通常はmkboot.batファイルで作成するブートディスクでよいでしょう。

通常のブートディスクではサポートされないCD-ROMドライブや、SCSIインターフェイスを使っている場合はmkboot_ext.batでブー

トディスクを作ります。

CD-ROM、またはブートディスクから起動し、“boot:”のプロンプトが表示されたらEnterキーを押します。プロンプトに対し、

“english”と入力し、Enterキーを押すとメッセージが英語になります。

インストーラの操作は、［Tab］キーで項目の移動、矢印キーで選択の移動、スペースキーで選択、Enterキーで決定となります。

付録CD-ROM Disk2に収録した
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スワップスペースを有効にする、フォーマットするパーティションの選択
「スワップスペースを有効にする」画面では、スワップとして使用するパーティシ

ョンを選択します。“＊”がついているのが利用されるパーティションです。「フォー
マット中に不良ブロックをチェックします」に“＊”をつけると、そのパーティション
のディスクメディアのチェックをします。
「フォーマットするパーティションの選択」画面では、フォーマットするパーティシ
ョンを選びます。ここでも、利用するパーティションに“＊”をつけます。

インストールするコンポーネント（カスタムのみ）、インストールログ
インストールするアプリケーションパッケージを選びます。スペースキーでインスト
ールしたいパッケージに“＊”をつけます。「個々のパッケージを選択する」をチェッ
クすると、パッケージの詳細な選択ができます。
このあと「解決されていない依存関係」の画面になることがありますが、そのまま

「了解」を選べば、自動的に必要なパッケージがインストールされます。
「インストールログ」の画面では「了解」を押します。インストールの過程は

/tmp/install.logにログとして保存されます。
「インストール状況」画面では、選択したソフトウェアをハードディスクにコピー

します。進捗状況がグラフ表示されますので、終わるまで待ちましょう。

マウスの設定、ネットワークの設定、ブートプロトコル
マウスの種類を設定します。2ボタンマウスを利用する場合は、「3ボタンエミュレ

ーションをしますか？」にチェックを入れます。これをチェックすると、3ボタンマウ
スの中ボタンを、左右ボタン同時押しで代替します。
「ネットワークの設定」画面では、LANの設定を行うかどうかを選択します。ここ
では「はい」を選択することにします。「はい」を選択すると、ネットワークカードの
検出を行います。自動検出できない場合は手動で選択します。
「ブートプロトコル」画面では、IPアドレスをどのように設定するかを選択します。

「スタティックIPアドレス」では、手動でIPアドレスなどを入力します。「BOOTP」、
「DHCP」では、それぞれの該当するサーバから必要な情報を取得します。ここでは、
「スタティックIPアドレス」を選択して進めることにします。

TCP/IPの設定、ネットワークの設定
「ブートプロトコル」画面で「スタティックIPアドレス」を選ぶと「TCP/IPの設

定」画面になります。ここでは、マシンのIPアドレスなどを設定します。設定する内
容がわからない場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。
「ネットワークの設定」画面では、ドメイン名、ホスト名を設定します。また、必

要に応じて、セカンダリネームサーバ、3番目のネームサーバも設定します。
設定する内容がわからない場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。
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タイムゾーンの設定、サービス
「タイムゾーンの設定」画面では、世界標準時からの時差を設定します。日本国内

で利用するなら「Japan」を選択します。同じマシンでほかのOSも利用する場合は
「ハードウェアクロックをGMTに設定しますか？」にチェックをいれてはいけません。
「サービス」の画面では、Linuxのブート時にスタートさせるサービス（デーモン）

を選択します。サービスを選んでF1キーを押すと、そのサービス（デーモン）の説明
を英文で表示します。よくわからなければ、デフォルトのまま「了解」を押して次に
進んでも大丈夫です。

プリンタの設定、rootのパスワード、ログイン認証の設定
「プリンタの設定」画面で「はい」を選択するとプリンタの設定が行えます。
「rootのパスワード」画面では、システム管理を行うルートユーザーのパスワード

を設定します。確認のため2回入力する必要があります。なお、セキュリティを確保す
るため、入力した文字は画面に表示されません。
「ログイン認証の設定」画面では、ユーザーがマシンにログインする際の認証方式

を設定します。通常はそのまま「了解」を選べばいいでしょう。NISサーバが設置さ
れている場合はネットワーク管理者の指示に従ってください。

ブートディスク、liloのインストール、ブート可のパーティション
ブート用のフロッピーディスクを作成するかどうか選択します。緊急時に必要にな

りますので、できるだけ作成しておきましょう。
「liloのインストール」画面では、LILO（LInux LOader）のインストール先を選択し
ます。Linuxのみ、あるいはLinuxとWindows 9Xのデュアルブートをする場合は
「マスターブートレコード」を選びます。System Commanderなどのブートセレク
タを利用している場合は「ブートパーティションの最初のセクタ」を選びます。
「ブート可のパーティション」画面では、LILOで起動可能にするOSを設定します。
Windows 9Xは、デフォルトで設定されている“dos”というラベルのままで問題あ
りません。
続いてX Window Systemの設定になりますので、画面の指示に従って設定すれ

ば、インストールは終了します。

引き続き、LASER5 Linux 6.0の不具合修正のため、アッ

プデートファイルをインストールします。

LASER5 Linux 6.0を起動し、rootでログインします。最

初に、CD-ROMをマウントします。付録CD-ROM Disk2を

ドライブに入れ、次のようにコマンドを入力します。

# mount /mnt/cdrom

CD-ROMをマウントしたら次の手順でアップデート作業を

行います。

# rpm -Fvh /mnt/cdrom/updates/*.rpm

# cp -p /mnt/cdrom/untested/libnsfix-wcsmbs.so /usr/local/netscape

# cd /usr/local/netscape

# patch < /mnt/cdrom/untested/jcommunicator40x.sh.patch

作業が済んだらCD-ROMをアンマウントします。

# umount /mn/cdrom

LASER5 Linux 6.0のアップデート



EWBは本を作るためのシステム、つ

まり組版システムである。EWBは、つ

ぎのような特徴を持っている。

・マークアップ方式

・簡単なトリガ

・文章とレイアウトの分離

・TeXによる組版

・PostScriptへの対応

●マークアップ方式

一般に組版システムは、文章のレイ

アウト作業をどのように行うかで、

DTP（WYSIWYG）方式とマークア

ップ（バッチ）方式とに大きく分類さ

れる。DTP方式は、ディスプレイ上で

対話的にレイアウトしていく方式で、

Quark Expressや FrameMakerな ど

に代表される。対して、マークアップ

方式は、レイアウト処理用の記号を文

章に埋め込み、それをプログラムで一

括処理する。TeXやXMLなどがこの

方式に属する。EWBもマークアップ方

式だ。

DTP方式とEWBでの作業は図1のよ

うな違いがある。

DTPでは、通常、原稿を編集する編

集者と、その文章をレイアウトする制

作者とが共同で作業を行う。レイアウ

ト後の文章の修正は、編集者が紙の上

で行い、制作者がそれを反映をしてい

く。現在のように、市場への早急な対

応が望まれてくると、このやりとりの

手間や時間がボトルネックになってく
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作業方式の違い 

従来方式による行程 

EWB方式による行程 

校正 校正 原稿FIX編集 

レイアウト 
原稿FIX

編集 

デザイン レイアウト 修正 
版下／ 
データ入稿 面付 下版 

データ入稿 下版 

面付 

デザイン 

編集時間 

編集時間 
（従来方式と比べて編集時間の拡大が可能） 

図1 DTPとEWBでの作業の比較

プロフェッショナルユース組み版システム

EWB

文：中野ケン
Text : Ken Nakano
株式会社アスキー出版技術部

1999年10月、EWB（Editor's Work Bench）システムが、オープンソー
ス・ソフトウェアとして一般公開された。もともとはアスキーが、文書の電
子化を推進する目的で社内用に開発したシステムである。開発当初の組版機
能は文字原稿の棒打ち出力だけであったが、pTeXや周辺ツールの開発と改
良を重ねるにつれ、完全ページアップも可能となり、さらに面付けもできる
ようになっている。アスキーが出版している書籍の多くがEWBを利用して作
成され、雑誌でもスペック表のような定型ページに用いられたりもしている。
本誌ではオープンソース化を機に、付録CD-ROMに収録した。

EWBの特徴



る。

一方、EWBでの作業は、編集者は

手もとの原稿ファイルを自分で修正す

るだけで済んでしまう。やりとりが少

ないぶんだけ、手間も時間もかからな

い。逆に、同じ時間を与えられたのな

らば、より丁寧に文章を校正する余裕

が生まれる。

●簡単なトリガ

メールや文章を書くとき、●で印を

付けたり、＊＊で語句を強調したり、

マイナス記号を連続させたラインで区

切ったりして、相手が読みやすいよう

に工夫することがある。マークアップ

方式で文章に記号を付けるのも、これ

と変わらない。しかし、マークアップ

方式は、記号の入力が面倒だったり、

数が膨大だったり、規則が細かかった

りすることが難点とされる。

そこで、EWBでは誰もが容易に覚え

ることができ、すぐに利用することが

できるよう、記号（トリガ）をシンプ

ルにし、規則もワープロで原稿を作成

するときとほとんど変わらないように

している（表1、リスト1）。

ここでとくに重要なのは、トリガが

レイアウト用の指定をするための命令

としてでなく、文章の骨格を示すよう

に意味付けられている点である。文章

を執筆したり、編集したりするときに、

レイアウトのことを気にするのではな

く、その文章における、内容上の位置

付けを意識するようになっているのだ。

メールでの工夫のように、文章の内容

を読み手に伝える、いわばコミュニケ

ーション言語としての役割を担ってい

るのである。

そのため、最終的にはDTPソフトで

組版されてしまうにしても、EWBのト

リガを編集作業に利用し、制作者に意

図を伝えるために、EWBのトリガを付

けた原稿ファイルを渡す編集者もいる。

渡された制作者も、トリガをマクロな

どで自動処理するような工夫をして、

手作業を軽減させることも可能だ。

なお、表1のトリガがすべてなのでは

なく、必要に応じてトリガを定義でき

るようにもなっている。

●文章とレイアウトの分離

表1のトリガは文章の意味上の役割
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//i 大見出し

//ii 中見出し

//iii 小見出し

//g{～//g} 語句の強調

//k1{～//k1} 箇条書

//c1{～//c1} 小組

//list{～//list} プログラムリスト

//f番号 図の指定と参照

//t番号 表の指定と参照

表1 EWBのトリガ

▼リスト1 原稿ファイルの例

//i EWB

//ii はじめに
1999年10月、EWB（Editor's Work Bench）システムが、オープン・ソース・ソフトウェアとして一般公開され

た。もともとはアスキーが、文書の電子化を推進する目的で社内用に開発したシステムである。開発当初の組版機
能は文字原稿の棒打ち出力だけであったが、pTeXや周辺ツールの開発と改良を重ねるにつれ、完全ページアップ
も可能となり、さらに面付けもできるようになっている。アスキーが出版している書籍の多くがEWBを利用して作
成され、雑誌でもスペック表のような定型ページに用いられたりもしている。本を作るためのシステム、つまり組
版システムである。

//ii EWBの特徴
EWBは、つぎのような特徴を持っている。

//k1{
・マークアップ方式
・簡単なトリガ
・文章とレイアウトの分離
・TeXによる組版
・PostScriptへの対応
//}

//iii マークアップ方式
一般に組版システムは、文章のレイアウト作業をどのように行うかで、DTP（WYSIWYG）方式とマークアップ

（バッチ）方式とに大きく分類される。DTP方式は、ディスプレイ上で対話的にレイアウトしていく方式で、Quark
ExpressやFrameMakerなどに代表される。対して、マークアップ方式は、レイアウト処理用の記号を文章に埋め
込み、それをプログラムで一括処理する。TeXやXMLなどがこの方式に属する。EWBもマークアップ方式だ。
DTP方式とEWBでの作業は//f100のような違いがある。
DTPでは、通常、原稿を編集する編集者と、その文章をレイアウトする制作者とが共同で作業を行う。レイアウ

ト後の文章の修正は、編集者が紙の上で行い、制作者がそれを反映をしていく。現在のように、市場への早急な対
応が望まれてくると、このやりとりの手間や時間がボトルネックになってくる。
一方、EWBでの作業は、編集者は手もとの原稿ファイルを自分で修正するだけで済んでしまう。やりとりが少

ないぶんだけ、手間も時間もかからない。逆に、同じ時間を与えられたのならば、より丁寧に文章を校正する余裕
が生まれる。

//f100 DTPとEWBでの作業の比較

//iii 簡単なトリガ
メールや文章を書くとき、●で印を付けたり、**で語句を強調したり、マイナス記号を連続させたラインで区切

ったりして、相手が読みやすいように工夫することがある。マークアップ方式で文章に記号を付けるのも、これと
変わらない。しかし、マークアップ方式は、記号の入力が面倒だったり、数が膨大だったり、規則が細かかったり
することが難点とされる。
そこで、EWBでは誰もが容易に覚えることができ、すぐに利用することができるよう、記号（トリガ）をシンプ

ルにし、規則もワープロで原稿を作成するときとほとんど変わらないようにしている（//t100、//l100）。
ここでとくに重要なのは、トリガがレイアウト用の指定をするための命令としてでなく、文章の骨格を示すよう

に意味付けられている点である。文章を執筆したり、編集したりするときに、レイアウトのことを気にするのでは
なく、その文章における、内容上の位置付けを意識するようになっているのだ。メールでの工夫のように、文章の
内容を読み手に伝える、いわばコミュニケーション言語としての役割を担っているのである。
そのため、最終的にはDTPソフトで組版されてしまうにしても、EWBのトリガを編集作業に利用し、制作者に

意図を伝えるために、EWBのトリガを付けた原稿ファイルを渡す編集者もいる。渡された制作者も、トリガをマ
クロなどで自動処理するような工夫をして、手作業を軽減させることも可能だ。
なお、//t100のトリガがすべてなのではなく、必要に応じてトリガを定義できるようにもなっている。



を示しているだけである。そのレイア

ウト的な意味は何もない。たとえば、

「//g」は強調してほしいという以外の

ことは何も伝えない。それが新ゴシッ

クであろうが、太ゴシックであるかは

文章の内容からすれば関係ないから当

然だ。トリガがレイアウト上でどのよ

うに表現されるのかは「スタイルファ

イル」で行う。

よく、コンピュータ言語の仕様書な

どで関数の引数を特別な書体で示すこ

とがある。このとき、原稿ファイルで

は「//arg{x//}」のように特別なトリ

ガでその語句を示しておく。すると、

最初はイタリックで表示しようと思っ

たけれど、後からスラント体にするこ

とにした場合も、原稿ファイルはいっ

さい修正することなく、スタイルファ

イルの定義を変更するだけで済んでし

まう（画面）。

DTPのように文章に具体的な指定を

行っているのでは、こうはいかない。

すべての変更部分を読んで確認し、手

で修正する必要がある。DTPは、現実

の作業をそのままコンピュータ上で行

っているために、アプリケーション操

作は簡単だが、効率的に行える部分も

少ないのである。

また、マークアップ言語同士には、

それぞれで同じ意味を持つ記号を提供

していることが少なくない。たとえば、

見出しを表す記号としてHTMLには

「H1」タグ、LaTeXでは「¥chapter」

コマンドがある。EWBのトリガを、プ

ログラムによって、それぞれのマーク

アップ言語の記号に置き換えるだけで、

ひとつの文章をさまざまな形式で読者

に提供できるわけだ。もちろん、すべ

ての記号が対応するとは限らない。し

かし、全部を手作業で変換するよりは、

明らかに効率的である。

●TeXによる組版

TeXはUNIX上で広く用いられてい

るフリーの組版ソフトだ。多くの

Linuxディストリビューションにも付

属している。数式組版の能力や、強力

なマクロ機能、柔軟性などで評価が高

い。その一方で、記号付けの規則が細

かくて大変、コマンド操作が面倒、ス

タイルファイルの作成が難しいともい

われる。

EWBでは、文章への指定はトリガに

よって簡略化している。それをプログ

ラムでTeXの文書形式に変換し、組版

をしている（図2）。

そして、原稿ファイルの変換から、

PostScriptファイルの作成までの操作

を対話的に行うための環境を用意して

いる。このインターフェイスを用いる

と、UNIXのコマンドオペレーション

に慣れていないユーザでもスムーズに

作業を進めることができる。

スタイルファイルの作成については、

基本組、見出し、小組などの書体や級

数、字数といった基本的な体裁を対話

的に設定できるようなツールを提供し

ている。

なお、EWBではTeXのマクロ機能

によって、自動的に分割される囲み罫

マクロなどを用意している。たとえば、

コラムやプログラムリストの周りを罫

線で囲むようなレイアウトの場合、そ

れらが1ページに収まるのならば対応で

きるソフトは多い。けれども、複数ペ

ージにまたがる囲み罫を自動的に分割

し、レイアウトするソフトはほとんど

ない。このときは手作業で対処しなけ

ればならず、とくにマークアップ方式

ではかなり面倒で負担の大きい作業で

ある。EWBでは、囲み罫を自動的に

分割する機能を備えることによって実

現している。このように、TeXに強力

なマクロ機能を用いて組版処理をカス

タマイズして、文章に指定するトリガ

の数や面倒な作業を少なくすることが

可能である。

EWBでは、最終的な組版データは

PostScript形式としてファイルに格納

する。WYSIWIG方式の組版ソフトで

も最終的にはPostScript形式で出力さ

れる。以前は日本語書体などの問題も

あったが、近年の出力環境の充実は著
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画面 リスト1のファイルを別々のスタイルで処理した例

PostScriptへの対応



しい。たとえば、以前は出力データは

印画紙に出力され、フィルム、刷版の

工程を経て、印刷されていたが、現在

はフィルムに直接出力するのが一般的

だ。そして、刷版に直接出力するCTP

（Computer To Plate）の段階になっ

てきている。工程が減るぶん、時間も

コストも抑えることができる。もちろ

ん、EWBで組版したデータもCTPで

出力可能である。

また、PostScriptデータは、Adobe

Distillerを使って、簡単にPDFファイ

ルに変換することができる。PDFファ

イルは、組版された文章をネットワー

クやCD-ROMなどで配付するのに最適

な形式だ。画像データもそのまま入っ

ているため、JPGやGIFに変換したり

の手間もいらない。

今後、少量部数の印刷は、データを

直接出力し、製本をするオンデマンド

が主流になるだろう。そのためのデー

タフォーマットはPostScriptかPDFが

最有力として認識されている。

EWBは、文書処理や組版、プレビ

ューなどをするのに表2のようなプログ

ラムを利用する。これらのうち、まだ

インストールしていないプログラムが

あったら、まず、それらをインストー

ルしておく。

表2のプログラムのうち、とくにsed

は注意が必要だ。インストールされて

いるsedがマルチバイト対応版であって

も、日本語を正しく扱えるとは限らな

いからだ。

たとえば、

//list{

echo 'ありがとうございました。' | sed

'y/あいう/アイウ/'

//}

としたとき、

//list{

アリガトウゴザゥマシタ。

//}

のように変換されてしまったら、その

sedは日本語処理用には向かない。本

来、期待する動作は、

//list{

アりがとウござイました。

//}

である。後者のようになっていなかっ

たら、jsedをインストールする必要が

ある。

なお、macutilsをインストールして

ある場合、/usr/bin/tomacプログラム

がEWBのtomacに上書きされてしま

う。macutilsのtomacコマンドも残し

ておきたければ、EWBをインストール

する前に、

# cd /usr/bin

# mv tomac tomac.macutils

のようにしておく。

EWBのソースファイルは、本体、ラ

イブラリ、GUIライブラリの3つに分け

て提供されている。

●本体のインストール

本体には、EWB文書ファイルを

LaTeX文書ファイルに変換するフィル

タや、コマンドラインでの操作環境プ

ログラムなどが含まれている。

インストールは、つぎの手順で行う。

configure時、prefixに指定するディレ

クトリは、TeXをインストールしたの
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図2 EWBでの処理の流れ
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と同じにする。わからなければ、

# kpsewhich texmf.cnf | sed -e

's!/share/texmf/web2c/texmf.cnf!!'

として表示された位置を指定すればよ

いだろう。インストールはこのディレ

クトリをconfigureで指定して次のよう

に行う。CD-ROMは、/cdromにマウ

ントされているものとする。

# cd /usr/src

# tar zxvf /cdrom/EWB/ewb-3.1-

R1.tar.gz

# cd ewb-3.1-R1

# ./configure --prefix=/usr

# make

# make install

●ライブラリのインストール

ライブラリのファイルには、EWBで

用いるLaTeXマクロ、欧文のPost

Scriptフォント、和文のTFMフォント

やVFフォントなどが含まれている。

インストール手順は、本体とほとん

ど同じだ。和文のVFフォント（21書

体）は最後の「make install」時に作

成されるので時間がかかる。また、作

成するVFファイルだけで、100Mバイ

ト程度のディスク容量を必要とするこ

とに注意する。

# cd /usr/src

# tar zxvf /cdrom/EWB/ewblib-

3.1.tar.gz

# cd ewblib-3.1

# ./configure --prefix=/usr

# make

# make install

●GUIのインストール

EWBのGUIは、レイアウト作業を対

話的に行うためのものでなく、文書処

理操作を対話的に行うための環境だ。

Tcl/Tkを利用して実現している。メニ

ューやボタンなどで日本語を用いてい

るため、日本語化されたTcl/Tkがイン

ストールされていなければならない。

インストール方法は、本体やライブ

ラリなどと同様である。

# cd /usr/src

# tar zxvf /cdrom/EWB/ewbgui-3.1-

R1.tar.gz

# cd ewbgui-3.1-R1

# ./configure --prefix=/usr

# make

# make install

インストールが終了したら、動作確

認も兼ね、EWBのマニュアルを処理し

てみよう。EWBのマニュアルは、

ewb-handbook.tar.gzという名前で付

録CD-ROMに入っている。

まずは、このファイルを展開する。

# tar zxvf /cdrom/EWB/ewb-

handbook.tar.gz

# cd ewb-handbook

文書を組版するには、GUIシェルを

起動する。

# guishell

起動すると、EWBの文書ファイルが

一覧になって表示される。つぎに、1-

1.docの行を選択し、プレビューボタン

を押してみよう。すると、1-1.docで使

っているEPSの変換、LaTeX文書への

変換、組版、PostScriptファイルへの

変換が自動的に行われ、ディスプレイ

に文書が表示される。

EWBの公開と同時にEWBコンソー

シアムが設立されている。コンソーシ

アムは、EWBの普及を通じて、電子

出版のための技術の改良や標準化、情

報の共有などをはかり、既存出版と電

子出版の発展を目指している。詳細に

ついては、

http://www2.ascii.co.jp/EWB/

を参照してほしい。

Linux magazineFebruary 2000 239

X Window System XFree86等（X11R6以降）

X漢字端末 kterm

TeX pTeX p2.1.8（EUCバージョン）

LaTeX pLaTeX（EUCバージョン）

索引整形 mendex 2.4c（EUCバージョン）

DVI->PS変換 dvipsk 5.78 p1.4c

PSインタプリタ ghostscript（日本語対応版）

PSビューア ghostview または gv

漢字コード変換 nkf

文字置換フィルタ jsed（日本語対応sed）

perlインタプリタ perl5（日本語対応版）

テキストエディタ jvim（日本語対応 vi）

xemacs-canna

Tcl/Tkインタプリタ tcl/tk 8.0（日本語対応版）

かな漢字逆変換 kakasi

表2 EWBシステムが利用するプログラム

EWBの動作確認

EWBコンソーシアム
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GNOMEは、GNUプロジェクトによって開発されているフリーソフトウェアで、多くの

Linuxディストリビューションのデスクトップ環境として、KDEとともに標準的に採用され

ている。本書は、ユーザーが一番多く接するであろうウィンドウ画面（GNOME）の使い方

を中心に、LASER5 Linux 6.0の基本的な設定方法を解説している。

GNOMEは、Windowsに近い操作性を持っているためわかりやすいが、本書のメニューの

設定やパネル上で動作するアプレット、GNOMEアプリケーションの使用方法などを参考に

して、ユーザーがカスタマイズすることでもっと使いやすくなるだろう。

付属CD-ROMにLASER5 Linux 6.0を収録し、インストール手順も詳しく書かれている。

GUIで操作できる設定ツールのLinuxconfや、コントロールパネルを使ってハードウェア、プ

リンタ、ダイヤルアップ、ネットワークなどを設定でき、Linux初心者にもお勧めである。

B ooks
林雅人、奥脇学著

秀和システム

B5変形判／246ページ／CD-ROM付き　　　　　　　　本体価格 2600円

LASER5 Linux GNOME活用ガイド

ネットワークカードをWindowsで使う場合に問題が起こることは少ない。Windowsが標準

で多くのドライバをサポートしているし、ほとんどのネットワークカードにはドライバが付

属しているからだ。しかし、Linux用のドライバはハードウェアメーカーではなく、Linuxのコ

ミュニティが動作を解析して開発しているため、いろいろとトラブルが発生することがある。

本書は、主要な12のディストリビューションを使って、約30種類のネットワークカードに

ついて動作検証を行っている。Linuxのインストーラが自動で認識しない場合には、必要なド

ライバをFTPサイトなどから手に入れ、ドライバをコンパイルして動作させる方法も記述さ

れている。ネットワークカードの知識だけではなく、ドライバのインストールを行うことで、

Linuxのドライバの仕組みや、ディストリビューションごとの違いが理解できるだろう。なお、

付属CD-ROMには、日本ではあまり馴染みのないLinux Mandrake 6.1を収録している。

伊藤隆延著

エーアイ出版

B5変形判／362ページ／CD-ROM付き　　　　　　　　本体価格 3200円

Linux ネットワークカード設定【虎の巻】

あなたのまわりにも、「Linuxをいじってみたいけれど、インストールがめんどくさそう

で…」という人がいることだろう。そんなパソコンユーザーにぴったりの本が登場した。

Linux入門書が星の数ほど出ている中で、Linux業界の気鋭ライター兼編集者として活躍中

の著者があえて本書を執筆したのは、伊達や酔狂ではない。本書の付属CD-ROMに収録さ

れた「Live Linux Lite」（メディアラボ社製）は、インストールが一切不要で、CD-ROMか

ら直接起動できるという特異なディストリビューション。本来は緊急用やテスト用などの

目的で開発されたものだが、体験用としても最適である。本書の内容は「Linuxの世界へ体

験ツアーに出かける」という趣向。実際にLinuxを操作しながら、LinuxあるいはUNIXの考

え方の基本をやさしく解説している。巻末には主要ディストリビューションや入門書のガ

イドも掲載されており、「本書以後」への配慮も万全だ。

風穴江著

アスキー

A5判／128ページ／CD-ROM付き　　　　　　　　　 本体価格1280円

さわってみようLinux――Live Linux Lite体験ツアー
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サ ン モ ア テ ッ ク
OSS研究会 著
セレンディップ
B5変形判／272ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 3200円

Linuxで構築する
ファイアウォール

B o o k s

三浦一則 著
毎日コミュニケーシ
ョンズ
B5変形判／320ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2700円

Macintoshで徹底活用
LinuxPPC

臼田昭司、伊藤 敏、井
上祥史 著
オーム社
B5変形判／280ページ
本体価格 2800円

Linux論文作成術
－GNU Toolを使いこなす－

石井達夫著
技術評論社
B5変形判／388ペー
ジ／CD-ROM付き
本体価格3200円

改訂版PC UNIXユーザのための
PostgreSQL完全攻略ガイド

西村めぐみ 著
ソシム
B5変形判／344ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2460円

らぶらぶLinux2
Windowsと使いたい人のための混在環境ガイド

伊藤幸夫 著
エーアイ出版
B5変形判／256ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2500円

10分でできる！Linuxサーバ

まず、この冬熱く（厚く？）盛り上がっている、オブジェ

クト指向のプログラム関係の2冊から紹介しましょう。1冊目

は、本誌で赤松氏による記事が連載されているRubyのバイ

ブル『オブジェクト指向スクリプト言語Ruby』（まつもとゆ

きひろ著、アスキー出版局刊、ISBN4-7561-3254-5）がブッ

チギリの絶好調です。私にはあまり詳しいことまではわかり

ませんが、プログラムに興味のある方には必読の1冊との評

判です。さらに、「ガンマ本」の名で知られる『オブジェク

ト指向における再利用のためのデザインパターン 改訂版』

（Gamme、Helm、Johnson、Visaides共著、本位田 真一、

吉田和樹監訳、ソフトバンクパブリッシング刊、ISBN4-

7973-1112-6）も好調な売れ行きです。不況といわれる昨今

にもかかわらず、4000円台という値段をものともせず売れて

いるこの2冊を見ていると、やはり良書は売れるのだな、と

久々にうれしい気持ちにさせられます。もっと、このような

硬派な書籍の登場に期待したいところです。

さて、肝心のLinuxの話題となると…、これといった動き

がないというのが本音です。ただ、これまた本書で連載のあ

るフリーのデータベースPostgreSQLの使いこなしをあます

ところなく紹介している『改訂版 PC UNIXユーザのための

PostgreSQL完全攻略ガイド』（石井達夫著、技術評論社刊、

ISBN4-7741-0890-1）も、初版と同じくらい売れ行きに勢い

があります。この書籍は、しばらくベスト10上位の座にいる

ことは間違いないでしょう。

最後に、今年の秋にあった悲報をお伝えしておきましょう。

Advanced Programming in the UNIX EnvironmentやTCP/IP

Illustratedなどのベストセラーなどで知られる、W. Richard

Stevens氏の突然の死です。

Stevens氏は、これまた名著として知られるUNIX Network

ProgrammingシリーズのVol.3を執筆中にこの世を去りまし

た。コンピュータ業界に偉大な業績を遺した彼の死は、世界

中のコンピュータユーザーから惜しまれています。ただ、未

完となったVol.3は、関係者により2001年には完成する予定

で、トッパンより翻訳書籍も発行される予定とのことです。

しかし本当に惜しい人材を亡くしました。ご冥福をお祈り申

し上げます。 （書泉ブックドーム古田島）

最近売れてるLinux書籍は？
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みなさん、お元気ですか。担当は、先日、

ばっちりと風邪を引き2日間も寝込んでし

まいました。その後、編集長にうつしたら

すっかり元気になりました。今月も、元気

にまいりましょう！

1月号「ディストリビューション
最前線」へのご意見

1月号の特集は読みごたえがあった。

ここ2カ月で3つのディストリビューショ

ンを購入して試したが、初心者にはまだ

まだ難しい面が多い。特に導入後の設

定については、標準から少しでもはずれ

ると「ドロ沼」にはまってしまう。

ローカルデバイス（プリンタ、PPP、

ネットワーク）の基本的な設定の特集

をお願いしたい。

（大阪府　永田 誠一郎さん）

1月号50ページにあるユーザー数調

査結果を見て、Plamoユーザーの少な

さに奮起して、ハガキを出してしまい

ました（笑）。

べつに、ほかのディストリビューシ

ョンと争うつもりはないのに、自分の

使っているディストリビューションの

ユーザーがほかに比べて少ないと、何

かくやしく感じるのはなぜだろう？

次号の付録に、ぜひSlackware 7.0

をお願いします。

（東京都　西村大助さん）

自分に合ったディストリビューションを

選ぶというのは、とても難しいですね。好

みや機能だけでなく、用途やマシンの構成

も考えて、ベストなものを選んでください。

36ページからの、新着ディストリビューシ

ョン紹介もぜひご覧ください。

1月号「マルチブート完全制覇！」
へのご意見

1月号の特集では、Windowsとの共

存を中心に取り上げていますが、

FreeBSD＋Linuxや、Solaris、BeOS、

OS/2なども制覇しなければ完全でない

ような気がします。

（群馬県　山本秀之さん）

私のマルチブート法は、ハードディ

スクを交換することです。20Gバイト

のハードディスクが2万円で、交換用

のBOXが1000円で手に入るので、そ

の方法をとっています。昔は20Mバイ

トのハードディスクを20万円で買った

のですが……。

（滋賀県　林正之さん）

山本さんのおっしゃるとおり、そこまで

網羅できればベストなんですが。ご意見、

参考にさせていただきます。

編集部の共有マシンでも、リムーバブル

ハードディスクを利用しているものがあり

ます。この方法だと、難しいことを考えな

いで、どんなOSでもインストールできる

ので便利ですね。

南極でもLinux!
昨日、たまたまLinux magazine 12

月号を買ってぺらぺら見てましたら、

Red Hat Linux 6.1（英語版）のイン

ストール記事、「タイムゾーンの設定」

の項目に、「余談ですが、南極大陸の

昭和基地も選べるのには驚きました。

Linuxユーザーはいるのでしょうか」と

書かれているのに驚きました。

なんということをおっしゃるのでし

ょう！　これこれ、ばかにしてはいけ

ません!!! なんて。;-P

メールやDNSなどのサーバも、'98年

からLinuxに代わりましたし、当方では、

ある観測用に、数年前からQNXやLinux

を必要に応じて投入しています。先日

も、カーネル 2.2.13にした最新Linux

のRAIDディスクを船に積み込んだばか

りです。ほかのプロジェクトでも、使

っているところはあるでしょうね（北

欧の辺鄙な田舎での地磁気観測などで

も、一部RT Linuxが走っていますよ）。

間違ってもMSは使いません（笑）。

無償配布のSolarisに手を出したくなっ

たりもしますが……やめときましょう。

じつは、観測にはUTC（協定世界時）

しか使わないので、私には昭和基地のタ

イムゾーンは不要ですが、メールサーバ

などはSyowa Local Timeの設定でしょ

うね。わざわざそのためにRed Hat6.1



に入れ替えないでしょうけど……。でも、

選べるようにしているというのは、昭和

のユーザーは喜ぶでしょうね。

でも、その設定は正しいのだろうか

……（Syowa LT = UTC + 3hoursで

す）。また、South Poleも設定は合っ

ているかな？一読者のつぶやきでした。

（国立極地研究所　行松さん）

昭和基地でもLinuxが使われていたので

すね。学術研究の分野でも、Linuxが活躍

しているとは聞いていたのですが、担当の

勉強不足でした。国立極地研究所、南極観

測のWebページ（http://jare.nipr.ac.jp/）

には、南極大陸の紹介、第41次観測計画、

南極観測船「しらせ」の現在位置や動向な

どが掲載されています。担当も、さっそく

勉強させていただきました。昭和基地では、

今の時期は日が沈まないのですね。行松さ

ん、貴重な情報をどうもありがとうござい

ました。

編集長に、昭和基地の取材はどうでしょ

うと打診したところ、「俺が行く」という

答えが返ってきました。

他人にはわからぬこの悩み
「ニューテクノロジー from SGI」

の筆者と同姓同名なので、メーリング

リストとかには本名が出せません。プ

アーな知識しか持っていないので、間

違えられたら大変です。

「viはじめました」は最高ですね。

おかげさまで、以前できなかった置換

などができるようになりました。

今度は、「正規表現はじめました」

でも始めてもらうと助かります。

（千葉県　鈴木大輔さん）

偶然とは恐ろしいものです。鈴木さん

（お葉書をくださった鈴木さんです）も災難

（？）でしたね。

viをはじめとして、LinuxやUNIX系OS

では、正規表現が使えるツールがたくさん

あります。正規表現って、とても便利なん

ですが、ちょっと理解しにくいのが難点で

す。213ページからの「Rubyで行こう」

では正規表現を解説しています。もちろん、

Rubyもよろしくお願いします。

rpmの互換性問題
Red Hat、Vine、LASER5、etc…、

RPM系のディストリビューションとい

っても、rpmファイルに互換性がない

ので非常に使いづらいのは何とかなら

ないのでしょうか……（Slackware？

Debian？）。

（福岡県　福島大輔さん）

libc、glibcのバージョンなど、ディスト

リビューション間の差異によって、rpmフ

ァイルが違うのは不便ですね。少々面倒で

すが、gccなどの開発ツールをインストー

ルしていれば、src.rpmから、システムに

合ったrpmファイルを作ることができます。

src.rpmをインストールして、/usr/src/

RedHat/SPECSディレクトリで、

# rpm -bb hoge.spec

とすると、/usr/src/redhat/RPMSの中

のディレクトリに、rpmファイルが作られ

ます。ディストリビューションによっては、

ディレクトリ名のredhatがturboなどと異

なることもあります。

My Home for Linux
現在、家を新築中！　全室にLANケ

ーブルを引きました。

（東京都　吉村昌晃さん）

すばらしいですね。電力容量とコンセン

トの位置、数も重要です。よく使うコンセ

ントって1カ所に集中するんですよね。

幸福量保存の法則
関係ないことだけど、この前、ビッ

クカメラでプリンター買ったら“当た

り”がレシートに出てタダになった。

お金そのまま返されて、すっげーウレシ

イ反面、持って帰るのがなんか罪悪感

……。その分、パチンコで負けたけど。

（埼玉県　Rin さん）

世の中って、そういう風にできてるんで

す。:) でも、ラッキーなのはよいことです。

98でもLinux
NECのPC-9800シリーズで使用でき

るLinuxはないでしょうか。

（東京都　守矢優二さん）

Slackwareベ ー ス の Plamo Linux

（http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Pla

mo/）が動作します。PC-98シリーズに

移植をしているKMC（京大マイコンクラ

ブ）のLinux/98ページも参考になるでし

ょう（ht t p : / /www . k u i s . k y o t o -

u.ac.jp/̃kmc/proj/linux98/）。

インストール道を極める
実験用の自作マシンを1台決めて、

それにいろんな種類のディストリビュ

ーションをインストールしては楽しん

でいます。Linuxはインストールが楽し

いです。ノートには満足のいくインス

トールが出来たことがないです。

（山口県　花村義一さん）

「満足のいくインストール」という言葉

に奥の深さを感じました。いくつものディ

ストリビューションを試せるのもLinuxの

面白さのひとつですね。
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